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はじめに 


木, 1 ! •は、 シャープ ハ。 ーソ ナル ワークステーション 「 X 68030 シ リース: j | •.で# W 1: •するオペレーティ ング 
システム r Human 68 kj の説明々です。 Hunian 68 k の機能、およびその使い"が•げ細に角?•説されて 
ぃます。 

なぉ、本機の取り扱いについては、別冊の 「 JR 扱説明. 1 Fj にわかりやすく説明されています。初め 
て本機をお使いになる方は、必ず「取扱説明卉」を先にご覧ください。 


卜 M は、木機に MtW の6冊•のマニュアルの//:いの関係を尔しています。 



• II 本語を入力する 
• 辞,$デイスクのメンテナンスを行う 
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マニュアルの使い方 


このマニュアルは、 初めてお使いになるガはもちろん、ひととおリ Human68k を理解した方でも使 
えるようになっております。 

切めての力•は、まず第1部；?51なから4なまでご 1 K いただき、オペレーティングシステムや 
1 Iuman68k の溉袈などを邱解されるよう、お勧めします。このあと、使ってみた t 、コマンド を逆び、ま 
ずを# *5 •にさわってみたり、 f、jW のスクリーン エディタの 使いん•へと発诚するとよいでしょう。 

ものは试しです。システムディスクのバックアップをとり、キーを押しながらいろいろと试してく 
ださい。まちが v 、を恐れずチャレンジしてください。 

ひととおり Human68k を塊解された方は、辞書代ゎりとして活用していただくと、 コマン ドの遊式 
や機能などをよリ深く坪解されるはずです。 

また、 II 次 や 由 1 Jit、 本, 1 ! ••の 桃 成にそったく II次〉、 コマンド / •から 丨1的の ページ や榉能 を さがせる 
くコマン ド別||次〉、お使いになる丨|的に応じて||的の ページ や コマンドを さがせる ぐ ふ; リ |>、 と 使い" 
に応じて獄されています。人 v 、にご活用ください。 

部の_成は、次のとおりです。 

第1部 Human 68 k 


各饮 

内 tf 

551伊 • 

オベレーティングシステムの於 •«; や、 Human 68 k の碘成および梭能の槪略など 

® 2炊 

Human 68 k の起 W から終 f の"法まで • フロンヒーディスクのフォーマットやバックアップコビーの作成 

35 3 « 

IIuman 68 k におけるファイルとディレクト りの Vi い 


Human 68 k で使うこヒができるコマンドの ffW とその Wtfl なビ、バッチ処坪やりダイレクト拽能 

H 



テンブレート拽能ゃヒストリ悚能などのキー人力の編此棟能、キーボードコントロール拽能 

» 7 # 

CONFK ；. SYS フ r イルによるシステム怵築のノバ上 

558¢ 

デバイスエラーの処芯か法 


第2部スクリーンエディタ ED 


fv な 

内 H 

® 1 ft 

スクリーンエディタ K I) の拽能の貶略，包利"法と終 f ノバ上など 

55 2 « 

火際の枝 itt 作龙で使う ED のコマンドの使い" 

檐能利に分餌されています 

55 3 « 

卜:: I) をよリ從哎に使うための、スイ ッ チをつけた包的ん•法 

®4 ff 

ED の簡丨 |1 な报作例 

55 5 « 



付録 

卯コード • エスケーフシーケンスの G など. Hunian 68 k を使う I . で必安な资事4 
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本書で用いる表記法 


Human 68 k のコマンドの:？ T 式は、以下の表^!法に促って衣祝しています。 

その他カンマ （ ，）、コロン（：>、スラッシュ （/>、 Tv (=) などの記 v は衣記されている通り 
に入力してください。入力する位置も変えてはいけません。 

〔〕 角形カツコ オプションです。必要に応じて入力してください。 

く〉 山形カツコ あなたが人力するデータです。 

たとえは次のような場合は、 '' PATH " に統けて実際の ''パス名"を入力しま 
す。 

PATH くパス名〉 

{) 波形カツコ 々ッコの屮から必要な項 U を選んで人力します。 

角形カッコで闻まれていない限りは、ム i •低1つの人力が必要です。 

I 縦線 ドだのように、選択拙 I の K 切りに使います。 

くパス名> | くファイル名〉 

ただし、フィルタの中で使⑴した坳〇は、パイプを厶します(4.7.2« 
照> 〇 

DIR | SORT (この場合、|はパイブ） 

……省略記号 オプションです。必要に応じて籾_リ返して人力する项 H です。 

:ケイ囲み 人文字が! ^训まれているときは、?ネ殊な文字の入力を衣します。 

[^ Ti + nn などはコントロール文字を表します0 
[ j \ リターンキーリターンキーの人力を衣します。 

なお、本芥中でコマンド人力の例をあげる際には、 '' A > "などのブロンプト妃号を竹略し、キー人 
)) すべき文卞を大文字によって衣記してあります。 
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第 1 章 Human68k の概要 


I . I Human68k とは 


1.1 Human68k とは 

Human 68 k は、本機のハードウヱアの待つ品度な性能を W •人限に宛揮するために、独⑴こ開発され 
たオペレーティングシステム （0 S > です。 

0 S とは、ハードウエアとアプリケーシヨンプログラムの問に立って、令体の機能をコントロールす 
るための基本ソフトウェアのことです。 OSS 、 衣立った活秘をするわけではありませんが、アプリケ 
ーシヨンブログラムが ( W 々の機能を i ☆人•限に発揮できるように陰で動く、いわば ''緣のドの力侍ち" 
的な17:作である、といえます。たとぇば、 H キーを押すと、 「 Hj が入力されたことを確涊し、ディス 
ブレイに衣示します0また、文字をプリンタから印刷したり、フロッピーディスクにデータを保存し 
たリします。 


アフ 。リケーシヨン 

フ° ログラム 


SX シェル 


tas ( BASIC など） 

ユー テイリテイ 

SX システム 

Human 68 k (オベレーティングシステム） 

ハードウエア 


コンピュータを令体として M た垛合には、まずハードウェアがあり、その上にオペレーティングシ 
ステ厶 ( OS ) があります。この OS (本機の堝合は Human 68 k です）が、お使いのアプリケーシヨ 
ンプログラムの実行55境を提供しているのです。 

Human 68 k は、ハードウェアとアブリケーシヨンプログラムの I 山 j 力•を符押•します。 f 、! W の SX-WINDOW 
や X BASIC も、 Human 68 k のコントロールのドで! SW 1: •します 0 




第 I 章 Human68k の概要 


1.2 Human68k の特長 

1.2.1 バックグラウンド処理 

IIuman 68 k ： i , パソコンを使ったネットワーク咪築への環境が格っています。このネットワーク構 
築への対応については、人きく分けて次の2つがあります。その一->がこの節で Jk リ I •.げる「バック 
グラウンド処邱」、もう 一-^は次®•で Jf 《リ I •.げる「ネットワーク環境への対ら」です。 

バックグラウンド処邱とは、ある地坪をけいながらその炎（バックグラウンドブロセス）で別のプ 
ログラムを问時に尨行するというもので、「梭行処 FP 」 ともいいます。 

たとえば、通黹沒数台のパソコンを使ってネットワークを糸 II むと、そのうちの一 ff が「ファイルサ 
一八一 j として山心されてしまい、パソコンとしての機能が使えなくなってしまいます。ところが、 
バックグラウンド処坪を使うと、ファイルサーバーとして使いながら、 M 時に通常の处现もできます。 

また、段敉台のバソコンを使ったネットワーク処邱屮の、说け処邱のほかに、•台のパソコンで权敉 
の処坪を收わ•して U うこともできます。たとえば、ワーフロで义 G を人乃•編叱しながら、ディスク 
に収められてし、る文, 1 !•をプリンタに出力したりできます。 

このようなバックグラウンド'/!！:坪は、ネットワーク!！!: W 川のボードやこの機能を組み込んだソフト 
ウェアがく?•場してはじめて次:際にむえるようになります。斗 W 尺では、 Ui ! のようなバックグラウンド 
処邱•は行えませんが、 Ilunian 68 k では、このバックグラウンド処邱のサンブルとして、ウェイクアッ 
ブタイマ機能 ( TIMER コマンド）を用总しています。 TIMER コマンドでは、ある处理を U いながら衍 
定した時刻にメッセージを衣ボする、 ADPCM ファイルを阶 I :する、テレビをコントロールする、な 
どができます0 TIMER コマンドの詳細については、「第5京コマンド TIMERj をご％ ください。 

なお、バックグラウンド处巧!を行うには、あらかじめ CONFIG . SYS に、 IMj ••処邱をけうプログラム 
数ゃレベル mr \ nm % タイムスライス攸 r 欠:行時問）を、 「 process 二」を使って指定しておく 
必 X :があリます。また、バックグラウンドフロセスを穴めた fV 7 ロセスの状態などは、 「 PROCESS コ 
マンド」を使って確認することができます。 「 PROCESS 二」は55 7なを、 「 PROCESS コマンド」は 
第5帝を参照してください。 




1.2 Human 68 k の特長 


ネットワーク環境への対応 


ネットワーク SUft への対応とは、今後太•祝されるネットワーク処理に備え、 Human 68 k の機能とし 
て、「ファイルのルイ I •化とロック j 、 そして 「 ffctll ドライブへの対応」などを咿備しているというもの 
です。これらの機能はネットワークを構築するときになくてはならない機能です。 


ファイルの共有イ匕ネットワークを組んだときに段数のプロセスから、 M じ一- ) のファイルをアク 


セスして使えるようにする機能です。このファイルの JtYf 化によって、たとえば、ネットワークで 
結ばれた权数のユーザーか Id じファイルを典打して使えるようになります。 

ファイルのロック ft 心•したファイルに対して, 1 :•き込みをけうときなどに、ファイルの一部を佐 


(アクセスで||.>するものです。このようにファイルをロックしないと、アクセスしたファイルが H 
山に VF き込まれてしまうという位険性が， I •:じてしまいます。 

仮想ドライブネットワークで姑ばれたときに、他のパソコンのドライブをあたかも n 分のドライ 
ブの屮のディレクトリとして参照したり、逆に、 n 分のドライブの中のディレクトリにドライブ名 
をつけて、そのドライブ名を他のユーザーにも参照させたりすることです。つまり、次:体としては 
< v ••作しないドライブ（ディレクトリ）に、次 :< v . するディレクトリ（ドライブ）を別り4てて使うわ 
けです。 

なぉ、ファイルの共イ|•とロックは、あらかじめ CONFIG . SYS の 「 SHARE = j でぐ共も•ファイル 
数〉とく ロック mmo を指定してぉく必要があります。 

また、似恕ドライブのぷ定は、 SUBST コマンドを使って} i •いますが、侃恕ドライブのドライブ数 

は、 CONFIG . SYS ^ r LASTDRIVE = j で衍定しておきます。 


1.2.3 ヒストリデバイスドライバ 

Ihinian 68 k は、ヒストリデバイスドライ八 HISTORY.X を CONFIG.SYS に組み込むこと（コマン 
ド行からも火:行" rfig ) で、コマンドモードでのキー入力や 編 诋が次のように効率的に行えます。 

籲コマンド行での縞集 機能 

これまでのテンプレート機能に加え、テンプレートからコマンド行に人力した文？:列を、 カーソル 
キーべを使って簡屮.に編!14できます。 


籲テンプレートの操作 

テンブレート機能は、 HISTORY . X が組み込まれていなくても利用できますが、 HISTORY . X 
を紐み込むことによってテンプレートのリ|き敉だけをコビーすることもできます。 


籲入力文字列のヒストリの検索と再入力（ヒストリ機能） 

これまでの HIS コマンドを使ったヒストリ機能でも、人か^?みのコマンドをさかのぼって呼び出す 
ことができましたが、 HISTORY . X ではこの機能をさらに&•張しました。 
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籲デイレクトリ変更履歴の検索と再入力 

ハードディスクを使っているときには 、 CHDIR ( CD ) コマンドを使ってディレクトリを锁繁に移 
仙しますが、このデイレクトリ殳史だけのコマンドをヒストリ機能のように呼び出して火:行できます。 


•エイリアス（別名定義）機能 

スイッチやオプションの多いコマンドを、そのつビ人力しているのは傾わしいものです。このよう 
なコマンドを紐い名前で定義しておき、この名前を入力するだけで垃いコマンドが簡中•に入力できま 
す0 


籲簡易バッチ機能 

これまで人力したコマンドと M じコマンドをまた入力して次:むさせるとき、そのつど人力するのは 
大変です。ましてや;!11絞したコマンドを屻に次:行するときなど、权数のコマンドを•逆えておくのは、 
姒わしいことです。 

HISTORY . 父では、以前に灾行したコマンドのリストを友；し、その中から次:行したいものを選 
ぶだけで、 簡中. に次行で きます。 

ヒストリ機能の,げ:細については、「6. 4ヒストリデバイスドライ八」をご 1 なください 0 

1.2.4 ファイルアクセス 

Human 68 k では、将米の大软 ft デバイス(光磁気ディスク、 CD 、 人容狱ハードディスク、 DAT な 
ど）に対化し、人;衫: V ••ファイルにもアクセスできるように、1クラスタのを 1 K 八イト、 2 K バイ 
卜、 4 K バイト • • • 32 M バイトと芡えられます 0 この紡! | i 、 大祥 Vi : デバイスを接絞し、人相 A ファイ 
ルを扱いたい場介にも、アクセスイ能です。たとえば1クラスタを 64 K バイトとすると 4 G (ギガ）八 
イトの大衫ファイルでもアクセスできるようになリます。 

1.2.5 対話型メニューコマンドの採用 

誰でも簡取にしかも_而と対話しながらコマンドを操作できるよう、対話型メニューコマンドが川 
意されています。これにより、初心者でも比較的簡単にコマンド搡作ができ、また、デモンストレー 
ションなどで段数の人が利用するときにも他利です。 

1.2.6 ハードディスクのパーティション（領域分割） 

Iluman 6« k では、ハードディスクの領域を分別して、ドライブを权改別リ A てられる Format コマ 
ンドを搭敉しています。たとえば、 82 MB のハードディスクのれ^。 25 MB をドライブ A 、 残りの 57 MB 
をドライフ B とすることができます。また、このように M 域を分別したときにどのドライブから起 ifijj す 
るかを、起動にメニューを衣示させて办起勋するドライブを選択できます。 
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1. 3 Human68k ver.3.0 の特長 

1.3.1 CPU 種類の判別 

起！^作、 CPU の M 類を判別して起動できるようになリました。 

IIuman68k ver.3.0 は、 X68000 シリーズ I •でも起! SJj することができます。そのため、 CPU が MC 
68000 なのか、 MC 68030 なのかを判別して起勒できる機能をっけました。 

1.3.2 SCSI デバイスドライバの標準装備 

FD から起! f 力した場合などでも、デバイスドライバ ( SCSIDRV . SYS ) の®!*なしに、 SCSI ドライ 
八がく紛できるようになリました。 SCSI ドライバを ROM 内に持ってぃるので、起！ f 神に SCSIDRV.SYS 
を,说み込まなくても SCSI デバイスを使⑴することができます。 

1.3.3 CONFIG ファイル機能の充実 

• CONFIG . SYS を『 I 山に変史して起! fJj したり、色々な CONFIG . SYS を遂択して起财したりできる機 
能を迨加しました。 

このサンブルフログラムとして CONFIGED . X を川总しています（详細は「55 7 システムの梆 

築 EXCONFIGj 参照)。 

• デバイスドライバをび鉍する liij に COMMAND . X を使うことができるようになったため、カレント 
ディレクトリを移! P 力してから、そのディレクトリに设定された環校で起孙できるようになリました。 

•起仙したあとでもドライブの狞邱 M 報を变史できるようになったため、フロッピーディスクの M 類 
を fl $ 力判別することなどが吋能になりました(詳細は「 7-3 FDDEVICE ドライバについて j 参 
照> 〇 

• IOCACHEM 、 FATM 、 DIR ® 理の一部を取り皆えることができるようになリました。 

•デイレクトリのサーチ機能が強化され、ファイル検索や新规作成時に、 iff •前に灾行されたディレク 
トリ位芯の続きから検索するように ■ m 定できるようになりました。 

このためファイル検索をするときに、帥 ii はじめから検出する場合に比べぬ速に検索することがで 
きるようになりました。 

1.3.4 MIDI 対応、 OPMDRV 3. X の搭載 

• FMff 源/ MIDI / ADPCM を住意のチャンネル （1-25) に剖り当てて嗚らすことができます 0 

• ADPCMff を1 28 MJfi までび銶することができます。 

• トラック数は 80 で、 25 トラックまですることができます。 
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• 1 トラックで和？ f を演#することができます (MIDI のみ)。 

• モジュレーション/ビッチベン ドの コマン ドは、そのまま FMft : 源に対しても機能します 0 

•常に MIDI クロック ( F8 ) を出力しているので、外部シーケンサーを同期演奏させることができま 
す。 

外部 M 期に設定すれば、外部シーヶンサーでコントロールすることもできます。 
fl : •总の小節でのスタート/ストップができます。 

• SOUND PRO68K の SN 1 ) ファイルで••色ぷ定ができます。 

• mml データの中にチャンネル変 ui コマン ドを n 山に設定できます。 

• MUSIC PRO * 68K [ MIDI ] の MUS ファイルをそのまま演务できます 0 

• 0 PMDRV 3 .X I ••で MUSIC PRO - 68K . MUSIC PK ()* 68K [ MII ) I ] がそのまま利川できます。 

注意 

Muman68k ver . 3.0 システム デイ スクに収められている コマン ドおよびデバイスドライバは、 
Human68K ver . 3.0 ヒでお使いください 0 
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第 2 章 Human68k の起動 


2.1 イントロダクシヨン 

本保では、 Human68k の起|力のが i 、 _商 h に表示されるプロンプト、 Human68k システムデイ 
スクのバックアップコヒーの作成 " Ui な どについて解说します。 

Human68k を操作する際には、本次の解説に促って、まず Human68k の人っているシステムディス 
クのバックアッフコヒーを作成してください。今後 Human68k を火:行するときには、このバックアッ 
ブコピーを使川してください 0 ハードディスク内蔵タイプの X 68030 シリーズをご使 Hj の方が 、 Human 
68 k を操作する際には、本饮の W •说に促って、まず内藏ハードディスクにシステム、林及ディスクの内 
好を ㈣ し、内成ハードディスクからシステム雛できるように設定しなおしてくださ t 、。今後 H uman 
6 « k を次:行するときは、内/、ー ドディスクからシステム起仙して使1 1 j してください。 

2.2 Human 68 k の起動 

ここでは、料幾の屯诹を人れてから Hunian68k のコマンドモードにするための T 韻を解说します 
(コマンドモードとは、システムが1叫 fti に'' A >"、' B >" ……などと衣/わして、コマンドの人力仿ち 
をしている状態のことをいいます>。 

( 1 ) まず、本機のメイン*,•:を'•人" ( ON ) にしてください0次に、必要な W 辺機器（リ/.川々ラーデ 
ィスフ°レイテレビ、プリンタなビ）が接絞されているこヒを確，ぼ•し、それらの屯源を人れてくだ 
さい。絞いて、本体•前 Ifu •にある屯源スイッチを”人" ( ON ) にしてください。 

fv スイッチ、コネクタの位闪などコンヒュータ com: •織がょく わからないときは、「取扱綱■•!•」 
を参照してください。 

( 2 ) ハードディスクを内;&していない X 68030 シ リーズをご使川の乃は、 八ッ クアップされたシステム 
ディスクを フロ ッビーディスクドライブ0(ドライブ A ) に神人してシステム起抑してください。ハ 
ードディスク内;連タイブの X 68030 シリーズをご使⑴のかたは、内;遂ハードディスクからシステム 
起動してください。 

なお、ハードディスクド j /® タイフで、 フロッ ヒーディスクドライブ0に神人したシステムディスクや 
アブリケージョンソフトから起! f ) j させるときには、 iQPT . 1 を押しながらリセットスイッチを押し、 
を押したままドライブ () のアクセス厶ボ川ランフが2 M ，かく点灯するのを確訟してください0 
このあとドライブ0からシステムが起勋されます(〇1叮.1を使った フッ ロビーディスクドライブから 
の起: B 力は、 X 68030 シリーズ⑴のソフトのみです）。 

この•述の操作により、 Huinan68k その他のブログラムはシステムディスク I ..から本沐のメモリ 
へ说み込まれ、システムが起#办します。 
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SX - WINDOW のデスクトップ 1 由雨からコマンドモードにするには、 Iluman 68 k システムディスク 
にはいつている'' COMMAND . X " という名前のアイコンを、々ウスの左ボタンでダブルクリック （2 
度続けてクリック）してください。 

これによリ、 COMMAND . X がメモリに泣み込まれて Human 68 k のコマンドモードになリ、次 
のような阀面が表示されます。 




A> 

は、 Human 68 k が コマン ドの人力待ち状態であることを示します。 

この'' A >" のこと を'、 ブロンプト~と呼びます。ここで、はカレントドライブがドライブ A 
であることを表/しています。 

カレントドライフ-とは 、 H uman 68 k が％在作業をしているドライフ•のことです。 

カレントドライブを変史するときは、プロンプトのすぐあとに、変史したいドライブ名とコロンを 
人力し、統いて^](リターンキー）を押します。以後、^はリターンキーを押すことを总味します。 
カレントドライブを 、' A >" からに変史したいときは、 

B：0 

と入力します。すると_面では、 

B> 

と•さネ乙カレントドライブか•変史されたことを, j ; •します。 
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2.3 システム終了の方法 

Human 68 k のシステムを終了するには、持別な操作は必要あリません。ただし、アプリケーション 
プログラムなどはすべて終丫し、 I 由讀にフロンプトが衣示されていることを確迫してください。この 
とき、他のアプリケージョンプログラムからコマンドプロセッサを2次 ft ' リに呼び出していることがあ 
リますので、念のために、 

EXIT ! J 

と人力してみてください。他のアプリケーショ ン プログラムから呼ばれた コマン ドプロセッサの場介 
は、元のアプリケーションプログラムに戻リます。 

作業中のプログラムが何もなければ、そのまま本体 fW 面の電源スイッチを切って終了してください。 

2.4 フロッピーディスクのフオーマット 

新品のフロッヒーディスクを使うときは、その肋に必ず’'フォーマット"をしなければなりません。 
フォーマットとは、 Human 68 k がフロッヒーディスクのデータを効率的に扱うために、''セクタ"と 
よばれる ''区 I 由 r を決める処坪のことです。紙とによる作:龙をする場合でも、 fl 紙のノー トをそ 
のまま使うのではなく、 fl 分が使^、やすいように線をリ I いたりすることがあると思います。区 ㈣ を決 
めることによって fi 紙の状態よりも W 報が怒理しやすくなるわけです。フォーマットもこれと M 様で 
す。 

フロッピーディスクをフォーマットするときは、 FORMAT コマンドを使 III します 。 （FORMAT 
コマンドの詳細につ t 、ては第5衆を参照してください〉。 

(1) コンピュータをシステム起抑したあと、 Human 68 k のコマンドモードに入り、ブロンブトが及示 
されている状態で、次のように人力します。 







1 山 . iifii が次のようになっていることを ■ してください。 

ドライブ名 ドライブ B : 

(フォー マッ トするフロ ッ ヒーディスクを#人するドライブ/パ。） 

ボリューム名 

(フロッヒーディスクを疏別するためにディスクの中に•记鉍する名前。必要に応 
じて f 、 j •けますが、ここでは ft 略します。） 

システム転送しない 

⑴ unian6«k のシステムを ♦ム 送しません 0 fc 送するときは「する」に変えます。) 

初期化範囲 全て 

(フロッヒーディスクのすベてのを切期化します。一度初期化してあるフロ 
ッヒーディスクのデータをすべて削除してフォーマットするときには、「符邱妬 
域のみ j とするとフォーマットが速くできます。） 

もし、_•が I ••のょぅな没定になっていないときは、 [ J ] 田を使ってカーソルを設定し iiV •す项11にれ 
わせ、ン；を押してください。メニューが衣小されますので、を使ってここで•没足する内界に力 
ーソルを A わせ、 g を押します 0 

(3) ドライブ B に新しい フロ ッ ヒー ディスクを jip 人します。 

ドライブ B とは、ハードディスクを内成していないタイフでは、ドライブ1 

ハードディスクを内!逢しているタイプでは、ドライブ0 


を I 行します。 
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2.5 フロッピーディスクのノぐンクアップ 


⑷カーソルを「次:彳 fj にれわせ、—を押します。 
次のようなメッセージがル J ミされます。 


ドライブ B (2 HD ディスク）を初期^匕します 
何かキーを押してください ESC (前に戻る) 


(5) 江•立のキーを押します。 

これで、ドライブ B のフロッヒー ディスク へのフォーマッ トが始まります。 

もし、ここで中止するときは、 [1^1 を押してください。前の ㈣ 而が衣示されます。 


フォーマットが終 f すると、次のようなメッセージが衣小されます。 


初期イ匕は終了しました他のディスクを初期^匕しますか？ 
V (麵） N (前に戻る ） ESC (前に戻る） 


((>) 終 r するときは 、 [n i またを押してください。 

尤のメニュ ー_曲に戾ります。 

もしここで、続けて別のフロッビーディスクをフォーマットしたいときは、 nn を押してくださ 
い。このあと、ドライブ B に神人されているフォーマット•済みのフロッヒーディスクを抜き、訢 
, V ，のフロッビーディスクを神人して ft •立のキーを押してください。 

(7) 力ーソルを「終。に合わせ、 g を押します。 

FORMAT コマンドが終 r し、ブロンブトが衣小されます。 

祈 /, A のフロッビー ディスクを フォーマット するときはよ いのですが、 すでにデータカく:;己饱されてい 
るフロッピー ディスクを フォーマット すると、データはすべて m えてしまいます。 フォーマット のこ 
とを，期化"とも n ； いますが、これはデータがない梓だけがリ I いてある n 紙の状態に/乂すことから、 
そう呼ばれています。 

したがって、必要なフロッピーディスクを誤ってフォーマットしてしまうことのないよう、 FOR ¬ 
MAT コマン ドを使川するときは I •分な注愆が必要です。 

2.5 フロ ッピーディスクのバックアップ 

フロッピーディスクのバックアップは、人•切なデータを誤った揀作や f •期せぬ， K 故から彳ぢ受するた 
めに行います。フロッピーディスクにコーヒーをこ (3： してしまった、必要なフロッピーディスクを誤 
ってフォーマットしてしまった、などのような場合、フロッピーディスクのバックアップコピーをと 
っておけばあわてる必要はありません。八ックアップコピーを使川できるわけです。 

Human 68 k のシステムデイスクなど、人切なフロッピーディスクは作笼の前に必ず八ックアップ 
コピーをとる f / tft を私につけてください。通常の作:龙はこのバックアップコビーを使います。マスタ 
一のフロッピーディスクは万一に備えて保管しておきます。 
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第 2 章 Human 68 k の起動 


フロッ ヒー デイスクの八ックアップコヒーは 以ドの手順で行います。 

(1) 新品の フロッ ピーデイスクを FORMAT コマン ドで フォーマット します。 

(2) Human 68 k コマンドモードのフロンフトが衣づ;•されている状態で、 

DISKCOPY 

と入力します。 

次のようなメニュー ㈣ fii が衣/6されます。 



_ i が次のようになっていることを確認してください。 

機能 コビー 

(バックアップ します。 フロッ ヒーディスクの内衫を J 匕攸するときは、 
「比較」にします 

送り側ドライブ名 ドライブ A : 

ハードディスク内藏タイブは、ドライブ B : 

(コ ヒーのぬ本になる フロ ッヒーディスクを挿人するドライブ名。） 

受け側ドライブ名 ドライブ B : 

ハードディスク内藏タイプは、ドライブ C : 

(フォーマッ ト済みの フロッヒー ディスクを神人するドライブ名。） 

もし、 I 叫而が h のよぅな設定になっていないときは、 [ JJQ ] を使ってカーソルを設定し商す項 1 J に介 
わせ、 ^ を押してください。 メニューが 衣小されますので、を使ってここで沒定する内斿に力 
ーソルを作わせ、；51を押します。 
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2.5 フロッピーディスクのノ、ヘンクアップ 


(3) ドライブ A に吩本となるフロッヒーディスクを神人します。 

ハードディスク内/逢タイプでは、ドライブ B に神人します。 

ここで、 IS (本となるフロッピーディスクを挿人するのは、ドライブ0となり李す。 

(4) ドライブ B にフォーマット済みのフロッヒーディスクを神人します。 

ハードディスク内/逢タイブでは、ドライブ C に神人します。 

ここで、 ISi 本となるフロッピーディスクを神人するのは、ドライブ1となります。 
フロッピーディスクのフォーマットは、「2. 4フロッヒーディスクのフォーマット」の手順で作 
成してください。 

(5) カーソルを「火行」に介わせ、0を押します。 

次のようなメッセージが衣ボされます。 

ドライブ A から、ドライブ B へコビーします 
何かキーを押してください ESC (前に戻る） 


もし、ここで屮止するときは、旧 SCI を押してください。前の_而が衣示されます。 
ハードディスク内藏タイプでは、「ドライブ B から、ドライブ C にコビーします j と厶ポされま 
す。もし、 


容置の異なるディスクは、コビーできません 
何かキーを押してください 

と衣ポされたときは、任想のキーを押したあと、前の阀曲でドライブ名を確認の」•.、送リ侧ドラ 
イブ名をドライブ B に、受け側ドライブ名をドライブ C に変史してください。 

(6) ft •怠のキーを押します。 

これで、コビーか'始まります。 

コピーが 終 f すると、次のメッ セージが 衣/ J ; •されます。 


コビーは終了 

V (譏) 


しました他のディスクをコビーしますか？ 
N (前に戻る ） ESC (前に戻る） 


(7) 終 r するときは 、 N |または ESC | を押してください。 

元のメニュ ー_曲に戻リます。 

もしここで、続けて別のフロッピーディスクにコビーしたいときは、 fY 1を押してください。こ 
のあと、ドライブ B (ハードディスク内; K タイプではドライブ C ) に神人されているコピー済み 
の フロ ッピーディスクを抜き、別のフォーマット;？?みのフロッビーデイスクを神人して任总のキ 
一を押してください。 
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(8) カーソルを「終了」に0わせ、』を押します0 

DISKCOPY コマン ドか'終 r し、プロンプトか # 衣示されます。 

2.6 自動実行バッチファイル ( AUTOEXEC . BAT ) につぃて 

rli 版のアブリケーションプログラムなどの人ったフロッピーディスクをセットして本機をリセット 
したとき、 Human 68 k の起 iS カメッセージが出力されたあとに、 fl 動的にそのアブリケーシヨンプログ 
ラムの実行か 始されることがあります。これは、そのフロッピーディスク I . に '' AUTOEXEC . 
BAT 7 ' と呼ばれる特別なファイルが収められてぃて、これによリ自制釣にそのアプリケーションプロ 
グラムが次:行されるようになってぃるからです。 

この'' AUTOEXEC . BAT ' ファイルは、 「 ft 動 r 火:行ハ•ッチファイル j と呼ばれるもので、後述す 
る八ッチファイルの 一 神です。このファイルは n 分で作ることもでき、システムの起動 P おこ灾行した 
t 、ブロ グラムを立ち」•.げたり、ぃろぃろな55境を汶定したりする ( RAM ディスクに必要なファイル 
をコピーしたり、カレントドライブを B や C に没^したり……> のに利用することができます。 

この H 攸太:彳 i •八ッチファイルの详い、作リガなどにつぃては、「4. 6八ッチ处押」の項をご％くだ 
さぃ 。 

2 . 7 ファイル 

ファイルは、 コン ビュータカ押.するデータの災•まり、と,: j うことができます。促って、中.にテキ 
ストデータの災まリだけではなく、キーボートやプリンタなどの周辺機器もファイルと兄なすことが 
できます。第3なの「3. 4 f •約ファイル Xj で IA ] 辺機器を衣すものが f •約ファイル名となってぃます 
が、これは、この槪念によるものです。 

Human 68 k では、データ、ファイル、ディレクトリの3名を、互ぃに IW 述づけてとらえると理解し 
やすぃでしょう。 tiV 報の丛本中•位がデータで、データにあるまとまりを持たせたものがファイル、フ 
ァイルの炎•まリがディレクトリです。 

Human 68 k を起劾し、プロンブトの出てぃる状態で、 

DIR [J 

と人力します。すると、ディスク I •.のファイルおよびディレクトリの一•览が、その大きさや作成 H 時 
とともに表されます。ディレクトリには、 < dir > とぃう表ゴく力でつぃてぃます。 

これらは、本棚の W を間き、そこに並んでぃる本や八インダーの背の-%衣をながめることに相当 
します。1っ1つの本棚は、あるまとまった内容を侍ち、それぞれ別の名前がつけられて並んでぃま 
す0また、数冊の本がまとめられ、1つの八インダーに入ってぃることもあります。このバインダー 
(「取扱说明齊 j ではフォルダーともぃう）が（サブ）ディレクトリに相当するものです。 

ファイルに含まれてぃるデータを兄るには、 

type くファイル名〉 
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2.8 内蔵ハードディスクの初期化と領域確保 


と入力します。醜 fli には指定したファイルのデータ（内紛が表示されます。たとえば、 

TYPE CONFIG . SYS せ 

とすると、；欠のように衣されます。 

FILES =15 
BUFFERS =201024 


DIR、TYPE コマンドの 詳細は、第5次を参照してください0 

2.8 内蔵ハードディスクの初期化と領域確保 

X 68030 シリーズで、本体に内蔵するタイブのハードディスクは、お n い上げになったばかリの状態 
( 1て場出荷時の状態)では、そのまま使川することができません0 
標咿でハードディスタが内蔵されているタイプや、怕设川のハードディスクユニットを内淡された 
"は、 まず始めに、次の T •順にしたがって、内藏ハードディスクの装!®の初期化、並びに領域確保を 
むうと、内藏ハードディスクを使 Ml することができます。 

以降の説明では、本体外部にフロッピーディスクドライブを接統されていないものとして説明を進 
めます。 

(1) コンピュータをシステム起士力したあと、 lluman 68 k のコマンドモードに入り、ブロンプトが衣示 
されている状態で、次のように入力します。 

FORMAT \J 

すると、次のようなメニュー州 fn •が衣 / J •くされます。 


•-ORMAT for / 6 8 0 0 0 Version I.OPyri9^'t 19" I 



i 冬了 


^ w m («$) aa a?y) 
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第 2 章 Human 68 k の起動 





屄る) 



mm^ 



、丄 


6 8 0 0 0 


(3) カーソルキーのでフォーマットする SCSI 装芯に作わせて（ここでは内藏ハードディスク 
の II ) S り•が 0 S なので、0を選択して）、ぜ’を押します。 

幽 ifli には次のようなメニューが衣示されます。 


’ Sf mHib ' 泡^•前に戻る〉 


(2) 力ーソルキーの ^ j [ J ] で 「 SCSI 装 Kj に合わせて、 y を押します。 
I 叫 ifii には次のようなメニューが衣示されます。 












2.8 内蔵ハードディスクの初期化と領域確保 


⑷力ーソルキーので「装芯初期化」に作わせて、せを押します。 
には次のようなメッセージが衣 >J; •されます。 

装置全体を初期化しますよろしいですか？ 

Y (実行 ） N (前に戻る ） ESC (前に戻る） 


ここで Ly ^を押すと切期化か训始されます 0 切期化が終 r すると、尤のメニュー ㈣ 而に W リま 
す。 


(5) カーソルキーの [ IjLiJ で 「5 rtW 確仪 J にれわせて、4を押します。 
购 fti には次のようなメニューが衣/ j ; •されます0 



界 V :では、 3 M バイト以 I ••を指定し、システム虹送が”する”になっていることを確，ぶしてから 
「灾行 j を賴して0を押すと、_而には次のようなメッセージが表示されます。 


領域の確保を行いますよろしいですか？ 

Y (実行 ） N (前に戻る ） ESC (前に戻る） 

ここでを押すとされます。 

如域確保が終 r すると、尤のメニュー ㈣ 间に《ります。 

ここで「終 r 」 に力ーソルを移！ p 力して gr を押すと、次のようなメッセージが衣ボされます。 


ハードディスクの使用には再起動が必要ですリセ ッ トしますか？ 
Y — =(実行 ） N (終了） 

ここで [ Y を押すと本 f +： か'リセットされ、再起$力されます。 
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2.9 システム、 辞書 ディスクの 内容を内蔵 ハードディスク 

に 転送する（内蔵 ハードディスクからの 起動） 


システム、舴ノ!••ディスクの内界を内谈ノ、ー ドディスクに k 送して、内/ S ハードディスクからシステ 
厶を起灿するようにぷ定するヒ、システム包制]や II 本語人力などが、フロッピーディスクに比べて心; 
速に行え、快適な53校でお使 V U 、ただけます。 


\) コンピュータがしたあと、ブロンフトが 衣/〗; •されている状態で、次のように人ハします。 

COPYA しし /S A ： V *.* C ： 

(2) 終 r したら、ドライブ1に私 V :••ディスクを神人し、次のように人ハします0 

COPYA しし巳：¥氺•氺 C : J 

以 I •.で、 liij 项のハードディスクのフォーマツト_而の” 5 rtW 選択”で、確保した颃域を“抑起! PJJ に 
，没 a することにより、内;法ハードディスクからシステムを起仙することができます。 

また、内谈ハードディスクからシステムをゼ勋した堝1>、 C 0 •ヽ TIG . SYS ファイルを，丨:••き換えるこ 
とにより、辞彻侧できるようになります。 

CONFIG . SYS フアイルの, 1 ::き換えは、次の『韻でけいます。 


(1) プロンプトが厶尔されている状態で、次のように人ハします。 

ED CONFIG.SYS cJ 

すると、 CONFIG . SYS ファイルを说み込んでスクリーンエディタト: I )が起 J •力し、次のようにルバ- 
されます 0 


FILES =15 

BUFFERS = 20 1024 

LASTDRIVE = Z ： 

KEY = ¥KEY.SYS 

USKCG = 職 CG.SYS 

BELL = ¥BEEP.SYS 

DEVICE = ¥SYS¥PRNDRV.SYS 

DEVICE = ぢ YS 相 SK68K.SYS /DB ： ¥X68K.DIC /E^ASK¥ENV1.ASK 

DEVICE = ¥SYS¥RSDRV.SYS 

DEVICE = ¥SY$¥0PMDRV3.X 

DEVICE = ¥SYS¥FL0AT2.X 

DEVICE = ¥SYS¥H1STORY.X /D¥HIS¥ /SH2, 8,4 

DEVICE = ¥SVS¥IXS.X 

ENUSET = 512 ^STfiRTUP.ENV 


※機 R 八ージョンによって、 CONFIG . SYS ファイルの内界が其なる場公があります。 
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2.9 システム、辞軎ディスクの内容を内蔵ハードディスク 
に転送する（内蔵ハードディスクからの起動） 


(2) スクリーンエディタ内の 

DEVICE = YSYSVASK 68 K.SYS / DB 丄 VX 68 K.DIC • • • 

の行の” B : ”の部分を” A : ”に#き換えます。 


FILES =15 

BUFFERS = 20 1024 

LASTDRIVE = Z ： 

KEY = 糖 .SYS 

USKCG = 乳 ] SKCG.SYS 

BELL = 祁 EEP.SYS 

DEVICE = 欲 S 麵 DRV. SYS 

DEVICE = ¥SYS¥A$K68K.$YS /Dft ： ¥X68K.DIC /E¥ASK¥ENM1.ASK 

DEVICE = ¥SY$¥RSDRU.SV$ 

DEVICE = ^SYS¥0PMDRV5.X 

DEVICE = ¥SY$¥FL0AT2.X 

DEVICE = ¥SYS¥HISTORY.X /D¥H1S¥ /SH2,8,4 

DEVICE = ¥SY$¥IOCS.X 

ENVSET = 512 ¥STARTUP.EW 


※ハードディスクの Ki 域を投数確保し、以外に/ iW を送する坳介は、” B : ”の部分を転送し 
たドライブ名にノ!••き換えてください。 


⑶次に1•: SO 1•:ヒ続けてキーを押 


し、殳史したファイルを以“してスクリーンエディタを終 r 


します。 


これで、システム、辞ディスクの令ファイルが内谈ハードディスクへ♦ム送され、フロッヒーディ 
スクを人れなくても、システムがゼ仙され X 68030 を快適に使⑴することができます。 

※スクリーンエディタト: I )の詳しい使いみにつ t 、ては、本, 1 :•第2部を参照してください。 
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3.2 ファイル名の付け方 


第3章ファイルとデイレクトリ 


3 . 1 イントロ ダ クシ ヨン 

.第2なでは、 Human68k の基本的な操作、概念について解説しました。 

本墩では、ファイルを次:際に扱う力•法について、ファイル名のつけん•とその制限* K 項、ファイルの 
コピー、ワイルドカード、ディレクトリなどについて解説します。 

3 . 2 ファイル名の付け方 

ファイルは、処坪を”うときにその对锹となるデータのまとまりを衍し/ ji すものですから、そのフ 
ァイルの内??が何であるかがわかるような名前を付けると便利です。 

他に、ファイル名は次のような形をしています 0 

ファイル K 

钃 .. 

MASTERF し . TXT 

♦. ， 

I •:ファイル X 拡张 /• 

ここでは、 MASTEKFL の部分だけを H ファイル名、ピリオドの後の''. TXT" を松 jlH •と呼び 
ます。 

H ファイル名の及さは、卞灼で18文字、令杓で9文卞までです。また、 feJlH •としては、半角で3 
文ネ、全灼で1文字まで使うことができます。 

ただし、次:際に Hunian68k が雜別できる技さは、 U ファイル名の: t 姐から8文字（全角だけなら 
4文字）分と、拉張/3文字（全約だけなら1文字）分です。 

したがって、次の 2 つのファイル、 

MASTERF し 1 
MASTERF し 2 

は冏じファイル名と兄なされることになります。また、 

MASTERF し 1 .TXT 
MASTERF し 1 .DOC 
MASTERF し 1 .REP 

は、いずれも区別されることになります。 

ピリオド以下3文字の抗張丫 •は、そのファイルの神:別を表すもので、 Human68k では、以ドの抗张 
子か特別な意味をあ穿っています。 
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R リロケータブル実行ファイル 

(メモリ空問上のどこにロー ドされても次:行可能な、メモリイメージのファイル） 

Z アドレス固定実行ファイル 

(メモリ空問上の決められたアドレス上にロードされると案行可能となる ファイル> 

X ソフトリロケータブル実行ファイル 

(メモリ空間上の任意のアドレス上に再 配說 された後、実行可能となるファイル) 

S アセンブリ言語ソースファイル 
0 オブジェクトファイル 
c C 言語ソースファイル 
A ライブラリファイル 
SYS システムファイル 
BAT バッチ処理ファイル 
BAS X-BASIC ソースファイル 

この他、 te 张户は''. txt \ doc など、自山につけることができますが、アルファベット1 
义卞だけの拉张/はシステム f •約されていますので、使わないようにしてください。 

ファイル名に使川できる文字は次のとおリです。 

A 〜 Z 〇〜9 & # ( ) @ 

- A { } !カナ文字全角文字 

なお、小文字の a 〜 z も、ファイル名として使 HI することができます。ただし、小文字の a 〜 z につ 
いては、人文字の A 〜 Z と K 別されてディスクにび鉍されます（なお、コマンドなどでこれを利川する 
ときは K 別されません)。 

• ファイル名の例 

ME 旧0 MEMO 

WKF し .100 MSTF し.100 

目次案 .AAA 目次案 .BBB 

計測.大 計';則.中 計測.小 

3.3 ワイルドカード 

Human 68 k では、ヮイルドカードと呼ばれる2つの? M な文字を使うことによリ、ファイル名を扱 
う際に、右攸性をもたせることができます。 

これには、''*''と'、？クがあります。 *( アスタリスク）は ft -总の文，}•••列を表し、？（クェスチョンマ 
ーク）は任总の半妁1文字を表します A 


SAMP し E. 001 
SAMP し E. 002 
SAMP し E. 003 
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3.4 予約ファイル名 


というファイルをすでに作成しているとします0ディレクトリ中に多くのファイルがあるときに、こ 
のように K ファイル X の部分に SAMPLE という X 前を待つファイルのみを衣ボした V 、ときは、 

DIR SAMP し E . * 

または 

DIR SAMPLE . ??? ^ 

とします。また、 

DIR ??????. * 'J 

とすると、主ファイル名が6文字以ドの名印】•のファイルをすべて i <>}< します。 

ワイルド カードは、このように迚利なものですが 、 REX コマンド や DEL コマン ドを使 111 するとき 
は十分に注意してください。 

たとえば、 

DEL * . * 

とすると、そのディレクトリのすべてのファイルが削除されてしまいます。 

3.4 予約ファイル名 

Human 68 k では、システムで使用するために•般のファイル名として使えない名前があります。こ 
れを f •約ファイル名といいます。 f •約ファイル名には次のものがあリます。 

AUX 補助入出力 （RS-232C) 機器との入出力を指定するときに使用 

CLOCK Human68k 内部で使用されるファイル名0ユーザーは使用不可 
CON キーボードからの入力、またはスクリーンへの出力を指定するときに使用 

LPT プリンタへの出力を指定するときに使用 

(漢字 IN/ 漢字 OUT コードを出力しない 〇ビッ トイメージ出力などに利用） 

MIDI | 

MIDIA 

MIDIAE MIDI デバイスへの出力を指定するときに使用 

MID 旧 

MIDIBE 

NUL コマンドが入出力のファイル名を必要としているが、特にファイルを作成しないと 

きに使用 

OPM FM 音源デバイスへの出力を指定するときに使用 

PCM ADPCM デバイスとの入出力を指定するときに使用 

PRN プリンタへの出力を指定するときに使用（漢字 IN/ 漢字 OUT コードを出力する〉 

これらの名前は、それぞれ入出力機器を意味しています。なぉ、 fc ファイル名にこれらの予約ファ 
イル名を⑴いたファイル、たとえば " PRN . ABC などというね W のファイルを作成することはでき 
ません。 

I id 以外のファイル名であっても、 丈 } だけで構成されるファイル名は、今後システムでの 

使用が考えられるため、一般には使わないようにしてください。 

25 




第 3 章フアイノレとディレクトリ 


3.5 ファイルの取り扱い 

本節では、ファイルをコピーしたり、作ったり、また消したりするにはどうしたらよいのか 、 im 
的な例をあげて解説します。 

3.5.1 ファイルのコピー 

ファイル中•位でコピーを行うときは、 COPY コマンドを使 llj します。ファイルのコピーは、同一の 
ディスク上でも2つのディスク問でも行うことができます。 

ファイルのコヒーは、以ドの i 1 ! ••式で行います 0 ここで、く d 1:> くファイル名1> はコピー； e のドラ 
イブ名とファイル名 、 <d 2 ： > くファイル名2 > はコピー先のドライブ名とファイル名を、それぞナし友 
します。 


COPY <d 1：> くファイル名1> 〔く d 2 :〉〕(■くファイル名2 >〕 


春同ーディスク上でファイルをコビーするとき 

コビー尤のファイル名とコピー光のファイル名は M じであってはいけません。 

たとえば、 

COPY A: 住所.001 A: 住所.002 

とすると、ドライブ A のディスクにある1が斤 .001" がおなじディスクに' ' fl メ斤.002"という名前で 
作成されます。 


• 2つのディスク間でファイルをコビーするとき 

別のディスクにコピーするわけですから m じファイル名をす} r ぶすることができます。 

たとえば、 

COPY A : MSTF し .TXT B : : J 

とすると、ドライブ A のディスクにある 'MSTF し TXT ' がドライブ B のディスクに、1…じファ 
イル名でコピーされます 0 

COPY コマンドは、このほかにもいろいろなコビーを行うことができます。詳しくは、第5取の 
COPY コマンドのエ貞をご％くた'さい〇 

3.5.2 ファイルの作成 

ファイルを作るには、いろいろなノバ去があります。 

1.スクリーンエディタや SX-WINDOW の H 本說マルチフォントエディタを使って作る 
—テキストファイル 

2•プログラムをコンパイル、アセンブルして作る—プログラムファイル 
3.ブログラム中などからデータを保存するために作る—データファイル 

これ以外にも、まだいろいろな作り方があります。作るファイルの内容がさまざまならば、その作 
リノ/もさまざまなわけです。 
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しかし、どの場合も共通して言えることは、どんなファイルでも、「ある一定のデータのかたまり」 
に「_に沿った名前 j を付けたものである、ということです。 

この項では、とりあえず簡単なテキストファイル（統むことのできる文字からなるファイルのこと） 
を前項で説明した COPY コマンドを用いて作る方法について説明します。 

次のように入力してください。このコマンドは、コピー元としてす} t 定したキーボードを表す CON 
(⑸辺機器を表すファイル名）からの人力を、コビー先として指定した'' TEST . TXT " というファイ 
ルにコピーせよ、というものです。 Human 68 k では、阓辺機器もファイルとしてとらえることができ 
ますのでこうした指定が町能となります。 

COPY CON TEST.TXT J . 

この行をタイプして、リターンキーを押すと、カーソルが2けドの光頭に移勋したままとなります。 
ここで、何かテキスト（文字）を入力してください。 

This is a test . \ J > 

今日はよい天気です y : 

そして於後に [^ nrLi + r ^ l ( lcTRL ] キーを押しながら、キーを押す）を人力して、リター 
ンキーを押します。 [ CTRL | + 厂 Z ] を入力することによリ、 CON の人力が終了したことをシステム 
に知らせるわけです。 

八 z y] (八 z は、ガ〒]を入力すると表示される記号） 

これで、さきほど人力したテキストをその内我とするファイル '' TEST . TXT " がディスク上に作 
成されます。试しに、このファイルを ㈣ tffi に表示してみます。 

TYPE TEST . TXT & 

This is a test . 

今日はよい天気です 

このノ/法は、スクリーンエディタや SX-WINDOW の H 本紐マルチフォントエディタのように自山 
に文 •?: を編災•できませんが、はんの数けのテキストファイルを作ったリするにはたいへん簡中.でイ虫利 
なものです。第4仿で•说叫するバッチファイルなどの作成にも利⑴することができますので、党えて 
おいてください。 

3.5.3 ファイルの削除 

いらなくなったファイルをディスク h から消すには、 DEL コマンドを) H います。 DEL コマンドの 
■«! ••式は以下のとおりです0ここで、 < d :> は削除したいファイルの人ったドライブ名を、くファイル名〉 
は削除したいファイルのファイル名を表します。 

DEL 〔く d :>〕 く ファイル名〉 g 

ここでは、前項で作成した '' TEST . TXT ' ファイルを削除してみましょう。 

DEL TEST . TXT J ) 


と入力します。ここで DIR コマンドを実行してみれば、ディスク上から、 '' TEST . TXT " ファイル 
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か消えてなくなっていることがわかります。 

いったん m してしまったファイルは、もとどおりに k •すことはできません。削除する前に dir コマ 
ンドや TYPE コマンドなどを使ってよく確かめるようにしてください。 

DEL コマンドの,げ細については、第5なの DEL コマンドの項をご 1 &ください0 

3.6 ディレクトリ 

ファイルとディレクトリの関係については、第2なで簡中.に触れました 0 データの災まリがファイ 
ルで、ファイルの114まリがディレクトリでした。では、次:際にはこれらの聞係がどうなっているのか、 
次の W に示してみます。 


ルートディレクトリ 


ディレクトリ ディレクトリ ディレクトリ 

ファイル ファイル ファイル ファイル 

(2x3> <QK2xS) 0x30 ©O 


この W は、附 W ディレクトリ W 5 造とか、またはたんに附 W 梆造と呼ばれるものです。また、 m'yli 
(ツリー梆造〉などとも呼ばれます0なぜ桃造と呼ばれるかというと、ちょうど1本の木の構造に 
たとえることができるためです。ルートディレクトリの部分は、木でいうと根に、 1 '丨たります。ルート 
ディレクトリのドにあるディレクトリ（サブディレクトリと呼ぶ）は木の幹に内たります。そのドに 
あるディレクトリは忮に4たります。そのディレクトリのドのファイルは锯に! H たります。次:際には、 
ディレクトリはいく W でもとることができます 0 ルートディレクトリは根、ファイルは策でその問に 
ある幹や忮がディレクトリであると坪 W してください。 ttJ から葉に十:る過 ft ! にはいくつものディレク 
トリが存在できます。このいく W ものディレクトリをたどる iii 筋を ''パス"と呼びます。 
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3.6 ディレクトリ 


あるディスク屮に穴まれているディレクトリおよびファイルが、次の M のような满成になっている 
ものとします。 

|— TEST . BAS 

I—— BASIC 

—— BIO . BAS 
—" IK 1 r -4 i . TXT 

ノレート TEXT 

I L 仝 .iiTXT 

LETTERS - JIlii ] r •定 .TXT 

ルートディレクトリのドに '' BASIC '、'' TEXT "、'' LETTERS " という 3 個のサブディレクトリ 
があり、さらにそのドにそれぞれファイルがいくつか4朋されています。 

ここで、この例をよく W •ると、” J ] lli ] f •定 . TXT " というファイルが、ディレクトリ '' TEXT ' と 
ディレクトリ '' LETTERS " の阀方に入って いることがわかるでしょう。 つまり、 附埘構造を ⑴ いる 
ことにより、1…じ名刖のファイルであっても、その诚しているディレクトリが與なれば、//:いに4う 
ものとして K 別することが" f 能となるわけです。このことは、ディスクを利用する際に、名前付けに 
対する自出度を大きくひろげてくれます。 

ただ、これらの2つのファイルを持定するときには、いままで说叫してきたような、主ファイル名 
と扯张户だけの組み时では你 W できません。そこでび場するのが、さきに木:こたとえて说叫した、 
「パス」の槪念です。すなわち、川! ilf •定 . TXT ' を持定するには、 

ルート— TEXT —月間予定. TXT 

であるか、または、 


ルート ー^ LETTERS —月間予定 • TXT 


のどちらであるかを明 > j ; •すればよいわけです。ここで、それぞれ ''ルート"から v 月間予定 .TXT 
に至るまでの糸ぢ洛か'、それぞれの「パス」となります。 

M 様のことが、他のファイルにもあてはまります。つまり、ディスク中におけるファイルの位策を 
?$定しようとするときには、ルートディレクトリからそのファイルに 干 : るまでの「ハ 。ス」 を明らかに 
すればよいわけです。たとえば、前例の叮 EST.BAS ， を特定するには、 

ルート— BASIC — TEST. BAS 

とします。このように、あるファイルをネ於 if することを、 45：に「ファイルを ISt 定する j とか、また 
は单に「指定する j と呼びます。 
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3 . 7 デイレクトリの取り扱い 


本節では、コマンドを使⑴して、階 W 構造中のディレクトリやファイルを操作する、具体的な方法 
についてぎ 1 U 兑します。 

3.7.1 パス名 

前節では、ルートディレクトリとファイルの問の経路がパスであることを解説しました。正確には、 
「ある特定のディレクトリからある待定のファイルに干:るまでの経路」がバスであり、それを文字で 
表したものがパス名です。 H 体的には、次のようになリます。 

これまでに解说してきた ファイル 名は、次のような式をしていました。 

くファイル名〉〔く.拡張子〉〕 

ここで、くファイル名〉は、 T •灼文字で 1 〜 18 文-?:の主ファイル名、 (> は半•角文字で 1 〜 3 
文字の拉张丫•です。灼形カッコの中は VT 略可能な项 H を衣します。 

もっと- Hlft 化して、これらの前に、ドライブ名としてく d :> を辟定することもできます。 

〔く d :>〕 くファイル名〉〔く.拡張子〉〕 

これが、階 W ディレクトリでルートディレクトリとファイル名の問に何 W かのディレクトリがパス 
として作成されている場合は、次のような書式になります。 

〔〈d :>〕〔¥〕〔くディレクトリ名〉 V 〕•••(くディレクトリ名〉 V 〕くファイル名〉[く.拡張子〉〕 

ファイル名までの、 

〔¥〕〔くディレクトリ名〉¥〕•••〔くディレクトリ名>¥〕 

が、 ハ。 ス名になります。ここで'' ¥ v は、 ハ* ス名を衣すためにディレクトリ名およびファイル名を区 
yj るための K 切リ•记号です 0 ただし、いちばん敁初の"は、ルートディレクトリを表すシンボル 
とみなされます。 

次のような階 WW 造があったとします（太字がディレクトリ）。 


- —- TEST . BAS 

I—— BASIC - 

USER - 

I — ) il ： S ] n TXT 

ルート TEXT 

—会 TXT 

LETTERS - f ]|! S ] fZ . TXT 


SAMPLK 1. BAS 

SAMPLE 2. BAS 
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2 つのブ1間予定 . Txr 'を、それぞれパス名付きで指定すると、 

¥ TEXT ¥ 月間予定 . TXT 
¥し ETTERS ¥ 月間予定 . TXT 

となります。 

ところで、このパス名付きのファイルですが、これには、''絶ず衍定と、け* r 指定の2純頌 
のノ/法があります。 

絶对衍定とは、ファイル指定のパス名がルート、すなわち'' ¥ v で始まる指定方法のことを指しま 
す0ルートから全パスを衍定することから、''フルパスねこよる titiir などともミいます。前の例は、 

2 つともこの絶^定によるフアイルです0 

これに対して、相对す} ta とは、パス z が'' ¥" 以外で始まる指■定方法•のことをす} t します0すなわち、 
々レントディレクトリ G 欠 m •で W 说します 0 ここでは、たんに Hunian68k が说在作震•しているディ 
レクトリのことである、 ヒち•えてください) から始めて、 II 的のファイルをネ疗定するん U •です。たと 
えば r 山の例で、カレントディレクトリが'' TEXT ' であるときに、 ^ M -. TXT を衍宏するには、 

会計 . TXT 

とするだけでよいのです0この力 ti ； •ですと、ファイル lit 定をけう際に、そのつビフルハ。ス名をネ ft 定す 
る手 IHI か"/?けるため、听 WW 造の深いところにカレントディレクトリがあるときなどにも、簡中.にフ 
ァイルを行うことができるという利点があります。ただし、カレントディレクトリが明らかでな 
い限り、指定されたファイルの位 SE を特定できな t 、欠点があります。 

その点、絶 U 指定を⑴いれば、カレントディレクトリがどこであろうと、いつでもファイル位; K の 
特定ができるため、丄確な指定をひうことができます。 

この2つの指定 維は、 どちらでも他利な力•を選んでお必、ください。 

ディレクトリの関係を親、子と衣祝することがあリます。たとえば、前の例では、ルートディレク 
トリはサブディレクトリ '' BASIC "、'' TEXT \ ” LETTERS " 全部の”親"であり、逆にこれらサ 
ブディレクトリはルートディレクトリの ''子"となります。 

Human68k では、この v 親"を、ピリオド2つ （.. > で衣すことができます。これは、ファイル 
の定の屮でも使うことができます0 たとえば、カレントディレクトリが'' USER " であるとき 
に、 '' TEST . BAS " を指定するには、 

" VTEST . BAS 

とすることができるのです。このが去は、附 W 構造が i 以、場はかえって指定がめんどうになりかね 
ませんが、深い附桃奪造中で、「となりのディレクトリ」中のファイルを指定したりする場分は、人変 
使利に使うことができます。 
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3.7.2 ディレクト りの移動 

階射構造では、''カレントディレクトリ"という既念があります 0 これは、ファイルに関する作 r 装を 
行うにあたリ、ある特定のディレクトリを中心にして操作ができるよう、システムが注目しているデ 
ィレクトリのことをネ s します0これを操作する側から兄て、''いま n 分がいるディレクトリ"ととらえ 
ることもできます。 

ディレクトリを移! s 力することは、このカレントディレクトリを変史するということであり、附 
造中の自分の ''いる"相対的な位置を変史するということを意味します。 

ディ レクトリを移助するには CHDIR コマン ドを使⑴します。 

ドライブ A 中のディスクが、次のような附 W 满造になっているとします。 

[ —— PGM1 

A : V 

• —— PGM2 


ディレクトリを、 YPGM 1から YPGM 2に移觔するときは、 

CHDIR VPGM 2 \Ji 

と人力します。ディレクトリが移觔したことを確はするときは、何もパラメータを付けずに、 

CHDIR 

と人力します。すると、 

A : VPGM 2 

と表示されます0これで、 ¥ PGM 2 がカレントディレクトリになったことがわかります。 

なお、ディレクトリの移! | iJj には、絶のパス名のはかに、相对指定のパス名も川いることがで 
きます。とくに、''親"ディレクトリに変史する （ M る）ときには、 

CHDIR " 

を使うと非常に便利です。 

3.7.3 ディレクトリの作成 

あるディレクトリのドの階 W にディレクトリを作成するときは、 MKDIK コマンドを使⑴します0 

MKDIR PGM \ J \ 

のように入力します。このとき新しいディレクトリ PGM がカレントディレクトリのドに作成されま 
す。ここで DIR コマンドを実行すると、 

PGM く air > nn - nn-nn nn : nn:nn 

と衣示されデイレクトリが作成されたことが確認されます(く dir > の後ろには作成時の年 HH と時刻が 
表示されます >〇 
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ディレクトリとして付けられる名前は、ファイルに名前を付ける場合とまったく同じです。 3. 2節 
を参照してください。 

すでに存在するディレクトリと冏じ名前のディレクトリを作成することはできません。また、存在 
するファイル名と ㈣ じ名前のディレクトリも作成できません。このようなときは、 

ディレクトリカぐ作れません 

と表示されます。 

1つの階 W 怫 造に作成することのできるディレクトリの数や階 W の深さの制限はありません。ディ 
スクの容 W : が許す限り作成することができます。ただし、ルートディレクトリ上のファイル数（ディ 
レクトリも穴む〉については制限があり、5インチ《密度（5"2 HD ) フロッピーディスクの場介、 
192個まで作成できます。 

3.7.4 ディレクトリの削除 

ディレクトリを削除するときは 、 KMDIR コマン ドを使) H します 0 

ディレクトリの作成は、 MKDIR コマンドで 簡 中-にできましたが、削除するときはそのディレクト 
リのドの附 W にあるディレクトリやファイルをすべて削除しておく必要があります。 

したがって、ディレクトリを削除するときは、階 W の低いものから階 W の必いものへとに削除 
していかなければなりませ八。 

また、 RMDIR コマンドは、0分台分のディレクトリと、そのすぐ上のディレクトリを削除するこ 
とはできません。したがって、 KMDIR コマンドは、 A 分 fl 从のディレクトリのすぐドのディレクト 
リを削除するときに使うのが約です。 

たとえば、次のような階 V / W 造でディレクトリ v PGMr を削除したいものとします（カレントデ 
ィレクトリは、ルートであるとします >〇 M 中、太字はディレクトリを衣します。 

— FILE 1 .DOC 

~ PGM1 

TEMP - FILE 1 .TMP 

A : V 

' ~~ PGM2 

まず、ディレクトリ '' TEMF ' の下にある ''FILE 1. TMP ' を削除しなければなりません。その 
ために、まずカレントディレクトリを '' TEMF に移 I 力してから DEL コマンドを使 W します。 

CHDIR VPGM1VTEMP \J, 

DEL FI し E1.TMP g 

次に、ディレクトリ V TEMF を削除します 0 自分自身のディレクトリを削除することはできませ 
んから、1つ上のディレクトリに移勋します。 
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CHDIR .. 

ここで RMDIK コマンドを使って、 

RMDIR TEMP & 

とします。まだこのままでは '' FGM 1" を削除できません。 TILE 1 .DOC がこのディレクトリ屮に 
残っているからです。 

DEL FI し E1.D0C g 

これで、 '' PGM 1" 中のファイルやディレクトリはすべて削除されました0これで初めて、 a 的のディ 
レクトリを削除することができます。 

CHDIR .. \J_ 

RMDIR PGM1 1^ 

なお、 RMDIR コマンドを次:行すると、ディレクトリに穴まれるサブディレクトリやファイルが一 
度に消えてしまう、ということはありません。削除したいディレクトリのドの附 W にサブディレクト 
リやファイルカで存在しているときは、 RMDIR コマンドは無効となリます。 

ill •.でファイルとディレクトリに閲する解说を終丫しました。ディレクトリの作成 • 変 Ui •削除は、 
WWW 造中におけるファイル操作を行う上で欠くことのできないものです。よく理解し、搽作^•を修 
汾してください0なお、さらに詳しいことは、 ft コマンドの说叫（第5砍）をご％ ください0 
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第4章コマンドについて 


4 . 1 イントロダクション 

コマンドは、コンピュータに処理を実行させるための言葉です。人間とコンピュータの問に位説し 
ていて、両名•のコミュニケーションをはかるものです。 

コマンドはふつうキーボードから入力されます。これを Human 68 k システムがコンピュータにわ 
かる命令に W 水し、それをコンピュータに伝•遠してさまざまな仕 > K を行わせるのです。 

逆に言えば、コンピュータに何かの让啪をやらせようと思ったら、その什私に応じたコマンドを選 
び、それをコンピュータに〇••えなくてはならな t 、わけです。 

Human 68 k のコマンドには、いろいろなものがあります。たとえば、次のような基本的な仕取をす 
るためのコマンドがあります。 

•ディスクのフォーマット（初期化)、コビー、名前の付けかえ 

_ファイルの表示、コビー、比較 

♦ディレクトリの表示、作成、変更、削除 

♦日付 • 時刻の投定 

♦プログラムの繅»、実行 

♦周辺機器とのインターフェイスの管理 

これらのほかにも、$にさまざまな機能をもったコマンドがたくさんあります。これらのひとつひ 
とつの動きを解することにより、コンピュータを使いこなすことができる、というわけです。 

それぞれのコマンドについては、第5炊に、アルファベット败にコマンドを並べて詳しく说明して 
いますので、そちらを参照してください。 

4.2 コマンドの種類 

本, 1 !•では、 Human 68 k の COMMAND . X の中:こ舍まれているコマンドを内部コマンド、ディス 
ク上に存在する実行能なファイルを外部コマンドと分類しています《 


鲁内部コマンド 

コマンドプロセッサ （ COMMAND . X 〉の内部にあります。カレントドライブがどこであっても、 
また、カレントディレクトリがどこであっても、つねに実行することができます。 

籲外部コマンド 

コマンドプロセッサの外部（システムディスク上の'' BIN " というディレクトリの中）にあり、おの 
おの独、 •£ したファイルです。抗•股丫•に' X ゥまたは ' R " か，ついています。カレントドライブのカレ 
ントデイレクトリ中にそのファイルがあればそのまま実行できますが、そうでなければ、そのファイ 
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ルにドライブ名とフルパス名を付けて実行しなければなリません。 

ただし、 PATH コマンドによリ外部コマンドのファイルがどこにあるかをあらかじめす旨定してお 
く、という使利な方法があります。これについては、「4.5外部コマンドと PATH」 の項に詳しく 
解说してありますので参照してく A5 さい0 

4.3 コマンドオプション 

コマンドオプションとは、コマンドの突行時に与える Human68k への追加報のことで、コマン 
ドの後に絞けて指定します。オプションを朽略すると、ふつうはそのコマンドがあらかじめ W 意して 
いる既定龈（デフォルト侦）が使われます。コマンドによってはデフォルト侦がないものもあります。 
デフォルト侦はコマンドによって異なりますから、くわしくは第5饫のコマンド別の解说を参照して 
くださぃ。 

オフ。シ ョンには、次のようなものがあリます。 

• d : 

ドライブ名を tit 定します。ドライブ名を表す文字に絞いてコロン （：> がつきます。 


♦ファイル名 

コマンドにリ•えるファイル名です 0 &艰 H 十きのファイルを指定するときには、 iiKti イ•を W 略する 
ことができません。 


•拡張子 

ファイル名&艰 Y •です。コマンドによって杏略可能です。 

•パス名 

附 W ディレクトリ确造の中で、指定したファイルがどこにあるかを示します。次のような, 1 F 式です。 
〔¥〕〔くデイレクトリ名>¥〕•••〔くデイレクトリ名>¥〕くディレクトリ名〉 


♦スイッチ 

Human68k のコマンドを制限するもので、コマンドによって異なります。ふつう、スラッシュ （/) 
とアルファベット文字からなります。スラッシュ （/) の前には必ずスペースを入れてください。 

例） CHKDSK B： /A じ/ A" がスイッチ） 

•パラメータ 

コマンドの灾行の際に必要な、細かい情報です。多くは、 HM 類 かあるパラメータのうちの1つを 
選ぶ形て•指定します。 

例） BREAK ON TON" がハ•ラメータ） 

ダブルクオーテーシヨン （" > で网まれた文字列は、その中にどんな文字が含まれていても、パラ 
メータの一部として扱われます。 
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4 . 4 コマンドの共通事項 

次にボすのは、 Human 68 k の令 コマン ドに共通する叫 ft •です。 

(1) コマンドの多くは、1文字•.のオプションとともに使⑴します。 

(2) コマンドの人力は、そのコマンド Z が人文卞であっても小文卞であっても、人文卞、小文字、ま 
たはその浞合で衍定しても構いません。ただし、スイッチによっては大文字、小文字を K 別する 
必要があるものもあります。 

⑶コマンドとオプションを【メ:切る|メ:切リ圮‘，> (デリミタ）には、スペースやカンマを使うのがふつ 
うです。そのほか、セミコロン、等号、タブ文字なども区切り文字として使⑴することがありま 
す。 

⑷ファイル/の衍定の中に KW り* k !‘， j •は人れられません。 

(5) メッセージとともに 

何かキーを押してください 

などと衣 >】; •されたときは、メッセージに促って处說してください。 

⑹扯张イ•つきのファイル％を衍定するときは、ふつう、 fe ； 吸户を朽略することはできません（コマ 
ンドの中には省略できるものもあります）。 

(7) コマンドは、リターンキーを押されるまでは处理を閒始しません。 

(8) コマンドを知 f » l » ti [ crRL > fc~] を押すと、ほとんどの場作はそのコマンドの次 - U を中止す 
ることができます。ただし、コマンドによっては中止できなかったリ、または別の!•:をするこ 
とがありますから、注意してください。 

(9) ワイルドカードやデハ•イス名は、コマンド名として定することはできません。 

⑽ディスブレイへの出力が1醜 fiiai •.に渡る場合、そのままにしておくと情報がどんどん_面から 
スクロールし て 流 i L 出てしまいます。このようなときは、 ICTRLl + fs ~ l て1 由 afti のスクロールを 
ii ••めることができます。任愆の キーでスクロールを mw きます。 

(11) コマンド人力の際には、テンプレート機能を使することができます。 

02) コマンドモードを衣すプロンプトは、 PROMPT コマンドを改めてす}しない限り'' A 〉" など 
の形をしています。このときの” A " はカレントドライブ名を表します。 

4 . 5 外部コマンドと PATH 

外部 コマン ドを次:行するときは、次:行したい コマン ドファイルがカレントドライブのカレントディ 
レクトリ屮になくてはなりません。そうでない場介は、実行したい コマン ドファイルにドライブ名と 
フルパス名を付けて fit 定する必要があります。 

しかしこれでは、外部コマンドの所在位; K をつねに党えておかねばなりませんし、案行のたびにド 
ライフ'やパス名を付けなければならないため入力もたいへんです。もし、階射の;*いところに ファ イ 
ル名があったりしたら、ディレクトリ名をいくつも指定することになリ、それこそたいへんな手問が 
かかってしまうことになります。 

そこで、 Human 68 k では、 '' PATH " の設定により、これを解決しています。 PATH の設定は次 
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のようにして行います。 

PATH 〔く d:> 〕 くパス名〉せ 

ここで、 〈 d :> くパス名〉には、実行したい外部コマンドファイルを収納したドライブ名およびディ 
レクトリ名をネ&定します。 

こうして PATH を設定しておくと、人力された コマン ドはまず Ai 初にカレントディレクトリ内で 
さがされ、もしそこに 該、 H の コマン ドファイルがないと、こんどは自動的に PATH で設定されたパ 
ス名のディレクトリ内でさか # されます。 

つまり、外部コマンドも、内部コマンドとまったく冏じように、どこでも使うことができるように 
なるわけです。 

PATH は、段数することもできます。 

PATH A: ¥BIN; A: V し OCA し； B: VBIN ^ 

のように、セミコロン （：> で KWJ って故べてください。この場 <> 、外部コマンドは、 

カレントディレクトリ —A : VBIN — A : ¥ LOCAL B : VBIN 

の顺にさがされるようになリます。 

PATH を没ぶした後で、没定した PATH を兄たいときは、 

PATH 

とだけ人力します。祝在設定されている PATH が、 

path =A ： VBIN ； A ： ¥ し OCA し ： B : ¥ BIN 

のように衣示されます。 

PATH は、いったん設定したら、また PATH コマンドで4与設定を行うか、システムをリセットす 
るか、屯源を切るか、のどれかをしない限り有効です。 

また、 PATH は、外部コマンドファイルだけでなく、八ッチファイルについても有効です 。 PATH 
に指定されたディレクトリ中にバッチファイルがあれば、これもさがされます。 

システムの起動時は、 PATH は設定されていません。したがって、肖分のシステムディスク中の向 
#か太: U 八ッチファイル （ AUTOEXEC . BAT ) 内に、この PATH コマンド行を入れておくと、起動 
後 riWi 的に PATH か^定されるため、他利です。 f ! 勤次:行八ッチファイルについては、次®を参照 
してくた/さい 0 

4.6 バッチ処理 

よく使う 一連の コマンドを、人力するのと同じイメージでテキストファイルの中に収めておくのが 
''バッチファイル"です。コマンドとしてその八ッチファイルをすぼ定すれば、ファイルの中に寄かれ 
ているコマンドを、そのつどキーボードから入力しなくても赉かれた順に実行できます。このような 
処理の仕/;•は「バッチ処理 J と呼ば iu コンヒュータの一般的な処理方法のひとつです。八ッチファ 
イルは、 im-r ' bat を付けて作成しなければなりません。ただし、実行の際はこの抗張^を省 
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略して人力できます。 

バッチファイルは、成のスクリーンエディタ ED か、 II 本語マルチフォントエディタなどで作成 
しますが、「3 .5.2 ファイルの作成 j のところで説明した、 COPY コマンドを利⑴して作ることも 
できます。 

ここでは、この COPY コマンドを利 fH して nVORD . BAT ' という名前のバッチファイルを作る 
ことにします。 

COPY CON WORD. BAT \J\ 

と人力してください。すると卜.で改 U して、人力を诗つている状態になります。ここでバッチフ 
ァイルの内容を人力してください。各行の末兄では、必ずリターンキーを押します0 

VOL 0 
DIR * .TXT 
ED 


人力誤りは、いま人力している行内であれは 1豆らキーで消して, 1 :••き的:せばよいのですが、いったん 
リターンキーを押してしまった行は訂正することができません。このときは、 COPY コマンドを終了 
してファイルになった段附でスクリーンエディタや II 本通マルチフォントエディタを使って修〖 I :•して 
ください。 

バッチファイルの内容をすべて？ F き終わったら、 [ CTRL | + rT ~| を押します ( [^TRLj キーを押し 
ながら□キーを押す >〇絞けてリターンキーを押します。 COPY コマンドが終了して、 '' WORD . 
BAr という名前のファイルができます。 

これで、ハへ•ノチファイル'' WORD . BAT 'ができあがりました。この八ッチファイルを戈行するに 
は、 


WORD ^ 

と人力します。さきほど丹いた、一づ生のコマンドがつぎつぎと fi 勒的に実行されていきます。 

なお、バッチファイルを使用する際は、次のような WJlij 、 注意点を守らなくてはなリません。 

(1) バッチファイル中の1行の大きさは、255文字までです。超えた行があると、バッチ处理が中断さ 
れます。 

⑵バッチファイル中に八ッチファイルを次:行するよう指定すると、その八ッチファイルに実行が移 
った時点で前の/ぐ•ノチファイルは無されてしまい、それより後に；^、ておいたコマンドは実行 
されないままコマンドモードにもどってしまいます。このような場合は、 / C スイッチ付きの 
COMMAND コマンドを実行するようにしてください（詳しくは第5 $の COMMAND コマン 
ドの項•を参照してください)。 

⑶八ツチファイルの実行か於了すると、 ECHO モードは強制的にて) N " になります。 
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4.6.1 パラメータを用いたバッチファイルの作り方 

ハへソチファイルにパラメータを使うと、興なるデータに対しても ifuij 的に使えるバッチファイルを 

作ることができます。 Human 68 k では、バッチファイルの中に r 仮ハ•ラメータ」を入れておき、実行 

時にコマンドオプションとして実際の/、◊ラメータ（「次ン 、。ラ メータ」）を指定することができます。 

仮ハ•ラメータ名は、%記号を付けた1桁の番号(%〇、％1……、%9)てず t 定します。 

次に/ j ; •すのは、侃パラメータを⑴いたバッチファイル '' NAME . BAT ^ の内界例です。 

# 

COPY %] TEMP.TMP 
COPY %2 %1 

COPY TEMP.TMP %2 
DEL TEMP. TMP 

これを次:行するには、火:ハ。ラメータを f 十けて、たとえは*;欠のように人力します。 

NAME FILE. 001 FILE. 002 3 

この場合、%1には '' FILE . 001"が、%2には " FILE . 002,がそれぞれ代入され^次のようなコ 

マンドをおのおの次:行したのと | iil じになります。 

COPY FI し E. 001 TEMP. TMP 
COPY FILE. 002 FILE. 001 
COPY TEMP. TMP FI し E. 002 
DEL TEMP. TMP 

したがって、結果的に、ゃ FILE . 001"の内容と” FILE . 002"が交換されます。 

ハ•ラメータを用いたバッチファイルを使用する際の規則、注意点を、以下にあげます。 

⑴奴バラメータは、つねに衍定したバッチファイルのファイル名に相当します（松瓜 
子も含まれます)。 

⑵八ッチファイルの次: h 骑には、奴パラメータ "% r は1 am のコマンドオプション（次:パラメ 
—夕）に、仮パラメータは2 sni のコマンドオプション（次:パラメータ）に対応します0 
以ド、順に仮ノ、°ラメータの 挢 号に於、。ラメータの w (派が対必します。 

(3) 仮ハラメータの数よりも次:ハ。ラメータ（コマンドオプション）の数が多いときは、余分な実パラ 
メータは無说されます。逆に、次:パラメータの力が少ないときには、足らない分に対応する仮パ 
ラメータにはヌル文字が適⑴されます（何も代入されない)。 

⑷奴パラメータは、 10 fW まで使⑴できます(％0〜％9) 〇 lofwah 必要な場介は、バッチコマンド 
の SHIFT コマンドを使 Ifj します。 

(5) バッチファイル内では、仮パラメータを衣呪するのに％記号を使いますので、そのまま％だけを 
中•独で使うことはできません。もし％,记号を文字として使いたければ、％%と2つ®ねてす IT 走し 
ます。 

(6) ハヘンチファイルにびえるパラメータには、文字'' (コード S 00) を入れてはいけません。そ 
mu 降の文字は無祝されます。 
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4.6.2 自動実行ノくツチフアイノレ ( AUTOEXEC . BAT ) の作り方 

バッチファイルのネネ殊なかたちとして、 fl $ が太:行バッチファイルというものがあります0これは、 
システ厶を起動したときに、 fj 動的に实行されるようになっているものです。 

これを利 IH すると、次に示すような、システム起劾のたびに入力しなければならないような定切的 
な処邱とか、说ナ克の設定とかをキーボードからそのつビ行うことなく、 fl $ 加勺にけうことができます。 

•起動後、すぐ X-BASIC を立ち上げる 

籲よく使うコマンドファイルやデータファイルを RAM ディスクにコビーする 
• PATH を設定する 
などなど…… 


この自動实行バッチファイルを作るのは、とても簡単です。前項で述べた、通常のバッチファイル 
と、その作リガはまったく M じです。ただ、そのバッチファイルの名前を、 

AUTOEXEC. BAT 

と付けるだけでいいのです。これはいわばシステムに f •約された特別なファイル名で、その意味は、 
''AUTOmatic EXECution BATch \ すなゎち”自勒実行バッチ"です。 

Human 68 k が起孙すると、起! P 力に必要なファイル籾をすべて桄み込んだ後、システムはディスクフ 
ァイル上からこの '' AUTOEXEC . BAT ' をさがします。そしてもしこのファイル名をもつファイル 
があると、システムはすぐにその太:行八ッチファイルをダ c み、次: U します。 

次に、 fllWS 行バッチファイルの典型的な例を示します 0 これは、 Human 68 k システムディスク用 
の说说設定を行うものです。 

ECHO OFF 

ECHO Human68k システムディスク 
VERIFY ON 
BREAK ON 

PATH A ： ¥ ； A ： ¥ BIN ； A ： V し OCA し ；B : ¥ 
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4 . 7 コマンド行で利用できる機能 

Human 68 k では、ふつうは キーボー ドから入力を行い、_面に出力します 0 これは キーボー ドが r 標 
準入力」になり、画面が「娜出力 j になっているからです。 

Human 68 k では、 コマン ド行中に簡中.な妃号を指定することにより、これらの標咿入力と標•中;出力 
のデバイスを変 U ! •して、ではなくプリンタに出力したり、ディスクのファイルから入力したりす 
ることができます。これを「入出力のリダイレクト機能 j と呼びます。 

M 時に、コマンド行中に簡中•な化号を指定するだけで、あるコマンドの灾行結果を、そのまま他の 
コマンドの標準人力として滴：結することのできる 「バイフ： 機 巳 もあリます。 

さらに、1つのコマンド行中に、簡中•な記号とともに槐数のコマンドを一度にす玲定し、これを順に 
実行させることのできる「マルチ処理機能 j があります。 

4.7.1 リダイレクト機能 

多くのコマンドは、 ㈣ 面を標準出力としていますから、なにも指定しなければ出力は画面に表示さ 
れます。 

たとえば、次のコマンドはカレントドライブのカレントディレクトリのディレクトリ内容を I 由 1而に 
します。 

DIR [J 

しかし、次のように指定すれば、画面に出たのと同じイメージでブリンタにディレクトリ内祥を印 
字できます（ただし、このとき_而にはディレクトリ内荇は衣^されません)。ここで''>"は、不等 
号の ''大なり"紀号を衣します。 

DIR > PRN g 

このように、'、〉"を使うことによリ、標咿出力に出されるべきデータを、ファイルや他のデハ•イス 
にそのまま送することができるのです。これが、出力のリダイレクトです。 

ここです}?定した榡咿出力は、デバイスファイルである'' PRN \ すなわちプリンタですが、次のよう 
にすれば、コマンドの出力内答をファイルとして作成することができます。 

DIR > FILES. DAT ^ 

liuman 68 k は自! Jijj 的にこの'' FILES . DAT ，’ を作り、ディレクトリ内容を,叩き込みます。このと 

き、すでにあるファイル名を•^定しても背ぐ;•は出ず、そのままファイルの内容を:•巧き換えてしま いま 
すから注总してください。 

新しいデータを、すでにあるファイルの木尾に付け加える（アペンドする）こともできます。この 
ときは、出力のリダイレクト記号である不等号”〉"を、2つ続けて齊きます。次の例では、現在あ 
る ' XFILES . DAT " の内容に、いまのディレクトリ内容が付け加えられます。 

DIR >> XFI し ES. DAT 

リダイレクト機能は標準出力だけでなく、標準入力も変史することができます。このときリダイレ 
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クトを受ける コマン ドは、標咿人力であるキーボードからの人力を必要としている コマン ドでなけれ 
ばなりません。人力のリダイレクトは、不等号の (小なり）を使⑴します0 
たとえば、 

SORT < FILES. DAT J] 

では、ディレクトリ内界の人ったデータファイルである '' FILES . DAT の内綷をそのまま入力と 
して、 SORT コマンドが働きます。このような人カファイルがすでに☆省•するなら、1行ずつキーボ 
ードから入力するよりはずっと簡中•に济みます。 

ただしこのときは、 SORT コマンドによって並べかえられた出力は、標準出力である画面に表示さ 
れます。出力が技いとすぐに I 由〗血からスクロールしていって; ft えてしまいます。そこで、この出力を 
ファイルにとっておくようにするには、出力のリダイレクトを組み合わせて次のようにします。 

SORT < FILES. DAT > FILES. SRT \J^ 

故べかえられたディレクトリ内奔は、 FILES . SRT というファイルに iUIrt されます。 

4.7.2 パイブ機能 

標职人力からデータを読み込み、標準出力に出力するように作られたコマンドを、「フイルタ j と呼 
びます 0 Hunian 68 k では、 

FIND 

MORE 

PR 

SORT 

の 4 つのコマン ド 〆〆 フイ ルタです。 

さて、ディレクトリ内祥をアルファべット順に故べかえて友示した場作、出力のリダイレクト機能 
を使っていったんファイルに, 1 !••き込み、それを人力のリダイレクト機能で SORT することができる 
ことは、 fliW (で解说しました。しかしこのノ/{去だと、問にひとつ余分なファイルが残ってしまいます0 
このようなときは、 SORT コマンドがフィルタであることを利⑴して、バイフ機能を使うと、途中 
で•時的なファイルを作成しなくても、2つのコマンド l ! il をめ:姑してくれます。したがって2つのコ 
マンド行が必要なところを、1行のコマンドを人力するだけて Iff みます。 

バイフ機能は、コマンドとコマンドとの1!!1を縦線,;ビ泞、'|ヶで区切って表视します。たとえば、 

DIR | SORT ^ 

は、ディレクトリ衣ホ（パイプ! h ! 号の左側）をそのまま SORT コマンド （パイフ Mi ! 号の右側）の檔咿 
人力とし、 ㈣ 向におヂくします。この方法によれば、前项の例のような'' FILES . DAT " というファイ 
ルを作ることなく、ディレクトリ内容をソートして兄ることができるわけです。 

ソート結果を_而中•位で表示したければ、1碑1曲ごとの表示をしてくれる MORE コマンドを使っ 
て、 
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DIR | SORT | MORE ^ 

とすればよいでしょう。また、<•久•のようにすれば、 


DIR | SORT > PRN 

ソート結采をプリンタに印字できます。 

もちろん、ドライブ名やパス名、ファイル名を fit 定すれば、定のファイルに■•き込むこともでき 
ます。 


DIR | SORT > B : VDATAVDIRNAMES. DAT [^1 

このように、人力のディレクトリ、出力のリダイレクト、およびパイフ 。は、 fj 山に組み合わせて使 
うことができます。 

4.7.3 マルチ処理機能 

マルチ处邱•とは、1彳】•のコマンドけ人力で fti 数のコマンドを火:彳】••するためのものです。これを彳 j •う 
には、コマンドとコマンドとの問を、号 （ 丨 ） 2つで区切って並べます0 
たとえば、 

DIR | | DATE | | TIME \J\ 

と人力すると、 DIK コマンド、 DATE コマンド、 TIME コマンドが順に次:行されます。 

この機能を利) lj することによリ、他のアプリケーションブログラムから COMMAND . X の内部コ 
マンドを次:むする垛作、コマンドを次:彳 j •するたびにアプリケーションプログラムに戾ることがなくな 
りますから、1|〖》|のコマンドす} t 定で iVf ませることができます。 
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5.1 イントロダクシヨン 

Human 68 k の ft コマンドについて解説します。コマンドはアルフアベット顒に並んでいます。バッ 
チ妙坪で使) H するコマンドについては、 5. 3節でまとめて解说しています。 

5 . 2 Human 68 k のコマンド 

この節では、各コマンドを、次のような形式で解说しています。 

コマンド' 〆 ， 内部外部コマンドの K 別 


使川 U 的、川法などの详し v 、解说 
- コマンド* ii け時の衍定 •■: A 

饯能の簡潔な说叫 

内部/外部コマンドの区別について、詳しくは 4. 2節をご览ください。また、寄式の表去につい 
ては、 (3 K —ジ「本; 1 re 用いる衣 , k ! 法」をご泣ください。 

次に、各 コマン ドを機能別に分類しておきます0 

籲コマンドの機能による分^ 

システム間イ系 

BREAK [ CTRL ; 十厂こ1のチェック機能の設定 

CACHE CPU のキャッシュの ON/OFF を設定 

CLS ディスプレイの消去 

COMMAND コマンドプロセッサ COMMAND . X の起#力 

CTTY 入出カデバイスの変史 

DATE H 付の表示•瓣 

EXIT 子プロセスとして起!肋された COMMAND . X からの親プロセス 

へのリターン 
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FASTIO 

FASTOPEN 

FASTSKEK 

HIS 

KEY 

MEMFREE 

PROCESS 

PROMPT 

SCREEN 

SET 

SPEED 

SUBST 

SWITCH 

TIME 

TIMER 

VKK 


I/OI 印!！!の W 速化 
ファイル名の W 理 55 境没定 
デバイスの符邱颃域サイズの設定 
ヒストリ行列の表示 

ファンクシヨンキーなどの設定 
使⑴" I ■能なメモリサイズの衣示 
プロセスの惝報を衣示 
プロンプトの設定 
I 由 lifri モードの設定 
63%文字列の fift の設定 

RS -232 C インターフェイスに対するパラメータの•没定 • ㈣ 力 

fWH ドライブの別リ、ての設定 • 料除 

メモリスイッチの設定 

BMij の衣ポ•趣 

時刻の表示.アラームのセット 

システムの バージョンの 衣, 


ディスク間係 
BACKUP 

CHKDSK 

COPY 2 


DISKCOPY 

DRIVE 

FORMAT 

RECOVER 

RESTORE 

SYS 

VOL 


ハードディスクからフロッビーディスクに、1つまたはそれ以|..のフ 
ァイルのバックアップ作成 

ディスクの状態の報？; • 

ハードディスク I ••のファイルのフロッピーディスクへの iii 避 • フロ 
ッビーディスク I •.の迎链ファイルのハードディスクへの很邮 
ディスク封本のコピー • 比松 W 介 
ドライブの神頮、状態の衣， J いドライブ名の交換 
ディスクのフォーマット ( mw\D 
不良クラスタを穴むファイルまたはディスク の霞 
BACKUP コマンドでハ # ックアップされたファイルの很允 
Human 68 k システムの奉/沾 
デイスクのボリュームラベルの衣, j •い変出 • 


デイレクトリ閲係 

CHDIK ( CD ) 

DIR 

MKDIR ( MD ) 

PATH 

RMDIR ( RD ) 

TEMP 

TREE 


カレントディレクトリの変史.衣示 
ディレクトリ（ファイル名-な）の衣ボ 
斬しいディレクトリの作成 

外部コマンド検索のための PATH の,没定 

ディレクトリの削除 

テンポラリファイルのパスの没定 

デイレクトリ擠造のツリ ー ff ミ式での衣示 
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5.2 Human 68 k のコマンド 


WHERE 

フアイル間イ系 

ATTRIB 

BIND 

COPY 

COPYALL 

DEL ( ERASE ) 

DUMP 

FC 

MOVE 

RKN ( RENAMK ) 

TYPE 

VERIFY 

フイルタ関係 

FIND 

MORE 

PR 

SORT 

バッチ処理 Ml 系 

ECHO 

FOR 

GOTO 

IF 

PAUSE 

REM 

SHIFT 

日本係 

USKCGM 


ファイルの検索 


ファイルの诚性.の设定除 
オーバ—レイ X ファイルの作成.変史 
ファイルのコピー.迚結 
ファイルおよびデイレクトリのコピー 
ファイルの削除 

16進衣祝 • 文卞によるファイル内界の衣/八 • 

ファイル内斿の比!交 

ファイルの移孙 

ファイル名の変史 

フアイル内容の表 

ベリファイ機能の設定 


ファイル中の指定文卞列の検索 
11由 Itfii ごとの表示 
ファイル内容のページング 
データのソート（並べかえ） 


バッチ処坪中におけるコマンド行及示の設定 • 

コマンドの反很货行 

八ッチ 处邱の流れの変史 

籴汴設定による八ッチ処理 

バッチ _• の一時停止 

バッチ ii 理中におけるコメントの表示 

ハ •ツチ处理中におけるパラメータのシフト 


外字の作成 • 削除 


ッセージの及示 
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ATTRIB 


外部コマンド 



ファイルの诚性の設定.解除 

ATTRIB 〔+ R | — R〕〔+H 丨 一 H 〕 〔〈フアイル：〉〕 

ATTRIB コマンドは、ファイルを恐って削除したり、別のファイルに上喪きしてし 
まうといったミスを防ぐために使川します。また、ファイルに対し、 

コマンドなどで兄たリ搽作したリすることができな t 、という祕性）を4えるためにも 
使います。 


籲ファイルの诚件•を、泣み, T , し洋⑴に^ ii します 

ATTRIB 十 R MSTF し • 100 

ファイル MSTF し100の W 性が、泣み出し作川に说定されます0 I)IR コマンドで 
ファイル名を及示することはできますか•、削除したり、内祥を変史したりすること 
はできなくなります。 

籲ファイルの泣み出し性を解除します 

ATTRIB -R MSTFL. 100 [J 

ファイル MSTF し100の泣み出し训1の W 性が、角微されます。，太:行後、ファイル 
は書き込み可能となります。 

籲ファイルの/成 件•を、イく " nm 性に设 iii します 

ATTRIB +H MSTF し 100 g 

ファイル MSTF し100の诚件:が、イ Wf 脈性に設定されます。ファイルは DIR 、 
DEL 、 TYPE などのコマンドによる通常の操作では、取り扱うことができなくなり 
ます。 


籲ファイルのイく—を解除します 

ATTRIB -H MSTF し .100 g 

ファイル MSTF し100は、 DIR コマンドで兄ることができるようになり、その他 
のコマンドによる通常の操作も可能となります。 

籲ファイルの;成性を於六します 


48 


ATTRIB WKF し 」 00 g 

ファイル WKFL . 100の祝在の诚性を表示します。祝在のファイルの祕性の設定状 
態を兄るときに使用します。 

ATTRIB ^ 

DIR コマンドで W •えないものも含め、すべてのファイルのを表示します。 

この,••式では、ファイルの祕性が JV ファイル名のん:側に、次のような記•づ•で衣ポされ 
ます。 

記号 祕性名 

A ……アーカイブ《通常のファイル） 

D ……ディレクトリ 

V . ボリュームラべル 

S ……システム 
H ……不可視 
R ……泣み出し岑⑴ 

なお、 ATTRIB コマン ドで設定 • 解除ができるのは、 H および K のみです。 

籲ヘルプ画面の衣 > j ;: 

ATTRIB \J] 

ATTRIB コマンドの使⑴力•法を衣示します。 
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BACKUP 


外部コマンド 


ぼ能 ハードディスクからフロッピーディスクに、1つまたはそ axo 上のファイルのバック 

アップ作成 

> 式1 BACKUP く hd : >〔くパス名〉〕〔〈ファイル名〉〕 < fd ： > 〔/ S 〕〔/ A 〕〔/ D : <H 

付〉〕 〔/ T : く時刻〉〕 


解説 ハードディスクは人のデータを格納できるという利点がある反 ifii 、 一度，|说が起 

きると失うデータも人であるという欠点もあります。このため、定朗的に八ックア 
ッブをとリ、データの保令にガめる必要があリます。 

1 • メニュー画面からの実行 


BACKUP ^ 

と人力すると、次のような メニュ ー阃 tffi が衣ボされます。 


「BACKUP f 


or X68000 Version Copyright 1988,89 




ここで、カーソルキーの丄丄で処邱を選択して g を押します。この後は 
I 叫ば u •に衣/ j ; •されるメッセージにしたがってドライブ^;やディレクトリ8などを選択し 
てください。 

たとえば、ドライブ A (ハードディスク）の内界すべてを、ドライブ B (フロッピ 
ーディスク）にバックアップする場公は、次の|由 itfn •のように”サブディレクトリも八 
ックアツ フ吻 — ''ドライブ A :，， — '、ド ライフ 13:" — ”A: — ''ハへ：/ クアップ 1SH 
始"を0で&尺します。 
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BACKUP for X68000 Version Copyright 1988,89 SHW 



!飄了 


仏 l で雞膝，駿敲货 r 


必要であれば Ai 後に H W •条件(衍定した U 付の問に作成したファイルをバックアッ 
ブ)や時刻条件(指定した時刻の問に作成したファイルをバックアップ）を設定し、「バ 
ックアップ 1 W 始 j を選択してください。 

2 . コマンド行からの実行 


コマンド行でノ!•式に促ったパラメータを沒定したね^、メニュー _ ifti に人らずに 
コマンドを次: U します。 

iii •初のく hd : ><パス名〉〈ファイル名〉には、八ックアップするハードディスクドライ 
ブのディレクトリまたはファイルを指定します。くハ。ス名〉くファイル名〉が朽略された 
場介は、ルートディレクトリに存在する全ファイルカ今ぼ定されたことになリます。次 
のく fd : >には、バックアップされたファイルが作成されるフロッピーディスクドライ 
ブを^します。 

BACKUP コマンドでは以下のスイッチが使できます。 

/ S サブディレクトリもハ•ックアップします。 

/ A すでにバックアップされたフロッピーディスク上にある、バックアップされた 
ファイルに追加します0 A •いファイルを削除しません。 

/ D 指定された fl 付以降に変史されたファイルを八ックアップします。 

/ T 指定された時刻以降に変史されたファイルをバックアップします。 
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BIND 


堡能 


解説 


外部 コマンド 


オーバーレイ X ファイルの作成.変史 

BIND 〔/〇〕〈作成するファイルくファイル〔〈ファイル名 〉…〕 〔/D I 
/X 丨 / L 〕〔/ T くパス8>〕 . 

扯張户が' X "になってぃる沒玫の X ファイルを紡介して、ひとつのオーバーレイ 
X ファイルを作成します0オーバーレイとぃうのは、使 JH " f 能なメモリサイズに対し 
て、プログラムやデータのサイズの"が人きぃときに利川されるものです。 

たとぇば、 TEST . X とぃうブログラムを寅行するためには 800 K バイトのメモリが 
必要とぃうときに、 使用外 能なメモリが 500 K バイトしかなぃ 場 介、メモリ不足でこ 
のままでは次:むできません0そこで、ブログラムを作成するときに、ひとつのメイン 
プログラムと枚数のサフ v ログラムに分けて作成し、次:行するときは、必麥なサフ " r 
ログラムをそのつどディスクから*^み込んで次:彳丨•.するようにします。こうするとメモ 
リが少なくても人きなブログラムを火:行することができるようになります。 

ところが、このようなプログラムを作るためには、メインプログラムでメモリの狞 
邺やディスクからの忒み込み、次:けなどを彳丨•わなければならず、プログラミングがた 
t 、へんめんどうになります。 

BIND コマンドは、，このようなオーバーレイ梆造の ブロ グラムの作成を扱助するコ 
マンドです〇段数のフ 。ログ ラムをオーバーレイにしたぃときは、通常のフ° ログ ラムを 
作成するときのように中.に X ファイルにすればよぃだけです。 BIND コマンドは以ド 
のように使川します。 

• 枚数の X ファイルを結介して？斤い、オーバーレイ X ファイルを作成する 

BIND /〇 TEST TEST 1 TEST 2 TEST 3 ^ 

この例では、 TEST 1. X 、 TEST 2. X 、 TEST 3. X とぃう X ファイルから TEST.X 
とぃうオーバーレイ x ファイルを作成します 0 Km ，•は ft 略しても riiP 加' リに 、、 .x" で 
あると判断されます。 

•すでにオー八ーレイ X フアイルがむ:作•するときに、別の X ファイルを追/川する 


BIND TEST TEST 4 TEST 5 J 


この例では、 TEST . X というオーバーレイ X ファイルにさらに TEST 4. X と TEST 5. 
X の2つの X フアイルを ill 加します。 
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•オーバーレイ X フアイルの中にどのような X フアイルがあるか•调^るとき 


BIND TEST /し JJ 

この例では、 TKST . X というオーバーレイ X ファイルに穴まれる X ファイルを衣尔 
します。 

•オーバーレイ x ファイルから特定の X ファイルを削除する 

BIND TEST TEST 2 TEST 4 /D 

この例では、 TEST . X というオーバーレイ X ファイルから TEST 2. X と TEST 4 .X 
の2つの X フアイルを削除します。 


•オー八ーレイ X ファイルから特定の X ファイルを取り出す 


BIND TEST TEST1 TEST 3 X JJ 


この例では、 TEST . X というォーバーレイ X ファイルから TEST 1. X と TEST 3 .X 
の2つの X ファイルを取り出します。 

•テンホラリファイルのパス X をドライブ C に jlT ぶして、オーバーレイ X ファイルを 

作成する 


BIND TEST TEST2 TEST4 /T C : Vl^' 

この例では 、 BIND コマン ドを次:行するときに作成されるテンポラリーファイルを 
ドライブ C の RAM ディスクに定して、 TEST . X というオーバーレイ X ファイルを 
作成します。フロッピーディスクに空き斿 M がないときや、次:行速度を速めたいとき 
には、テンポラリーファイルを KAM ディスクに没定すると他利です。 

オーバーレイ X ファイルのロードと次: jf の力法は次のとおりです（別克の 「C Com ¬ 
piler FRO -68 Kj が必要です)。 

DOS コールの 一 exec フアンクシヨンコールで、 MD のド位•八イトに0( 口ードおよび 
次:け)、1(ロードのみ)、3 (ネ.押朱なロード）、 MI ) の I . R •八イトにモジュール浓りを// 
えてコールします。通常の X ファイルの堝1>、モジュールり•は0であり、オーバー 
レイ X ファイルでも iri 初に結作したファイルが0、次のファイルが1……となリます0 


く 


PRO 68 Kj 
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• TEST . X の中に TEST 1 • X 、 TEST 2. X 、 TEST 3. X が入っているときにそれぞれ 
をロードおよ び Wj す るときは、 


TEST 1.X ならば MD は $0000 
TEST 2 . 父ならば |^0 は $ 〇 1 〇〇 
TEST 3 .X ならば MD は $0200 

となリます。したカヾって、 


TEST \J 



と人力したときは、 TEST 1. X が口ードおよび次:行されることになります。ですから 
TEST 1. X では一 exec フアンクシヨンコールを利⑴して、 TEST 2. X や TES 丁 3. X を 
ロー ドおよび次:行するように作成すればよいわけです。 

• TEST . X の中に TEST 1. X 、 TEST 2. X 、 TEST 3. X が入っているときにそれぞれ 

をロードするときは、 


TEST 1 • X ならば MD は $0001 
TEST 2 .X ならば MD は $0101 
TEST 3 . X ならば MD は $0201 


とな 1 ) ます。 


また、次のようなエラーメッセージが衣示されたときは、ディスクのあき®域が足 
リないためテンポラリーファイルが作れません。充分なあき如域のあるドライブなど 
にテンポラリーファイルを作るようにパス定してください。パス定は前述の /T 
くパス名〉または TEMP コマンドで行えます 0 

テンボラリーフアイルカぐ作れません 
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BREAK 


内部 コマンド 


機能1 |CTRLl + r ^1 のチヱック機能の設定 

書式] BREAK (ON | OFF I KILL 〕 

解説」 BREAK コマンドは、アプリケーションプログラムの ，太: 行中 、 CTRL + 亡のチ 

ェックをけうか汚かを M するために使⑴するコマンドです。 

BREAK を ON に設定すると、アプリケーションブログラムがディスクの入出力 
などの Human 68 k システム内部の処坪を行うたびに、 i ^ TKLl 十 「 C 1 キーか1中さ 
れたか否かのチヱックが、行われるようになります0この設定を行うとコンバイルや 
リンク中にもブログラムを中断することが " n 拒になリます。 

BREAK を OFF に^ ii すると、キーボード入力、ディスプレイ出力およひプリン 
夕出力のいずれかの内部 li 坪が彳 i •われるときにのみ iCTRLl + l C ] のチヱ./クが U 
biU その他の処邱ではチェックされなくなります。したがってこの状態では、内部 
处坪が行われている限り、プログラムの中断を U うことはできません。通常はこの没 
定でアプリケーションプログラムを灾•行します。 

BREAK を KILL に没定すると、どんな坳合でも中断できなくなります。どうして 
も中断したい蝴合は、本体の INTERRUPT スイッチを押してください。 

BREAK は、システムの起動 B をには、 OFF に設定されています。 

祝在の設定状況を表示したいときは、 

BREAK 

とします。 BREAK が OFF のときは、 
break はく off 〉 です 
と衣示さ f し ON のときは、 
break はく on > です 
と衣ボされ^ KILL のときは、 
break は く kill 〉 です 
と衣示されます。 
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第 5 章コマンド 


CACHE 


外部コマンド 


機能 



解説 


CPU の キヤッシュコントロールの •没求 


CACHE {[ on ] [ off ] [ def ]} [ i ][ d ][ s ] 

CPU : MC 68030に内成のキャッシュメモリを使 111 するかどうかを設定します。 
on キャッシュオン 0 内/逢キャ•ッシュメモリが使〗 H できます。 

off キャッシュオフ。内;逢キャッシュメモリを使⑴しません。 
def S-K AM に設定されている状態にもどします。 
i 、 d 、 s の指定は無 - fJi されます。 

i MC 68030に内儀されている命令キャッシュを指定します。 

d MC 68030に内/遂されているデータキャッシュを衍定します。 

s ネ從したキャッシュの状態を S-R AM に設定しま十。 
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CHDIR(CD) 


内部コマンド 


機能 

軎5 

別表記 
解説 


カレントディレクトリの変史•表示 
CHDIR 〔く d : >〕〔くパス名〉〕 

CD 

カレントディレクトリを変史するときに使 111 します。 

CHDIR コマンドは、 jlTxii ドライブのカレントディレクトリを変史するときに使 HI 
します。 

カレントディレクトリは、ドライブごとに設定できるため、 < d : >を fit 定することに 
より、カレントドライブを移! W することなく他のドライブのカレントディレクトリを 
変 ui することができます。 

< d ： >を朽略したときは、々レントドライブとみなされます0 

ディレクトリの jfi ■定の力*•には、パス名をルートディレクトリから衍定する絶文， Mm 
定と、カレントディレクトリから衍定する相村指定の、2神:韻があります。 

籲絶对によるディレクトリの变史 

カレントディレクトリが¥1部¥1猓¥1係のとき、ディレクトリ¥1部¥1課 
¥2係に変史したいときは、 

CHDIR V 1 部 V 1 課 V 2 係 cJi 


とします。 

♦相对指定によるディレクトリの芡史 

カレントディレクトリが¥1部¥1課¥1係のとき、ディレクトリ¥1部¥1•深 
¥2係に変史したぃときは、 

CHDIR ..¥2 係ぜ 

とします0ここで'/は、カレントディレクトリより1つ上のディレクトリ（ここ 
では1課）を盘味します。 

♦カレントデイレクトリの表 

カレントディレクトリを及 W •するときには、なにもパラメータを竽えずに、 

CHDIR \J 

とします。カレントディレクトリが¥1部¥1課¥ 2係であれば、 


¥1 部 ¥1 課 ¥ 2 係 


と及ばされます。 


0/ 


第 5 章コマンド 


外部コマンド 


CHKDSK 

機能 I ディスクの状態の報ぐ;- • 

書式1 CHKDSK〔<d : >〕 C / A ) 〔/ V 〕 

ボ説1 CHKDSK コマンドは、く d:> で指定したドライブに揷入されているディスクの 

FAT 領域とディレクトリ領域を調べ、ファイルやディレクトリの使用状態などをチ 
ェックします。 

コマンドを実行すると、次のようなステータスレポートを表示します。八イト数の 
表示はキロ （K) バイト中.位です。 

d : vvvvv は yyyy-mm-dd hh : mm に作成されました 
nnnnK バイト：全ディスク容量 

nn K バイト： n 個のシステムファイル 
nn K バイト： n 個のディレクトリ 
nnnn K バイト： n 個の ユーザー ファイル 
nnnnnK バイト••使用可能ディスク容量 

ここで、 d:vvvvv は、ドライブ名とボリュームラベル名、 yyyy-mm-dd は H 
付、 hh: mm は時刻をそれぞれ衣し、 n は数侦を衣します。 

スイッチを指定しないときは、 FAT 領域をサーチして、ファイルのデータブロック 
が述絞しているかどうかのチェックを行います。不述統なデータブロックをもつファ 
イルがあると、次のようなメッセージをステータスレポ ー トの前に表示します。 

d : ¥ xxxxx n 個の不連統ブロックがあります 

ここで、 d:¥xxxxx は、ドライブ名およびハ。ス名付きのファイル名を表します。 
もしスイッチが指2されていれば、ステータスレポートの前に、そのスイッチ指•定 
した悄報を表示します。スイッチには、次の2つをすぼ定できます。 

• /A 

スイッチ /A を指定すると、ステータスレポートまたはエラーメッセージの他に、 
すべてのファイル（サブディレクトリを含む）を表示します。 M 時にそのファイルが 
収められているセクタの_か報 ft されます。 

xxxxx. xxx $nnnn~ $nnnn 

ここで、-は® i 性を、 xxxxx . xxx はファイル名を、 $nnnn〜$nnnn は 

セクタの報告を、それぞれ表します。 

W 性については、 ATTRIB コマンドで表示されるものと同一です。 ATTRIB コマ 
ンドを参照してくた•さい〇 
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#/v 

スイ ッチ / V を定すると、ステータスレポートまたは エラー メ ッ セージの他に、 
すべてのファイル（サブディレクトリを含む）を &> J •くします0ただし、セクタの状態 
は報5されません。 
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C し s 


内部 コマンド 


機能]ディスプレイの消去 
害 式] CLS 

解説 1 CLS コマンドは、_而上に衣ボされた文字を消去（クリア）するときに使います。 

CLS コマンドを划 j •すると ㈣ tfri の表示はすべてクリアさナし力ーソルはホームポジ 
シヨンに运リます。 

何か^を行う際に、表示された阐面をクリアしたいときには、 

CLS g 

と次:行すると、衣示はすべてクリアされフロンブトか调商の左上にきます。 

注意 ： CLS コマンドでクリアできるのはテキスト（文字） I 由|跖だけです。グラフィッ 
ク I 由胸には、何の S 增も"えません。 
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COMMAND 


外部コマンド 


機 

能 


害 

式 


コマン ドフロセッサ COMMAND . X の起!！力 

COMMAND 〔/ P 〕〔/ I)〕〔/E : エリアサイズ 〉〕 〔/H :〈ヒストリエ 

リアサイズ)〕 〔〔/ C 〕 く夂卞列〉〕 


解説] COMMAND コマンドは、ふつう、 Human 68 k のコマンドプロセッサ COM - 

MAND . X を子フ 0 ロセスとして起する際に使⑴します。 

アプリケーションプログラムによっては、 COMMAND . X を子プロセスとして起 

することができるように作られたものがあリますが、そのアプリケーションプログ 
ラム中から的:接 COMMAND . X を呼び出すのではなく、コマンド行を衍定して呼ぶ 
ことができるようになっているような坳合、とくにこの COMMAND コマンドが总 
味を侍ちます。 

また、 COMMAND コマンドは、 CONFIG.SYS ファイルの中の 、' SHELL =" 
行中に指定する際に、最も一般的に用いられるものです。これについての詳細は、「第 
7砍システムの構築」を参照してください。 

COMMAND コマン ドは、バラメータをひえずに次:行すると、祝作.の Human 68 k 
のバージョンを衣ボした後、子プロセスとして COMMAND . X をロードします。 

COMMAND コマンドには、以ドのようなパラメータ（スイッチなど〉を付加する 
ことができます。これら以外のスイッチがされると、そ ilW 降のコマンド行は無 
祝されます。 


• /P 

COMMAND . X からそれ丄让商いレベルに抜け出すことを防止するときに使用し 
ます0これを付けて COMMAND コマン ドを次:行すると、イプロセスとして起動され 
た後、 EXIT コマン ドが次:行されてもそのプロセスのレベルよリ上に抜け出せなくな 
リます。 

また、このスイッチが指定されると、 COMMAND.X が読み込まれた後、 ft # 胸こ 
A UTOEXEC . BAT ファイルか H f されます0 

• /D 

/P と M 時に衍定すると、 AUTOEXEC . BAT ファイルの起#力をしないようにな 
リます。 

この スイッチは、 CONFIG . SYS の "SHELL 二"または/ P とともに指定しま 
す0中•独で定したときは、 コマンド プロセッサ COMMAND . X を丫•ブロセスとし 

て起! P 力させます。 

•/ E ： く環境エリアサイズ〉 

SET コマンド W こ、<55垃エリアサイズ〉で指^された数の獅エリアを確 W しま 
す。エリアは、1 例、 V こリ256 八 イトで、〇〜255の紐 M で指•定できます。0は 
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第 5 章コマンド 


512バイトを5：味します0デフォルト fift は0 (512 バイト）です 0 


• / H ： くヒストリエリアサイズ〉 

HIS コマンド Ml に、〈ヒストリエリアサイス）で指^された数のヒストリエリアを確 
W します。ヒストリエリアは、1倘4たり 256 八イトで、〇〜 255 の紐！叫で指•定できま 
す 0 0 は 512八 イトを ノ3； 味します。デフォルト侦は〇 (512 八 イト）です 0 
ヒストリの•洋細については、 HIS コマンドの項を参照してください。 

鲁 /C く文字列〉 

文字列で指定されたコマンドがコマンドプロセッサにより実行さオし終了後 W リま 
す。これを利用すると、ハ•ッチファイル中から別のバッチファイルを呼び出すことが 
できます。たとえば、 

COMMAND /C TEST 

では、ハ•ッチファイルの灾行中にコマンドプロセッサが起! S 力され、次に TEST . 
BAT か評び出されて次:行された後、 W 初の八ッチファイルの次の行の义行に况リま 
す。 

ふつう、バッチファイルから別のノ、 # ッチファイルを呼び出すことはできませんが、 
このスイチを使用することにより、別のバッチファイルの実行が可能になります。 

もちろん、外部コマンドや内部コマンドもこの形式で実行することができます。こ 
の場介、叹在のコマンドプロセッサではなく、イ•ブロセスとして実行される com ¬ 
mand . X の下でコマン ドカぐ灸:行されることになリます。 

なお、/ C は«略し、く文字列〉のみを指定しても M じ孙作になります。 

/ C の後ろに、別のオプシヨンやスイッチをつけることはできませんので注, ff : して 
ください。 

COMMAND. X は、八ッチファイルの灾行中、および /C 付きの COMMAND コ 
マンドを灾行したときに、次のようなエラーコードを返します。このエラーコードは、 
IF コマンドの ERRORLEVEL オブシヨンで利用することができます。 


$00nn (0 〜 255) 


外部コマンドのプロセス終了コードと⑹一の値です。 


$01nn (256 〜 511) 


ド位八イトは外部コマンドのブロセス終 f コードと同一の値ですが、そのコ 
マンドが常駐終了した場合、この値となります。 


$02nn (512 〜 767) 


コマンドが |CTRL +L C |によって中断された場合、この値となります。下 


位バイトは不定となります。 
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$03 nn (768 〜 1023) 


ファンクション コールエラーにより強制終了（アボート）された場合、この 
侦となります。下位八イトは Human 68 k のエラーコードとなります。 


$04 nn (1024 〜 1279) 

八ッチ処理の次•行時エラーの場合、この値となります。下位八イトは不定と 
なります。 


$05 nn (1280—1535) 

内部コマンド中でエラーが t じた坳合、この fift となリます。ド位バイトは次 
のとおりです。 


00 

パラメータエラー 

01 

ファイル読み出しエラー 

02 

ファイル害き込みエラー 

03 

ファイル)^見つからないとき 

04 

ディレクトリがいっばいのとき 

05 

ディスク容量がいっぱいのとき 

$ 06 nn 

(1536 〜 1791) 


衍定のコマンドが兄つからない場介、このことなります。ド位バイトはイく定 
となリます。 
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第 5 章コマンド 


COPY 


内部コマンド 


機 

能 


窨 

式 


ファイルのコヒー•迚結 

COPY {く d : > | くパス名1> |〈ファイル名1 >} 〔{く d : > | くパス名2> | くファイ 
ル名2〉}〕〔/ V 〕 C / Q ) C / B ) 


解説 I COPY コマンドは、ファイルやディレクトリをコピーするときに使川します。ファ 

イルのコピーはファイルおよびディレクトリ単位で行うことができます。 

スイッチ /V をつけるとディスクをコピーしなか•ら Hit かべリファイをけいます。す 
なわち、コビー後 n $) 釣に、コヒー先のファイルやディレクトりのデータを説み込み、 
•*: ••き込みエラーがないかどうかの照れをむいます。したがって、コビーの内界は保, ill : 
されますが、次:彳/■の速•は尨くなリます。权数のファイルをコヒーする堝〇、スイッ 
チ / Q をつけると、コヒーの対染となるファイル X とともに確涊のメッセージを衣, J ;- 
してからコピーを彳 f います。 

バイナリファイルを迚結する場介は、スイッチ / B をつけてコピーを行います, 


1 . ファイル単位のコピー 


籲あるファイルを速うファイル名でコビーします 


COPY く ファイル名1> くファイル名2> _ 

〈ファイル名1 >とまったく M じ内界を待つファイルが、问ードライブ|..にくファイ 
ル名2 > とぃう名前で作成されます。 

• ドライブ A にあるファイルをドライブ B に逑う名前でコピーします 

COPY A : く ファイル名1> B : く ファイル名2> ^ 

くファイル名1 >とまったく M じ内界を侍つファイルが、ドライブ B 上に〈ファイル 
名2 >とぃう名前で 作成されます。 

• ドライブ A にあるファイルをドライブ B に M じファイル名でコビーします 

COPY A : く ファイル名〉 B : ぜ 

このとき、 B : の後にファイル名をす說する必要はありません。 

• ドライブ A のあるディレクトリ中のすべてのファイルを、ドライブ B にそれぞれ 
M じファイル名で コビーし ます 

COPY A : く パス名〉 B : 
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ドライブ A のくハ。ス名〉です It 定されたディレクトリ中に#在するすべてのファイル 
が、まったく冏じ名前でドライブ B のカレントディレクトリ上に作成されます。 
このとき B •• の IIT 走の後にファイル名を lit 定する必要はありません。 

また、スイッチ / Q をつけると、コヒーの M 染となるファイル？ V とともに•のメ 
ッセージが衣/ ji されたのち、コヒーをけいます。 

COPY A : くパス名 〉 B : /Q 


XXXX . XXX をコビーしますかく Y / N > 


2 •デイレクトリ単位のコピー 

♦ひとつのデイレクトリにあるすべてのファイルを池のデイレクトリにコヒーします 

COPY く パス 名 1 > く パス 名 2 > 


くパス名1 >で衍定されたディレクトリ屮にむ1するすべてのファイルが、まったく 
同じ名前でそれぞれくパス名2 > で指定されたディレクトリ上に作成されます。なぉ、 
く八ス名2 > には、すでにむ也しているディレクトリ名を衍定しなくてはなリません0 
このディレクトリ中.位のコビーは、 M — ドライブ上でも、 %な るドライブ l ! lj でも行 
うことができます。 


3 . エラー 

コビー; e とコピー光のファイル名やディレクトリ名か»じときは、コマンドの突行 
が屮出されます。内分 h 私にコピーすることになるためです。このとき、次のメッセ 
ージを表します。 

コビー元とコビー先か'同一です 

注意： ドライブ名、パス名を衍定する際に、すべきドライブがカレントドライブ 
である場れ、および指^するパス名がカレントディレクトリである場合には、 
それぞれ杏略することができます。 


4 . ファイルの連結 

段数のファイルをひとつのファイルにまとめるときは、+ , k ! v でファイル Z をつな 
いだり、ワイルドカードで槐敉のファイルを衍)とします。 


• TEST 1 .DOC と TEST 2 .DOC を TEST.DOC にまとめます 
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COPY TEST 1.DOC + TEST 2 .DOC TEST.DOC \J\ 

''. DOC のファイルをすべて AL し DOC としてまとめます 

COPY 木 . DOC A しし .DOC 

のフアイルの述姑の例はテキストファイルのみ " f 能で、バイナリファイルの垛 
合は、スイッチ / B をつけなければなりません。 

• TEST 1. X ヒ TEST 2. X を TEST . X にまとめます 

COPY TEST1 .X4-TEST2 .X TEST.X B J) 


ファイルをコヒーするとき、コビー尤やコピー先が、恕ドライブや奴恕ディレク 
トリを含むときは、次のことに注意してください。 

コビー尤の指定とコビー光の IS 定が輿なつても、次:沐としては M じドライフ•やディ 
レクトリになることがあります。たとえば、什ん把ドライブの設定が、 

C : = A ： VTEST 

となっているときに、コマンド行で 


COPY A:¥ TESTY SAMP し E1• DAT C : [J ： 

と入力すると、 COPY コマンドが実際に行う作業が 


COPY A:¥TEST¥SAMP し E1• DAT A:VTEST ^ 

となり、コピー元とコピー： t が A : ¥ TEST と | iij じディレクトリになります。 

このような場合は、コピーは正しく行われません。また、ファイルが消失する可能 
忭もあリますので、注してください（仮想ドライブ、仮想ディレクトリについて 
は、 SUBST コマンドをごなください> 0 


66 



5. 各デバイスへのファイル出力 


争 OPM ファイルを FMfV 源や MIDI のデバイスから演务するときや、 PCM ファイルを 
PCM デバィスから冉するときは、コピー先を出力するデバイス名にします 

COPY X68K.OPM OPM 

また、 ORM ファイルを MIDI デバイスから演#するときや、 PCM ファイルを I)CM 
デバイスから演务するときも、 M 様の i 1 ! ••式で入力します。 

COPY X68K.OPM MIDI J 
COPY SAMP し E.PCM PCM \J 

なお、 FMft 源、 MIDI 、 PCM などのデバイスから演奏するときは、 CONFIG.SYS 
ファイルに OPMDRV 3. X が® i * されている必要があります。詳しくは本,吃「7摩シ 
ステムの惝築 J を参照してください0 

DEVICE=¥SYS¥0PMDRV3.X ¢180 /P64 /OPM 

♦テキストファイルをプリンタで印刷するときは、コビー光を PRN または LI 》 T にしま 


COPY TEST.TXT PRN 

なお、テキストファイルをプリンタで印刷するときは、 CONFIG . SYS ファイルに 
PRNDRV . SYS などが«鉍されている必要があります。詳しくは本巧「7想システ 
ムの觀 J を参照してください0 
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C0PY2 


外部 コマンド 


機能 ] ハー ド ディスク ト .のファイルのフロッピーディスクへの•フロッピーディスク上 

の 退避 ファイルの ハード ディスクへの 復祕 

* 式 I (1 )im C 0 PY 2 〔く hd :>〕 〔くパス名〉〕くファイル名〉〔く fd :>〕 

(2) 处 W C 0 PY 2 〔く fd :>〕 〈ファイル名〉〔く hd :>〕 〔くパス名 〉〕 /K 

m C 0 PY 2 コマンドは、フロッピーディスク1枚に収まらないような大きなファイル 

も、枚数枚に分けて退避することができます。フロッピーディスクには、データを詰 
められるだけ詰めますから、効率よく退避を行うことか•できます。 

また、 C 0 PY 2 コマンドは、フロッピーディスクに:^ した ファイルをハードディス 
ク 上に很帰することもできます。 


1 • メニュー画面からの実行 

COPY 2 J 

と入力すると、 I 由 lifti は次のようなメニュー闹面になります。 



「機能」にカーソルがあることを確涊して、3を押します。 
次のようなメニューが衣/ ji されます。 


C0PY2 for X68000 Version «.«» Copyright 1989 ^ffP/Hj6son 




^ 卿こ民る ) 


必赵：ハードディスクのファイルをフロッヒーディスクに必狂する 
mi :フロッヒーディスクからハードディスクに niw する 
から逸びます。 

iii 避するときは、受け側のドライブにフォーマット济みのフロッヒーディスク 
するときは、送り⑽のドライブに迟避ファイルのあるフロッヒーディスク 
を神人し、々ーソルを r imj または r mh に作わせ、4を押してください0 
次に、「送リ侧」にカーソルを合わせ y : を押すと、送リ侧のドライブ/パを選択する 
メニューが衣示されますので、ドライブ k を [ D [3> 選び [5 を押してください。^^ 
が押されると、ディレクトリやファイル名が表示されます0廳(麵)するファイ 
ルを逆び、 y ] を押してください0指定したディレクトリやファイルが i »_ i に 
表示されます。 

こんどは、「受け⑽ j に々ーソルをひわせ』を押すと、受け侧のドライブ z を選択 
する メニューが 衣, c されます ので、 受け側のドライフ"パを逸び0を押してく 
ださい。「題」を迸んでいるときには、指定したドライブ名か爾 ifri に衣示されます。 
また、「從 W 」 を選んでいるときには、ディレクトリが衣示されますので、很错するデ 
ィレクトリを選ひ 13を押してください0 lit 定したドライブやディレクトリが 
衣ボされますので、廳 mm する内容を確認してください。 
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LC0PY2 J 〇 r _ X68000 Version Copyright 1959 SHW/Hjdson I 

iffi 顆 ESmESTl.DAT 
赛け H B : 

m 


H 13 里! a ?7) 


カーソルを「撕 j に介わせ、互を押してください〇 iu 避 mm が始まります。 

1枚のフロッピーディスクで处邱が終わらないときは、2枚 II 、3枚 II をセットす 
るようにメッセージが表示されるので、それにしたがってください。特に、鶴する 
とき ( した顺にフロッピーディスクを JR りかえてください。 

2 . コマンド行からの実行 

コマンドけで0•式に促ったパラメータをぷ定した場{>、メニュー仲油•に人らずに 
コマンドを其行します。 

ハードディスクからフロッヒーディスクへファイルを必链するときには、 i 1 ? 式 (1) を 
細します。 

丹式 (1) では、〔く hd :>〕 〔くパス名〉〕くファイル名〉で衍定されたハードディスクのフ 
ァイルを〔く fd :>〕 です私 i £ されたドライブ上のフロッピーディスクにします。こ 
のとき、1枚のフロッピーディスクに;^しきれないと、2枚 H 、 3枚 IJ を神入する 
よつメッセージ が されます。 fit / j ; •に從ってフロッピーディスクを^(リかえてくだ 
さぃ。 

逆に、フロッビーディスクからハードディスクへファイルを復错するときには ; if 
式 (2) を使用します。 

? f 式 (2) では、〔く fd : >〕くファイル名〉て寸玲定されたフロッピーディスクのファイルを 
〔< hd : >〕〔くパス名〉〕て•指定されたハードディスクのディレクトリに復帰します。この 
とき、後数枚に分けて退避されていたファイルを復 W する場合は、 ili 避した順にフロ 
ッビーディスクを取りかえなくてはなリません。 

いずれの場合も、ドライブの指定が杏略されたときは、カレントドライブが対象に 
なります0パス名が省略されたときは、カレントディレクトリが対象になリます。 

なお、ファイルを^した場☆、そのファイルは COPY 2コマンド以外の通常のコ 
マンドで扱うことはできません。 
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次に M と復帰の2例をあげます。 


1 . 腿 

C0PY2 A : VTESTVTEST1. DAT B ： <J 

と划 i •すると、次のメッセージが表示されます。 

1 番目のディスクをドライブ B: にセットして、何かキーを押してくださぃ 

メッセージ通りに丨ゼ龙し、任总のキーを押します0もし1枚に収まりきらなぃときは、 
次のメッセージが衣ホされます。 

2 番目のディスクをドライブ B: にセットして、何かキーを押してくださぃ 

い脱に fl •次します。次のメッセージが表ボされ コマン ドの次:行が終了します。 

フアイルの退®が終了しました 


この例では、ドライブ A のハードディスクのディレクトリ TEST にある TEST 1. 
DAT というファイルを、ドライブ B I ••で2枚のフロッヒーディスクに Jii 避しました„ 


2 . m 


C0PY2 B: TEST1.DAT A : VTEST R J 

と次:行すると、次のメッセージが表示されます。 

1 番目のディスクをドライブ B : にセットして、何かキーを押してください 

メッセージ通りにし、任意のキーを押します。 


2 番目のディスクをドライブ B: にセットして、何かキーを押してください 

m 様に作菜します。次のメッセージが衣 > j ; •され コマン ドの次:行が終 r します。 


フアイルの復帰が終了しました 


この例では、1•で;したハードディスクの TESTl . DAT というファイルを、ド 
ライブ A のデイレクトリ TEST に很知}しました。 
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第 5 章コマンド 


COPYA しし 


外部コマンド 



機 

能1 


書 

式 


ファイルおよびデイレクトリのコヒー 

COPY ALL C / D ) C / Tl / N ) 〔/ U 〕 〔/ V 〕 〔/ S 〕 〔<1) 1: >〕〔〈パス名1〉〕 

〈ファイル/パ 1> {〈(12:> | 〈パス X 2>} 


解説 〔く cil ••>〕 〔くハス Z 1>〕くファイルメバ 1> て卞したファイルを I く d 2 : >|〈パス 

82 >1て寸} t 定されたパス以ドにコヒーします。このとき、私送尤のディスクがいっぱ 
いになった場ひ、ディスクを交換するようにメッセージを衣ポ•し、交換するとリ|き続 
きコピーを彳/•います。 

COI 》 YALL コマンドは M 別の速うディスタのオールコヒーもできますし 、 COPY 
コマンドと呢なり、祈しいファイルだけをコヒーするといった選択的なコヒーやサブ 
ディレクトリの内界までコヒーできます。また、 BACKUP コマンドがシステム令休 
のバックアップを作成するために使川するのに付し、 COPYALL コマンドは新しく ft -: 
ったファイルだけをバックアップするときなどに利川できます。 

COPYALL コマンドでは、以ドのスイッチが使川できます。 


•/D 

サブディレクトリまでコヒーしないれ！に指 a します。このスイッチがなければ、 
サブディレクトリ以ドをコヒー: t にも | iij じサブディレクトリを作リながらコビーしま 
す。 

• /T 

コヒー尤とコヒー: t のファイルを比校し、コヒー尤のファイルの II f . j •が靳しいかコ 
ヒーんに iV / i : •しないファイルであれは•コヒーします。このスイッチがなければすべて 
コヒーします。 

•/N 

コヒー尤とコヒー； t のファイルを比較し、コヒー尤のファイルの Hf 十が所しければ 
コヒーします 0 コヒーんに { f •仏 しないファイルはコビーしません。 

• /U 

指定したファイル Z が小义卞のとき、人文字にしてコピーします。 

• /V 

火際にはコヒーせず、コヒー H -: X : •の内衿をム W します。ワイルドカードを使ってイ、 
持 a のファイルをコヒーするとき:こ、コヒーするファイル^;を確•ぶするときなどに使 
います。 

•/s 

システムファイル （ HUMAN . SYS ) を除いてコビーします0 

これらのスイッチのうち、 / T と/ N をおこ liT / ii するこヒはできません。 
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•ドライブ A (ハードディスク）のすベてのファイルをドライブ B (フロッピーディ 
スク）にコピーする 

COPYA しし A •• ¥ 木 .* B •• JJ 

• ドライブ A のルートディレクトリのファイルだけをドライブ B にコビーする 

COPYALL /D A ： V* . * B : 'J\ 

•ドライブ A の 1 1付の新しくなったファイルおよびドライブ B にむ：作しないファイ 
ルをドライブ B にコヒーする 


COPYALL /T A : Y * • * B : J 

癱ドライブ A のルートディレクトリで IIR の靳 しく なったファイルおよびドライブ 
B に <7 イ 1 :•しないファイルをドライブ B :こコヒーする 

COPYALL /D /T A ： V * . * B : J 

• ドライブ B のファイルと J 匕して、 A ドライブの lit 十の靳しいファイルだけをコヒ 
一する 


COPYALL /N A : V * • * B : ^ 

• ドライブ A のルートディレクトリにあるファイルのうち、： t 颁に test (または 
TEST ) があるファイルを、すべて人文卞にしてドライブ B にコヒーする 

COPYA しし / U A : YTEST *. * B : 

• ドライブ A のルートディレクトリ TKST にある•の靳しいファイルだけをドラ 
イブ B にコピーするとき、コヒーするファイル X を碎:•忍する 

COPYA しし /V /N A : ¥ TEST ¥* •氺 B : @ 

•ドライブ A のルートディレクトリのシステムファイル ( HUMAN . SYS ) を除いた 
ファイルすベてをドライフ* B にコビーする 

COPYA しし /S A ： ¥*.* B ： , J ) 
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第 5 章コマンド 


CTTY 


機能 

軎式 

解説 


内部 コマンド 


入出カデバイスの変史 - 

CTTY くデバイス名〉 

CTTY コマンドは、人出カデハ•イスの変史をけいます。標咿の人出カデバイス（キ 
ーボードおよびディスフレイ）と補助人出力機器 （ RS -232 C M 恥を切リかえて人出 
力を行うときに使います。 

くデバイス名〉には、入出力の" f 能なデバイス名を指定します。 

CTTY AUX ^ 

とすると、コマンドの人出力をキーボード、ディスプレイから補助人出力機器 （ KS -232 
CM 線)に変史します。 

もとの人出力機器に戾すときは、補助入出力侏?以則から、 

CTTY CON J 


と入力します。これでコマンドの人出力は油助入出力機器からキーボード、ディスプ 
レイにします。 
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DATE 


内部 コマンド 



I if 十の衣ポ•設定 

DATE (<yyyy> — <mm>—<dd>) 

Human68k は、クロック(時計 > により、日付•時^を管理しています(電源を切つ 
ても常に IH 十と時刻は保持されています)。これらの時113情報は、ファイルを作成•史 
新したときにディレクトリに乂綠されます。 

DATE コマンドは、これらの嚇腑報のうち • 11付"を跡したり、設定したりす 
るものです。 


DATE J 


と入力すると、次のように表示されます。 


現在の日付はく yyyy> —く mm> —く dd> (く w>) です 
日付を入力してください： 

ここで、く yyyy> は西时による年、く mm> は JJ、 く dd> はII、 <w>!iBfc!ll ( 1文字)を衣 
します。 

ここに衣示されている H 付を変史しないときは、そのままりターンキーを押してく 
ださい。 

変史する場合は、次に示すような_内の数字を、それぞれハイフン（一）またはス 
ラッシュ （/> で[メ:切って人力します。年、）1、 h のいずれも、 n 略することはできま 
せん 0 


年：く yyyy> = 1980—2079、または〇〜99 
月：く mm > =1〜12 
日： < dd > =1〜31 

BMH、IJ の大小、うるう年については、システムが自動的に管理しますので、意雜 
する必要はありません。 

なお、年について2桁以ドで人力する垛合は、〇〜79に衬しては2000〜2079が、 
80〜99に対しては1980〜1999が、それぞれ対応します。たとえば、 

95-11-7 

と人力すれば、1995年 11JJ 7 H を fit 定したことになります。また、 

1 - 1-1 

と人力すれば、2001年 ltt 1 H を指定したことになります。 

人力した H 付が恐っている場介、次のようにエラーメッセージが衷^されますので、 
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今度は止しい紐 M 内の数値を人力してください。 

日付の指定が違います 
日付を入力してください： 

DATE コマンドの後ろに、治：接 II R を指定して人力することも nf 能です。 

DATE 95-11-7 : J] 

このときは、日付が正しければメッセージは何も表示されず、そのまま日付の 
がなされます。日付が热つていると、前述と同じエラーメッセージが表示されますの 
で、洱人力してください。 
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DE し （ ERASE) 


内部コマンド 


機能 

害式 


別表記 


解説 


ファ イ ルの 削除 


DEL 〔< d : >〕〔くパス名〉〕〈ファイル名 〉 〔/Y / Q 〕 
ERASE 


DEL コマンドは、ファイルを削除するときに使います0 

誤ってファイル X を定して コマン ドを次:行してしまうと、ファイルを M 彳 U する こ 
とは不イ能となります0あらかじめ 1)1 R コマンド などでファイル X を確認してから 
実行してください。 

DEL MSTF し .100 

では、ファイル MSTFL . 100が削除されます0このとき、削除されたファイル X 
(ここでは MSTFL . 100)が衣示されます。 

DEL MSTF し.木 | J): 

とすると、ファイルパに MSTFL を侍ったすべてのファイル（拡张 HiH でもよい) 
が削除されます。このとき、削除されたすベてのファイル名が画面に衣示されます。 

DEL [J\ 

では、カレントディレクトリ中のすべてのファイルが、また、 

DEL くパス名〉 

では、くパスでされたディレクトリ中のすべてのファイルが、それぞれ削除さ 
れます。このとき、削除されたすベてのファイル名が ㈣ 间に衣示されます。 

なお、削除の对锹となるファイルが权玫である場作は、次の確过メッセージが衣ボさ 
れます 0 


よろしいですか < Y / N > 

削除してもよけれは I 、そうでなけれはを押してください。ただし、スイッチ /Y 
をつけると確ぶのメッセージが衣/ ji されないので、バッチファイルで MJ いるときに他 
利です。また、スイッチ / Q をつけると削除の対染となるファイル X とともに確,忍の 
メッセージが衣ボされたのち、削除を行います。これを HJ いると複数のファイルを碎 i 
•忍しながら削除できます。 


注意 

ファイルを削除するとき、ドライブ名やディレクトリ名が、奴恕ドライブや什义恕デ 
イレクトリになっているときは、次のことに;卞总してください。 
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削除しようとするファイルのディレクトリに、 ftCtL (ドライフ-か'指定されているとき 
は、削除を指定した次:体のファイルのほかに、版想ドライブの中にある同名のファイ 
ルも削除されてしまいます 0 たとえば、奴恕ドライブの fit 定が、 

C ： = A ： VTEST 

のとき、ドライブ A とドライブ C に次のようなファイルがあるときには、 


ドライブ A ドライブ C 


SAMPLK1 .DAT 



_ - - — , 一 • 

SAMPLKl .DAT 

し - 1 

SAMPLI 

i ： 2.DAT 


コマンドけで 



TEST 


DEL A :¥ TESTY SAMP し El .DAT '\J 


と、 DEL コマンドを次:行すると、 A:¥ TEST I •.の火体のファイルだけでなく、雌ド 
ライブ C I •.のファイルも削除されてしまいます。 

また、逆に削除しようとするファイルが f ) 义恕ドライブや f 反恕ディレクトリにあると 
きは、龙体としてあるファイルも削除されてしまいます。たとえば、|••と同じような 
，没定の坳介、コマンド h で 

DEL C : SAMP し El .DAT \J 

と、 DEL コマンドを次:行すると、夫際に DEL コマンドが行う作業は、 

DEL A : VTESTVSAMP し E 1 .DAT 'J 

となり、結米:的には仮恕ドライブ C I •.の SAMPLE1 .DAT も削除されてしまいま 
す。 

このように、削除しようとして定したファイルが、次:沐のドライブやディレクト 
リ I •.のファイルだけでなく、奴恕ドライブやディレクトリ I ..のファイルも削除されて 
しまいますので、ごル总ください（仮： U ! ドライブや攸想ディレクトリにっぃては、 
SUBST コマンドをごなください）。 
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DIR 


内部 コマンド 



ディレクトリ（ファイル名一 1 so の 

DIR 〔く d : >〕〔く パス 名〉〕〔くファイル名〉〕 〔/ N 〕〔/ L 〕〔/ T 〕〔/ R 〕〔/ P 〕〔/ W 〕 

DIR コマンドは、ファイルおよびサブディレクトリの •％('' ディレクトリ W 報"ま 
たは中•に''ディレクトリ"と呼びます）を及示します。このとき衣示される tfi 報は、次 
のとおりです。 

ディスクのボリユームラべル名 

カレントドライブ名およびカレントディレクトリ名 

表示されるファイルおよびサブディレクトリの合計数 「 nnn ファイル」 

現在使用中の合計容量 「nnnK Byte 使用中 j 
ディスクの浅り容量 「nnnK Byte 使用可能」 

ディレクトリ内のファイルだけの容置 「nnnK Byte 使用」 


ファイル名またはサブデイレクトリ名 
ファイルの大きさ（バイト単位） 

ファイルが最後に更新された日付 
フアイルか'最後に更新された時刻 


パラメータを V ?略すると、カレントドライブのディレクトリ t / f 報を表ゴくします0 

dir y 

ドライブ名のみすると、そのドライブのディレクトリ价報を表示します。 

DIR B ： [^| 

パス名を定すると、したサブディレクトリのディレクトリ tff 報を表示します0 

DIR V 住所2 

ファイル名を定すると、 tit 定したファイルについてだけのディレクトリ悄報を表 
示します。 

dir 社貝名簿 g 

この場合、ファイル名としてワイルドカード（*、？>を使 Hi することができます。特 
定のファイルのみを表示する場合などに便利です。詳細は、「3. 3ワイルドカード j 
を参照してください。 

スイッチ/ N 、/ L 、/ T 、/ R はファイルを次のようにソート（抱べかえ）して 
及ィ< します 0 
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/ N …名前でソート（昇順） 

/ L …大きさ（バイト単位）でソート（昇順） 

/ T ••.時刻でソート（昇順） 

/R …上記の 3 つのスイツチとともにつけると逆 J 頃にソート 

また、 / N 、/ L 、/ T は14作に指定でき、： t に指定されたものから陵; t 的にソー 
卜します。たとえば、 / T / L と衍定した場た M じ時剑のものは人きさでソートし 
ます。 

スィッチ /p を衍定すると、1 ㈣ 面分の表示を行って停止します。酬するときは 
ft •总のキーを押します。 

スイッチ /\ V を指定すると、1行に4つずつ (横 64文字モードの垛合は2つずつ) 
ファイル名およびサブディレクトリ？^のみが衣ボされます0ファイルにする tivm 
は衣/丫ヾされません。 

DIR の火彳 H 列です。 


Human68k A : ¥ 

1 〇ファイル 102KByte 使川中 I 119K Byte 使用可能 


ファイル使用 fi 


98K Dyte 使用 




FOUM 


<dir> 

95-07-07 

14 

45 

00 

MAGAZINE 


<dir> 

95-07-08 

15 

08 

00 

EWS 


<dir> 

95-09-04 

13 

28 

00 

X68K 


<di r> 

95-11-03 

19 

07 

00 

DOC 

TMP 

2115 

95-12-09 

19 

11 

00 

MANA 

DOC 

35110 

95-03-26 

12 

00 

00 

JUN 

DOC 

37519 

95-04-26 

12 

18 

00 

HTU 

DOC 

4863 

95-09-20 

8 

09 

00 

SANAE 

DOC 

5219 

95-12-07 

19 

30 

00 

KYOKO 

DOC 

12134 

95-12-28 

19 

55 

00 

注意 








ディレクトリ悄钳を衣ボするときに、衍定したディレクトリに、奴想ドライフ'や侃 
恕ディレクトリが穴まれているときは、次のことに沈总してください0 

DIR コマンドを使ってル j ; •される悄報のうち、「使 IH 中 J 、 「使恥、「使川" r 能 J に衣 
示されるディスクの使，，1 v (は、衍定したドライブが聽ドライブのときは、その雛 
となるドライブの使川となります。たとえば、ドライブ A が内;法ハードディスクの 
垛作に、 fciii ドライブの ttr ぶが、 


C : = A : VTEST 

と指定されているとき、 

DIR C : 0 

と コマン ドけで入力すると、 


DIR A : VTEST 
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と M じディレクトリ悄報が表示されます。 

つまリ、ドライブ C はハードディスクではないにもかかわらずハードディスクの使 
が表示されてしまいます。 

このように、 ftdil ドライブや侃恕ディレクトリを穴むディレクトリをす！ Txii すると、 
火:汴となるドライブのディスクの使⑴ V :が衣尔されます。したがって、ディスクの使 
川 V :よリファイルの使"が 人きいとき や、逆に 小さい ときが あります 0 このような 
状態では、使 m " r 能缺より 人き なファイルが作成できたり、逆に使川"]■能 w : に満たな 
いにもかかわらずファイルが作成できな t 、などということが起き ま すので、ご注意く 
ださい （ fWLl ドライブや fWLl ディレクトリについては、 SUBST コマンドを ご •なくた 
さい > 〇 
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第 5 章コマンド 


DISKCOPY 


外部コマンド 



ディスク全体のコピー • 比較照合 

DISKCOPY 〔く d 1 :>〕 〔〈d 2 : >〕〔/ V 〕 

DISKCOPY コマンドは、あるディスクの内容を、他のディスクにすべてコピーし 
ます 0 


このコマンドでコピー された ディスクは、コビー元のディスク とまった く 冏 一の:! 犬 
態となりますから、バッ ク アップ コピーを 作成するときに使うことができます。 

また、 DISKCOPY コマンドは2つのドライブにあるディスクの内界を比☆す 
ることができます。 


1 • メニュー画面からの実行 


DISKCOPY J 


と人力すると剛は次のようなメニュー I 由 I 面になります。 


DISKCOPY for X 6 8 0 0 0 Version Copyright 1989 SHrfP/Hjdson I 



W W 姑 R 激 (ftS) ( 碎了 ) 


「機能」に々ーソルがあることを確:•ぶして、』を押します。 
次のようなメニューが衣示されます。 
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コヒー：ディスク / d 本の•明作 
比較••ディスク w 本の比仪明介 

から进びます。(「機能」に祝在衣示されている機能を使うときには、この操作は必要 
あリません。> 

カーソルを「コビー」または「比校」に介わせ、 g を押してください0 
次に、「送リ侧ドライブ Zj にカーソルをれわせ、；5を押すと、次のようなメニュ 
一が表示されます。 










第 5 章コマンド 


コビーするときは、吩本となるディスクのドライブ名を、 

上匕校するときは、上匕較するディスクのドライブ名を、 

選びます。 

M じように、「受け側ドライブも 

コヒーするときは、フォー マッ ト济みのフロ ッ ヒー ディ スクを神人するドライブ 
%を、 

■ I •匕較するときは、 J 匕校するもう一力•のディスクのドライブ? " •を、 

選びます。 

ここで、送リ側と受!ナ侧のドライブにフロッピーディスクを神人し、カーソルを「次: 
け」に合わせ、互を押してください。ディスク令沐のコビー•比♦娜介が始まリま 
す。 

コビーが終る と、 

コビーは終了しました何かキーを押してください 

比钕が終ると、 


比較したディスクの内容か z —致しています 
何かキーを押してください 


または 


比較したディスクの内容は異なつています他のディスクを比較しますか？ 
V (繼） N 1(前に戻る ） ESC (前に戻る） 


と衣ポされます。指ボ•にしたがってキーを押してください。 

なお、 DISKCOPY コマンドは次の增合、次:行できないので沈兑してください。 

• im •ドライブでのコビーと 

•コヒー尤のディスクとコヒーんのディスクの M 別が!^なるとき 
• コヒー充のディスクにライトプロテクトがかかっているとき 
•コヒー; t のディスクがフォーマットされていないとき 

DISKCOPY コマンドはハードディスクに衬しても使⑴することができます。ただ 
し、コヒー尤のハードディスクの綷 !•!: よリコピー光のハードディスクの界 V :が少ない 
ときは次: U できません。また、比^明介の場合は、同じ容 W : でないど矣行できません。 
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2. コマンド 行からの実行 

コマンド H •で IK に促ったパラメータを 《3： 定した垛合、メニュー I 叫曲に人らず 
に コマンドを次: U します0 


1 . ディスクコビー 

< d 1: >で指定されたドライブ I •.のディスク（コピー心の全内答を <d 2 : > で指定 
されたドライブ上のディスク（コビー光> にコピーします。 

コビー光となるディスクは、 Hunian68k フォーマットでフォーマット（初期化）さ 
れていなくてはなりません。もし、新しいディスクを使用する際には、前もって FOR ¬ 
MAT コマンドでフォーマットしておいてください。 

DISKCOPY A : B : ! ぜ 

と入ハすると、；欠のようなメッセージ が齡 されます。 

ドライブ A からドライブ B へコビーします。何かキーを押して〈ださい 

ドライブ A にコビー尤のディスクを、ドライブ B にコビー光のディスクをそれぞ 
れ人れ、江從のキーを押すとコヒーが始まリます。コヒー中は、次のメッセージが衣 
示されます。 


コビー 中です… 

ディスクコビー終了しました 

他のデイスクをコビーしますか？ < Y / N > 


ここで、絞けてコヒーをけいたけれ: i ； i 」 を、終 r したけれを押してください。 
[ Yj を押したときは、けが j に フロ ッヒーディスクのみがイジェクトされます。 

なお、次のように M —のドライブを衍定すると、 


DISKCOPY A : A ： \ J \ 


次のようなエラーメッセージが衣示さルコピーは行われずにコマンドか供了します。 


同ードライブでのコビーはできません 


また、コビー尤のディスクとコヒー光のディスクの神:別が4つていると、次のよう 
なエラーメ ッ セージ カ< 表/ ji され、 コマン ドは終了します。 


種の違うドライブなので、コビーはできません 


2. ディスクの比較照合 

スイッチ/ V を指定して DISKCOPY コマンドを実行すると、ドライブ < dl :> 
1:のディスクの内祥とドライブ 〈d 2 : >上のディスクの内容の it 校照合を行います。 
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DISKCOPY A : B : /\J IJ) 


と人力すると、次のようなメッセージが表示されます。 


ドライブ A とドライブ B の内容を比較します。何かキーを押してください 


す itw されたとおりにディスクを人才 u 任葸のキーを押すと比較が始まります 。 im 
中は、次のようなメッセージが表示されます。 

比較中です ••• 

比較か於り、2つのディスクの内界がまったく冏一であったときに次のように衣示 
されます。 


比較を終了しました。1：匕較したディスクの内容は一致しています 
他のディスクを比較しますか？ く Y / N > 

ここで、続けて上匕較をけいたければ^終 f したけれ！_を押してください。 
比^の結米、2つのディスク問で内裕の輿なるセクタが発兄されたときには、次の 
ようなメッセージが表ポされます。 


比較したディスクの内容は異っています 
他のディスクを比較しますか？ く Y / N > 

ここで、続けて比較を U いたけれを、終 f したけれを押してください。0 
を押したときは、 n ； f 加'りにフロッピーディスクのみイジヱクトされます。 

なお、次のように同一のドライブを指定すると、 

DISKCOPY A ： A ： / VI 』 

次のようなエラーメッセージが表示さ化上 W 交は行われずに コマン ドか供了します。 

同ードライブでの比較はできません 

また、2つのディスクの秘別が違っていると、次のようなエラーメッセージが衣示 
さナしコマンドは終了します《 


種^の違うディスクなので、はできません 


3 • ハードディスク間のコビー • 比較照合 

DISKCOPY コマンドは、ハードディスクに対しても使 lf | することか'できます。た 
だし、コピー元のハードディスクの容 W : よリコピー先のハードディスクの容诚が少な 
いときには、次のようなエラーメッセージを表示し、コマンドを終了します。 


種^の違うディスクなので、コビーできません 
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比較照作の場 ft も、<又力•のハードディスクの游が異なるときには、次のようなエ 
ラーメッセージを表ポし、コマンドを終了します0 


種^の違うディスクなので、比較できません 

主意 

•ディスク コビー 時に、ドライブの指定がされていないと、次のようなメッセージが 
表^されますので、ドライブ名を入力してください。 

コビー元のドライブを指定してください： 

コビー先のドライブを指定してください： 

♦比松!(治^に、ドライブの衍定がされていないと、次のようなメッセージが衣ボさ 
れますので、ドライブ名を人力してください。 

比較元のドライブを指定してください： 

比較先のドライブを指定してください： 

•次の垛合はコピーができません 0 それぞれに適切な処芯をしてから、仲&コマンド 
を次:彳 f してください。 

1. コビー光のディスクにライトプロテクトがかかっているとき 

2. コビー光のディスクがフォー マッ トされていないとき 
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第 5 章コマンド 


DRIVE 


外部コマンド 



ドライブの神:颂、状態の衣示.ドライブ名の交換 

DRIVE 〔/ V 〕 〔/ D 〕 〔〈(11:>〕〔く d 2 : >〕 

DRIVE コマンドは、ドライブ名く d 1: > とく d 2 : > を指定するかどうかで動作が 
興なります。 

く d 1:〉、く d 2 : > でのドライブ名の衍定がない場合は、令ドライブのタイプを衣ボ 
します。 


DRIVE J 


A : ハードディスク ユニット 乔ゆ . 〇 

B ： 2 HI )( 1 MB ) ユニット} ffv . 0 

C ： 2 HD (1 MB ) ュニット鮮 . 1 

D ： RAM DISK ュニット料 . 〇 

E : ( W 11 ドライブです 


Z ドライブです 

化ひぶドライブについては、 SUBST コマンドを参照してください。 

く d 1:〉のドライブ名だけを指定すると、そのドライブの状態を衣示します。 

DRIVE A : \ J \ 


A : ハードディスク ユニッ ト济 ゞ 〉 …… 〇 

1セクタあたリのバイト数 . 1024 

1クラスタあたリのセクタ敉 . 1 

総クラスタ数 . 20155 

ファイルアロケー シヨ ンの光⑽セクタ祗纾……1 

ファイルアロ ケーシヨ ンのセクタ数 . 40 

ルートディレクトリの光⑽セクタ . 81 

ルートディレクトリの Ai •人個数 . 512 

データ領域の先頭セクタ番号 . 97 

アクセス . Mf 

イジェクト . イく"]* 

齊き込み . nf 


< d 1:>、く d 2 : >のドライブ名とも衍定した場介は、衍定したドライブ名を交換し 
ます。 
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DRIVE A : D ： 


ドライフ - A :とドライブ D : を入れえました 
々レント A :をドライブ D : に切リ抒えました 
A : RAM DISK ユニット番号……0 

B ： 2 HD (1 MB ) ュニット番号……0 
C ： 2 HD (1 MB ) ュニット浪号……1 

D : ハードディスク ユニット S 号……0 

E ドライブです 

Z : ドライブです 

この例では 、 DRIVE コマン ドの次:行 r 山は A :ハードディスク、 I ) : RAM ディスクだ 
つたのが、次:行後は A : RAM ディスク、 D : ハードディスクとなります。 

/V ボリュームラべルを卜1•けて令ドライブのタイブ厶尔を彳 j •います 
/ D すべてのドライブ8を切期状態に戾します 

/V は、ハードディスクの如域を分別して利川しているときに、ボリュームラベル 
を確•ぶ•するためのものです。 

なお、 / D を付けたときは、ドライブ名を IS ? 定しないでください。 


89 







第 5 章コマンド 


DUMP 


外部コマンド 



16進衣祝 • 义卞によるファイル内容の表ボ 

DUMP くファイルね〔/ <|»|始アドレス>〔，〈バイト数>〕〕 

DUMP コマンドは、くファイル名〉で指定されたファイルの内容を、バイト中•位の16 
進衣祝とアスキー文字によリ衣示します。 

DUMP コマンドでは、 TYPE コマンドでは表示•できないようなコントロール文字 
を 念んすシ くイナリファイルでもコード中•位で衣ボすることができます。 

<1»1始アドレス〉およびくバイト数〉を衍定すると、く間始アドレス〉浓地（ファイ 
ルの; t ⑽からのオフセット就）からくバイト数〉分だけダンプします。このとき、こ 
れらのそれぞれの衍定侦 の liij に， X"をつけると16進、何もつけないと10進による衍 
定となります。 


くバイト数〉を朽略し、く開始アドレス〉だけを j|T ぶしたときは、衍定浪地から ファ 
イルの公後までダンプされます。 


DUMP MSTF し.100せ 

と入力すると、ファイル MSTFL. 100の内容が表示されます。このとき、画面の左 
侧部分には、このファイルの於切からのアドレス相対 fift が、中央部分にはファイル内 
界のバイト中•位の i&iyyw が、心侧部分には孩4するアスキー文卞が、それぞれ衣ボ 
されます。も•側部分のアスキー文字は、表祝不可能な文字についてはピリオド （.> で 
衣示されます。 


• DUMP の中断 

人きなファイルをダンフすると、1㈣ !fu •に収まリ切らず、スクロールしてしまいま 
す。このような^>、 ^ xkLME を押すことにより、ル j; •を途中で土めることが 
できます。いったん止めた後は、 fU5: にキーを押せばスクロールは叫! H します。 

• DUMP の終了 

ダンプの，中に 「CTRL +r^n を押せば、処理は中止されて、コマンドモードに 
W ) ます0 
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EXIT 


内部コマンド 



機能 


書式 


解説 


f •プロセスとして起; |i 力された COMMAND. Xからの親プロセスへのリターン 

EXIT 

Iluman68k シテスムでは、あるブログラムの内部から子ブロセスをI:成し、これに 
龙行制御を一*#神^に移すことができるような機能をもつています。 

この子プロセス機能を利⑴して、 COMMAND. Xプログラムを丫•プロセスとして 


起勒できるようにしたアブリケーシヨンブログラムでは、そのアブリケーシヨンフロ 
グラムの途中の状態を保持したまま、 Hunian68k のコマンドモードに移 U •すること 
ができます。すなわち、アブリケーションプログラムを終了させずに Human68k の 


コマンドを使うことができるわけです。 

EXIT コマンドは、このように f •フロ セスとして起抑された COMMAND. Xか 
ら、親のアブリケーションプログラムに W るために使 IH します。 
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第 5 章 コマンド 


FASTIO 


外部コマンド 



I/OIW 逆の W 速化 

FASTIO 〔キャッシュバッファ容缺〕〔パラメータ〕 

FASTIO コマンドは、一度アクセスしたディスクのデータをメインメモリに ikltS: 
(キャッシュ）していくことで、ディスクへのアクセス|»|数を少なくすることができ、 
データの説み ■*: ••きが速になります。 

コマンドラインからでも CONFIG.SYS にび鉍しても次行吋能です。 

仿:汁ると、ドライブI即納 10CS コールを殳史しますので、 FAST10/FASTSE1 •: K/ 
FASTOPEN の fV プログラムを W 除するれ^は、ぴ鉍したときとは逆の順 S で解•除す 
る必奴があリます。また、これらがく?.鉍された後には、 X68030 シリーズ以外の機 M で 
は FDDEVICE 力べできません。 


PiHlAfM のみむ効なパラ メータ 

■b 数肌 キャッシュバッファ綷«：(キロバイト_を設^します 
-pftfift 光说み V «: (セクタ中•位）を定します 
-s 数 fift 送バッファ容 IA (キロバイト讲位> を設定します 

-k 数侦 オートロックが (セクタ V . 位)を设定します 

靳说您抓 K- も、 ？K 馬I詩でもぷ定殳史が 》f 能なパラメータ 

d ディレクトリを後: t します 

-f FAT を俺んします 

-I キャッシュをロックします 

-w 脞延 •*: ••込モードにします 

-X IOCS ディスクアクセスを エラーと します 

靳说辦 W でも、常纪•時でもぷ定変 ui が" j ■能なパラメータで、くび船デフォルト 

■t ライト スルーモードに します 

m キャッシュロック を W •除します 

-n 優:位を衍定しません 

常駐時のみ使用" f 能なパラメータ 

c バッファを; ft 上します 

-i キャッシュ状態を衣ボします 

v 詳しい状態を表示します 

-r 常駐を解除します 

なお、バッファは CTRL, + F5 .でも irtii できます。この极作、 FASTIO、FASTOPEN 、 
FASTSEEK の ft バッファがすべてクリアされます。 
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FASTOPEN 


外部コマンド 



ファイル z の狞 w. 環境设定 

FASTOPEN [ネームバッファ数][パラメータ] 

FASTOPKN コマンドは、 Ihmian68k のディレクトリの矜邶を、メインメモリに確 
仪•された バッファ M 域内て If い、ディスクへのアクセス M 数を少なくすることで、フ 

ァイルのアクセスを速にします。 

コマンドラインからでも CONFIG.SYS にび鉢しても次:行" f 能です。 

你けると、ドライフ嚮系の IOCS コールを女史しますので、 FASTIO/FASTS 卜 :KK/ 
FASTOPI •: N のれフログラムを W •除する垛介は、く fi* したときとは逆の屻沿で解除す 
る必要があります。また、これらが®録された後には、 X68030 シリーズ以外の機神で 
は FDDEV1CE ができません。 


所说«鉍のみ“幼なバラメータ 


b 数侦 ネームバッファ数を ui 定します 

c 人文卞小文？:を1メ:別します 

所说«幻時でも、常训作でも•あ ii'S： 山がイ能な/ 、。ラ メータ 


1 八ッ ファを ロッ クします 

X 10CS ディスクアクセスをエラーとします 

切?说くび邮:でも、常 si 踏でもぷ定芡史が"施なノ 、。ラ メータで、くび m: デフォルト 


ハ•ッファロックを 科除します 

IOCS デ イス クアクセスで バッファ を; IU- します 


说纪抑のみ他川 "f 能な/ 、。ラメータ 

z ッファを切期{匕します 

i バッファの状態を衣/ j; •します 

V 託細な状態を衣ボします 

r ?找 t を解除します 


なお、バッファは CTKLj + 亞でも; iU •でき *t 0 :”4J<i\FASTI0、FAST01 > KN、 
FASTSEEK のれバッファがすべてクリアされます。 
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FASTSEEK 


外部コマンド 


機能 



解説 


デ八イスの狞邱?サイズの,没定 
FASTSEEK 〔符理領域サイズ〕〔パラメータ〕 

FASTSKKK コマンドは、 Hunian6«k の FAT の狞柙（ファイルのつなぎの悄報） 
をメインメモリに確保されたバッファ ® 域内て1れ、、ディスク への アクセス|〖《|数を少 
なくすることで、データの说み, 1 :••きを品速にします。 

コマン ドラインからでも CONFIG.SYS に分鉍しても灾行河能です。 

仿打ると、ドライフ代縣の IOCS コールを变史しますので、 FASTIO/FASTSEKK/ 
FASTOPEN の各プログラムを W 除する叫令は、ぴ鉍したときとは逆の顺拆で料除す 
る必袈があります。また、これらが分鉍された後には、 X68030 シリーズ以外の機 M! で 
は FI)I)EVK»«J* できません。 


祈说び鉍のみ心•効な八ラメータ 


1) 数侦 代•神 .SAW サイズ（キロバイト中.位）を，没定します 

斬 W く f. 铋晬でも、 ？?;S 叫•でも交 Ui が" f 能なパラメータ 

x IOCS ディスクアクセスをエラーとします 

I ハ # ッ ファを ロッ クします 

所 W 防抓! i ••でも、 ？?;SI 時でもぷ定芡 Ui が" f 能なパラメータで、く«挪•:デフォルト 
U ロックを解除します 

y 10CS デイスクアクセスでハへ ノ ファをクリアします 


常駐時のみ使能なパラメータ 

-c バッファを m 上•します 

-i キヤッシュ状態を衣示します 

-v 詳しい状態を衣ボします 

-r 常馱を W 除します 

なお、八ッファは CTKLj +座でも ; iU •できます。この垛介、 FASTIO、FASTOPEN, 
FASTSEEK の ft バッファがすべてクリアされます。 
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FC 


外部コマンド 



解説 


ファイル内容の上匕校 

FC くファイル名〉〈ファイル名2>〔/八〕〔/8〕〔/\\’〕〔/(：〕〔/11〕〔/丁<タブカラ 
ム〉〕〔/ L く iii 人行数>〕〔/く一致行数〉〕 

FC コマンドは、2つのファイルの内容を比較し、興なる部分があれば表示します0 
ファイルの修正を行った後にその個所を確はするときなどに使 H! します。 

FC コマンドで使用できるスイッチは5補類あります。 


/A 

アスキー比較の fit 定。2つのファイルを行中•位で比較します （1 行を1つの 
データブロックとして上匕粒します)。 

/B 

バイナリ比較の指定。2つのファイルをバイト中•位で比較します。 

/W 

ブランク H •施。述絞したスペース、タブを1つのブランクとして切:塊しま 
す。 

/C 

人•小文字の無Iテキスト中に祝れる大文字、小文字を区別しません。 
/n 

行推号の表示0内容に行番号を付けて表示します。 

/T くタブカラム〉 

タブのスペース f 匕，3：定されているタブカラムまでスペースとします。〈夕 
ブカラム〉には、2、4、8、16が指定できます。 

/L く最大行数〉 

比較する W •大彳/•数の指定。く Wr 大行数〉には、比較する行数の Ai 大値を指定 
します。 

/ く一致行数〉 

•致部分の行数。〈 fxuro には、1〜9を衍定します。〈•致 h •数〉の 
テキストが•致していた場合にのみ、同一の内容として判断します 。 W 
U5： には3が衍定されたものと兄なします。 


なお、/ A、/B の阀力•とも指定されていないと、アスキー比^が行われます。ただ 
し、比較するファイルの拡張 •/ •が次のどれかであるときは、バイナリ比較が行われま 
す0 


X 、 R 、 乙 SYS 、 0 、 A 

したがって、これらのファイルをアスキー比較したい場合には、 /A スイッチを必ず 
付けてください。 
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•相違点の報告 

以下の形式で出力されます。 


+ + + + +〈ファイル名1> 

ぐ-致している部分の敁後の Hf > 


く繼点〉 


く冉び一致した行〉 

+十+ + +くファイル名2> 

く一致している部分の敁後の1行〉 


く相遠点〉 


く冉び 一 •致した ff > 

/ B スィッチによってバイナリ比較をする場合は、出力報告が次のようになります。 

アドレス ファイル1ファイル2 

xxxxxxxx : YY ZZ 


ここで、 xxxxxxxx はファイルの; t 池からのバイト数であリ、 YY 、 ZZ は相違の 
あったデータです。 

なお、バイナリ比較では、八イト中•位で比較するため、1バイトのずれがあっただ 
けの垛介でも、すべてのデータが兴なる、という報ぐ;•となります。 
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FIND 


外部コマンド 



ファイル中の指定文字列の検索 

FIND 〔/V〕 〔/C〕C/N)C/L]〔/FK 文字列"〉〔くファイル名〉〕 

FIND コマンドは、したファイルから指免した文字列を含んだ行をさがし、そ 
れらを全部<&>六します。 

くファイル名〉にワイルドカードを HI いると、权数のファイルを対象に検索を行うこ 
とができます。また、各 M スイッチを tit 定することにより、次のようにいろいろな操 
作を行うことができます。 


/V 指定文字列を穴まない行を衣示します 

/C 衍定文 T •列を穴む行数などの検索結米を必予します 

/N 出力行の行姒に行番り•を付けないでします 

/L t 灼苑数卞の人文卞 • 小文卞を K 別しないで検索します 

/F 文•ナ:列を穴む行があるファイルのファイル名を fHi •の i i •姐に及ポします 

これらのスイッチのうち、 /F については、くファイル名〉にワイルドカードをす} T4I 
したときにつ c 、てのみ布効です。 

スイッチは化 ff: に机み介わせて使⑴することができますが、 /C を指定した場作、/ 
V 、/ N、/F は無说されます。 


♦文卞列を穴む行を衣ポします 

FIND ''東京" WKFL . 100 

ファイル WKFL. 100内より、京"という文字列を含んだ行をすべて抜き出し、 
友ポします。 

• 文字列を含まない行を^します 

FIND /V 、'神奈川 " WKFU 100 \ J ^ 

ファイル WKFL. 100内より、''神奈川"という文字列を含まない行をすべて抜き出 
し、表>了くします。 

♦検索結果を表示します 

FIND /C ''東京 " WKFU 100 

ファイル WKFL 100内の、という文字列を含んだ行数、含まない行数、全 
体の行数を表示します。 
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• 文字列を含む行に行番号を付けな v 、で表示します 

FIND /N '、港区 " WKFU 100 0 

ファイル WKFL . 100内より、 、放区〃 という文字列を含んだ行をすべて抜き出し、 
それに行番号を付けな v 、で表>六します。 

♦文字列を穴まない U に US 号を付けないで表示します 

FIND /V /N ''港区 " WKFU 100 

ファイル WKFL . 100内より、'、港【ぐという文字列を含まない行をすべて抜き出 
し、それに行振号を付けないで表示します。 

• 文•が i | を含む i i •があるファイルのファイル名を fH /•の行柳こ及ボします 

FIND /F ''東京" WKFL . * 口 

主ファイル名に WKFL をもつファイル全部について、'來矿という文字列を穴ん 
だファイルをさがし、文字列を含んだ行のみ表示します。各行の行頭には、その行が 
あるファイルのファイル名が付加されて、勸;•されます。 

なお 、 FIND コマン ドは フィ ルタとしても使うことができるようになっておリ、標 
咿人力からの データ 人力 も受け付けることができます。 

TYPE WKFU 200 | FIND 、、较〃 

は 、 TYPE コマン ドによって標咿出力に出された WKFL . 200の内??をパイブで標咿 
人力につなぎ、これを FIND コマン ドに入力させて処理するようにす} t 示するもので 
す。 
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FORMAT 


外部コマンド 



ディスクの フォーマット （初期化） 

FORMAT 〔く d : >〕 〔/ S 〕〔/ C 〕 〔/ V 〕 

FORMAT コマンドは、指定したドライブのディスクを フォーマット （初期化 > す 
るときに使用します。 


1 • メニュー画面からの実行 


FORMAT J 


と人力すると、次のようなメニュー ㈣ 曲が表示されます。 




FORMAT I 〇 r X 6 8 0 0 0 Versior Copvn 9 ht 19«* SHPFP/Kidson | 






(^) x cii 15 s ：) 回 a ?7) 


ここでまず、 カーソル キーの UJUJ で フロツピー デイスクの フォーマツ トか、 scsi 
装芯（ハードディスク）の フォーマツ トかを逸択し、 .5^ を押します0以ド、それぞれ 
の フォーマッ トノ/^について说叫します。 
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1. フロッピー ディスクの フオーマット 

フロッピーディスクのフォーマットを選択すると、 I 由 iifti には次のようなメニュー I 由 I 
ifti が衣示されます0 



それぞれの mm こは、次のように isa します。 


• ドライブ 

フォーマットするドライブを tit 定します。 

•ボリューム 名 

ディスクにつける？^ i ] を^します。 

參システム転送 

システムの袄送を彳/•うかどうかを^します。システムの I 送を彳 f うと、フォーマ 
ット終 n 姿にカレントドライブのルートディレクトリにある '' HUMAN . SYS " を 
コピーします。 

•初雛酬 

フロッピーディスク制本を初期化するのか、すでにフォーマットされているディス 
クの代理 ( FAT 部とディレクトリ部）だけを f / jWl 化するのかをぷ定します。代邱 
だけのフォーマットは全体をフォーマットするよリ W 速ですが、一度体をフォ 
ーマットしたフロッピーディスクでなければ使⑴できません。 

それぞれの项 I 丨を,；3：定したら、「次: in に々ーソルを柊勋して cJ を押します。_ 
ifti には次のようなメッセージが衣/ ji されます。 


ドライブ B (2HD ディスク）を初)»(匕します 
何かキーを押してください ESC (前に戻る) 


100 




ここで、ドライブ d ( d は jS 定したドライブ名）にフロッピーディスクをセットし、 
ft 及のキーを押してください。これで、フォーマットか 1削始されます。フォーマット 
が終丫すると、次のようなメッセージが衣示されます0 

初期^:は終了しました他のディスクを初撕匕しますか？ 

Y (継統） N ；(前に戻る） ESC (前に戻る） 

ここで、を柙すと、フロッピーディスクがイジヱクトされ、初期化をはじめる 
メッセージに;乂リ、絞けて別のフロッヒーディスクを初期化することができます。 
~ TT ] またを押すと、さきほど項 II を,没定したメニュー ㈣ 而に戾リます。 

FORMAT コマンドを終 j ， したいときは、「終に々ーソルを柊仙して^^を押し 
てください。 

2 • ハードディスクのフォーマット 

_scsi 装;! r を選択すると、 scsi 装; s のメニューが I 山価に私 r くされます 〇 フォー 
マットする scsi 装芯を.カーソルキーので選択して;^を押してください。 
ii _ i には次のようなメニュ ー I 由 iifti が衣示されます。 
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確保する界 V :を衍定します。たとえば、 20 M バイト確保するときは'' 20" と人力し 
ます。 

なお、すでに如域確保を火行している場介、メニュー州 fn •のイ I •側に衣ボされている 
領域の状態を確認してください。ここに衣示されている「総空き容 ft 」 とは、まだ卸 
域確保していない領域の合 , H •衫 M 、「 idi 絞確保吋能な 说大斿做」 とは 一つの 領« (ブロ 
ック）が確保できる Ai 大の容狱、のことです。 

つまリ、次のように 知本の 領 W をすでに 20 M ， 、•イトず つ3 ブロック 鉛域確保してい 
ると きに、 ブロック (2め領域を領域解放すると、「述絞確 fiW 能なぬ 人 •容 W :」 は 20 M パ 
イトの卿成と 22 M 八イトの領域の2つが別々にあるので、 「22 M 八イト」と衣 , j ミされ、 
「総•今:き衫 Vq はこの2つの•令:き如 W の介計の 「42 M 八イト j と衣ポされます。 

したがって、「総乍き WVi : j は 42 M 八イトあリますが、1 つのブロッ クで 42 M バイト 
を M 域確深することはできません。 


庚る 


ボリ：！ーム名 

丄ろテム 


メニュー_曲に表ボされる Jft | | の詳細は、それぞれ次のとおりです。 


•領域職 

阳域の確 w をむいます。「如域確 w _ j に力—ソルを合わせ g を押すと、次のような 〆 
ニュー I 叫 fti が及/ j ; •されますので、次のように設定してください。 


MMM 

で— 





82 M バイトハードディスク 


82 X 1 八イトハードディスク 


20 M 八イト 
20 M バイト 
20 M バイト 
22 M バイト 

iili : 



ブロック 

•••••••• 〆 • V ， .••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••/ ••••，•パ 

ブロック （ 1> 

(2> を 

mmm 

1 — 

ブロック （ i > 

• •••*•••••••• • • • • • • • • ••• 癱籲籲籲秦••••き•翻 

v ： v ： v ： v ； v：-：%v 

ブロック （: n 

♦ 空き_ 


參•參•參参•籲畚癱 ft 參癱癱鲁 t ■«•■»»»#«• 

• ♦•••••••» • • • •■暴癱修修♦镰■癱籲鲁禱⑩籲•鲁癟攀參釀參鲁 

ブロ /ク （ ：5 > 

峰 

ブロ V ク（： -;> 

, • • «••••• • • • • • • • • • • • • • • • * • • • • • • • 

•擊•費 *••■••••• •••看參••籲•攀•拳•费••••亀 ••••••• ••參參參••攀••讀 ••• 

空き領域 

空き觀 


20 M バイ 


20 M バイ 


20 M バイ 


22 M バイ 


违絞刪 V ：" f 能なム i •人•相1!:: 22 M バイト-^ 22 M バイト 

総空き WW : :22 M バイト- ► 42 M バイト 

• ボリユーム名 

確保する綱こ付けるボリュームラベルをします。 


• システム転送 

システムの 虹 送を彳 j •うかどうかを^•定します。システムの私送をけうと、 フォーマ 
ット終 r 後に々レントドライブのルートディレクトリにある '' IIUMAN . SYS " と 
'' COMMAND . X "をコヒーします。 


•実行 

識麟を IW 始します。次のようなメッセージが衣示されますので、 

領域の確保を行いますよろしいですか？ 

Y (実行 ） N (前に戻る ） ESC (前に戻る） 


ここで、土を押すと SrtW 確 W か 1 HI 始されます。し\’|また ( ifESCI を押すと、尤のメニ 
ュー_而に戾リます。 

阳九或確保が終 r したら、「終 fj にカーソルを移仙して y ; を押します。次のような 
メッセージが表示されますので、 E を押してください。 

ハードディスクの使用には再起動が必要ですリセットしますか？ 

V (実行 ） N (終了） 
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ブ 

プ 


ク（丨 
ク⑴， 




1)SStl 起 jfVluman68k 
( 2) 餘甲可蕺 Human68k 

可罷な最大容童 

ホ/ じ.ェご 合. 


このよつに、2つのブロックが <7作する場{>、ブロック( I )を W •放すると次のように 
なります。 


82 M バイト 
20 M バイト 

42 M バイ f 

62 M バイト 


•領^®尺 

確保された锨域《ブロック）の使い；;を迸びます。使い"には、次の3つがありま 
す。 

• n 仙起孙 • • • 衍定された颃域から灼制釣に起觔します。 

ハードディスクから起勋する垛合、 rijij 約にシステムを説 
み込んで次:彳 r するです。 If ? のハー 
ドディスクに必ず1つだけ設定されます。 

なお、ここでりリ砂起が Jj と,;3：定しても SWITCH コマンド 
の BOOT ( Hunian 68 k を起! PJj する装芯の，; St 定）で SCSI 装 
芯から起！肋するように設定し、しかも SCSI-ID (接続して 
いる SCSI 装敗の ID 番⑺の設定を正しく行っていないと、 
SCSI 装;? i から起動しません。 

•使能 • • •衍定された領域を使えるようにします。 

システムで使 II 卜施な M 域です。み则 I 卜胞領域は、シス 
テムで別々のドライブとして Jk リ扱うことができます。 

•使 HM く 1 * [• • •指定された領域を使えないようにします。 

システムで使川しな t 、站域です。 

にカーソルを合わせ、 g を押すとカーソルがブロックに移動します。 


体の容 


、L?2 自動起拳 h HumanBSk 

:|變#_誠な最大容量 


•終了 

FORMAT コマンドを約*厂します。 

•領域解放 

確保した領域(ブロック> の W 放を行います。解放された颃域は^び確保" f 能な® 
域となります。 「 m 域解放 j に力ーソルを合わせ、 g を押すと力ーソルかブロックに移 
仙します。ここで解放した t 、ブロックを選び u を押してください。 


イイイイイ 

:、：、：、：、：、 

ノノ ノノ ノ 

MMMMM 

20022 
<::•::• 2 CM 4 4 
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ここで、領域選択する®域を選び、]を押すと、 I .•化の3つの状態を選ぶメニュー 
及ボされます。 r n ^ f » jj 「肥 iw 能 j 「肥 ir イから選んで g を押してくだ s 



この場介は、ブロック (1) から觔されるようになっています。ブロック (2) から 
Hif 办起灿させるには、次のようにします。 

「臟进択」にカーソルを作わせ0を押すと、ブロックにカーソルが移仙します。 
ブロ ック (2) のところを押すと、 I •.と Ml じような メニュ ーが m されます0 

々ーソルを r ri ! f ^) jj に作わせ;^]を押すと、次のようにブロック⑵が 「 nw 起 
ifjjj になり、ブロック⑴が「使用"[能」に変わリます。 fl 幼起 J 力できるブロックは 
ひとつだけなので、ブロック (1) が m 胸： 「 fl $ 胞亂から「使川"[能」に変わりま 


す0 
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ハードデイスクから起! wj すると、 n；w 起：^;から起動されます。 

なお、梭数のブロックを i ， i 制越 j および使，"イ能にしてあるとき、あらかじめ r I 财 
起勋に設定されているブロックからではなく、別のブロックから ㈣ させるには、 
I 1 KLPI を押し絞けながらリセットスイッチを押してください。次のような「 X 68000 
HARD DISK I PL MENUj が衣示されます。 


X68008 WD DISK IPL 1ENU 



力- 


ifp した f のを自 i してま十 


ここで、起 f 力したい領 Wi をブロック浪兮から判断した上、その領域(ブロック）に 
カーソルを A わせ；^を押すと、選んだ如 W から|，1财起觔されます。また次に起勋す 
るときは、今 M 選択した Ki 域から Hif 胞! fjj されます。 

なお、ドライブの別リ A て状態を確ぶしたいときは、 FORMAT コマンドを終 r 

I 

DRIVE /\J ^ 

を災行してください。 

—フロッピーディスクからの起動- 

ハード ディ スクからの起$力に没定 (SWITCH コマン ドの BOOT が SCSI 0 などに 

なっている垛介）されている場☆に、フロッピーディスクドライブから起勋したい 

ときは、可 .1: を押したままリセットスイッチを押し、 [ ppxjj をしばらく押し続 
けてください。 

また、ハードディスクに何らかの興常が発也して、ハードディスクから起勛でき 
なくなったときにもを使ってフロッピーディスクから起勋してください。 
O PT . 1; を使って起動できるプログラムは、 X 68030 シリーズ川のフ。ログラムです。 
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•装置麵匕 


/、一 


ドデイスク対本を初期 f 匕します。 



装置全体を初期^しますよろしいですか？ 

V (実行 ） N (前に戻る ） ESC (前に戻る） 

と炎七されますので、文を押すと初期化か训始されます 。 mmm r すると、圮 
のメニュー ㈣ 而に/乂:リます。 

#装置変更 

フォーマットを行う II 潘 v を変史します。 scsm 芯のメニューか神滴に衣ボされま 
すので、フォーマットする scsi 装;？(をカーソルキーの [ t ][ T ] で選択して0を押して 
ください 0 

♦終了 

FORIVIAT コマン ドを約* f します0 

2. コマンド行からの実行 

コマンドけでノ:.八に促ったパラメータを u 3 T , ii したね^、メニュー|叫 irti に人らず 
にコマンドを次:忻します。コマンド彳/•からは、フロッピーディスクのフォーマットの 
み" f 能です。 

FORMAT コマンドです}できるスイッチは、次の3つです。 


• /S 

システムのコヒーを 行います。 フロッヒーディスクのフォーマット 後、カレントド 
ライブから Human 68 k システムを 说み込み、 フォーマッ トされた フロッピー デ イス 
クに 叩き込みます。 


• /C 

すでに物 W が j にフォーマットされているフロッピーディスクの资坪? / iWi 、 すなわち 
FAT 部およびディレクトリ部のみを初期化します。データ領域を物理フォーマット 
しないで、速くフォーマットを行うことができます。ただし、 FORMAT コマンドで 
一度は物理フォーマットされたフロッビーディスクに対してしか使川できません。 


• /V 

ボリ ュー ムラべルを指定する場合に使⑴します0このスイッチを指定しない場作、 
Human 68 k というボリュー厶ラベルがつけられます。 

FORMAT コマンドは、たとえは*;欠のように実けします。 

FORMAT B ： ^ 

まず、次のようなメッセージが在らされます。 


ドライブ B : (2 HD ディスク）を初期<匕します。何かキーを押してください 
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第 5 章コマンド 


HIS 


機能 

害式 

解説 


ここで、フロッヒーディスクをドライブ B にセットし、何かキーを押すとフォーマッ 
卜が始まり、次のようなメッセージが衣ホされます。 

初期^中です… 

フオーマットが終 r すると、次のようなメッセージが及示されます。 

初期^:を終了しました 
なお、 / v スイッチをつけていれは*、ここで 

ボリューム名を半角21文字以内で指^してください： 

とたずねてきますので、す} t 定どおリ 、 f •灼21文字以内の名前を入力し、(リターンキ 
一）を押してください。 

また、 / S スイッチをつけていれば、次のメッセージも衣ポされます。ここで、 d : に 
は、カレントドライブ名が衣ボされます。 

d :のシステムファイルを B :に転送します 

これでフォーマットです。次のメッセージが衣おくされます。 

他のディスクを初期^匕しますか？ く Y/N> 

ここで^:を押すとフロッビーディスクがイジヱクトされ、仏初のメッセージに/乂リ 
ます0 ㈤ を柙すとフォーマットコマンド/パ終 T し、プロンプトに W リます。 


内部コマンド 


ヒストリ行列の&ポ 

his 〔く開始行>〕〔•く終 nf >〕〔/ B 〕 

his コマンドは、ヒストりけ列を/^するときに使います。 

HIS ^ 

と入力すると、たとえば次のようにそれまでに灾行したコマンドが Wi に表示されます。 

00005 : DIR B : 

00004 : TYPE B: FILE . 100 

00003 : COPY 日： FILE . 100 A : FILE. OK 

00002 : DIR 

0000 1 :DEL B : FILE . 100 
0000 0 : HIS 
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な側にはいま人力した '' HIS " コマンドから迎收に数えて ''いくつ前の"コマンド 
行であるかが数卞で示され^ 以ド右側:こ、保存されているコマンド行が表示され 

ます。 

く開始行〉讲广行> には、表示したいヒストリ行列の始めの行、および終わリの行を 
す} t 定します。どちらか # 人きくてもかまいません。たとえば、 

HIS 20,10 ぜ または 、 HIS 10, 20 ^ 

とすると、ヒストリ行列の20行から 1(« T までを行番号付で表示します。 

く開始行〉を省略すると、最も古いヒストリ行が、く終 Hi 〉 を竹略すると、 iiH 新し 
いヒストリけが、それぞれ你定されたものとみなされます。たとえば、 

HIS ,10 ^ 

では、 ili も A •いリスト行から 10 U までが、 

HIS 20, ^ 

では、 2 M / •から/ ri も新しい行までが、それぞれ行拆号付きで表/ J ; •されます。 

く開始行〉のみを指定すると、そのヒストリ行だけが行きで衣示されます。 

HIS 15 2 

では、⑸/•だけが•付きで衣ボされます。 

HIS コマンドに / B を付けて実行すると、ヒストリ行列を、行{&号なしで表示しま 
to また、ヒストリ U 列にコントロール文字が含まれていても、そのまま出力します。 

したがって、/•きの H 1 S コマン ドの出力をリダイレクトを Ml いてファイ ルへ 
出力すれば、そのままバッチ処理を作成することができます。たとえば、 

HIS 20,10 /B > TEST . BAT J , 

とすれば、過去に実行した、ヒストリ行列の20行から 10 Tr までのコマンド行が、その 
まま TEST . BAT ファイルに iU # rt され、八ッチファイルとすることができます。 

なお、く開始彳 f > および讲广行〉て•指定するヒストリ行列の行番号は、次:行しようと 
する HIS コマン ドを敁も新しい行(第0行）として追加してから新しく付け治:された 
行浪号として扱われます。したがって、一度 HIS コマン ドを次:行し、そこで衣示され 
た ヒスト リ行列の UK をもとに次の HIS コマン ドを次:行すると、1 つ だけ り • 
がずれることになります。注兑してください。 

>•主意：カンマし >の前後にスペースやタブを入れないようにしてください。 
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第 5 章コマンド 


KEY 


外部コマンド 



ファンク シヨ ンキーなどの没定 


KEY 

KEY コマンドは、ファンクションキーやカーソル移! f 力に使 IH するキーなどの割リ 
、て状況かされているファイル（キー^ファイル）の内容を史新したり、ファイ 
ルの内容をシステムに表する場作に使⑴します。 


KEY 3 


と人力すると、次のメッセージが表示されます。 


更新ですか、登録ですか？ 〔 U / L 〕 


1 • キー設定 ファイルの 更新 

キー設定ファイルの内祥を変史するときは、回を押します0絞いて、 

入カファィル名 ( KEY . SYS 〕•• 

が衣小されます0ここで人カファイル名を人力します。統いて、 

出カファイル名 〔 KEY . SYS 〕 ： 

が及/ j ; •されます0ここで _丨! ••き出したいキー泣ファイル名を人力します。いずれもリ 
ターンキーのみを押すと fl # 加 勺に KEY . SYS が 対象 ファイルとなります。 

また、ヒストリデバイスドライバ ( HISTORY . X ) 用のキー剂リ、气てファイル KEY.HIS 
も KEY コマンドで作成できます。•洋しくは第6なを参照してください。 

出カファイル名を入力すると、 


処理を開始しますか？ く Y / N > 

とたずねてきます。ここで、_を押すと、処理は終 r し、コマンドモードにもどりま 
す。0を押すと KEY . SYS の中で荆り與てられているキーの一 K 衣が次のように衣示 
されます。 
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次に、 


キー番号： 

たずねてきますので別り A てるキーを人力します。別り当てるキーを人力する範 M 
:、3文字の記号で表されます。記号は次のとおリです。 


キー 

キー 番号 

F • 1 

V 

FOI 

c 

1 

F • 10 

F 10 

SHIFT + F- 1 

% 

F 11 

SHIFT+ F -10 

F20 

ROLL UP 

F21 

ROLL DOWN 

F22 

INS 

F23 

DEL 

F24 

厂 T 1 

F25 

♦— 

F26 

- 

F27 

. 

# 

F28 

CLR 

F29 

HELP 

F30 

HOME 

F31 

UNDO 

—■ ■ ■ 1 

F32 








第 5 章コマンド 


キー番 v を入力すると、キー機能をたずねてきます。別り3てる内 W を以ドの条件 
で入力してください。 


F 01 〜 F 20 T : 角31文字以内 
その他のキー t 灼5文卞以内 

ここで FORMAT 、 DISKCOPY などのように劄リ当てる内界を人力しリターン 
キーを押してキーの決定をします。ここでそのままリターンキーを押すとすでに別り 
当てられていた機能がクリアされます。冉びリターンキーを押すと、 

終了しますか？ 〔 Y / N 〕 

と衣示されます。ここで、 ® を押すと、キー Sv を人力する_而にもどります。0を 
押すと、 

くファイル名〉を更新しますか？ 〔 Y / N 〕 

ヒたずねてきます。 i 押すとファイルを史新した後、处川!を終 r します0的を押す 
と、史靳 iW の状態で、終 r します。. 

なお、 ck コードなどのネ m - コードをキーに別り、レ!てたいときは、次のようなキーを 
使川してください。 

cr コード（リターン） HctrlM ^ I (かなキー） 

BS コード(バックスベース） — CTR I コ +[ U ] (かなキー} 

$FE - { CTRLj^H (かなキー} 

ここで 、 S FE は、一神の 扣災 コードで、これに絞く 7文字は、ド行のファン 
クシ ョン キー衣示に衣示されます。8文字 U HP 争がファンクシ ョン キーのコードとし 
て扱われます。 

また、ヌルコード （ SO ⑴と S 1 C 〜 S 1 F のコードをファンクションキーなどに別 
リ当てることはできません。 

2. キーの登録 

キー沒4£ファイルの内容をシステムに S 鉍するときは、0を押します。絞いて、 

入カファイル名 〔 KEY . SYS 〕 ： 

と及/六されます。ここで、したいキー設定ファイル名を人力します。そのままリ 
ターンキーを押すと fl # 加'， J : こ、 KEY . SYS がシステムにひ^^されます。これで次のメ 
ッセージが表示されキーの登録が終了します。 


ファイルの内容をシステムに登録しました 
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3 • キー設定ファイルの内容 

キー設定ファイルの内容は、次のようになっています。 

F - 1 

F - 10 各ファンクションキーのデータが、次のような形式で201問分 

SHIFT + F - 1 収められてぃます。 

i 

SHIFT + F - 10 


--32バイト- - 



ROLLUP 

ROLLDOVVN 

INS 

DEL 

ファンクションキーのデータに 絞いて、これらの キーの 
データが、次のような形式で12個分収められています。 


i 

HOME 

HP：LP 

CLR 

UNIX ) 





第 5 章コマンド 


MEMFREE 


内部 コマンド 


機能 



解説 


使用可能なメモリサイズの衣ボ 

MEMFKEE 

祝在使⑴できるメモリサイズを炎示します。このメモリサイズはメインメモリのうち、 
RAM ディスク、デバイスドライバなどの常ログラム、 Human 68 k . 親ブロセス 
などが利川しているメモリを除いたメモリサイズのことです。 


MEMFREE J 


と人力すると、 

15554 バイト：最大使用可能メモリ 

というようにメモリサイズを衣/します。 


14296 バイト ： 最大使用可能メモリ 
15548 バイト ： 全体使用可能メモリ 

というように衣示された場介は、•度に確保できるメモリが1429シ< イトであることを 
示しています。 
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MKDIR(MD) 


内部コマンド 





新しいデイレクトリの作成 


MKDIK 〔く d : >〕くパス名〉 

MD 

MKDIR は、祈しいディレクトリを作成するのに使う コマン ドです。 

〈パス名〉には、祈しく作成するディレクトリの名前を衍定します。ルートディレク 
トリから始まる「フルパス名」で衍定(絶对衍定）しても、祈しいディレクトリの名前 
だけを衍定湘対衍定 ） してもかまいません。 

たとえば、 


MKDIR VSUB 1 JJ 


とすると、ルートディレクトリに ¥ SUB 1という名前のサブディレクトリか'斬规に 
作成されます。同様に、 

MKDIR VSUB 1 VSEC 1 ^ 

とすると、デイレクトリ ¥ SUB 1のドに ¥ SEC 1という名前のサブディレクトリが 
作成されます。 

また単に、 


MKDIR DOCS J 


とすると、カレントディレクトリのドに、 DOCS という名前のサブディレクトリが作 
成されます。 

〈パス名〉の前にドライブ名を«^定することもできます。この場れ、 fit 定したドライ 
ブ上に新しいディレクトリが作られます。 

なお、作成しようとするディレクトリの名前と M 名のファイルやディレクトリがす 
でにデイスク上にある垛作、ディレクトリの作成を行うことはできません。 
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第 5 章コマンド 


外部コマンド 


MORE 



11山1面ごとの表ボ 
MORE 〔く ファイル 名〉〕 

MORE コマン ドは フィルタコマン ドです。標準人力からの人力を U 由 |面ず つに区 
切り、標準出力(通常は画面)に出力します。 

1_面分を獅してなおデータが残っている場合は、 I 由 Itffl の敁下行に、 


一 more — 


と友ボされます。このとき、 H か ft •总のキーを押すと、次の1_面を衣示します。こ 
うして MORE への 標咿入カデータがなくなるまで表示を絞けます。 

MORE コマン ドは フイルタコマン ドですから、通常の コマン ドのように コマンド 
名の後にノ 、。ラメータ として ファイル 名を liTxii しても) SWii されます0必ずリダイレクト、 
またはハ°イプとともに使⑴してください。 

たとえば、 

TYPE MSTFL . 100 | MORE 』 

と人力すると、 ファイル '' MSTFL . 100"の内容を、 I 由1而に11山 1面分ずつ衣示しま 
す。これは、次のようにしても同じ結果が得られます。 

MORE < MSTFL . 100 

なお MORE コマンドはくファイル名〉を衍定することも可能です 0 たとえば、 
MORE MSTFU 100 J ] 

と入力すれば、上紀2例と h 脱の結果が份られます。 
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MOVE 


外部コマンド 



ファイルの移 ! fjj 


MOVE {く d : > | くパス名1> | くファイル名1〉} 〔くパス名2>〕 

くパス名1 > またはくファイル Z 1 >で衍定したファイルを、他のくバス2 > で衍定した 
ディレクトリへ移勒します0移觔ですから、移動元のファイルはなくなります。 
〈ファイル名1 > にはワイルドカードが使 Jfl できます。 

ただし、説み出し# H 賊性、システム W 性のついているファイルは移あされません。 
また、移動光のデイレクトリは前もって作成されていなければなりません。 


♦ファイル中•位の移觔 

MOVE TEST . TXT VTMP ^ 

カレントドライブのカレントディレクトリにある TEST.TXT を、カレントドラ 
イフ•のディレクトリ¥ TMP へ移觔します。 

MOVE *.TXT VTMP 

カレントドライブのカレントディレクトリにあるすべての 、'*. TXT ' を、カレン 
トドライブのディレクト U ¥ TMP へ移 ji 力します0 

MOVE VTMPVTEST.TXT 3 

カレントドライブのディレクト U¥TMP にある TEST.TXT を、カレントドラ 
イブのカレントディレクトリへ I 多!幼します。 

黎ディレクトリザ•位の移#力 

MOVE VTMP VTEST 

カレントドライブのディレクトリ ¥TMP のすベてのファイルを、カレントドライ 
ブのディレクトリ¥ TEST に移#力します。 

MOVE VTMP ^ 

カレントドライブのディレクト U ¥ TMP のすベてのファイルを、カレントドライ 
ブのカレントディレクトリに移$力します。 
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第 5 章 コマンド 


PATH 

内部コマンド 


機能 1 外部コマンド検索のための PATH の設定 

害式 | PATH 〔： 〕〔〔〈 d : >〕くパス名〉〔：〔く d : >〕くパス名〉〕…〕 

解説 1 PATH コマンドは、外部コマンドを太:行するときに、どのドライブのどのディレク 

トリからその コマン ドファイルをさがしてくるか（これを PATH と呼びます）を指 
定するものです。 

PATH が設定されていないと、 COMMAND . X は外部コマンドをカレントディ 
レクトリからしかさ力< しません。 

PATH コマンドによって PATll 7^ i 5 a されると、 H かの外部コマンドがコマン 
ド U に人力されたとき、 COMMAND . X は、その外部コマンドのファイルをまず力 
レントディレクトリでさがし、そこにないと設定された PATH に促って、順にそれ 
ぞれのディレクトリ中をさがします。したがって、カレントドライブ、カレントディ 
レクトリがどこであっても、外部コマンドの i : •ファイル名さえ入力すればそのまま次: 
行することができるようになリます。 

PATH コマンドは、权敉のディレクトリを彷定することができます。この場介、次 
のように ft ディレクトリのハ。ス名をセミコロン（： >で|<切って fit 定します。 

PATH A ： V ； A ： VBIN ； B ： V :J> 

PATH としてぼ定するディレクトリのパス名は、ドライブ名付きのフルパス名（絶 
文村} T 40 にしておくとよいでしょう。 

PATH コマンドを実行すると、以前の PATH は消去され^新しく設定した 
PATH が打効となリます。 

なお、 PATH コマンドをパラメータなしで入力したときは、祝在の PATH が衣示 
されます 。 

また、 PATH の設^を解餘する場合は、 

PATH ; \J\ 

と人力してください。 
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例 

PATH A： ¥ 3； 

……カレントデイレクトリの他に、ドライブ A のルートディレクトリからも外部 コマ 
ンドをさか 1■ようになります。 

PATH A： VNAME； B： ¥ ^ 

……カレントデイレクトリの他に、ドライブ A のサブデイレクトリ ¥NAME および 
ドライブ B のルートディレクトリからも外部 コマン ドをさか 1•ようになります。 

PATH g 

……视在の PATH 設定を-衣示します。 
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PR 


外部コマンド 



機 

能 


L * 

幻 


フアイル内容のベージング 

PK 〔/\\ : <11>〕〔/し<11>〕〔/11<へッダ文字〉〕 〔/ B くタブサイズ〉〕 〔/ F 〕〔/ T 〕〔/ 
N 〕 〔〈ファイル名〉〔く出カファイル名〉〕〕 


解説 1 コマンドは、衍定したファイルの内弈をページ中イ立に格形するために刪 j しま 

す。プリンタ出力〗 H として利⑴することにより、印刷を美しく行うことができます。 

〈ファイル名〉には、ベージ桉形したいファイルのファイル名を打 t 定します。ワイル 
ド々ードを使川することもできます。 

く出カファイル名〉には、ページ祭形した結果を収めるファイル名を指定します。 
PKN を指定すれば、敗接プリンタに印刷することができます。く出カファイル名〉を指 
定しない場合は、結果は標準出力(通常は画面)に出力されます。 

なお 、 PR コマンドはフィルタとして川いることもできます。 

PR コマンドで使) H できるスイッチは、次のとおりです。 


• /W く n> 

1 けの 文？:数を你セします。く n > は衍定する文，す:数を衣します。 デフォル ト侦は80 で 
す0 


• /L<n> 

1ページのを指定します。く n > は衍定する if 数を衣します。デフォルト飢は66で 
す。 

スイッチ / W とスイッチ / L を fAj 力•指定することにより、1ページのフォーマット 
を衍定することができます。 

籲 / H くヘッダ文字〉 

ヘッダ文字を指定します。これを指定すると、各 ページの 上部のヘッダが付加され 
ます。 へツ ダ文字をしないときは〈ファイル名> がへ ッダとして付加されます。 


籲 /B くタブサイズ〉 

水平タブのサイズを衍定します。くタブサイズ〉には2、4、8、16のうちのどれか 
をネ} t 定します。デフォルト侦は8です。 

• /F 

ページの終りにフす一厶フィードコード （ FF > をつけます。これを指定すると 、 /W 
および /L で指$した1ページのフォー マッ トの敁後に、改ページ) »i としてフォーム 
フイードコードをつけます。デフォルト侦は、キャリッジリターン/ラインフィード 
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( CR / LF ) コードを 1 ページの行数に作うように沒数 fl 句つけます。 

• /T 

へッダ文字をつけないで出力します。 

• /N 

行泝 v 穌を衍定します0これを衍定すると、讨粜ファイルの fHf •に順に行#号が 
つけられます。 
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外部コマンド 


PROCESS 



フロセスの怡報を衣ポ 

PROCESS〔/A / B ) 

% 

祝在のプロセスがどのようにメモリを削り冯てているかを衣,】;•します。 

また、、ル:け处邱をけ つてい るときの 八ック グラウンドプロセスや令フロセスの悄報 
を衣づ;•します。 PROCESS コマンドでは、以ドのスイッチが使 II j できます。 


/ k 

バックグラウンドフロセスを穴め、すべてのブロセスの惝银を衣ポします。 

/B 

バックグラウンドブロセスの怡報だけを炎ボします.なお、バックグラウンドプロ 
セスは、 CONFIG . SYS に '' PROCESS " の衍定がないと次:けできません。乳くは 
「第7 •欠 システムの構築 j を参照してください A 


籲バックグラウンドブロセスの访银を衣尔する 

PROCESS /B J t 

これを次:むすると、たとえは7欠のように表ボされます。 


PSP ID ID ブログラム名 f -〆 V 卜 r SSP USP パ•ッファ長さ 


055000 00 Huaan68k systen 02 000000 059E84 059E84 00DA52 000080 
0414 B0 01 SYSTEM TIMER VI — 0000E7 043252 044A4E 0419BA 000080 


それぞれのノ 2: 味は次のとおりです。 


• PSP ID 

八ックグラウンドプロセスのプロセス yj リけえ識別} ff ひ。 

•ID 

バックグラウンドプロセスの符邱•^■么ブロセスの制刪 i この fT づで衍 / J ; •します。 

• ブログラム名 

バッ クグラウンドフロセスのブログラム^;。 

•モード 

货行モード。数値はタイムスライス何冋に1行するかを示します<1碰数)。 
ただし、一一のときはそのプロセスがスリープ（怜していることを示します。 
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•スリープ 

スリーフ残リ時問 （16 進如。次 M 起#力されるまでの l ^ iSJ を示します。ただし、数値 
が000000でかつモードが一-のときは、他からも J 動されるまでスリープしています。 
こ iL 以外のは、バックグラウンドで実行されていることを示します〇 

• SSP 

プロセスの SSP レジスタの侦 <16進数)。 

• USP 

プロセスの USP レジスタの fift (16 進数〉。 

• バッファ 

プロセス問4信⑴バッファの: t 须アドレス （ 16進数し 

•長さ 

プロセス問通信用バッファの長さ(16進数)。 

春 令 フロセスの trtm をル八•する0 

PROCESS A J 

これを灾行すると、たとえば次のように衣ボされます。 


聞始 

終了 

畏さ 

モード 

ファイル名 


006800 

085FFF 

07F800 

SUPER 

Human•ays 


086010 

0860FF 

0000F0 

MALLOC 



0861 10 

08630 F 

000200 

MALLOC 



09A480 

09B56F 

001CF0 

USER 

A ： ¥COMMAND.x 


09B580 

0A2843 

0072C4 

MALLOC 



0A2860 

0A327B 000A1C 

MALLOC 



0A3290 

0A348F 000200 

MALLOC 



0A34A0 

0A369F 

000200 

MALLOC 



0A36B0 

40BFFF 

368950 

USER 

A ： VBINVPROCESS.x 


086320 

09A1FD 

013EDE 

KEEP 

A ： VBINVTIMER.x 


09A210 

09A467 

000258 

量 MB ■ 

KEEP 

A ： ¥BINVVDSP.x 


PSP ID 

ID ブログラム名 モ -1 

卜 • スワーフ * SSP USP ハ • ツフ t 

畏 さ 


0A36B0 00 Human68k system 02 000000 0A8480 OA8480 00B33E 000010 
086320 01 SYSTEM TIMER VI-- 00037 B 08832 E 089B2A 086A0A 000004 


I •.段にはすべてのブロセスの价報が衣ポさ化卜•段にはバックグラウンドプロセス 
の怡報が衣ボされます 。I •.段に衣ボされたものの立味は次のとおリです。 


•開始 

メモリブロックの間始アドレス （16 進数 データ部または PSP の: t 如アドレスをボ 
します。 

•終了 

メモリブロックの終 f アドレス （16 進数)。 


•長さ 

メモリブロックの技さ （16 進数)。メモリ讶邱 M 域の1シくイトは穴まないデータ部の 
みの良さ。 
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•モード 

メモリブロックの w 件-を尔します。诚件.はそれぞれ以ドのような总味です。 

SUPER スーパーバイザーモー ドで次:け 

USER ユーザーモー ドで次:け 

MALLOC め:前に衣/ ji された SUPER 、 USER 、 KEEP になっているプロセス 

によって確保されたメモリ 

KEEP 常馬 i フロセス。バックグラウンドブロセスも穴みます 

• ファイル名 

起 f 力されたプロセスのハ°ス8とファイル K 。 
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PROMPT 


内部 コマンド 



プロンプトの设定 

PROMPT 〔〈ブロンブトテキスト〉〕 

PROMPT コマンドは、 Human 68 k のフロンプトを,没定するために使 Ml します。 
Human 68 k のデフォルト（すなわち、システム起!時）のブロンブトは、 


X > 


です0ここで、 X は、そのときのカレントドライブを表す英:•文字 1 文字です。 

PROMPT コマンドを使うことにより、このフロンブトを変史することができま 
す。 

くブロンブトテキスト〉には、設定したい文字列をします。たとえば、 

PROMPT Human : 


と入力すれば、ブロンブトは 、 "Human : " に変わります。 

PROMPT コマンドでは、通常の文字列のほかに、ドルマーク （$> に絞いて以下の 
を衍定できます。これによって、持別なフロンブトを作ることができます。 


N 

々レントドライブ / パ（人文卞厶ボ > 

I -____ 

n 

々レントドライブ名（小文卞衣/か 

D 

祝作.の II f+ 

T 

祝作.の時刻 

P 

々レントドライブ X ヒ々レントディレクトリ X 

V 

バージョン l < /J< 

■ 

s 

Hi •: 

G 

文卞 

L 

1 X Y - 

B 

1 ^ ^文卞 

— 

改け 

S 

ブランク 

II 

バックスペース 

E 

ASCII コード” S1B’ （エスケープコード） 


〈フロンブトテキスト〉をせずに PROMPT コマンドを次:行すると、デフオル 
卜のプロンプトに変史されます。 


125 






第 5 章コマンド 


例 


PROMPT $N$G J1 

……デフォルトのプロンプトと M じ文字に設定します。 

PROMPT Time= $T$ Date= $D$ 

. Time = く秘 ft の時刻〉 

Date =〈 祝在の II 付〉 

の2彳 i •のプロンプトを衣ポするように設定します。 

PROMPT $E[7 m$N$G$E[m 

……プロンプトだけを乂令ム•衣 / J •くし、その他の入力文字は通常表示するよう•没定します。 
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RECOVER 


外部コマンド 





ディスクにイく良クラスタがある（リードエラーになった)場☆には、 
より、小良クラスタのあるファイル、ディレクトリまたはディスク令 
夕が階 W デイレクトリである場介など > を使⑴ " f 能な状態に ji 紐(する 


• メニュー画面からの実行 


RECOVER J 



こで、々ーソルキーの JJ 丄|で妙邱を選択して J を押します0それ七 
( ill は、次のようなときに使 Ml します。 

良クラスタのあるファイルの修復 

r イルがリードエラーになったときに使 III します0次行すると、ファイルの中ジ 
クラスタを飛ばしながらファイルを泣み込み、所しいファイルを作成します。ィ 
ラスタはゼ惊され、以後そのセクタを使⑴できないようにぼ七します。ただし 
ファイルの•部は; ii 失するので、注尨してください。 


fi 餅 i された 
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•不良クラスタのあるディレクトリの修復 

リードエラーになったディレクトリを修します。ただし、カレントディレクトリ 
のドにあるファイルの一部は；失するので、してくた/さい。 


籲アクセスできないファイルの取り出し 

ディスク如私こわたって修 fU します。附 W ディレクトリがなんらかの V 故で説めな 
くなったときは、そのディレクトリのドにあるファイルをルートディレクトリに移! P 力 
してきます。ただし、ファイル以计從的なものになりますので、後で变史してくだ 
さぃ〇 

“( II の選がくを終えると、ドライブ K 、 ディレクトリが、ファイル Z などを選択する 
㈣ 而になリます。次はファイルを进^中の_面です0 


RECOVER for X68000 Versi^ r^ V M^l.t VMM 



不貝クラスクのあるディレクトりの技は 
アクセスできないファイルの取り出し 

— v 4 れ mm y 


•桃 W 知 Vg 湖 2 論猛戾る) 



2 •コマン ド行からの実行 

コマンドけでは A ; に促ったハラメータを u 3 a した坳合、メニュー _ ifii に人らずに 
コマンドを次:彳 f します0 

ディレクトリやファイルを修^するには次のように人力します。 

RECOVER く パス名〉 く ファイル名〉 

くパス名〉〈ファイル名〉を指定した場合にはファイル中の不良セクタを飛ばしなが 
らセクタごとに詨み込むようにします。そして不良セクタを* ii ! 録し、以後そのセクタ 
を使わないようにします。ただし、ファイルの一部分は消失しますので注怠してくだ 
さい。〈パス名〉のみを指定した場合は、そのディレクトリを修復します。ただし、そ 
のディレクトリ下の一部のファイルは消失しますので注意してください。 
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デイスク令体を修復するには次のように入力します。 


RECOVER <d : > 

< d ： >は fi 約 U するディスクのあるディスクドライブを指定します。階射ディレクト 
リカ{なんらかの私故で说めなくなったとき、そのディレクトリドにあるファイルをル 
一 トディレクトリにもってきます。ただし、ファイル名は適当につけられますので、 
後で変史してください。 
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变史する liij のファイル名を光に（〈ファイル名1 >>、変史したいファイル名を後に 
(〈ファイル名 2 します0なお、くファイル名 1 >にはドライブ名、パス名のす} till 

をすることができますがくファイル名2 >にパス名を j}T4i する必要はありません。 

• WKFL . 100 を WKFL . 200 に没:史します 

REN WKFU 100 WKF し200 j 


籲扯张 f •に MST を待つファイルすべての扯张 f •を WK に変出します 

REN *. MST *. WK J 


• ドライブ B にあるファイル TEM 1) を TEMP . 100^変史します 

REN B : TEMP ? ? ? ?. 100 ^ 

做. しないファイルのファイル名を变史しようとした堝☆は、 

フアイルか ' 見つからないか、ファイル名か ' 重複 しています 

という エラー メッ セージが 表示されます。 

构敉のファイルのファイル 〆 ,を炎;史•する堝れ、スイッチ / Q をつけると$史•の対象 
となるファイル X とともに碎〖以•のメッセー ジが iU く されたのち、変史します。 


•ディレクトリ名に对して KEN コマン ドを使わないでください。 

•ファイルXの变セを h ••うとき、ファイルのあるディレクトリが(反恕ドライブや奴恕 
ディレクトリを穴むときは、次のことに汰总してください。 

攸恕ドライブや攸恕ディレクトリI••にあるファイルのファイル名を変比しようと 
すると、指定したファイル名だけでなくとなるファイルのファイル名も M 時に变 
史されてしまいます。たとえば、 fti 想ドライブの fit 定が 

C ： = A ： TEST 
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のとき、ドライブ A とドライブ C に次のようなファイルがあるときには、 


ドライブ A 
し TEST 

SAMPLE 1 .DAT | fSAMPLE2 DAT 


ドライブ C 




癱 


1 

SAMI>I.K1 DAT 

t ■ ■■■■ ■ 


E2 .DAT] 


コマンドむで次のように REN コマンドを次: u すると、 

REN C : SAMPLE 1 .DAT TEST 1 .TXT J 


次:際に REN コマンドが行う作楽は、 


REN A : VTESTVSAMP し El .DAT TEST 1 .TXT W 


とな 1 )、 欠:体としての A:¥TESTI ••のファイル名が変 tf £ され ^ その結米•として仮想ド 
ライブ C I ••のファイル名レ交圯されてしまいます。つまり、芡セ•したかった攸恕ドラ 
イブ I ••にあるファイルのファイル名だけでなく、次:阼のファイル^;も変史されてしま 
います。 

逆に、•九:体のディレクトリ I ■•のファイル/パを殳史•すると、 fktl ドライブや ffctil ディ 
レクトリ I •.のファイル？も'交 ai されることになリます。このように、ファイル名を殳 
史するときに、奴恕ドライブや奴恕ディレクトリを穴むディレクトリを指定すると、 
火沐のファイルと、 lUiLi ドライブや似恕ディレクトリ I .•のファイルの ㈨ ノノ.がされ 
ますので、ご n :.,& ください（奴せ I ドライブや奴恕ディレクトリについては、 SUBST 
コマンドをご％ ください）。 
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外部コマンド 


RESTORE 


機能 



解説 


BACKUP コマンドでバックアップされたファイルの復元 

RESTORE <fd： > く hd:> 〔くパス名〉〕 〔/S〕〔/P〕〔/B : く H 付〉〕 〔/A : く日 
付〉〕 C/E： く時刻〉〕 C / L ： く時刻〉〕 [/N] 

BACKUP コマンドでバックアップされたファイルを很尤します0 


1•メニュー画面からの実行 

RESTORE J\ 

と人力すると、次のようなメニュー画面が衣示されます。 

RESTORE for X68000 Version Copyright 1988,89 SHW 



ユーチイリチイ終了 


W 勰臀齡 ヾ說鼢〜 パ” • 


ここで、々ーソルキーの；！] 1 丄で处理を選択してを押します0この後、 
I 由 ufti はドライブ h やディレクトリ X を選択する I 由)曲•になリますので、々ーソルキーで 
選択してください。 

たとえば、ドライブ B (フロッピーディスク > からドライフ 'A (ハードディスク〉 
へ、ファイルを很尤する場合は、次の I 由1而のように ''サブディレクトリもリストア" 
— ドライブ B :"— ”ドライブ A :"— ''リストア開始"を:』 1 で選択します。 
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RESTORE for X68000 Version •••富 Copyright 1988,89 C WRP 



说■織 ㈣ し麟 


必要であれば W 後に llfl •彔 fT - (衍定した I げ1•の P に fl : 成したファイルをリストア> 
や h . h 攸 n •-(指定した時剑の即に作成したファイルをりストア)をぶ定し、「リストア 
間始 j を選択してください。 

2 •コマン ド行からの実行 

コマンドけで •"■•• A に促ったパラメータをぼぶした^>、メニュー _ fu •に人らずに 
コマンドを次:むします。 

Jik 初のく fd : >には、バックアップされたファイルを穴むフロッピーディスクの人っ 
ているフロッヒーディスクドライブをします。次に、そのファイルを彳 U 允するハ 
ードディスクドライブをく hd : >で指定します。くパス名〉が tit 定されると、そのディレ 
クトリ名と一致したディレクトリ上のファイルをフロッピーディスクからさがしてハ 
ードディスクに復元します。 

RESTORE コマンドでは、以下のスイッチを使⑴することができます。 

/ S サブディレクトリも报元します。 

/ P もし、ファイルの诚性が、''小" HW / U 性のファイル"または''说み出しリ/•川のフ 
ァイル"ならば、それらを很允してよいかどうかたずねてきます。 

/ B 衍定された 11 WXm に変史されたファイルだけを U ) t します。 

/ A 你定された11付以降に変史されたファイルだけを U ) t します。 

/ E ネ脫された時刻以前に变史されたファイルだけを復元します。 

/ L 衍定さ i びこ時刻以降に变史された ファ イ ル だけを U)t します。 

/ N 报元先のハードディスクに存在しないファイルだけを復元します。 
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RMDIR(RD) 


内部 コマンド 



ディレクトリの削除 
RMDIK (<d : >〕〈パス名〉 

RD 

RMDIR コマンドは、衍定したディレクトリを削除するときに使 W します。 

〈 d : >、くパス名〉には、それぞれ削除しようとするディレクトリが存在するドライブ 
名、 そのデイレクトりのバス名(絶対指定でも相対指定でも吋能です）を指定します。 

ただし削除しようとするディレクトリには、'' / ( fj 分 PJ 分）と''./'(親ディレク 
トリ）以外のファイルやディレクトリがあってはいけません。对尜ディレクトリのすべ 
てのファイルを削除してから龙行してください 0 ファイルなどが伐っていると、ディ 
レクトリは削除できません。 

また、くパス名〉には、その時点でのカレントディレクトリのフルパスねこ穴まれて 
いるディレクトリ名を你ぶすることはできません。たとえば、カレントディレクトリ 
が ^¥ SUB 1 ¥ SEC 1" であるときに、 


RMDIR VSUB 1 iJ) 


や、 


RMDIR VSUB 1 VSEC 1 J 


を次:行しても、デイレクトリの削除を行うことはできません。 


注意 

ディレクトリを削除するとき、 ffcty ドライブが设定されているときには、次のこと 
に注总してください0 

削除しようとするディレクトリに仮想ドライブが設定されているときに RMDIR 
コマンドを次: U すると、 


ディレクトリカぐ空でないか、見つからないか、カレントパスです 

と衣示され、 tit 定したディレクトリを削除できません。 

このように削除しようとするディレクトリに奴恕ドライブが設定されているとき 
に、そのディレクトリを削除するときは、まず仮想ドライブの設定を財•除してから 
RMDIR コマンドを使ってください〇なお、 f 反想ドライブにボリュームラベルか U 定さ 
れているときには、恕ドライブの没定を解除する前にボリュームラべルを削除して 
ください （ ffctLl ドライブや ffctLl ディレクトリについては、 SUBST コマンドをご 1 なく 
ださい >〇 
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SCREEN 


内部コマンド 



1由 llftl モードの iS 定 

SCREEN 〔〔く ㈣ ifii サイズ>〕，〔くグラフィックモード〉〕，〔〈衣ポモード〉〕〕 

SCREEN コマンドは、ディスブレイ ㈣ 间のモードを設定するために使川します。 
く ㈣ 而サイズ〉は、_面に衣ボされる横方向の文卞数（グラフィックではドット数)を 
めるもので、 （） または1を lit 定します。 


〇 :横96文字（グラフィック 768 X 512 ドット）モード 
1:横64文字（グラフィック 512 X 512 ドット）モード 


くグラフィックモード〉は、グラフィック ㈣ 而で犮ボできる色の数を決めるもので、 
〇〜3をぶします。ただし、<1由 lifti サイズ〉が0のときは、くグラフィックモード〉に 
2および3を指定することはできません。 

0:グラフィックなし 
1:グラフィック16色 

2 :グラフィック256色（く画面サイズ〉が0のときは無効） 

3 :グラフィック65536色（く画面サイズ〉が0のときは無効） 

くルバ•モード〉は、 I 叫而上に何を衣示するかを決めるもので、〇〜3を指定します。 
ただし、くグラフィックモード〉が0のときは、< 及示モード〉に1または3を衍定す 
ることはできません。 


0 :テキストのみ表示 

1:テキスト、グラフィックを表示（くグラフィックモード〉が0のときは無効） 

2 :テキスト、スプライトを表示 

3 :テキスト、グラフィック、スプライトを表示（くグラフィックモード〉が0のときは 

無効） 

n I •.のパラメータをすベてして、 

SCREEN ^ 

と人乃した場合は、&パラメータに: i 〇力撕定されたものと兒なされ、 

SCREEN 0,0,0 ^ 

とした場☆と M じになります。 

ただし、 HW または2制のバラメータを VT 略した場作は、その竹略された八ラメー 
夕に対しては、以前に棺^した fift が指定されたものといなされます。たとえば、 
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SCREEN 1,2,1 
と人力した後に、 

SCREEN , , 3 ^ 

とすると、<_而サイズ〉には1が、くグラフィックモード〉には2が、それぞれネ疗定さ 
れたものとみなさ iU 〈衣示モード〉のみが3に変史されます。 

なぉ、グラフィック_面用のメモリを RAM ディスクに使用するような設定を行っ 
た場介、くグラフィックモード〉には必ず〇 (グラフィックなし）をするようにして 
ください。これ以外の飢を衍定すると、 KAM ディスクの内祥がこわれてしまいま 
す。 

もし、〈グラフィックモード〉に0以外を衍定して RAM ディスクをこわしてしまっ 
たときには、〈グラフィックモード〉に0を定して SCREEN コマンドを义むした 
後、 FORMAT コマンドで KAIV 1 ディスクをフォーマットし | A : してください。 

注意： fi •パラメータの問は、必ずカンマ （， > で | x : yj るようにしてください。 

また、 KAM ディスクについては、「沿7なシステムのを参照してくだ 
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SET 


m m 

解説 


内部 コマンド 


環境文？••列のの没定 
SET 〔く名前〉=〔く文字列〉〕〕 

Human68k には「環境文卞•列 j というものがあります 0 この環境文字列は、システ 
ムによって说理される阳域⑸境エリア）に格納されており、これを利⑴することで、 
Human68k ドで灿作する权数のブログラム問で仿報をやりとりすることができます 0 
SET コマンドは、職エリアに、指定されたく名前〉で、指定されたく文字列〉を書き 
込みます。并き込まれる形式は、 

く 名前〉 =く 文字列〉 

のように、、'="でつながれた形となります。 

衍定した^ W がすでに 文？ ••列 K として使われている坳合は、 文？ ••列か Tr しい 文 
字 列に策きかえられます。 

w く名前〉 =V ごけを指定して SET コマンドを灾行すると、その名前に関連した文字 
列は環境文字列から削除されます。 

H も指定しないで SF/r コマンドを次: u すると、祝が沒定されている«境义卞列が 
すべて及示されます。 PATH も 5 {境文字列の-•神ですので、このとき同時に衣ボされ 
ます。 

環堆文字列は、バッチファイルでも利 IH するこヒができます。仰泛文卞列の''ね矿 
をバッチファイル中に人れておくことにより、これを; K きかえ" f 能なパラメータとし 
て扱うことができるのです。 

たとえば、八ッチファイル中に、 

DUMP % TEMP % 

という行を入れておき、このバッチファイルを実行する前に、 

SET TEMP=FILE Ji 

とセットすると、パラメータ％ TEMP % がバッチファイルの次け時に H 勋的に 
''FILE" に策きかえられ^ 

DUMP FILE 

として次:行されます。これによって、ハへソチファイルを I * 辦史•しなくてもパラメータ 


;を殳史する 
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SET TTY = X 68 OO 0 J 


TTY の侦は '' X 68000" となります。 

SET TTY = J , 

TTY にぷ定されていた文？:列は削除さ iu TTY の拙1が環境文？:列からなく 
なります。 

SET 


……されている设％文卞列がすべて I 由刷:こ衣ホされます。 
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SORT 


機能 


解説 


外部コマンド 


データのソート（並べかえ） 

SORT 〔/R〕 〔/I〕 〔/+n〕〔/T く タフ•サイ；〇〕 

SORT コマン ドは フィ ルタ コマン ドです。標咿人力からの人カデータを、行中-位で 
アルファベ ット順(澳字コード wm こ並べかえ、標準出力に出力します。 

す!^できるスイッチには、次のものがあリます。 

• /R 

;01 Ki(Z 〜 A> にソー トします。 

• /I 

人•文字•小文字を M じものとして扱い、ソートします。 

• /+n 

n ♦む 1 1から彳 i •の hk 後ま での文卞列をソートキー（ソートの对粜）にします。このスイ 
ッチがされていないと、つねに行全体をソートの衬染にします （n に1が m 定され 
たのと W じです)。 

籲 / T く タブサイズ〉 

水 f •タブのサイズを衍定します。2、4、8、16のうち、どれかを衍定することが 
できます。デフォルト W (は8です。/ +n でソートキーの開始«漱を指定する際に、水 
平タブを仙人いくつのブランクとして扱うのかを免することができます。 

SORT コマン ドはフィルタ コマン ドですから、通常の コマン ドのように コマンド 名 
の後にノ 、。ラ メータとして ファイル 名をしても無说されます。必ずリダイレクト、 

またはパイプとともに使 Ml してください。 

次の例はファイル WKFL . AAA の各彳 i •を — Z > にソートし、結果を 
WKFL. BBB に内••き込みます。 

SORT < WKFL . AAA > WKFL . BBB @ 

次の例はディレクトリの出力の 36HrH 以降を衬粜にソートします 0 ディレクトリ衣 
示の 36«iW 以降は各ファイルおよびディレクトリの作成•変史の H 付と時刻ですか 
ら、結果的に日付および時刻の占い順にディレクトリが表示されることになります。 

DIR | SORT /+36 ^ 

次の例はファイル WKFL. CCC を逆 KH: こソートし、 WKFL. REV にノ:••き込みま 

to 

SORT /R < WKFL . CCC > WKFL . REV \< J \ 
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SPEED 


外部コマンド 


機能 


害式 


解説 


KS — 232 C インターフェイスに衬するパラメータの設定. 

SPEED 〔〈パラメータ〉〕 

SIMiKI ) コマン ドは、 KS — 232 C インターフェイスに衬するパラメータの,;3：定やその起 

動を行うとき に 使用します。標準•では、本体内;逢の RS — 232 C インターフェイ スに 対し 
て設定を行います。 


1 • メニュー画面からの実行 
SPEED J 


ヒ人力すると、次のようなメニュ ー_而が炎ボされます。 


SPEED for X68000 Version Copyright 1989 SHW^dson ] 



ボーレートデーク县パリチ < ストッブフ〇 - 系 1® 


1200bps 8 なし 1 Xon 


於％兔故旅課齡す 


この I 叫 Ifii は、本汴内强の RS — 232 C インターフェイスに 対する パラメータ•没 定の_ 
仙•です。別'んの RS - 232 C ボード （ CZ -6 BFU を本冰に装れ し、 しかも RS - 232 C ド 
ラィ バ ( RSDRV . SYS ) が組み込まれている塌合は、 AUX 卜 AUX 3 (ボード1枚) 
または AUX 1 〜 AUX 5 (ボード2枚)の, S 定飢が衣ボされます (RS - 232 C ボードは 
2 枚まで装芥でき、1枚のボードに2チャンネルあります> 0 次の_曲は、 RS — 232 C ボ 
ー ドを1枚装/ f した場公です 0 このとき衣/ j ; •される AUX 0 は カレン トボードです。 
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一和脚 


19200 bps 3 

19200 bps ^ 

3 
6 


^ 褊麵 f ㈣ 定 c せを鍋く心 


この _ tfri では、次のキー枨作が" J ■能です。 




キ ー 

機 能 

[ ksc | 

0 

ffl 1 

スへース 

m 

mmBB 

SPEKD コマンドの終“ぶ定刖の状態で終 f します。 

fw ( ll の人ル 

fWftTJ の W (をアップ 

Mill の fift をアップ 

汾((11の W (をダウン 

HiU の移動 


ド r # を変处するときは、 「 auxj にカーソルを☆わせを押します。カーソルがれ 
ぷ ( ill の保1:こ移勋しますから、そこで [3] や [ E で内界を変史してください。'交史した内 
難を変史前の内界に R : した v 、ときは、 [1^1 を押してください。 

设定が終わったら [ J | を押して 「 AUXj に W り、「終。の項 II にカーソルを移孙し 
て、 j を押します。 I 山 nfti には確 d のメッセージがル八•されますので、ユ定した I メ、 r # で 
史靳するヒきは Y を押してください。なお、途中で終 r するときは KSC を押し 
ます。碎•のメッセージが衣ポされますので、 fr •立のキーを押してください。 

功 II については、次の説明を参照して^ k してください(カッコ内は、コマンド行 
から次: i 】••する 始 の， 、。ラ メークです > 〇 

參ボーレート 

データを kil する速度 （bps) を衍定します。ボーレートは、次のいずれかを衍定す 
ることができます。 
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19200 bps (19200) 
9600 bps (9600) 
4800 bps (4800) 
2400 bps (2400) 
1200 bps (1200) 
600 bps (600) 
300 bps (300) 
150 bps (150) 
75 bps (75) 


♦データ長 

デークのキャラクタの Ji さ（ビット玫）を指定します。次のいずれかを衍迮するこ 
とができます。 


8 (B 8) 

7 (B 7) 

6 (B 6) 

5 (B 5) 

•パリティ 

パリテイチヱツクのモードを指定します。次のいず# L かを指•定することができます。 


なし ( PN ) 

偶数 ( PE ) 

奇数 ( PO ) 

籲ストップ 

ストッフビットの数をします。次のいずれかを衍定することができます。 

1 (S1) 

1.5( S 1.5) 

2 ( S 2) 


癱フロー制御 

XON、XOFF コードまたは、 RTS、CTS による バッファ あふれ制御を行うか行わ 
ないかを指定するものです。次のいずれかを指定することができます。 


Xon ( XON / XOFF ) バッファあふれ制御あり（ソフト制御) 

Rts ( RTS / CTS ) バッファあふれ制御あり（ハード制御) 

None ( NONE ) バッファあふれ制御なし 
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2. コマンド行からの実行 


コマンドむでノ!••式に促ったパラメークを•奴した場令、メニュー㈣堂に入らずに 
コマンドを次:彳 f します0 

各パラメークの問は、スペースで b (切ってください。たとえば、 

SPEED 9600 B8 PE S 1 NONE 'J 

のように人ノ J します。 fV パラメータについては、 「 ！• メニュー ㈣而からの次: 行」 を参 
照してください。 
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外部コマンド 


SUBST 


m m fctii ドライブの別 り 、 1 てのぶ定 • 

害式 | SUBST 〔/ I ) | / L 〕 〔く dl :> くパス名1 >〕〔く d 2 : > くパス82>〕 

解説 1 SUBST コマン ドを利⑴すると、パスXで相•定 した， 火;ドライブのディレクトリを攸 

恕のドライフ"〆，で参照したリ、その逆にドライブ K をバスXで参照することができま 
す。指•定するときは、どちらか•ノ/がドライブ K でなければなりません。 

SUBST コマンドでは、以ドのスイッチが使 111 できます。 

/D 

ドライブ K を衍定して、その • 別り 、 1 ' 1てを解除します。ドライブXを？ T 略すると、す 
ベての別り4てを W 除します。 

/L 

ドライブ名を衍定して、その剂リ A て状況を衣ポします。ドライブ名を竹略すると、 
すべての割り朽ての状況を表 >f くします。 

スイッチやパラメー タをすべてれ略して、中に SUBST と人ハするとその使い"が 
衣示されます。 

• A： YUSR¥SATOYIX)C をドライフで参照する 

SUBST Z : A : VUSRVSATOVDOC J) 

この设定でたとえば、 

DIR Z ： [J 

と人ハすると、ドライブ Z のディレクトリ（次:際は A:¥USR¥SATO¥IX)C のディ 
レクトリ> 怡報を衣ボすることができます。 

この場 A、 ドライブ Z : ifWLl ドライブ（次:際に物理的に接絞されていな^、ドライブ） 
で、また，1リ、レ丨てられていないドライブを指定します。次:際に接•絞されているドライ 
ブ（これを fWL! ドライブに対して次:ドライブと呼びます）に別り，てることも”[能で 
すが、その場作そのドライブは解除するまで参照できなくなるので、通常は既怨ドラ 
イブを指定します。また、別り、てたドライブに対して、物理的な媒体にアクセスす 
るようなコマンド （ FOKMAT や DISKCOPY など）を使⑴することはできません。 

ドライフ•を使⑴するときは、 CONFIG.SYS の ''LASTDKIVET でドライフ’ 
の W •人数を設定しておきます。詳しくは「第7なシステムの構築」を参照してくだ 
さい0 
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籲ドライブ B を A •• ¥ BDRV で参照する 

SUBST A : VBDRV B : ^ 

この埸ドライブ B は，火: ドライブですが、これ以降ドライブ B では参照できず 、 A : 
¥ BDRV で参照します。また 、 A : ¥ BDRV は空のディレクトリとして、前もって作 
成しておきます。 


籲別リ4てを解除する埤合 


SUBST /D Z ： ^ ドライブ Z の 別り、 1 ， 丨てを解除します。 

SUBST /D J すべての別り、％てを解除します。 


•削リ4て状況を衣ボする場作 

SUBST LB : \J ドライブ B の別り' JJ て状; Jd を如；します。 

SUBST L J すべての，別リ、レ《て状況を衣ボします。別り、1，1て 

がわからなくなったときに使います。 

スイツチ/ L をつけて次 : i f すると、たとえは•次のように衣ボされます。 

A : = A ： V 

B : < A : VBDRV 

Z : > A : VUSRVSATOVDOC 

ここでノノ は荆リ，てを変史されていないことを、は右のパスを参照した 
ときにノ r : のドライブを参照するこ とを、'、〉々 はん:のドライブを参照したときに心のパ 
スを-参照することを > ji します。 


注意 

臟 1 、ドライブべ版せ I ディレクト リの別リホ,てが化 ii •されているときに、次の コマンドを 
知/する場 fWifLS が必要です。それぞれの コマンドの注意を 参照してください。 

COPY 、 DEL 、 DIR 、 REN 、 RMDIR 、 VO し 
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SWITCH 


外部コマンド 


機能 



メモリスイッチの設定 

SWITCH 〔RS232C=〔 くパラメータ1〉〕〕 〔MEMORY= 〔く パラメータ2 >〕〕 
〔BOOT=〔 〈パラメータ3〉〕〕 〔EJECT= 〔〈パラメータ4〉〕〕 (OPT 2 KEY = 

〔くパラメータ5〉〕〕 [CONTRAST = 〔くバラメータ6〉〕〕 (KANA= 〔くパラメー 
夕7 >〕〕 〔TV_CTRL = 〔くハラ メータ 8>] KLCD_M0DE= 〔くバラ メータ9 >〕〕 
〔SRAM= 〔くパラメータ10〉〕〕 (Pn= 〔くパラメータ11〉〕〕 (XCHG= 〔くパラメータ 
12〉〕〕 (WAIT PRN= 〔〈パラメータ13〉〕〕 〔FIRST KY= 〔く ハ。 ラメータ14〉〕〕 
(NEXT KEY= 〔くバラ メータ15〉〕〕〔11)=〔くバラ メータ16〉〕〕 


解説 SWITCH コマンドは、メモリスイッチ（スタティック RAM) の状態を役^すると 

きに使IIIします。 


1 . メニュー画面からの実行 
SWITCH ^ 

と入力すると、次のようなメニュ - I 由|面が衣示されます。 


SWITCH 


X 6 8 0 0 0 Version 


19* 



IV' 


4^6 KB 
STD 
Off 
Tudrl 



$0 l >$0 R -$0 E -$0 

$F$5E G-$1F R-$0 E ： -$1F 
$FFC0 G-$1F R-$1F B-$0 
$FFFE G-$1F R-$1F E ： -$1F 
SDEtt G-$lB R-$l9 E：-$16 
war f ：-$0 f-$ii 


is 定不要てす 
う 0ftns 



■ 

■ 


mm 



/^rirel) 


nj ★⑽ T - :文ット 11 ▼リ 7 ィ W し 

邛ッア 1 Xon [PLD(n] = (l f Ci 

(10L4Kiri^KE：) 
(STD/asr^HrrvFm^/Fmt ： 
Off 

ん Ctrl 
14 

Jis (Jis/Aiu 
Off (Tv/0ff/r$5F) 

Led (Lcd/f4ormal) 
f*o-use (f4o.use/Rdmdi sk/ProoraiTi) 

0 G-$0 F : イ 0 p-$0 

F$5E G-$1F R-$0 E ： -$1F ■ 

FFC0 G-$1F R-$1F E：-$0 

FFFE G-$1F R-$1F E ： -$1F ■ 

DE8 ： G-$1E ： R-$19 B-$16 

R-$0 E：-$ll ■ 

0 <r?) 

(0]6) 
c t^0000 f 

(o15) ms=C03ms+100*n 
( 『 15> て 

(0^?) 


，て.〉 




i 由)面の左側の欄には％在の値、右側の欄には初期値が表示されています。 
この I 由 I 曲では、次のキー操作が" f 能です。 
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KSC ： 


2 


m_ 

スペース 

m 

Effl 日日 


キーワードの攔では、 switch コマンドの終 r 。 設定前 
の状態て•終 r します。 パラメータ 設定 ■ では、前に設定 
してあつた状態に w し、 カーソルを キー ワー ドの制に 移； p 力 
します。 

の人乃になります。 
fwm の肌をアップ 
fWftll のをアッフ。 

か!: m の M をダウン 
項 ij の移動 


ド、 r # を炎;セするときは、まずキーワードの部分で; j を押します。々ーソルが祝作侦 
の娜こ娜 j しますから、そこで团や [ J ] で内界を舰してください。 

没定か終わつたら j を押して キーワードの こ w •り、「終 rj の 项||にカーソルを 
移: Wj し、、を押します。 ㈣ 如には確ぶのメッセージが炎/•されますので、•没定した 
内界で_するときはすを押してください。なお、途中で終 r するときは「_ 
を押します。確ばの メッセージが表づ; •されますので、任葸の キーを 押してください。 
それぞれの Jf (| | につ V 、ては、次の说叫を参照してくださ ぃ。 


1 RS -232 C インターフ I イスの投定 ( RS 232 C ) 

KS -232 CY ンターフェイスのパラメータをぷ定します。 AUX 1とは本{納成の 
RS - 232 C インターフェイスです。汾ぬの RS - 232 C ボードをスロットに差し込み、デバ 
イスドライバとして KSDKV . SYS を紐み込むと、 AUX 1 の/仙が [ JH ] によリ 
A じ X 2〜 AUX 5に殳わり、それぞれのパラメータを•没定することができます 3 

•ボーレート 

データを鉍送する速度- ( bps ) を衍定します。 

19200ボー，9600ボー，4800ボー，2400ボー，1200ホー 
600ボー，300ボー，150ボー，75ボー 

のうちいずれかを衍定することができます。 
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♦データ及 

データのキャラクタの M さ（ビット数）を指まします。 

8ビット、7ビット、6ビット、5ビット 

のうちV、ずれかを指定することができます。 

♦パリティチェック 

ハ。 リテ ィチェックの モードを lit 定 します0 

パリティ 偶数、 パリティ 奇数、 パリティなし 

のうちいずネ L かを IIT/ii することができます。 

♦ストップビット数 

ストップビットの数を衍定します。 

ストップ1、ストップ1.5、ストップ2 

のうちいずれかを衍定することができます。 

•フロー制御の衍定 

XON、XOFF コードまたは、 RTS、CTS によるバッファあふれ制御を行うか行わ 
な、 、かを衍定します。次の v 、ずれかを衍定することができます。 

Xon ( XON / XOFF ) バッファ あふれ制御あり（ソフト制御） 

Rts ( RTS / CTS ) バッファあふれ制御あり（ハード制御） 

None ( NONE ) バッファあふれ制御なし 


(2) メモリサイズの投定 ( MEMORY ) 

メインメモリの斿はを没定します。メインメモリの容坫に合わせて定してくださ 
い。また、別 v •この增设 RAM を使⑴する場作は、增 ,3 ： RAM を穴めたメモリ容を‘ 3： 
定してください。 


(3) Human 68 k を起動する装{■の設定 ( BOOT ) 

Human68k を紐>/1■るディスクドライブや ROM などをします 0 lit 定できるパ 
ラメータは次の7つです。 
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• STD 

システムで規定した噴にドライブをさか'して、システムディスクか'神入されている 
ドライブからシステムをします。システムで说定されたも^の顺浪は次のとおリ 
て-す 。 

1 MB フロッピーディスクドライブ〇 
1 MB フロッピーディスクドライブ1 


SCS 眼格の装置て 1 D 番号が〇番 
SCSI 規格の装置て 1 D 番号が1番 


• SCSIO 〜 SCSI 7 

SCSIW 格の公; W からシステムを起! W します。 SCSI の後ろにつく 〇〜7は起!仙する 
装; S のII)番けを表します。 CPU 本体の持つ SCSI コントローラにも ID 番号が割り' 1 1 
てられます。I:似 WW: では、内藏ハードディスクの II){ffV; •が〇浪、 CPU 本沐のII) 
浪りが7游に別り中!てられています。 CPU 本体の IDt&Vj •は SCSI_ID^ 項で変 Ui する 
ことができます。 


•2 HDO -2 HD 3 

フロ ッ ヒーディスクドライブからシステムをむが j します。 2HI) の後ろに つく 〇〜3 
は、41¢かするドライブ聆リ•を衣します。 


• RAM/ROM 

K AIV 1 または ROM からシステムをします。 


RAM 

Snnnnnn 

RAMO 

$ EDO 100 

RAMI 

S KDOCK) 

ROM 

Snnnnnn 


S nnnnnn からシステムを ^; J / j します。 
S EDOl 00 からシステムを_します 
SEDoao から " 

$ nnnnnn からシステ厶を fcj 抑します。 
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4) フロッピーディスクイジェクトの設定 （ EJECT ) 

定できるパラメータは次の2つのうちいずれかです。 


•On 

本体 li!j 面の屯源•スイッチを％ If (OFF) にしたとき、フロッピーディスクが自_ 
にイジェクトされます。 


•Off 

本体前向の屯淞スイッチを''切" (OFF) にしても、フロッピーディスクは動的に 
イジ X クトされなくなります。 


(5) OPT . 2 キーの肢 (OPT 2 KEY ) 

； o ^ rj ] キーを使⑴して行う 糊 I デ ィスプレイテレビのコントロールに関するもの 
です0 IIT 七できるパラメークは次の2つの）ち t 、ずれかです0 


•Tvctrl 

^ OPTT キーによって 削!デ ィスプレイテレビのチャンネルを選択するなどのコン 
ト ロールが できるようになります 0 

• Normal 

侧ディ スブレイテレビのコントロールカでできなくなります。 


6> 画面のコントラストの投定 ( CONTRAST ) 

ディスプレイのコントラストを七します。 u 5 T , ii できるのは〇〜1奶侦で、数侦が 
人きいほどコントラストが強く （文字•が明る〇なります。0を衍定すると、まった 
く衣示されなくなります。 

(7) キーボードのかな配列の投定 （ KANA ) 

キーボードのかな配列をぶぶします。 ISta できるパラメータは次の2つのうちいず 
れかです。 

•Jis 

かな fid 列をキーボードIこに表記されたとおりの JISftd 列に設定します。 

•Aiu 

かな配列を 5(^ 順に設定します。 
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8) 本体電源 0 FF ^<7) 専用ディスプレイテレビの状態の設定 （ T v CTRL ) 

本 f 本の Vli 源を OFF にしたとき の辆デ ィスプレイテレビの状態をユ定します。低 ii 
できるパラメータは、次の2つおよび S1 〜 S3F(S5、SD を除く）の»_の指定が吋 
能です。 


•Tv 

本体の Vli 源を OFF にしたとき、テレビ㈣而を衣,〗;•します。 

•Off 

木沐の屯淞を OFF にしたとき、⑴ディスプレイテレビの Vli 源を OFF にします。 

なお、 S 1〜 S 3 F の^定については「卜财3テレビコントロールコードを# 
照してください。 

(9) 電卓の表示モードの投定 （LCD MODE) 

と [ OPT !] を M 時に押すこヒで衣づ•くされる屯 •:( のル j; •モードを,おとしま 
す0批 / ii できるパラメータは次の2つの t 、ずれかです。 

• Normal 

ilfi 常の文字を衣示します。 


• Led 

7セグメントで;^:を及ボします。 

(1〇)スタティック RAM の使用モードの投定 （ SRAM ) 

スタティック RAM の使川モードを A 定します。指定できるパラメータは次の3つ 
のいずれかです。 

• No use 

スタテイツク RAM を SRAM デイスクやプログラムエリアとして使⑴できません。 


• Ramdisk 

スタティック RAM を SRAM ディスクとして使⑴できます。ただし、デバイスド 
ライバとして SRAMDISK.SYS を組み込む必要があります。 


• Program 

スタティック KAM をプログラムエリアとして使 Ml できます。 
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(11) テキストパレットの規定値の設定 （ P 0 〜 P 8) 

テキストパレットのシステム说定侦を,3；定します 。 G (枝 )、 R (ふ )、 B (作）の 
それぞれの成分について、$1〜 S 1 F までの各色32附•岡の範 I 叫で,；3：^できます。 

02) 、、ず、、、'、、、" キーの 表示 モー ドの設定 ( XCHG ) 

V’ I "キーの衣ボモードを設定します。指定できるバラメータは次の〇〜 
7までの fift です。 

〇… ' Y ' キーを押すと” ¥" を、”"を押すと"— # を、、'ドを押すと''ド 
を衣ボします。 

キーを押すとへ^を、''"を押すと'' 一" を、'’丨 " を押すと''ド' 
を衣/ J ;- します。 

2…’ V キーを押す と 、' ¥"を、''"を押す と ''〜" を、''ドを押す と 、'|" 
を炎ボします。 

3…キーを押すとへぐを、'' •• を押すと ''〜"を、、'丨 " を押すと、'ド 
を衣心します。 

4… ' Y キーを押すと''¥"を、'…’を押すと'…’を、''ドを押すと'':" 
を &>{< します。 

5…キーを押すと ''ぐを、''"を柙すと、'"を、 '' | #/ を押すと 、、ゾ 
をします。 

6… '' Y " キーを押すと''¥〃を、'、 •• を柙すと '、〜"を、 、' r を押すと 、、い， 
を衣小します。 

7…' V キーを押すと''\"を、'' " を押すと''〜"を、''ドを押すと''ゾ 
を衣/八します。 

03) プリンタのタイムアウト時間の投定 （WAIT PRN ) 

フリンタのタイムアウト時1!!;を•没定します。約5秒から5测みで•蛇できます。 

ブリンタのタイムアウト啼! H とは、プリンタカヴリント開始叶能信号 ( Busy はりが Low ) 

を返すまでのコンヒュータのけ機時 |!! j です。 

14) キーのオートリビート間 fflkT ) 設定 (FIRST KY ) 

キーのオートリヒートが始まるまでのを設定します。0〜15の範1，11て•指定でき 

ます。衍) ii した数仙:の心に次:際の H •棚が衣, ji されます。 
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(15) キーのリピート間設定 （NEXT KEY) 

キーのリビート問はをぷ定します。〇〜1「>の础叫てず r , ii できます。 

指定した数侦の心に次:際の B 泖 j があ ji されます。 

(16) CPU 本体の ID# 号の駿 (SCSIJD) 

CPU 本体の II 潘リ•を汶定します。 

〇〜7の範叫の紐 W で指定できます。 

I : 場/ W 跡では、 CPU 本体の IDS り•が 7 S に別り、てられています。_ ハード デ 
ィスクや接続して v 、る SCSI 装 iS の ID#y •とホ:银しないように設定してください。 

2. コマンド行からの実行 

コマンド h •で八に促ったパラメータを：七した^>、メニュー㈣ ifii に人らずに 
コマンドを次:行します。 

指定できるパラメータは次のとおりです。なお、〔〕で/ j; •したものは' t1 略形です。 


(1) RS — 232 C インターフェイスの投定 ( RS 232 C ) 

RS 232 C =< パラメータ 1 > 

KS — 232 C インターフェイスのパラメータをぷ定します0キーワードは ''K = "と略 
すこともできます。 

• isri できるバラメークは次の5つです。ハラメークを权数衍定するときは、 フ、ペー 
スで l < yj つてしてください。 

癱ボーレート 

データを虹送する迚嗖 ( bps ) をします。 

19200,9600,4800,2400,1200,600,300,150,75 

のうちいずメ L かを衍定することができます。 

•データ於 

データのキャラクタの於さ（ビット数}を上します。 

BITS — 8 〔 B 8 〕、BITS — 7 〔 B 7 〕、BITS — 6 〔 B 6 〕、BITS — 5 〔B 5〕 

のうちいずれかを衍; ii することができます。 
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♦バリテイチェック 

ハ。 リテイチェックのモードをします。 


PARITY - NONE 〔 PN 〕、 PARITY - EVEN 〔 PE 〕、 PARITY - ODD 〔 PO 〕 


のうちいずれかを衍定することができます。 

•ストップビット数 

ストッブビットの数を|行定します。 

STOP - 1 〔 SI 〕、 STOP -1.5 〔SI .5〕、 STOP - 2〔 S 2〕 

のうちいず i L かを你ゼすることができます。 

籲フロー制御の衍定 

XON 、 XOFF コードまたは、 RTS 、 CTS によるフロー制御を行うか行わないかを 
衍定します。次の v 、ずれかを衍定することができます。 

Xon ( XON / XOFF ) バッファあふれ制御あり（ソフト制御） 

Rts ( RTS / CTS ) バッファあふれ制御あり（ハード制御） 

None ( NONE ) バッファあふれ制御なし 


2) メモリサイズの投定 ( MEMORY ) 

MEMORY =< パラメータ2 > 

メインメモリの界:丨 i : を定します。メインメモリの界 V くに介わせて•没定してくださ 
い。キーワードは ''M = 々 と略すこともできます。 


(3) Human 68 k を起動する装置の投定 ( BOOT ) 

BOOT =< パラメータ3 > 

H uman 68 k を ㈣ けるディスクドライブや ROM などを你 ii します。キーワードは 

と略すこともできます。 

衍定できるパラメータは次の7つです。 
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• STD 


システムで说定した顺:こドライブをさがして、システムディスクが神人されている 
ドライブからシステムをむ！^します。システムで说定された起抑の顺洛は次のとおリ 

C ■す。 

1 MB フロッビーディスクドライブ〇 
1 MB フロッピーディスクドライブ1 

SCSI 規格の装置て 1 D 番号が〇番 
SCSI 規格の装置で 1 D 番号が】番 


• SCSIO 〜 SCSI 7 

SCSIW 格の装芯からシステムを起仙します。 SCSI の後ろにつく 〇〜7は起! W する装 
! g の•を衣します。 CPU 本体の待つ SCSI コントローラにも ID 番り•が別り，てら 
れます0 I :极出/"7時では、内/法ハードディスクの11潘•づ•が〇游、 C 1 MJ 本沐の II 潘•，上が 
7番に削リ， l ' i てられます。 CPU 本体の ID » りは SCSI II )の叩•で及; ill •することができま 
to 

•2 HDO -2 HD 3 

フロ ッヒーディスクドライブからシステムを尬办します。 2 HI ) の後ろにつく 〇〜3 
は、尬办するドライブ聆り•を衣します。 

• RAM/ROM 

RAM または ROM からシステムを起：^します。 

KAN1 $ nnnnnn S nminnn からシステムを ts^lj します。 

RAMO $ EDO 100 S EDO 1 ()0 からシステムを起勛します 

RAMI $ EDOGIO S EDOC 10から " 

KOM $ nnnnnn S nnnnnn からシステムを起勛します。 
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(4 フロッピーディスクイジエクトの設定 ( EJECT ) 

EJECT = くノ、•ラメータ4 > 

キーワードは '' E =" と略すこともできます。 

HT/ii できるパラメータは次の2つのうち t 、ずれかです。 

•ON 

本体 fWifij の屯跑スイッチを’ yj " ( off ) にしたとき、 フロ ッ ヒー ディスクは邮け】的 
にイジェクトされます0 

•OFF 

本体前而の屯淞スイッチを％;广 ( OFF ) にしても、 フロ ッヒーディスクは的に 
イジェクトされなくなります。 

(5) 0 PT .2 キーの肢 （OPT 2 KEY ) 

OPT 2 KEY = </、•ラ メータ 5 > 

キーを使川してけう 柳ディ スフレイテレビのコントロールに関するもの 
です。キーワードは ''〇="ヒ略すこともできます。 

衍宏できるバラメータは次の2つのうち v 、ずれかです。 

•TVCTRL 

t OIT .2 キーによってリ /.III ディスブレイテレビのチャンネルを選択するなどのコン 
トロール；^できるようになります〇 

•NORMAL 

_1ディ スプレイテレビのコントロールができなくなります 3 

6) 画面のコントラストの設定 ( CONTRAST ) 

C 0 NTRAST = O 、 •ラ メータ 6 > 

ディスフレイのコントラストをぷ定します。キーワードは '、 C =" と略すこともでき 
ます。 

できるのは〇〜15の飢で、 ft 侦が人きいほどコントラストが強く（义卞が叫る 
く>なります。〇を指定すると、まったく衣/•されなくなります。 
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7) キーボードのかな配列の設定 （ KANA ) 

KANA =< パラメータ7 > 

キーボードのかな配列を•没定します。キーワードは 、' K =" と略すこともできます。 
指定できるパラメークは次の2つのうち t 、ずれかです一 


•JIS 

かな配列をキーボードに总 k ! されたとおりの J IS 類に瓣します。 
• AIU 

かな配列を50疗順にぼ七します。 


8 本体電源 OFF 時の專用デイスブレイテレビの状態の設定 （tv CTRL ) 

TV CTRL = くパラ メータ 8 > 

本 f 木の， li 源を OFF にしたときのヴ•川ディスブレイテレビの状態を•没：セします。指定 

できるパラメータは、次の2つおよび$1〜 $3 F ( S & $ D を除く)の卿 fj の指定が " f 
能です。 

•TV 

本沐の屯源を OFF にしたとき、テレビ ㈣ げ u •を衣ボします。 

•OFF 

本体の沲源を OFF にしたとき、•淨川ディスブレイテレビの屯源を OFF にします。 

なお、 S 卜 S3F のについては 「R 録 3 テレビ コントロールコード- •览 」 を参 
照してください。 

9) 電卓の表示モードの投定 (LCD MODE ) 

LCD MODE = 〇くラ メータ 9 > 

: 0 PT :1 :と OPTT を I ‘瓣に押すことで如;•される*心••(の衣, j ; •モードをぶ, ii しま 
す。キーワードは ” L =" と略すこともできます。 

衍定できるハラメ ー タは次の2つの v 、ずれかです。 

•NORMAL 

通常の文卞を衣ボします。 

• LCD 

7 セグメントで文 •；•: を衣, ji します。 
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(10) スタティック RAIVk7M$ 用モードの投定 （SRAM) 

SRAM = < パラメータ1〇> 

スタティック RAM の使 l | j モードを沒定します。キーワードは 、'S = " と略すことも 
できます。 

衍定できるハラメータは次の3つの t 、ずれかです。 

• N 

スクティック KAM を SRAM ディスクやプログラムエリアとして使⑴できません。 

• K 

スタティック RAM を SRAM ディスクとして使川できます。ただし、デバイスド 
ライバとして SRAMDISK . SYS を組み込む必要があリます。 

• P 

スタティック RAM をフ° ログラムエリアとして使⑴できます。 

(11) テキストパレットの規定値の投定 （PO 〜 P8) 

Pn =< パラメータ11> 

テキストバレットのシステム说定 W (をぶ定します oSO - SFFFF の紐 M でぶ定しま 
す。詳しくは「メニュー I 由 I 面 j を参照してください。 

⑽ 、 v 、_ "、'、丨々キーの表示モードの投定 (xcHG) 

XCHG =< パラメータ12> 

'' ¥ v 、 丨"キーの衣づ;•モードを•没定します。キーワードは 、' x ：= "と略すこと 
もできます。 

衍定できるパラメータは次の〇〜7までの W (です。 

〇…キーを押すと' V を、"—"を押すと" 一" を、''ドを押すと''丨" 

を衣 >六します。 

1…キーを押すと〃を、''—"を押すと''一"を、”"を押すと''ド 
を表示します。 

2…キーを押すと''¥"を、，一"を押すと''〜"を、を押すと' 、r 
を表示します。 

3…キーを押すと''\"を、''一"を押すと…"を、'、丨"を押すと、'ド’ 

を表>$します。 
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4…キーを押す と、' ¥ "を、 
を衣づヾします。 

5…キーを押すとへぐを、 
を表示します。 

6… キーを 押すと''¥"を、 
を表示します。 

7…キーを押すと'"を、 
を衣ボします。 


'' •• を押すと w "を、 
'、•， を押すと''—"を、 
、' •• を押すと''〜"を、 
令 •• を押すと''-'を、 


I"を押すと 
r を押すと 


r を押すと 


" を押すと 




13) ブリンタのタイムアウト時間の投定 (WAIT PRN ) 
WAIT PRN = く パラメータ 13〉 


ブリンタのタイムアゥト時 IBI を沒定します。〇〜$ FFFFFFFF の卿 H で設定でき 
ます。$80000=約5秒をII安としてください。キーワードは'' W= "と卟すこと6で 
きます。フリンタのタイムアウト時叫とは、フリンタがブリント|»|始イ能 UV;-(Ii usy 
U V；•が Low) を返すまでのコンヒュータのけ機時問です 


(14) キーのオートリビート間 PRO 設定 (FIRST KY ) 


FIRST KY =< パラメータ 14> 

キーのオー トリ ヒー トが始まるまでの時問を„3:定します。 11= 〇 〜 15 の卿村で衍定で 
きます。この n の / j くす時問は、200+100 xn (屮ですヘキ ー ワ ー ドは、下 = "と 
すこと もで きます。 

( 15) キーのリピート間隔の投定 （NEXT KEY ) 

NEXT KEY =< ハ •ラ メータ 15> 

キーのリヒート|!哪を•没定します。 n =( K 15^0 i 聊で衍定できます。 

この n のづ;•す 時問は、 30+5 x n 2 (中.位鳥）です。キーワードは 、' N= " と略すこと 
もできます。 
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(16) CPU 本体の ID 番号の設定 （ SCSI _ 旧） 

ID =< パラメータ16> 

の IDS ” を設定します。 0 〜 7 の紐 W で定できます。 

T : 場出荷時では CPU 本体の ID # •，ナが 7 番に劄リ当てられています。内;逢ハードディス 
クや接続している scsm 闪の IDS ‘，;•と取段しな v 、ように没定してください。 
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SYS 


外部 コマンド 




Human 68 k システムの k 送 

SYS く d :> 

SYS コマンドは、カレントドライブ中にある Human 68 k のシステムファイルを、 
< d ： >で衍定したドライブにコビーします。 

SYS コマンドによってシステムファイルをコピーしたディスクは 、 h uman68k を 
起することのできるシステムディスクとなります。 

私送先のドライブ％く d : >は、必ず衍定してください。 

システムファイルのコヒー先となるディスクは、に FORMAT コマンドでフ 

ォーマットされたものでなくてはならず、また次のいずれかを満たしていなくてはな 
リません 0 


修ファイルやディレクトリか も作られていないブランクディスク 

フォーマツトめ:後か、すべてのファイルおよびディレクトリを削除したディスクを 
1行します。 

•すでにシステムファイルが存在しているディスク 
以前に、システムファイルを祅送したことのあるディスクです。これは、システム 
のバージ ヨン が変わ つたと きに、システムを入れかえる必要がある場介を指します。 

カレントドライブのディスクにシステムファイルがあり、それをドライブ B のディ 
スクにコビーする垛介は、 

SYS B : ^ 

とすればコマンドかづ$行さ化システムファイルが紐されます。 

ここで、私送の対染となるシステムファイルは、ファイルの/成性として'' S " (シス 
テム）をもつているものに限られます。ファイルの/成性に ついての 詳細は 、 ATTRIB 
コマン ドの项を参照してください。 
fci 送が成功すると、次のようにメツセージが衣示されます。 

HUMAN . SYS 


システムの転送を終了しました 


システムの虹送中、次のようなメッセージが表示されることがあります。 
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XXXXXX . XXX は連 m した FAT に*^されていません 


ここで 、 XXXXXX XXX は、ファイル名です。 

もし、このメッセージか # HUMAN . SYS ファイルについて出されたときには、そ 
のままではそのディスクをシステムディスクとして使うことはできません。そのディ 
スクの中のすべてのファイルおよびディレクトリを削除するか、またはフォーマット 
し、その後にもう一度 SYS コマンドを実行し治;してください。 

他のシステムファイルについては、このメッセージか•及せされても問姐はありませ 
ん〇 


162 



TEMP 


内部 コマンド 


機能 | テンポラリファイルのパスの,;5:定 

害式 I TEMP 〔〔く d : >〕くパスね〕 

— _ ■兑 I テンポラリファイルのパスをぼ七します 0 Hunian68k のパイフ機能やアセンブラ、 

コンパイラなどを使川すると、处邱屮に行動的に中問ファイル（これをテンポラリファ 
イルと呼びます）を作成します。处押時問の多くがこのファイルの入出力に使われるの 
で、できるだけ, ; V ; 速なディスクに対して ， rEMP コマンドでパスをするとそれだけ 
妙 I !も速くなります。フロッビーディスクよリハードディスク、ハードディスクよリ K AM 
ディスクが,: Vi 速なので、/ 、。ス は RAM ディスクに设定するともっとも効果的です。 

RAM ディスクは、デバィスドラィバとして RAMDISK . SYS を組み込みます。詳 
しくは「第7なシステ厶の惝築 j を参照してください。 


•テンポラリファイルのパスを A : YTMP に設定する 
TEMP A : YTMP J 
♦テンポラリパスを表示する 
TEMP ^ 

ハ 。 ス Z をぶ/ i : •しな t 、場介は、斗！在のぼぶを衣/します。 
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TIME 


機能 

害式 

解説 


内部 コマン ド 


時刻の衣ポ • 設定 

TIME 〔く hh > : < mm > I く ss >〕 

Human 68 k は、クロック(時計)により、 H 付•時刻を管理しています(電源を切っ 
ても常に R 付と時刻は保持されています)。これらの時間情報は、ファイルを作成•史 
新したときにディレクトリに記綠されます0 
TIME コマンドは、これらの報のうちの''^刻"を衣示したり、設定したリ 
するものです。 

TIME g 

と、コマンドだけを人力すると、 


現在の時刻はく hh > : < mm > : く ss > です 
時刻を入力してください： 

と衣示されます。された時刻を変®しないときはそのままりターンキーを押しま 
す。新たに時刻を設定するときは、次のような? F 式で正しく入力します。 

< hh > : く mm > : < ss > ^ 

時く hh >、 分く mm >、 秒く ss > のいずれも、«略することはできません。それぞれの,没 
定付能な紐 M は以ドのとおりです。 


時： 

< hh > 

= 00—23 

分： 

< mm > 

= 00~59 

秒： 

< ss > 

= 00〜59 


時刻の設定が芳しくないと、 


時刻の播定が違います 
時刻を入力してください： 

というエラーメッセージが衣示されます。もう一度正しく人力してください。 

なお、 TIME コマンドをコマンドモードから入力する際に、成接時刻のパラメータ 
を fl •けて実行することもできます。 

TIME 10 ：10 ： 30 ^ 

このとき、時刻が正しければメッセージは何も表示されず、そのまま時刻が設定さ 
れます。時刻が誤っていると、前述と同じエラーメッセージが表示されますので、再 
人力してください。 
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TIMER 


外部 コマンド 




I 伴刻の衣/ アラームのセット 


(1) 

TIMER 

I / ON 〔く番号〉〕 

1 /OFFI 

(2) 

TIMER 

/A 

〈_> 

〈ファイル名〉 

(3) 

TIMER 

/D 

卿!) 

くファイル名〉 

(4) 

TIMER 

/T 

く時刻〉 

くテレビ制御文字〉 

(5) 

TIMER 

/L 



⑹ 

TIMER 

/K 

< Sv > 



解説 I TIMHR コマン ドは抱 nii 坪 III の コマンドと して砂办さル時刻の衣/ J ; ■や時餅 nr 4 i 

(こよって ADPCM の 办卞、 メッセージの衣 /j く テレビのコントロールな どができ ます。 
時幻胎定は iii •人20 ま で*イ能です。 

TIMER コマン ドを火行するには、あらかじめ CONFIG.SYS に PROCESS の项を 
ill / 川する必要があります。沿加するには、 スクリーンエディ タ KD を使って、たとえば 
;人•のようにします。 

Human 68 k の コマン ドモードの コマン ド入力待ち状態で、 


ED CONFIG. SYS ^ 

と人力すると、 CONFIG . SYS ファイルの内界が如•くされます。ここで、 Ami •に次 
の U を迫/ jii します。 


PROCESS =10 2 20 

この作尨が終ったあと、 \ KSCr\~El を押し、絞けて「^1を押す)を押し 

て、’交 U ! •した CON FIG . SYS をディスクにセーブして終 r します。 

CONFIG . SYS が九き妤えられましたので、本機のリセットスイッチを押して#起 
! PJJ してください。これで、 TIMIiK コマンドか"太:けできるようになリました。このあ 
と、’欠:際に TIMER コマンドリ::式の (2 卜⑹）を次:行する前に、必ず 

TIMER /ON 〔く番号〉〕；^ 

または 


TIMER /OFF J 


を次:行してください。 
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CONFIG . SYS の PROCESS については、浓1部「7. 3 C 0 •ヽ . F 1 G . SYS ファイル 

のコマンド」をごむく；^さい。 

TIMER コマンドでは、以ドのスイッチが使⑴できます。 


/ ON 〔く番号〉〕 

時刻を幽而のファンクシヨンキーの I ••に衣ボします0 く蒗号〉で時刻を表ポするファ 
ンクシヨンキーの聆‘づ•を衍定します。聆リ•の衍定がないときは、ぼ1』]の位芯にあ j ; •さ 
れます。_而が％ W のときは〔時：分：秒〕、6術のときは〔時：分〕であ j ; •します。 

/OFF 

時剑を炎小しないようにします。 


/A く時刻〉くファイル名〉 

く時刻〉で衍定された時刻にくファイル名〉で衍^したファイルを ADPCM のデー 
クファイルとして洱1•:します。以卞できるのは1 5.6 kHz でサンプリングされたもので、 
SFF 0 IV 、 イト以ドの於さのファイルです。これ以 I •.於い場介は無•视されます。 

たとえば、101作15分にビープ作を呦らすときは、 

TIMER /A 10:15 V CONFIG V BEEP. SYS \J 

と人力します。 

/〇 く時刻〉くファイル名〉 

<時釗> で指定された時刻にくファイルで iir 七したファイルをウィンドウに約 
10秒問衣>6します。ファイルはテキストフアイルで 60 HiX 25 文卞まで表示" f 能です。 


/T く時刻〉くテレビ制御文字〉 

W \> で衍定された時别にくテレビ制御文？:〉で衍定したテレビの コントロール 
を行います。くテレビ制御文字〉には次のような指定ができます 0 


OFF 

CH 卜 CII 12 

TV 

COM 


SP 1 

SP 2 


リ / JH ディスプレイテレビの屯源を OFF 

1 利!ディ スプレイテレビの屯凇を ON にしてチャンネルを1〜12 
にセット 

_1ディ スプレイテレビの屯源を ON にしてテレビ_曲にする 
ディスブレイテレビの屯源を ON にしてコンピュータ|由に 

する 

リ/⑴ディスフレイテレビの屯凇を ON にしてスーパーインポーズ 
(コントラストダウン） ㈣ 曲•に設定する 

作川ディスプレイテレビの屯凇を ON にしてスーパーインポーズ 
(コントラストノ ー マル）_曲•に設定する 
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/L 

设定されているタイマーの•むを衣示します。 

/K く番号〉 

く？ r ，;> には•踅衣ボで表示される答•理番り•を指定して、そのアラームを解除しま 
す。く济 V 〉を'|1略すると、すべてを解除します。 

スイッチを朽略して、中に '' TIMER " とだけ人力すると、 TIMER コマンドの使 
い方が衣/パされます。 

參現在の時刻をファンクションキー1の上に表示する 
TIMER /ON 1 ^ 

•12 時00分に A : VPCMVOHIRU.PCM を再生する 

TIMER /A 12 ： 00 A ： VPCMVOHIRU.PCM J t 
♦19 時 30 分に専用ディスブレイテレビの電源を ON にしてチャンネルを3にする 
TIMER /T 19 : 30 CH 3 'J 
參9時00分に B : VMEMO.DOC を表示する 


TIMER /D 9 : 00 B : VMEMO.DOC 
春タイマーの一驚を表示する 
TIMER /L ^ 

これらを次:行すると、たとえは次のょうに衣ボされます。 

1 ) A 12 ： 00 A ： VPCMVOHIRU.PCM 

2) T 19 : 30 CH 3 

3 ) D ( 9 ： 00) B : VMEMO.DOC 

ここで、： t ⑽の浓•，;•は W 邱济り•で1〜20までの侦です。また、 （9:00) のように力 
ッコで衣ボされたものはすでに处邱济みであることを示します。 

•登録されているアラームを解除する（管理番号の2を解除する） 

TIMER /K 2 
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外部コマンド 


TREE 



レクトリ稱造がツリー形式で表示されます。 


TREE J 


カレントドライブの、ルートディレクトリ以ドのディレクトリ構造がツリー形式で 
されます。 

くパス名〉で衍定したデイレクトリ以ドのディレクトリ_造を、ツリー形八で表ボし 
ます。 


TREE VTMP ^ 

カレントドライブの、ディレクトリ¥ TM 1) 以ドのディレクトリがッリー形式 
rm されます。 


• /F 

ディレクトリ梆造をツリー形 A で衣/ J ; •するとともに、そのディレクトリに诚するフ 
ァイルの名前もすベて衣示します， 

TREE /F i^: 

カレントドライブの、ルートディレクトリ以卜•のディレクトリ惝造がツリー形式で 
衣ポされます。ディレクトリに诚するファイルの名前もすベて衣がくします。 

なお、システム诚件.、イく‘*のついたディレクトリ、ファイルもすベて及し 
ます。 


- HUMAN.SYS 

- HIT.BAT 

- MANA.BAT 

- JUN.BAT 

- SANA.BAT 

- MAG.BAT 

- G 3 .BAT 


-DOC 

I - HOSTS.EQU 
I - HOSTS.LPD 
I - INETD.CON 
I-NETWORKS 
I - MANA.DOC 


I - JUN.DOC 
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TYPE 


内部コマンド 



ファイル内衫の衣ポ 

TYPE 〈ファイル名〉〔〈ファイル名 >• • •〕 

TYPE コマンドは、ファイルの内容を衣示するときに使⑴します。 

〈ファイル名〉に、衣ポしたいファイルを衍定します。段数侧 H ■定すると、衍定した 
順にファイルの内容か/衣ボ•されます 0 ワイルドカードを II j いることもできます。 

TYPE コマンドでは、テキストファイルの内界は及ボすることができますが、バイ 
ナリファイルを定したときはコントロール文卞も Vj •として友>六されてしまうため、 
正しい表示があわれません。バイナリファイルの内容を表ガくするには DUMP コマン 
ドを使川してくた/さい。 
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外字フアイルからの^定外卞の削除などをけいます〇 


USKCGM ^ 

と実行すると、 

更新ですか、登録ですか？ く U/ じ 

と衣示されます。 

1 • 外字 ファイルの 登録 

外ネファイルの内你をシステムにび鉍するときは、 

し 

を押します。：(リターンキー）を押す必要はありません。次に、 

入カファィル名 (USKCG. SYS〕： 

とポされますから、び鉍したい外卞ファイルのファイル名を人力します。そのまま 
(リターンキー）を押すと USKCG . SYS ファイルが®鉍されます。 

外ファイルがシステムに访鉍されると、 

ファイルの内容をシステムに登録しました 

と衣/ J ; •さ化コマンドモードに戻リます。 

2. 外字 ファイルの更新 

外字ファイルを史靳するときは、 

U 

を押します。(リターンキー）を押す必要はありません。次に、 

入カファイル名 (USKCG. SYS) : 

と表示•されますから、読み込みたい外字 データの 格納された、外字 ファイルのファイ 
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ル名を入力します0そのまま(リターンキー）を押すと USKCG . SYS ファイルが 
指定されます。 

次に、 


出カファイル名 〔 USKCG. SYS 〕： 

と-衣ポされますから、 M 様にして、作成した外字データを及き込みたい外？:ファイル 
のファイル名を人力します〇、せ（リターンキー）のみ押せば、 USKCG . SYS ファイル 
力浙定されます。 

すると、次のような_而が衣示されます。 


出ぬ墙 


«7^卜>400彳讲 


[16,163 


次に各キーの使用法を解説します。 

R0 しし DOWN : 前コード 

ROLL DOWNi キー。1つ前の_血の編 1 上に柊リます。 

RO しし UP : 後コード 

: ROLL UPi キー。1つ後の外卞の編 Jfc に移ります。 

SPACE :16/24 

スベースキー。ハ，ターンのドット数 <16 x 16 ドット、 24 X 24 ドット）の切りかえを行 
います。 

HOME：HOME 

キー。編災阀曲のホームポジション （ fchH こカーソルを移#力します。 
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C し R : C し R 

1 CLR キー。編!^% fii をクリアします。 

0 : SET/RESET 

数飢入乃キーの回。1〜9でカーソルを移卵するときに、 h で坪めながら（セット） 
移; WJ するか、出で坪めながら（リセット > 移! W するかを決定をします。 

5 : ON/OFF 

人ハキーのビ] 0 カーソル I の fHM を反♦ムします。カーゾルキーでカーソルを移 
勘する垛合に使 HJ します。 

1〜9 : SET & MOVE 
1 〜 9 : RESET & MOVE 

敉肌人乃キーの山〜回 〇 〇 ( SKT / KKSirn で決めた状態に促って、カーソル 
をセット移勋またはリセット移！ WJ します 

ft ■キーでの々ーソルの! J 力きは、次のとおりです。 

0 S 0 

E . :: ベ 6 :: 

Q] 囡 0 

カーソル key : MOVE 

カーソルを 移!^します。 セット も リセット もしません。 

F 1 :登録 

祈しく作成したパターンを外データとしてシステムに并き込みます。 

_而 t . 部に衣示されているコード番号で普き込みが行われ^画面上では何も起こり 
ません。 

F 2 : 削除 

システムに_されている外 •} •:を削除します。 

画面左部に、角形カッコ〔〕が表示さルコード番号の入力を求めてきます。16進 
数で削除した^、外字のコード番号を人力してください。 

F 3 :—覧 

システムに格納されている外字の一覧を表ボします。 

編由 afd はクリアされ、外字•の一釔が表ボされます。次の碑刷を M たいときは任总 
のキー、 » iij •の ㈣ tfii を兄たいときは ^ Ll DOWN , キー、•くを中止したいときは 
I ESC !キーをそれぞれ押してく / i さい。 
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F 4 : コード 

指定したコード漭 v の外字の編染に移ります。 

画面左部に、角形カッコ〔〕が衣/ j ; •さ扎コード番号の入力を求めてきます。16進 
数で編 1 上したい外卞のコード番号を入力してください。 

F 5 :般 

外7ファイルから斬しく外データを説み込みます。 

_面左部に、次のよぅにメッセージが-衣^されます。 

入カフアイノレ名 ( USKCG . SYS ) : 

忒み込みた t 、外字データの格納された、外字ファイルのファイル名を人力します。 
そのまま（リターンキー）を押すと USKCG . SYS ファイル；^されます。 

「 F 5 j によって说み込みをけうと、それまでに編災していた外卞 データは すべて ; m 
され、新しく説み lA : されます。恋してください。 

F 6 :参照 

外卞の編災•中に、システムにされている文卞バターンを呼び出します。 

_而左部に、角形カッコ〔〕が衣ボされ、コード番号の入力を求めてきます。16進 
数て坪び出したい文卞のコード番号を入力してください。 

外7のコード潘•り•を人乃した場☆は、外卞ファイルからではなく、祝在システムに 
び鉍されている外字の/、•ターンか評び出されます。 

編 1 上_而には、このキーによって呼び出された文字パターンが衣示されます。この 
とき_1此1•.部にボされたコード抵ゆは変わりません。 Pf び出したパターンを”知圯し、 
さきに編災していたコード拆号の外 •}•: としてび緣することができます。 

文字の コード 浪り•については、川本語入力•辞 ガユー ティ リ ティ ユーザーズマニュ 
アル j の 「腿 3 コード 衣」を参照してください。 

F 7 :反転 

編勤 _ i のノ <ターン利本を『 mmi ； します。 

F 8 :回転 

編災1由 IlfH •のパターン全体を、90ずつム>1リにします。 

F 10: 終了 

外卞の編 1 上を終 r します。『而を押すと、 


処理を終了しますか？ く Y / N > 

とぶボされます。ここで®を押すと、もとの編に戻ります。を押すと、 
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システムに登録しました 
ファイルを更新しますか？ く Y / N > 

と衣ボされます。ここて®を押すと、編集した外字データは指定出カファイルに密き 
込まれ、システムにもび鉍されます。そして、 


ファイルの内容をシステムに登録しました 


と表^さ iU コマンドモードに戻ります0 

_を押すと、 M もせずにそのままコマンドモードに W リます0この垛公、さきにけ 
った編災•作龙はすべて無効となり、出カファイルには何も押き込まれません0システ 
ムにも、外字は分鉍されません。 


3 . 外字ファイルの内容 


外•ドフ r イルの内斿は、次のようになっています。 


f •約頟 W (34 バイト） 


コード 

16 x 16 のフォン 

'トデータ 

■ ■ -4 

コード 

16 x 16 のフォン 

'トデータ 


• 

# 

• 

: 

# 

參 

SFFFF 

r~ 

_ 

コード, 

- - 

24 x 24 のフォシ 

'トデータ 


コード 

24 X 24 のフォン 

'トデータ 


• 

• 

% 

1 _ 1 

1 

1 i 

L _ - - - - — — 一 I 


• SFFFF 以降は、 24 X 24 ドットのデータです。 


ここで、コード、コードの内容、フォントデータの技さは、次のようになっていま 
す0 



■B 



24 x 24ドット 

S 0000 〜 7 FFF 

1•.位 • ド位.が逆の 

JIS 澳字コード 

- - 

32バイト 

72バイト 

F —— ■— ■ _ ■ ■ ■づ 

_00〜 EFFF 

シフト jis 
漢字コード 

32バィト 

72バイト 

1 _ _■ - ■” 

SF 400 〜 F 5 FF 

半 fi ! 外字コード 

16八イト 



注意 ： S F 400- $ F 41 F、S F 500 〜 S F 51 F は特殊す:角外字®域ですので、通常のァ 
プリケーシヨンソフトでは使用できません0 
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VER 


内部 コマンド 


機能 I システムのバージョンの衣示 

害式 j VER 

解説 I VEK コマンドは、 Human 68 k の八ージョンを確認するときに使います。 

VER [J 

とすると、 

human 68 k version ♦•木氺 

のように Human 68 k の八ージョンが衣ポされます。 
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内部コマンド 


VERIFY 


機能 ベリファイ機能の設定 
害式 | VERIFY CON | OFF 〕 

解説 j VERIFY コマンドは、ディスクに荇き込みを行う際に、 iK 常に; 1 F き込めたかどうか 

のチヱックを行うか否かの設定をします。 

VERIFY を ON に没定すると、#き込みの ift 後に、々き込んだデータを说み出し 
てそのデータが止しく并けたかどうかの照合チェックを行います。したがって、不良 
セクタなどのために物理的に仰き込めない部分があるときは、即啦こエラーとして衣 
示されるようになります。 

VERIFY コマン ドを使うと、照 ft チヱックを行いながら卉き込むため、ディスクに 
n き込みを行う速度は尨くなります。 

说作の VERIFY の状態を W •たいときは、 

VERIFY 

とします。 VERIFY 力で OFF であれば、 


verify はく off 〉 です 

と衣ボされ、 ON であれば、 


verify はく on > です 


と衣示されます 。 

なお、ベリファイ機能の設^は、 CONFIG . SYS ファイルのコマンド VERIFY で 
も,3：定することができます0これについては、「第7なシステムの W 築 j を参照して 
ください0 
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VOL 


内部 コマンド 





ディスクのボリュームラベルの表ポ.変史 
VOL 〔く d : >〕〔〈ボリュームラベル〉 / S 丨 / C 〕 

VOL コマンドは、したドライブ上にあるディスクのボリュームラベルを衣示 
したり、変史したりするときに使います。 


VOL A : J 


とすると、 


ドライブ A : のボリュームラベルは XXX です 

と炎/八•されます。ここで、 XXX は、ディスクのフォーマット時につけたボリュームラ 
ベルを表します。 

デイスクのボリユームラべルが^ i £ されていないときは、次のメッセージが及示さ 
れます。 


ドライブ A :のボリュームラベルはありません 

ドライブの指定がなし、ときはカレントドライブが衣示の対象になります。 

また、くボリューム ラベル〉 / S をつ けて， A : f / •することにより、 ボリュームラベルを 
変史することができます。 

たとえば、 

VOL A : MYDISK/S ； cJ ： 

と入力すれば、ボリュームラベルが、 " MYDISK " に変史されます。 

VOL コマンドに / C をつけて次:行すると、ボリュームラべルを削除することがで 
きます。 

たとぇば、 

VOL B ： /C 3 

と人力すれば、ドライブ B のボリュームラベルか剂除されます。 


ボリュームラべルの‘;5:定のとき、 ffctLl ドライブなどに設定をけったときには、次の 
ことに注总してください。 

义沐となるディレクトリにも M じボリュームラベルが設定されます。したがって、 
そのデイレクトリの内衫が乍でも RMDIK コマンドでディレクトリを削除できない 
ことになります。 RMDIR コマンドでそのディレクトリを削除しようとすると、 
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デイレクト 

になります 

ください)。 


きません。 

i 、 まず總ドライブが設定されている 
odii ドライブの没定を vm してくださ 

トリに設定されているときに、どれか1 
を行うと、すべての奴恕ドライブのボリ 
す。もちろん、•欠:沐となるディレクトリ 
ドライブのボリュームラベルも操作さ 
イレクトリについては、 SUBST コマン 


WHERE 


外部コマンド 



機能 


窨式 


解説 


ファイルの検索 

WHERE 〔 A 〕〔/ F 〕 {く d : > | くバス|〈ファイル⑼ 

〈ハ。 ス名〉またはくファイル名〉で指定したファイルを、ディレクトリのツリー構造の 
中から検索します。 

〈 d : >で衍定したドライブのくパス％〉で指定したディレクトリから始め、〈ファイル 
で衍定されたファイルをディレクトリのツリー構造に従って_に検索し、兒つかっ 
たファイルの位; K するディレクトリの ハ。 ス名を表示します。 

〈¢1: >のドライブ名が VT 略された場介にはカレントドライブが、<パス名〉が VT 略さ 
れた場介にはルートディレクトリが衍されたものといなされます。 

くファイル名〉にはワイルドカードカ《使⑴できます。 

また、システム诚件.、不 " f « i ； 成^！:•のついたディレクトリ、ファイルもすベて検索し 
ます 0 


WHERE TEST. TXT [J] 

カレントドライブのルートデイレクトリから、ファイル TEST . TXT を検索し、 
その位策をパス名て^^します。 


• /A 

すべてのドライブを検本します。 


WHERE /A TEST. TXT A 

すべてのドライブのルートディレクトリから、ファイル TEST.TXT を検索し、そ 
の位: K をパス名で表示します。 

注意：スイッチ / A をつけるときは、ドライブ名のく d : >は fit 定しないでください。 

• /F 

ハ。ス名のほかに、 M つかったファイルの名前も衣します。 

WHERE /F *. TXT 5 

カレントドライブのルートディレクトリから、 fe - 张チが、'. TXT " であるファイル 
を検索し、その位說をパス名とファイル名で表示します。 
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5.3 バッチ処理 コマンド 

ここで解説する コマン ドは、4:•に Human 68 k のバッチ処押•を コン ト ロールす るためのものです。 
これらの コマン ドは中•独でも次:行することができますが、バッチ処理の中でその機能をフルに発揮し 
ます。バッチ处理 コマン ドには次のものがあります。 

ECHO バッチ史^中におけるコマンド行表示の投定 • メッセージの表示 

FOR コマンドの反復実行 

GOTO バッチ処理の流れの変更 

IF 条件設定によるバッチ処理 

PAUSE バッ チ紐(7)-_止 

REM バッチ処理中におけるコメントの表示 

SHIFT バッチ処理中におけるパラメータのシフト 
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ECHO 


内部コマンド 


M 能 I バッチ処邱中におけるコマンド彳 i •衣ポの設定 • メッセージの表示 
f " 窨式1 ECHO CON | OFF | 〈メ ッセージ〉〕 

^ ^1 ECHO コマン ドは、バッチプログラム実行中に コマン ド行を衣ボするかしないかを 

設定するために使》||します。 

また、任, (5: のメッセージを衣ボするためにも使うことができます。 

• ECHO モードを ON にします 

ECHO ON ^ 

と人力します。 

この状態のとき八ッチファイルかされると、八ッチファイルの内界が1けずつ、 
义際の次:行に介わせて陶 fii にヱコー八ックされます。 

• ECHO モードを OFF にします 

ECHO OFF 4 」 

と人力します。 

この状態のときバッチフアイルが起! S 力されると、ハ•ッチファイルの内容は阑面に表 
あされません。バッチファイル中のコマンド彳 j ••を及/ j ; •したくないときには、このコマ 
ンドをバッチファイルの第1むとして人れておくとよいでしょう。 

籲祝在の ECHO モードを衣 > j ; •します 
ECHO g 
とだけ人力します。 

echo はく on > です 

または、 

echo は < off > です 

というように、現在の ECHO モードが表示されます。 Human 68 k の初期設定では、 
ECHO モードは ON です。 

籲メッセージを表示します 
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ECHO くメッセージ> J 

のように、く メッセージ〉として何か文字列を指定して実行すると、指定したく メッセー 
ジ〉がそのまま衣示されます。 

八ッチファイル中にこの行を入れておくと、 ECHO モードが OFF であっても、バ 
ツチ41理の実 f 滩にこのく メッセージ > が表示されます。 
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FOR 


内部コマンド 


機 

能 


軎 

式 


コマン ドの反彳 ii 次:行 

FOR %%< C > IN (〈 mil のセット 〉） DO くコマンド〉 

……（バッチファイル川） 

FOR %< C > IN (くぶ■のセット 〉） DO くコマンド〉 
……(コマンド行用) 


解説 く項11のセット〉の倘数だけ、くコマンド〉を繰り返して案行します。 FOR コマンドを 

次:行すると、変数く C > にく項 U のセット〉の要索が_次代入され、それに促って〈コマン 
ド〉が実行されます。 

< C > には1文字の変数名を衍定します。ただし、バッチファイルで IH し、るパラメータ 
と K 別するため、数字を用いないようにしてください。 

バッチファイル中で用いるときには、この変数く C > の前に％が2 fW 必要(％% F の 
ように)ですが、コマンドモードから治滅入力するときには％は1個だけつけてくださ 


くぶ ftll のセット〉には、次のように後数個の文字列を空 h で K 切って、 1 P . ベたものを衍 
定します。 

く文字列〉く文字列〉…… 
aflH のセット >にはワイルドカードも使えます。 

くコマンド〉には、繰り返し次:行したいコマンドを衍定します。このとき、このコマ 
ンドの中に FOR のめ:後にしたのと M —の変数 < C > を穴ませておくことにより、 
〈 my のセット〉中の要索が Wi 次これに R •人さ/し反很実行されます。 

例 

FOR %% E IN (PROC.IOO PROC.200) DO DUMP %% E \J\ 

……はじめに PROC . 100、次に PROC . 200 がそれぞれ％% E にセットされ^順に 
DUMP さ it ます。 
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GOTO 


内部 コマンド 



機能 


害式 


解説 


バッチ処邱の流れの'史史 
GOTO くラベル〉 

GOTO コマンドは、八ッチ!！!:理をくラベル〉で定義された位芯へ移します。 
ラベルは8文字以内の文字列(英人文字、英小文字、数？:、カタカナ、澳字など) 
で、必ずコロン （ ： >で始まっていなくてはなりません。ラベルは、バッチファイル中 
の仟意の行に ; S くことができます。 

GOTO コマン ドで衍定するくラベル〉には、光頭の コロン （： >を«いたものを指定 
します。くラベル〉に対応する次:際のラベルが バッチ ファイル中にないと、 バッチ ファ 
イルの尖けは終 r します。 


: LOOP 

ECHO エンドレスループ 
GOTO し 0 OP 


…… ''エンドレスルーフ"を厶ボし絞けます 0 次: U . を屮 ll ..するには、 [ CTRL ； 4- を 
利 1 してく/ごさい。 


: LOOP 

ECHO エンドレスループ 
GOTO し 0 OP 9 

•衍定したラベルがな t 、ので、バッチフアイルの実行は終了します。 


184 



IF 


内部コマンド 



灸 ms 定によるバッチ処邱 
IF 〔 NOT 〕 くコマンド〉 

IF コマンドは、く染件 > パラメータに促って、くコマンド〉で指定した処押.を行いま 
す。く条件〉には、次のうちのいずれかを指定できます。く条件〉の前に NOT を付ける 
と、逆に指定の条件にあてはまらないときにコマンドが実行されます。 


• IF く文字列 1> == く文字列 2> くコマンド〉 


……く文字列1>とく文字列2 > が等しい場合、くコマンド〉が次:行されます。ゃ=="の前 
後には必ずスペースをそれぞれ人れるようにしてください。 

• IF く数値〉くコマンド〉 


……く数欣>が0でない場介、〈コマンド〉が实行されます。 

• IF ERRORLEVEL く 数 fi|> く コマンド〉 


…… COMMAND . X のエラーコードがく数侦〉以|••の垛〇、くコマンド〉が次:行されま 
す0 COMMAND . X のエラーコードについては、55 5なの COMMAND コマンド 
の項を参照してください。 


• IF EXITCODE く数値〉くコマンド〉 

…… COMMAND . X のエラーコードがく数値〉と等い、楊合、くコマンド〉が実行され 
ます。 COMMAND . X のエラーコードにつぃては、第5炊の COMMAND コマン 
ドの K (を参照してくださぃ。 

• IF EXIST くファイル名〉くコマンド〉 


……くフアイル？で你 ii されたファイルが存在している叫•介、くコマンド〉が次:行され 
ます。 
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PAUSE 


内部 コマンド 



機能 


窨式 


解説 


八ッチ処理の一時停止 
PAUSE 〔くコメント〉〕 

PAUSE コマンドは、バッチファイルの，失:行を—十料?•止します。フロッピーディス 

クを交換したり、バッチ切:坪を中断させたリする必要のある場食に使 W します。 
PAUSE コマンドが実行されると、 

準備ができたら何かキーを押してください 

というメッセージが表示さ才し処理が一^ - ih します。するときは仃总のキー （ 
EimS +匚 m 以外)を押します。 

このときで TRL | + [^~] を押すと、 


バッチ処理を中止しますか？ < y / N > 

とたずねてきます 0 [ XJ を押すとバッチファイルの处邱力 * ら抜け出し、コマンドモード 
にます。区]を押すと、バッチフアイル屮の次の行から次:けが|咖されます。 


なお 、 [CTRIJ + | C 1は、 PAUSE コマンドでしているとき以外にもも•効 
で、バッチ処邱の屮止をすることができます。その場作も、同じメッセージが表示さ 
れますので、0また答えてください。 

くコメント〉には、•止時:に表示したいメッセージを指定します。たとえばここ 
に「フロッビーディスクを交換してください」と入れておけば、 

フロツビーディスクを交換してください 

のようにコメントのみ &/ J ; •して' 八ッチ处理の実行を料?•止します。 
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バッチ处琛中における コメン トの表示 
RP：M 〔くコメント〉〕 


KEM コマン ドは、ハへ•ノチ ファイルの， 臭:行中に コメン トを私 Y くしたいときに使いま 

to 


REM コマンドは、くコメント〉を表示するだけで他は何もしません。コメント内の 
区切は、スペース、タブ、カンマのみ使⑴できます。 

次の例は、 REM コマンドを使ったバッチファイルの一^ ij です。 


REM フロッビーディスクのフオーマットおよびフロッピーディスクのコビー 
REM 新しい フロッビーディスクを ドライブ B に挿入してください 
FORMAT B : 

DIR B ： 

DISKCOPY A : B ： 
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内部 コマンド 


SHIFT 



八ッチ 処理中に おけるパラメータのシフ ト 

SHIFT 

SHIFT コマンドは、 八ッチ 処理の際、仮パラメータに代人される次:パラメータを、 
ひとつだけずらす（シフトする）ために使います。 

たとえば、 TEST . BAT という八ッチファイルの内容が次のようになっていると 
します。 


COPY %1 % 2 

SHIFT 

COPY % 1 %2 

このバッチファイルを次のように•欠:行すると、 

TEST XI X 2 X 3 

1) 范1むの％1、％ 2には、それぞれ ド、、' X 2" が代人さル 

COPY XI X 2 


として％/■されます。 

2) 第2行の SHIFT コマン ドで次:パラメータがひとつず i し第3行は、 

COPY X 2 X 3 


として実行されます。 

このように、ノ 、。ラ メータ（ここでは％1と％2 ) の数よリ灾•バラメータの数が多く 
ても、 SHIFT コマンドを⑴いてシフトすることにより、_に代入することができま 
す。 

したがって、ふつうバッチファイルで使⑴できるバラメータは％ 0から％ 9までの 
UKW までですが、 SHIFT コマンドを使うことで、 l(XWaj •.扱えるようになります。 

なお、 SHIFT コマン ドでシフトを行ったときに、代人すべき决ン 、。ラ メータがなくな 
ると、顺に空（ヌル） 文字列が仮/ ぐラメータに代人されていきます。 
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第6章キー入力の編集と 

キ ー ボ ー ドコントロ ー ル 


6 . 1 イントロダクション 

Human 68 k では、キー入力操作の能率をよくするために、テンフレート機能、ヒストリ機能 （HIS 
コマンド）、ヒストリデバイスドライバ （ HISTOKY . X > の3つを侍っています 0 

籲テンプレート機能 

ifrjiij に次: H •したコマンド行をゼ慷しておき、その行を加 I ：して再びキー入力として使 HJ します。 

•ヒストリ機能 （11 IS コマンド> 

それまでに入力された コマン ド行を記货しておき、数 N 前に灾行した コマン ド行を、再び実行する 
際に、そのまま呼び出して使 llj します。 


♦ヒストリデ/、，イスドライ/く ( HISTOKY . X ) 

HISTORY . X は HIS コマン ドのヒストリ機能を人幅に拔张し、さらにエイリアス機能や簡給バッ 
チ機能などを備えています。これを利することで Human 68 k の操 fl 竹は格段に向 I •.します。 

6.2 テンプレート機能 


テンフレー ト機能は直前に入力した コマンドを ''テンプレード'と 呼ばれる啡所 (バッファ} に保々 •• 
しておき、必要に応じて呼び出すことができるというものです。 

テンプレート機能を使 II !すると次のような利点があリます。 


♦向じコマンドを続けて実行するときなど、直前のキー入力を1回の操作で繰り返すことができます。 
♦於いファイル名などを游って人乃したとき、 W 初から入力しめ:す必要がありません。1〜 2 M のキ 
一枨作で誤った部分を呼び出して必要なところだけ再入力できます。 

つまり、適:前の人力の含体または一部を活⑴できるわけです。 

コマンド h •とテンプレートの関係を M 示すると、次のようになリます。 


A> 



□を押すと 


A> 



ステムのコマンド觯析部 


テンフレート機能 


テンプレー 


ここでの制作は、次のようにして行われます。 

⑴キーボードから人力したコマンドは、リターンキーを押すまでコマンド行に fity 寺されます。 
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(2) リターンキーを押すと、コマンド彳 f がシステム内部のコマンド鮮析部に送され案行されます。 
同時にそのコマンド行はテンプレートにコビーされます。 

このように、いったん人力したコマンド行がテンプレートにもコビーされて保ザ、专されるようになっ 
ているため、これを次 M の入力時に利⑴できるというわけです。 

次にテンプレート機能の•むを, j ; •します0「機能ヒいうのは、 ㈣ ifii のファンクションキー爛:こ衣 
ボされるもので、機能を VT 略した文卞です。 


一卜賺 


キー 


機能名 


機 


能 


F 1 

I 

Cl 

F 2 

1 

cu 

|F 3 

1 

CA 

F 4 

i . 

SI 

F 5 


su 

lLIj 

VOID 

F 7 


NWL 

LOJ 

INS 

F 9 


N & CU 

F 10 


EOF 




テンプレートから叹在行へ1文字コピーする 
(COPY 1 CHARACTER ) 

テンブレートから％在行へ衍定された文卞の 
iftiiij までのすベての文字をコヒーする 

(COPY UP TO CHARACTER ) 

テンプレートにあるすベての文字を呪在行に 
すべてコピーする 

(COPY ALL CHARACTER ) 

テンブレート内の1文字をスキップする（コビ 
一は行わない ） (SKIP 1 CHARACTER ) 
指定された文字の通:前までテンプレート内の 
文字をスキップする（コビーは行わない） 

(SKIP UP TO CHARACTER ) 

祝在行に入力した内容を取り消す(テンプレー 
卜の内斿はそのまま） 

祝在 U に人力した内容をテンブレートにコピ 
一する 

揷人モードの設定 • 解除を行う 

祝在•行に入力した内容をテンブレートにコビ 
一した後、定された文 •>: のめ:前までのすべて 
の文字を祝在行へコピーする 


CTRLi-f Z |を人力する 



6.2 テンプレート機能 


次に、各キーの操作方法に ついて、 使 IH 例をあげながら説明します。 


く F —L キー〉 

'' MASTERFILE .100" と人力するつもリで、次のようにファイル名を誤って人力し、エラーメ 
セージか # 表示されたとします。 

TYPE MASTERFI し E. 200 ^5一 

ここで、キーを押してみます。すると、 


と、祝在行に表示されてます。このまま、絞けてキーを押して行くと、 

TYPE MA …… 

のように、順に、さきほど识つて人力した行がそのまま衣されていきます。 

TYPE MASTERFI し E. 

のところまで如;•されたら、次に、'' 1" と人力し、また[〇]キーを絞けて押します。 

TYPE MASTERFI し E. 100 

これで、誤リを修 ll : •することができました。ここでリターンキーを押すと、 H 的のファイルの内容 
を衣示させることができます。 

このように [[1 J キーを使うと、いちいちタイプし 〖 ft す必要がなく他利ですが、この例のように、修 
正したい升行の後ろにあると 、 f 口 I 度も[〇]キーを押さなくてはなりません。このようなときに 
は、次のキーを使うと他利です。 

<IF 2キー〉 

djj キーは、次のように使います。 

TYPE MASTERFI し E. 200 

と、淡つて人力してエラーメッセージが出たら、 rfyi キーを押して(この時点では何も起こりませ 
ん)、絞けて'' 2" を押します。すると、祝在行に、 

TYPE MASTERFI し E. 

と表示されます 0 |F 2 | キーにょり、'、2"の治 jjij までの文字が、テンプレートから祝在行に コピー さ 
れたのです。ここから後は、いままでどおリノド、 [ ED キー、キーと絞けて押せば、 

TYPE MASTERFI し E. 100 

となリ、修正か*^厂します。この方法だと、| F 1キーだけを使うよりも、はるかに簡単に手直しする 
ことができます。 
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く F 3 キー〉 

m じ例で、キーを使って修正してみます。 

TYPE MASTERFILE.200 ^ 

と、誤って人力してエラーメッセージが出たら、[〇]キーを押します。すると祝在行に、さきほどま 
ちがえて人力した行と M じものが次のように、 

TYPE MASTERFI し E. 200 

と犮ボされます。ここで、キー、またはキーを押して、カーソル'' 2" のところまで移 ！ PJJ 
して ''200" を消し、を入力します。そして、このまま再び [ FT ] キーを押すと、現在行は、 

TYPE MASTERFI し E. 100 

と衣ポされ、 iF . か Vi ： 丫します。 

く [F 4 キー〉 

[〇!キーは、次のようなときに使います。 '' FILE 3 .TXr をコビーしようとして、 

COPY FILE34.TXT B ： \J^ 

と人力してしまい、エラーが出力されてしまったとします。このとき、まず [ EE キー、_キーな 
どを使って、次の祝在-行に、のところまて 1&> 丨 ; •させます。 

COPY FI し E3 

ここで 、 IF 41キーを押すと、テンプレートの中の内容が1文字（ここでは、'4"> だけスキップ（飛 
び越し）されます。このとき、_面上では何もおこりませんが、次に残りの文字を [ FT ] キーを押して 
祝在行にコピーすると、 

COPY FILE3.TXT B ： 

となります。これで、が^ f します。 

<[F 5 キー〉 

キーは、テンプレート中の衍定の文字までをスキップするもので、使い方は If 2 1 キーと似て 

います。 

COPY FILE001.DOC B : 

という行がテンプレート中にあるとして、 [ E ] キー、キーなどを使い、次の位說まで私!在行に 
コピーしたとします。 
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COPY FILE 


ここで 、 \F 5 | キー、続いて'’.’’を押すと、テンプレート中の'' 001" がスキップされます。 
キーを押せば、 

COPY FI し E.DOC B ： 

となります。 


< F 6 キー〉 

[ F 互」キーは、いま人力している祝在•行の内容をすべて取り;行すのに使います。 テンブレー トの内容 
は以刖の コマンド 彳 i •で入乃したままとなっています。 テンプレート 機能による作龙屮に、 コマンド ひ 
の編 1 上 • 修正が失敗したときなど、元のイメージにもどすときに使⑴すると他利です. 


<!F 7 キー〉 

! F 7 >—は、以问のテンプレートの内界を抬て、祝作•行に入力されている内界をそのままテンプレ 
一卜に移します。このとき、カーソルは次行の Ai 初に戾リ、何も入力され ていない 状態となリます。 
何か コマン ドを入力し、リ ターンキーを 押す前に淇入力に！^< ついた ときは、この キーを 使うと エラ 
一になる前に修正を行うことができます。 

<|F 8 キー〉 

[ F 幻キーは、テンプレート中の内祥の、仃兑の場所に文？:を也加神人したいときに使います。 

TYPE F し E.TXT 

というコマンドテンプレートに人っているとして、キーなどを使って次の位;探まで祝在行にコ 
ピーしたとします。 

TYPE F 

ここで、 [ P 丄 j キー、絞いて T を押すと、'' P の後に” P が神入されます。丨1^キーを押せ 
ば、 

TYPE FI し E.TXT 

となります。 

なお、キーは、いちど押すと掉人モードになりますが、もういちど押すか、または別のテンブ 
レート機能キーを押すことで神人モードを w •除することができます。 

く F 9 キー〉 

[ド i 」 キーは、 LEJ ] キーと M 様の機能を、テンプレートに対してではなく、脱！:•行に対して行いま 
す。在行で、次のように入力した時点で、 
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TYPE FI し D.TXT 

[ E キ-、続いて''びキーを押せば、祝在行に、 

TYPE FI し 

と表/ J ; •されます。このとき、テンプレートには、さきに人力した祝在•行の全文字がコピーされていま 
す。 

このキーは、 [^1] キーと hi 敗 I リターンキーを押す前に誤りを修正したいときに他利です。 

6 . 3 ヒストリ機能 （ HIS コマンド） 

ヒストリ彳 j •列とは、それまでに尖行したコマンド} j ••を、システム内の八ッファに保存したものです。 
ヒストリ機能は、このヒストリ彳 j ••列を利 H 1 することにより、それまでに次:行したコマンドをさかの 
ぼって呼び出すことのできる機能です。 

まず、次:際にヒストリ行列を及示してみましょう。次のように入力します。 

HIS 0 

これで、たとえは次のように、それまでに次:行したコマンドが_に衣示されます。 

00005 : DIR B : 

00004 : TYPE B : FILE. 100 

00003 : COPY B : FILE. 100 A ： FILE.OK 

0000 2 : DIR 

0000 1:DEL B ： FILE. 100 
0000 0 : HIS 

左側には、いま入力したゃ HIS ， コマンドから逆に数えて'、くつ前の"コマンドむであるかが 
数字で示され^":〃以下右側に保存されているコマンド行が表示されます 0 HIS コマンドについ 
て、くわしくは「第5敢コマンド」の HIS の項をご览ください0 
このヒストリ行列を実際に利用してヒストリ機能を使うには、次に示すようなキー操作を行います。 
一く数値〉せ 注 U 行から逆力(占いか⑷へく数船だけ移|力し、その内祥をテンプレート 

に_します。く数値〉を«略すると、1をす 1 T 走したものとみなされます。 

十く数慎〉』 注 LHf から正方向(新しい方向)へく数値）だけ移#力し、その内容をテンプレー 

卜に格納します。〈数 fift > を省略すると、1を^したものとみなされます。 
一/〈文卞列> 4注 LHf から逆方向にあるく文字列〉で始まる行に移#力し、その内容をテンプレ 

一卜に格納します。 

十/ぐ文字列〉& aiH 行から正方向にあるく文字列〉で始まる行に移勋し、その内容をテンプレ 

一 卜に_します。 

- ?〈文字列〉 g 注11行から逆力•向にあるく文字列〉を含む行に移#力し、その内答をテンプレー 

卜に_します。 
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+ 9〈文字列〉;^;注 H 彳 j •から正力•向にある < 文字列〉を含む行に移勅し、その内容をテンプレー 

卜に_します。 

^ •新の行に移#力し、その内容をテンプレートに格納します。 

[ROLL DOWN 7 ] 注 Hif •から逆方向へ 1 つだけ移#力し、その内’括をテンプレートに格納します。 
[ROLL UP | 行から正方向へ 1 つだけ移|力し、その内容をテンプレートに格納します。 

UNDO ] ぢ Wl : •のテンフレート中の内容を、そのままコマンド行として実行します。 [ fT ] 

g を押したのと効果は向じです。 

ここで、注 U 行とは、ヒストリ彳ナ列中で、いまシステム；している行のことをします。 
前記の例をもとに、実際にヒストリ機能を用いて作業を行ってみます。 

を1回押すか、または、 

— 

と人力します0すると、次のコマンドけに、 

A>DE し B : FI し E.100 

と表示されます。注目行がヒストリ行列中を、逆方向に1 つ だけ移動したわけです。ここでもう いち 
ど同じ操作を行うと、さらに注目行が1 つ 逆に移動し、次の コマンド 行に、 

A>DIR 

と衣ボされます。 

次に、 IkGITWI を押すか、または、 

と人力すると、次のコマンドむに、 

A>DE し B : FI し E.100 

と表ホされます。こんどは、前の操作とは反対に、注目行がヒストリ行列中を正方向に移動しました 
次に、 ° 

一 / type g 

と入力してみると、ヒストリ行列中で、 - type 〃て始まる行が逆方向にさがされ^ 

A〉TYPE B: FILE. 100 

と_さ# I ます。 

以 h どの場合も、ヒストリ行列の注 H 行は、表示されると時にその内容が テンプレート 中に入り、 
カーソルはさらにその次の行に移リます。 

さきに注目行を、「システムが注目している行」と説明しましたが、実際には、ヒストリ行列中で、 
いまテンフレートに格納されているヒストリ行、およびその行番号を指すことになリます。 
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A> 


A> 


A> 


A> 


A> 



テンプレートによリ 
祝 A けの編 It •をけう 
ことができます 



したがって、この状態でテンプレート機能を使うことにより、いま及示された行をコマンド行とし 
て利川できるのです。 

たとえば、 K (了 lXTJF ] を押して、次の”を衣示させたとします。 


A>COPY B ： FI し E. 100 A ： FI し E.OK 
A>_ 


ここで [ FjJ を押し、絞けて'' A " を押せば、テンプレートに入れられたこのヒストリ U が編恥され 
て、次•のように衣 > ji されます。 


A〉COPY B : FILE. 100 A ： FILE.OK 
A>COPY B : FI し E. 100 ■ 


ここで、他のテンプレート機能⑴のキーも利川すれば、このコマンド行を n 山に編災することがで 
きるわけです。 

こうして、ヒストリ機能とテンプレート機能をあわせて利川することにより、キー入力を効率よく 
行うことができます。 

なお、ヒストリ行列はバッファに保存されますが、バッファの領域の限度を超えた部分については 
保#することはできません。ヒストリ行列の格納 m を增やしたいときはバッファの領域を增やす必要 
がぁります。このときは、 CONFIG . SYS ファイル中に指定された SHELL 行中の COMMAND . X に、 
、'/ H " スイッチをつけてヒストリエリアサイズを指定してください。詳細は、第5:なの 「 COMMAND 」 
コマンドの巧 i を参照してください 0 
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6.4 ヒストリデバイスドライバ 


6. 4ヒスト リデバイス ドライノく 


Human 68 k の操作取泛を格段に|«'*丨 h させるために、 '' HISTORY . X " というデバイスドライバを⑴ 
立しています 0 ここでは、この HISTOKY.X の使いみについて解说します。 6.3 で解没したヒストリ 
機能は COMMAND.X の内部コマンドの IUS コマンドで H •いましたが、ここで解《说するヒストリデ 
バイスドライバは CONFIG.SYS で組み込むものです（コマンドけからも"(能)。次:際の組み込みみ 
法は後はど解説します。 

6.4.1 HISTORY.X の概要 

このデバイスドライバは、キーボードのタイプ:を你ノ j 滅らすために次のような機能を待っています。 

1. コマンドけでの褊災機能 

2. テンブレートの操作 

3 • 人})文. 列のヒストリの検も;と W 人力（ヒストリ機能） 

4 • ディレクトリ変検索と洱人乃 

5. エィリアス(別名定義)機能 

6. 簡鉍バッチ機能 

7. 说ずど史数の取リ込み•その他 

れ櫟能の溉要は次のとおリです。 

1 . コマンド行での 

コマンドやパラメータを問4えて人ハし た始' エディタとのじように人力したけを 編 ! 14すること 
か # できます。たとえば、 . 

TYPE YHE し PYHST.H し P_ 

と人力して、 HST は HIST の問迪いだと VvfJ * いたときは、カーソル移#) j キーでカーソルを 
の位 iK に移勋して '’ 厂を入力すれば修||:•できます。この々 ー ソル柊抑の方法は、丛本的にスクリー 
ンエディタ ''EIT と M じです。 

2. テンプレートの操作 

テンフレート機能は HISTORY . X が組み込まれていなくても利…できますが、 HISTORY . X では 
さらにテンプレートのリ|き敉だ ( ナをコヒーする機能が追加されます。 

3. 入力文字列のヒストリの検索と再入力（ヒストリ機能） 

IIIS コマンドでも、これまで人力したコマンドをさかのぼって呼び出すことができます0しかし、 
IIIS コマンドの坳ひ、テンプレートに fff 納したり、あるいは八ッチファイルにしたリ、といった构数 
の T . 続きが必要となリます。ところが、 HISTORY . X では、以如•に人力したコマンドやリ|き数をワン 
タッチで呼び出して划/•することができます。 
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れまでに 


ED ¥HE し PVHHIST.BAT 
TYPE ¥HE し P ¥ HHIST.BAT 
HHIST 

というコマンドを入力していた垛作、もう•度 HHIST.BAT を衣ボしたいときは、 [CTRL j キー 
を押しなか<ら_を押します。こうすると、コマンド行には 


A〉HHIST 


と衣示されます。ここで、さらに CTRL キーを押しながら灰」を押すと 


TYPE ¥HE し PVHHIST.BAT 

と衣小されるので、ここでリターンキーを#^ば TYPK コマンドが次:けされます。 


4. ディレクトリ変更履歴の梭索と再入力 

ディレクトりの移勅は CD コマンドで行いますから、ヒストリ機能を利用しても以前に入力したコ 
マンドを呼び出すことができます。しかし、ハードディスクを利川している場作などは、ディレクト 
リを移勒することが多いので、ヒストリ機能とは別にこの機能を用意しています。 

これまでに 

CD VETCVGAME 
CD VPRGVCSRCVGREP 
CD VUT し ¥ T 00 し 

とディレクトリを変〇!•していた垛合、 ¥ ETC¥GAME にディレクトリを移が J するときは、 [ CTRL ] 
キーを押しながら [ g ] を 2 M 押します。こうすると、コマンド行に 

A〉CD VETCVGAME 

と衣小されるので、ここでリターンキーを利*^ば CD コマン ドか 行されて II 的のディレクトリに移 
肋できます。 


5. エイリアス（別名定義 ） wm 

コマン ドを別の名 f !! j •で定義する機能です。 スイッチ やオフ、 ンョンの 多い コマン ドはなかなかおぼえ 
にくいものですが、こういった コマン ドを短い名前で定義しておけば、いちいち マニュアルを 兄なく 
ても簡単に実行できるようになります。たとえば、 

SPEED 1200 B 8 PN SI XON 

を ''RSINFT で定義しておけば、 

RSINIT J 
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と人力するだけで、 

SPEED 1200 B8 PN SI XON 

か Hj •されます 0 また、 マ/レ チ切:坪やリダイレクトと組み合わせたり、バッチ处理と⑹ じようにパラ 
メータも利川することができます。 

6. 簡易バッチ謙 

人力したコマンドはヒストリ八ッファに格納されますが、これをバッチ处坪のように速絞して次が 
できます。たとえば、ヒストリバッファに次のように f 絲勺されているときに 

Ml FORMAT B : 

12 1 DISKCOPY A : B : 

13 1 CHKDSK B ： 

14 ! ED VHEl_PVHHIST.BAT 

15 I TYPE VHE し PVHHIST.BAT 

16 I HHIST 

17 1 CHKDSK A : 

A> 1 -3 7 ■ 

11 CTRL 1 + ® (1 1 | H W ベ- ス I fT | | CTRL | + 区] と入力する） 

と人力すると、1から 3 SII の コマン ドと7界 II の コマン ドが次；けされます。 

7 . 環境 変数の取り込み • その他 

コマンドむに53%芡敉を展間したリ、 HISTORY . X の状態を W リ { f えるための機能です。 

6.4.2 HISTORY.X の機能 

ここでは、 HISTORY . X の全ての機能を、例をまじえながら解說していきます。 HISTORY . X の 
コマンドには、 CTRL (コントロール キー> 系と ESC (エスケープキー）系の2神類あります0 

♦CTRL 系のコマンド 

CTRL 系のコマンドは、 ^ TRL キーを押しながら1文字のキーを押すことによって人力するもので 
す。この操作方•を次のようにプラスでつな v 、で表•记します。 

CTRL + X (X は 1 文字のキー） 

♦ESC 系のコマンド 

ESC 系のコマンドは、1^；を押し、続けて1文字のキーを押すことによって入力するものです。 
この操作方法を次のように''."記罟で区切って表記します。 


ESC • X ( X は1文字のキー) 
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記について 

コマンドの解说で使 IH する圮‘づ.は、それぞれ次のような立味です。 



立 味 

\ 鬌 

スペース(•十: fl 文？:） 

<str> 

fES の文字列 

〈mini〉 

mi 

く item〉 

8文卞以ドの文字列. 

<env> 

n：v2: の似を交? r〆， 

• 争 

繰り返しを W す 


1 . コマンド行での編集機能 

編 1 上機能は々 ー ソルの移孙と文？:の神人/か餘の2つに分けて说明します。及中の「キー」のと 
ろに複数のキーが,丨:••かれているものは、どちらのキーを使⑴しても H じです。 


• カーソルの移! Jjj 


キ ー 

[CTRL + 幻 

、 

(CTRLI+ ^ 


[CTRL -f[ A 1 

、 丄‘ 

[CTRL + [TH 

' rn 

CTRL + B 



悚 


fi & 


カー 
々一 
ウー 
カー 
力一 


ノルを1文?: A : へ移! 
ノルを1文卞心へ移 #， J 
ノルを1ワード々へ移 # ft 
ノルを1ワードムへ移 ! PJJ 
ノルを nn /. 未へ m け j 


衣中の「ワード」というのは、次のような文卞で k 切られた文卞列のことです。 




% Y 



例) 


A >CD Y DOC Y REPORT V X68K_ 

1 CTR し + A 
A>CD Y DOCV REPORTViXi68K 

i [CTRlJ + B 
A > CD V DOC V REPORT VX68K 

1 こ CTRL + T B 1 
A>CD Y DOC V REPORTY X68KB 
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• 义卞の神人/削除 


6. 4ヒストリデバイスドライバ 


キ 


•機 能 

CTRL + 

H 

、 BS カーソル位芯のん:の; Ci •:を削除 

CTRL + 


、 DEL カーソル位芯の文卞を削除 

CTRL + 

へ 

カーソルのん:1ワードを削除 

CTRL + 

Y 

々ーソルのム -1 ワードを削除 

CTRL + 

U 

カーソルより A ミの文卞列を削除 

CTRL + 

K 

，晒1 ■一 - 

カーソル位芯よリけ求までを削除 

CTRL + 

0 

神人/上,印きモードの切 1 )抒え 

CTRL + 

[ 

、 ESC コントロール； Ci •:の人ハ 

: TAB : 


人力文字のファイル8保代 


文•ドの人力時は、战本的に神人モードになっています。途中て'#人し_!••きのモードを变えても、 
次に人力す る ときは神人モードになります0ただし、この状態は411[け JI 作のオ プションやコマン ドで WJ 
リけえ る こともできます（•げしくは後述します}。 

コン ト ロール； C ?: を人力するとき (i CTRL + T (または KSC ) を押した後に、 CTRL キ 
一と コントロール 文卞を押します0 

例1> 


A〉ECHO ■ 

i CTR し + 

A>ECHO ■ 

i CTRL + L ( コントロール文字 ) 
A>ECHO へし _ 

例 2) 


A>CD 

Y DOC Y REPORT YX68KB 


窜 

CTR し 

+ 

A 

A>CD 

YDOCYREPORTVXi68K 

A>CD 

i CTR し 

YDOCYX68K 

+ 

へ 
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第 6 章 キー入力の 編集と キーポードコントロール 


例 3) 

A>CD VDOCVREH 

i TAB 

A>CD VDOCVREPORTH 


• テンプレートの操作 

テンフレートの拽作には、 ESC 系のコマンドを使います。 


，。レート機 fil 


キ 


株 


能 


ESC - 

—s 

( Cl ) 

[ ESC ] - 

T 

( CU ) 

[ ESC ] • 

U 

( CA ) 

ESCl • 

V 

( SI ) 

I*：SC - 

w 

( SU ) 

ESC - 

E 

( VOID ) 


J 

( NWL ) 

[ ESC ] • 

P 

( INS ) 

KSC • 

F 

( NWL & CU ) 

ESC - 

0 

〜 ESC • 9 

衣中の力 

••ノコ. 1 F きのものは、 「6. 


テンプレートから 1 文卞 コビー 
テンブレートから文卞まで コピー 
テンプレートから 伐 リの义 7:をす ベてコヒー 
テンブレートト.で1文字スキップ 
テンプレート I ..で定文卞までスキップ 
人乃彳/ •をす ベて 削除 
人力彳/•をテンプレートにコピー 
テンプレートの神人/. I •.外きモードの切リ行え 
人ノ jh •をテンプレートに コ ヒーした後 、 {ir 七文卞 までコピ， 
レートの1〜 I 0 SII のリ I 数をコヒー 


キーによるテンプレート機能もそのまま機能しますので、どちらか使し、やすいみを使ってください。 
「リ I 攻 j というのは、タブやスペースでド:切られた文卞列を, j ; •します。 


テンフレートに 

TYPE Y DOC V REPORT V ABC . DOC 

という文卞列が人っているものとすると、次のような报作ができます。 

A〉DEL ■ 

i ESC •匚1 

A >DE し V DOC Y REPORT V ABC . DOC _ 
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6.4 ヒスト リデバイス ドライノく 


3. 入力文字列のヒストリの検索と再入力（ヒストリ機 gg ) 

ヒストリ機能は、以刖に人力した コマン ドを沖&人力するための機能です。訢たに人力した コマン 
ドは、特別な指定をしないかぎり、 d 動的にヒストリバッファと呼ばれる領域に: g 録されます。 

•ヒストリ機 fili 


キ 


機 能 

[ CTRL )+ m，l 

ROLLDOWX 

ヒストリの所しぃものから検索 • 冉人力 

I < str > [CTRLI + 

[^ l 、 

< str > で始まるヒストリを新しぃ方から検索 • W 入力 

< str > ROLLDOWX | 

[■ - - — — ■ ■■ 一一 ■ _ 1- 

’ ’ < str > CTRL + W 、 

’ * < str > ROLLIX)WN 

卜 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ i 

く str > を穴むヒストリを新しぃ方から検索•再入力 

[CTRL + [E 1， 

ROLLUP 

ヒストリの古 t 、ものから検索.再入力 1 

< str > CTRL + 

く str > ROLLUP 

E 、 ^ 

< str > で始まるヒストリを山•ぃ力から検出 • 押入力 

，’ < str > ICTRLl + f E U 
•’ < str > ROLLDOWN 

< str > を穴むヒストリを占ぃ方から検索 • 押人力 

[CTRL + 匚 R 


ヒストリの新しぃものから引数を検索•冉入力 

< str > fCl'RL + 

K 

ヒストリの靳しぃものからく str > を穴む引数を検索 • 再入力 

ヒストリの祈い、ものからリ|数を検本し、く s tr >， ’の後に再 
人 Jj 

< str > 4 ^fCTRLl 

+ R 

[CTRL +[T 


ヒストリの i 1 , •ぃものから， j | 数を検右•冉人力 | 

< str > CTRL + 

T 

ヒストリの占ぃものから < str > を含む， j | 数を検索•洱入力1 

く str > ’ f [CTRL 

卜- ■ ■ ■ 

+ T 

■画 ■ ■ ~——^" 11 ■ ^―^― - - — — _ I 

ヒストリの iV ぃものからリ|数を検索し、 < str >， ’の後に再入力 

r _ • 卜 ] 

► ~ ■ ■ ■ ■ ■ 丨| i _ ■ _ 


■ " 1 ■ ■ ■ - — — ■ -- 

ヒストりの新しぃものから引数部分を検索•再入力 

「KSC • ¥ | 

一 - 


ヒストリの山ぃものからリ Ift 部分を検出•洱人力 | 

CTRL + L 

トー ■ ■ 


ヒストリの新しぃものを1 ㈣ 而分衣 , ji ] 

< str > ! CTRLJ + 

L 

ヒストリの新しぃものからく str > を含むものをすべて衣ホ1 

[ ESCl • L ] 


ヒストリをすべて衣示 1 

< str > ! ESC | - □ 

— ^― 一- - 


< str > を穴むヒストリをすベて表ポ I 

< num > ESC • 

N 

< num > 浪11のヒストリの洱人力 

MESC ] - d@j 


人力中のけをヒストリに分^し、人力行を削除 


(注》リ I 数部う)'とは、コマンド行に入/;された文卞列のうち、コマンドを除いた スペース 以降の部分で 
す0 
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第 6 章キー入力の絹集とキーボードコントロール 


例えば 

COPY A : TEST 1 .DAT B : 

では、 

A : TEST 1 .DAT B : 

という部分をリ I 数部分といいます。 

ヒストリバ ッファ に次のような义卞列が人つているものとして操 fl 伸 j をボします。 

II I ED V HE し PYHHIST.BAT 
121 TYPE YHE し PYHHIST.BAT 
13 1 TYPE REPORT.DOC 
|4| HHIST 

151 CD V DOC V REPORT V X68K 

a>i 

i CTRL + W 

A〉CD Y DOC V REPORT VX 68 KB 
i CTRL + W 
A 〉 HHIST _ 


m2) 


A 〉 TY _ 

i CTR し + W 
A >TYPE REPORT . DOC _ 
i CTRL + W 

A >TYPE V HE し P V HHIST . BAT _ 

例 3 > 

A > HE ! 

i CTRL + W 

A >TYPE V HE し PV HHIST . BAT _ 
i CTR し + W 
A>ED VHE し PVHHIST . BAT _ 
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6.4 ヒストリデバイスドライバ 

例4> 

A> DOCI 

i CTR し + E 
A>TYPE REPORT.DOC 
i CTR し + E 
A >CD Y DOC Y REPORT YX68K 

例 5> 

A>_ 

1 CTR し + R 
A>Y DOC Y REPORT YX68KB 
i CTR し + R 
A>CD_ 

例 6> 

A>DO_ 

1 CTR し + R 
A> Y DOC V REPORT Y X68K_ 
i CTR し + R 
A>REPORT.DOC_ 

例 7> 

A>DIR ■ 

i CTR し |+ R 

A >DIR V DOC V REPORTV X68KI 

例 

A>DE し ■ 

1 ESC いい 

A 〉 DE し V DOCV REPORTV X68KB 
i ESC •广 
A>DE し REPORT. DOC_ 

例 9> 

A>2_ 

i [ESC • N 

A >TYPE Y HE し P V HHIST. BAT_ 
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第 6 章キー入力の S 集とキーボードコントロール 


例10> 

A>ED SAMP し E . DOC _ 
i ESC • <0 

A 〉_ TED SAMPLE . DOC ^ はヒストリに登録される） 

i CTR し+ し 

II； ED ¥ HE し PVHHIST.BAT 
12! TYPE VHE し PVHHIST.BAT 
131 TYPE REPORT.DOC 
141 HHIST 

151 CD V DOCV REPORT V X 68 K 
16! ED SAMPLE.DOC 


4. ディレクトリ変更履歴の検索と再入力 

以刖に a ) コマンドで芡史したディレクトリのパス/パを叩纪人乃する機能です oCi ) コマンドでディ 
レクトリの变セを行うと、その内界は n #)】 的にヒストリ八ッファとディレクトリ変史_の両ヵ•にく艺 
鉍されます 0 


•デイレクトリ殳史画の検索 


キ ー 

機 能 

[CTRLj +1~〇~1 

ディレクトリの变 Oiifti 狀を訢しいものから検出•洱人力 

< str > CTRL +10」 

■ ■■画 — ^―^— _ ■■■■ ■ ■ — ^― _ ■■ ■ ■ 4 

< str > を穴むディレクトリの変史魄盼を?斤しいものから検出 • |び 

人力 

< str > * * CTRL + Q 

ディレクトリの变 UM 脱を新しいものから検由し、く str >* ，の後 

にディレクトリ部を W 人力 

[ CTRL+[Y | 

ディレクトリの変0!_を々いものから検由.洱人力 1 

< str > CTRL +[ Yl 

< str > ディレクトリの芡 IliWW を M 、 ものから検沿•付人力 

く str > ’ * CTRL + ^~ Y ~] 

ディレクトリの变史醒を占いものから検由し、く str >， ，の後に 
ディレクトリ部を再人力 | 

1 [CTRLJ + [~]_ 

ディレクトリの変史_をすベて衣示 

f < str > | CTRL ] + f 1 I 

< str > を含むディレクトリの変史脱狀をすベて衣ボ 
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6.4 ヒストリデバイスドライバ 


ディ レクトリの変史_ に 次のような文卞列が人っているものとして报 m 列を示します。 

CD A : V DOC V REPORT 
CD B : VDOCVX68K 
CD A : VETCVGAME 
CD B : ¥TOO し ¥TOO し 1 

例 1) 


A>_ 

i (CTRL] + 「Q 1 
A>CD B : VTOO し VTOO し 1■ 
i CTR し + Q] 
A>CD A : VETCVGAMEB 


例 2> 


A>DO_ 

i [CTRL + I Q 1 
A>CD B : VDOCVX68K 
i [CTRL + [ Q 1 
A>CD A : V DOCV REPORT 


例 3) 


A>DIR ■ 



ctrQ 


A>DIR B : VTOO し VTOO し 1■ 
1[CTRL] + I Q ] 
A>DIR A : VETCVGAMEB 


例 4> 

A>RD DOB 

i ICTRLj + l Q ] 
A>RD B : VDOCVX68K 
； CTRL + [Q 1 
A>RD A : V DOCV REPORT 


5. エイリアス（別名定義）機能 

コマンドを別の名前で定義する機能です。定義した名前はエイリアス(別名)バッファに登録され 
ます0 
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第 6 章キー入力の編集とキーボードコントロール 


•エイリアス機能 


キ ー 

機 能 

< item > ’ ’ < str > ESC • I 

卜 ■ ■■ 一，一 - - ■ 

く str > をく item ) で別名定底%変数も使川 " Tfig 

< item > ESC • I 

く item〉 の別名定義を削除 

一 <item>’ ’ 〈item〉•. ESC • I 

^ -- 1 _mm 

ftj 数のく item〉 の別ん ii 我を無幼にする 

ESC • [ I ] 

別?^芯校の-背を衣ボ 


エイリアス機能は、バッチファイルと M 様に％1〜％9の変数や55%変数を利 HI することかできます。 
例 n 

A>LS DIR %\ N Pm 

ESC • I ( I はアルファベット） 
i ( これで ^DIR %l N P" が " LS" として定義されます） 

A>_ 

ここで 

A>LS YDOC J 
と人力すると、 

DIR YDOC /N P 

が次:むされます0また、マルチ处坪機能、リダイレクト、パイプを利 III してさらになコマンドを 
a 托することができます。 

A> VF VOL % 1 || TREE /F % 1 Y I FIND %1 ■ 

1 ESC • I 

この例では、ドライフ 7 •と検索する； C ?:をパラメータで〇••えて次:むします。 

たとえば、 

A>VF B : "DOC" JJ 

と人力すると、 

VOL B : || TREE /F B : Y | FIND ” DOC" 

か"大:忻されます。 
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6.4 ヒストリデバイスドライバ 


6. 簡易パッチ機 ^ 

ヒストリにび錄されているコマンドを、バッチ处邱のように連続して次: ii •する機能です。•度バッ 
チ機能を使うと、その内綷はバッチバッファと呼ばれる領域に格納され x i 欠からはさらに簡単に実行 
できるようになります。 

• 簡給バッチ機能 


キ- 1 

機 能 

< num > く num > •• CTRL + N 

i — ■ _ ■■ .丨 ■ 一 ■■丨 ■丨 

< num > ••で jfia されたヒストリをバッチバッファ 

に m 永し 、 %Vr 

[CTRL + N 

l ---- — ^ 

バッチバッファにび録さ i 1た簡鉍バッチを実行 

1 丨 ■ ■ 一- —i 


ヒストリに次のような文卞列が入っているものとして找 M 列をポします。 


11 

12 
13 


ED Y HE し P Y HHIST. BAT 
TYPE Y HE し P V HHIST. BAT 
TYPE REPORT.DOC 
HHIST 

CD Y DOC Y REPORTYX68K 
ED SAMP し E.DOC 


师 


A >； 

1 5 

- 6 ■ 


1 

[CTRL + 1 N ]. 

： 2| 

TYPE YHE し PVHHIST.BAT 

151 

CD 

YDOCVREPORTVX68K 

： 6! 

ED 

SAMPLE.DOC 


実行しますかく Y/N> ■ 

ここで 、 Y またはリターンキーを押すと次:むされます。その他のキーを押すと次:けしません。 
また、次:行中に中断したいときは、如 f 中断待ち時問中に任意のキーを押します。 

簡易バッチを划/•すると、その内容はバッチ八ッ ファに 格納されるので、次に同じ内容を実行した 
いときは 、 CTRL + N だけ押します。これで、簡 S バッチの内容が表示され> 同じように«窗誌 
のメ ッセージが衣ボされるので、これにらえれば次:行できます。 


7. 環境変数の取り込み • その他 

コマン ドけに即泛変数を展開したリ、 HISTORY . X の状態を切リ行えるための機能です0 
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第 6 章キー入力の辑集とキーボードコントロール 


• 変敉の取リ込み • その他 


キ ー 

m 能 

1 % < env > % ESC ] - ! /， 

°0 < en \> %を SJ % 変数 < env > の内界に芮き H える 

ESC • 

* 

J 

说作人力中の彳 f にかぎって、別 / パと SJift 変玫の卿4|の ON/OFF 

切リ行え m ) , 

き^- ■ — ■ ■ ■ — 一^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 

fCTRLl + ] 

々ーソル位闪の文？:を人文？:かまたは小文？:に変換する 

ESC . 

] 

) 

人文卞.小文卞変換で人文卞にするか小文卞にするかを切リ好え 

る 

ESC • 0 

■ * し ■ 1 

J 

褊 Hi 機能の神人 • 1•.，きの状態を仪介する/保イ/•しないを切リ行 

之る 

ESC •-] 

t — ■■… ■ ■■義 

一と+で始まるけをヒストりにしない | 

- - 一— ^ _ 1 

[ESC - 

+ 

) _ 

一と+で始まるけをヒストリにび^する 

["[ HELP ] 


HISTORY . X の使 v 、方を表ホする 


( iiil ) 

KSC - * を人乃すると、祝作人乃屮の U についてのみ別 X と55%変敉の展|»1をけわないよう 

になります。その次からは展開を行うようになります。 

例） 

PATH が 

A : YBIN : A : VETC : A : VTOO し 

のように設定されているときに、 ¥ ETC を ¥ UTL に変えたいときは、次のように入力します。 

A > PATH % PATH% ■ 
i ESC • [ / 

A > PATH A ： V BIN ； A ： V ETC : A : V TOO し ■ 

1 ( ここで * 集 機能を 利用して害き替えます） 

A > PATH A ： VBIN ； A ： ¥ UT し： A : YTOO し 

なお、中•に PATH に A : YUTL を追加するときは次のように人乃します。 

A > PATH % PATH% : A : V UT し J 


6.4.3 定義ファイルについて 

ヒストリ、エイリアス、簡 y 八ッチ、 ディレクトリ变史收狀は、あらかじめファイルとして定義し 
ておくことで、から利⑴できるようになリます。このファイルを「ヒストリ定義ファイル」と 
呼びます 0 この他にファンクションキーなどの說定を行う「キー定義ファイル」もあります。 
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6.4 ヒストリデバイスドライバ 


1 .ヒストリ定義ファイル 

ヒストリ定我ファイルは'' HISTOKY . HIS " というファイル X で、標•令的なテキストファイルで 
すから エディ タで編染••作成することかできます。なぉ、次のような行は制刪 H として使用されるた 
め、特別な总味を持ちます。 


21 HIS01 

HIS02 ^25 
ttttS ： BAT01 5 - S 
BATD2 is? 
5¢¢ A し IAS 
CHDIR 


1 游 II のヒストリ定義の始まりを示す 
2番 II のヒストリ定義の始まりを示す 
1制 I の簡衫バッチ定義の始まりを示す 
2浪 H の簡鉍バッチ定在の始まりをボす 
エイリアス定義の始まりを / J •くす 
ディレクトリ'免定衣の始まリをボす 


ヒストリ定義ファイルには制刪/■がなくてもかまいませんが、その垛合は光頭に "### HIS 01 
Us ： r があるものヒして扱われます。また、ヒストリ機能の定義の 1 1，には、エイリアスで定衣され 
た コマン ドもノ::くことができます。 

ヒストリ定■沒ファイルの例を次に W します0 


¢3¢ HIS01 

ED V HE し P Y HHIST. BAT 
TYPE V HE し P Y HHIST. BAT 
TYPE REPORT.DOC 
HHIST 

CD Y DOC Y REPORTY X68K 
VF A ： Y "SYS" 
tttttt A し IAS ^22 
LS DIR %1 /N /P 

VF VOL %\ | | TREE /F % 1 V I FIND %1 

C CC /L %1 

CHDIR JJ SS 
CD A : VDOCYREPORT 
CD B : VDOCVX68K 
CD A : YETCYGAME 
CD B : YTOO し YTOO し 1 

なお、 fu / •の W 後は必ずく改行〉(リターンキーを押すと入る）で KW リます。 


2 . キー定義ファイル 

キー定義ファイルのファイル y パは '' KEY . H IS " で、 KEY コマンドで fl : 成します0 KEY コマンド 
では '' KEY . SYS " ヒいうファイルも作成できますが、これには H 1 STOKY . X を使川しないときの 
キー(校咿的なキー定義)を雜し、 '' KEY . HIS " には HISTORY . X を使 IIJ するときのキーを設定 
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します。これによって、 HISTORY.X を使する場作としない場合で、 H 動的にキー定義を切り行え 
ることができます。 キー 定義 ファイルの 作りかについては、 KEY コマンドを参照してください。 

キー定在フアイルの例を次にボします0 


F01 — F10 

卿 (KEY.SYS) 

F11 - F20 

^ (KEY.SYS) 

F21(ROLL UP) 

へ E 

F22 (ROLL DOWN) 


F73 (INS) 

<esc>I > 

F24 (DEL) 


F25 (T) 

へ k 

闩 6㈠ 

へ S 

F27 ㈠ 


F7t (i) 


F29 (CLR) 

CLS<cr> 

F30 (HELP) 

へ、 7 

F31(HOME) 

<esc> E 

F32 (UNDO) 

<esc>U <cr> 



ただし、キー迮衣ファイルはテキストファイルではありませんので、 TYPE コマンドなビで内界を 
確,ぶ•することはできません。 

6.4.4 オプ ションについて 

HISTORY.X は、通常はデバイスドライバとして組み込みますが、コマンド”から起 I かすることも 
できます。このときのオプションには、次の3 M 如あります。 

1. 組み込み時(初期娜料に汶定できるもの 

2. 随時, S 定变史できるもの(初期組み込み時にも, S 定 " f 能) 

3. 組み込み時以外にのみ设定できるもの 

以ドにオプションの•むを/ ii しますが、イ•机するオプションを指) ii した堝1>、後に衍定した"がイ f 
効になリます0また、各オプションは1侧以 I •.のスペースで KW って衍定します。 
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6.4 ヒストリデバイスドライバ 


1 . 組み込み時（初期起動時）に設定できるもの 


ン3 


内 


AR 


I ) くパスね 


くサイズ〉 


SB くサイズ〉 


SC くサイズ〉 


/ SH 〈倘数> ,くサイス) 
〈サイズ〉 • • • 


エイリアスの中でさらにエイリアスを使川できるようにする0 
デフォルトでは使 H ! できない。 

ヒストリ定衣ファイルとキー定芥ファイルの納されている位 
芯をボす。 

デフォルトは ¥ H 1 S ¥ と N じ位策〇 

エイリアス川の八ッファに使 III するメモリの人きさを KB 中.位 
で衍定する。 

デ'フオルトは 2 KB C 

麟バッチ， H のバッファに使川するメモリの人きさを KB 中.位 
で衍定する。 

デフォルトでは 2 KR 簡鉍バッチバッファの伽数はヒストリバ 
ッファの個数と同数確保される。なぉ、 ft バッファの人きさは 
くサイ；〇で衍；した人きさになる。 

ディレクト狀⑴のバッファに使川するメモリの人きさ 
を KB 中•位で衍定する。 

デフォルトでは 2 KBo 

ヒストリ Ml のバッファの個数とそれぞれに使川するメモリの人 
きさを KB 中位ですぼ七する。 

<fW 数〉のデフ ォル トは2で、1〜64まで衍定 "ffiL 
くサイズ〉は各バッファの人きさを指定する。竹略すると 32 KB 


ずつぷ定される 
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第 6 章キー入力の絹集とキーボードコントロール 


2. 随時設定変更できるもの（初期組み込み時にも設定可能) 


オフション 内 H 


*N エイリアス、现を史数の城 I5H をけわない 0 

*Y エイリアス、变敉の城開をけう（デフォルト>〇 

* しの 2 つを切リ行える。 

- 一と+で始まるけをヒストリにく fiA しない（デフォルト）。 

コマンドプロセッサとして COMMANI ). X を使川したときに 
• 3 ： 定する。 


/十一または 

/BH 


BI > 


B 

FY 


FN 


F 


FS 


H 

HI 

IK ) 

I 


一！： + で始まる U •をヒストリにく する。 

コマン ドプロセッサとして COMMAND.XU 外を使 III したと 
きにあ 1£ する。 

I•• 記の 2 つを切り待える。 

ヒストリ川のバッファを人カバッファの位 ；：^ ( アドレス）で切 
リ行える（デフォルト）。 

ヒストリ川のバッファをブロセスの位 ;? ；（アドレス）で切リ{ケ 
える。 

し ;I ：の 2 つを切りけえる。 

HISTORY.X の使 IIJ を中止 / 仲を切りけえたときに、 ファン 
クシ ョン キーの定義を殳史する（デフォルト）。 

IIISTORY.X の使用中はキー定義ファイルとして '' KEY.HI ダ 
の内容を荆リ 4 て、使用を中止したときは ''KEY.SYS " の内 
界を • 別り 4 てる。 

HISTORY.X の使 ; H を中 il • ノ |» 湖を切リ行えたときに、ファン 
クションキーの • ，し没を变史しないようにする。 

し ; じの 2 つを yj リけえる。 

触のファンクションキーの内界を HISTORY. X に « 録する。 
H ISTORY.X の使川時 / 未 • 使 ) 泖私〇どちらに⑽するかは、祝 
• の状 SI: こよって • 决まるが、 /K ヒ /U のオプションと組みれ 
わせることでさまざまな指屯ができる。たとえば 、V K /FS 
/IT の Wi で指定すると 「 HISTORY.X の使川を中止し、赚 
のファンクションキーの内容を未使⑴時のキーに分 i*UHISTO- 
1^ の奶 11 を |» 澗する」となる。 

相 m 機能の # 入 h, 1 : •• きの状態を保む : する。 

編 ! 機能の神人 / I., 1 :•• きの状態をたびしないで、神入モードに 
する（デフォルト>〇 

相機能の柿人 /. I きの : ！欠態を \W しないで、 I :ルきモード 
にする。 

編 m 機能を神人モードにして、そのあと神人 /. し 1 ::きの状態を 
保存する。 
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6.4 ヒストリデノくイスドライノ< 


オプション 

- --- - - - --- 

内 H 

/〇 

編織能を 1 JF きモードにして、そのあと挿人/上并きの状態 
を齡する。 

/K 

HISTORY . X の使用を中止する。 

/U 

/ K で中止されていた HISTORY . X の使用を1»細する0 

/ L 〈作ち時問〉 

簡钻バッチ次:彳將の中断待ち時問を衍定する。 

デフォルトは5で約0.:»。 

/NA 

エイリアス棵能を使川しない0 

/NB 

簡 W バッチ機能を使川しない。 

/NC 

ディレクトリ犮史_機能を使川しない0 

/ V 〈ハス？^> 

HISTORY . X のヘルプファイル ( HISTORY . HLP ) の職 

を指定。 

/YA 

エイリアス機能を使川する（デフすルト >0 

/YB 

簡 y バッチ機能を使 IH する(デフォルト>〇 

/YC 

ディレクトリ芡 oiW 狀機能を使川する（デフォルト >〇 

/XA 

エイリアス機能を使 iH する/使川しなし、を切リ抒える。 

/XB 

簡«バッチ機能を使 JH する/使⑴しないを切り竹える。 

/XC 

ディレクトリ芡史_機能を使川する/使川しないを切リけえ 

る。 i 
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第 6 章キー入力の編集とキーボードコントロール 


3. 組み込み時以外にのみ設定できるもの 


オプション 

t ■ 1 ■■■国 ■ — —— ■ ■ — — 

内 H 

/CA 

； 1 1 ■ ■! 

エイリアス川の八ッファをクリア。 

/CB 

%在の簡易八ッチ⑴バッファをクリア。 

/CB 

<{ ffv > で職した簡易バッチ， H バッファをクリア。 

/CBA 

すべての簡 W 八ッチ Ml バッファをクリア。 

/CC 

ディレクトリ変史_川バッファをクリア〇 

/CH 

祝作•のヒストリ Ml ハへ/ファをクリア。 

CII 〈が》 

< Sv > で衍定したヒストリ III の八ッファをクリア。 

/CHA 

すべてのヒストリ川ハ'•ノファをクリア。 

/ C ® 

すべての八ッファをクリア。 

K 

祝作のヒストリ川バッファと簡鉍バッチ爪バッファを破®。 

/k <r'; > 

く浓り〉て卞 T ぶしたヒストリ⑴バッファと簡給バッチ川バッファ 

を破氟 

/EA 

すべてのヒストり川バッファと簡給バッチ⑴バッファを破货〇 

RA 〈ファイル％〉 

ファイルの内綷をエイリアス川バッファに•泣み込む。 

1 〈ファイル？1> 

ファイルの内界を叫作の簡 W バッチ川バッファに•泣み込む。 

/KB くファイル，〈聆•ベ-〉 

ファイルの内界をぐ番^〉で衍^した簡 W バッチ川バッファに 

ぶみ込む。 

< Sv > は1から SH で衍定したがづ•まで指) iM 能。 

/ KB 〈ファイル ,A 

ファイルのド、 r がをすべての簡 w バッチ川バッファに泣み込む。 

/KC くファイル 

ファイルの1人 r # をディレクトリ变 uiw 物 H バッファにぶみ込む0 

/RU くフアイノレ 

ファイルの内界を祝 A のヒストリ JH バッファに説み込む。 

/ I 川〈ファイルね， <^ V ；> 

ファイルの内界を〈沿•心〉で衍定したヒストリ⑴バッファに，泣 

み込む。く?^;-〉は1から SH で指定した浓リ•まで衍定"『能。 

HH 〈ファイル ,A 

ファイルの内界をすべてのヒストリ川/ぐ y ファに説み込む。 

/ R @ 〈フアイノレ 

ファイルの内 V ?をすベてのバッファにん •£ み込む。 

/ RA 、/ KB . A 、/ KC 、 / RH , A すべてを衍定したときと M じ。 

R -+- A 〈ファイル 

ファイルの内容をエイリアス川バッファに追加。 

/ R+B くファイル 

ファイルの内容を祝在の簡給バッチ川バッファに迟加。 

R+B くファイル名〉，く浪リ> 

ファイルの内界を < Sv > で衍定した簡鉍バッチ⑴バッファに 

ill 加 。 

〈私;-〉は1から SH で衍定した S り•まで衍定吋能0 

K+B くファイル ,A 

ファイルの内界をすべての簡衫八ッチ川バッファに ill 加。 

R+C 〈ファイル 

ファイルの内容をディレクトリ変史瞻用八ッファに追加。 

/R + W 〈ファイル％> 

ファイルの内界を斗^:•のヒストリ 111 ハへ/ファに;11/川。 

/ K+H くファイル名〉，<番$> 

ファイルの内界をく瘠り◊で衍^したヒストリ川バッファに追加。 


〈聆•，;•> は1から/ SH で 指^ した？ TfV ；* まで衍定 "ffilio 
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第 6 章キー入力の編集とキーポードコントロール 


例1> 


DEVICE= V SYS Y HISTORY. X /DVHISY /VY HIS Y /AR 

この例は、 CONFIG.SYS でデバイスドライバとして紺み込むときのものです。 IIISTOKY.X は 
サブディレクトリ YSYS にあるものとしてしています0オフ ジョンの'、 /I)¥HIS¥ "は、定義フ 
ァイルが YHIS にあるものとして、そのディレクトリの屮にある'' niSTORY.inS ，， と ゃ KEY.HIS" 
を•泣•み込みます 0 VVYHISY" ヘルプファイルが YHIS にあるものとして、そのディレクト 
リの屮にある ''HISTOKY.HLI y, を^み込みます。 

また、 ' VAR " はエイリアスの多浪定衣ができるように^しています。多皈定衣というのはエイ 
リアスで屯衣したコマンドをさらにエイリアスで定芥することです。このオプションを f 、 J •けると、た 
とえば 


A>FTREE TREE /F % 1 ■ 

i ESC • 



と定義しておいて、さらに 

A>FTPR FTREE > PRN ■ 
i ESC • I 

のように) il 衣できます。ここで、 

A>FTPR B : V J): 

と人力すると 

TREE /F B : Y > PRN 

か" A : 行されます。 

例 2> 

HISTORY /W+ C« VHISV HISTORY. HIS 

この例は、 HISTORY.X の使 JH 中に定義した内綷を "¥ HIS ¥ HISTORY . HIS " というファイル 
に ill 加するものです。屯源スイッチを切る前に次: h ••するとよいでしょう。また、これをエイリアスで 
糾い X 前にしておくとさらに酬です。 

6.4.5 HISTORY . X の運用について 

ここでは、まとめとして HISTORY.X を利川していく I •.でヒントとなるようなことについて触れ 
ていきます。 

1 . エイリアス機 gg の利用 

エイリアス機能の例はこれまでにも小してきましたが、ここでさらに次:⑴的な例をいくつか紹介し 
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6. 4 ヒスト ” デバイス ドライノく 


ます。この例を参芩にして、ヒストリ定義ファイル fHISTORY . HIS ") を作成してみてください0 
例 1) 


FMCP ECHO %1と％2の準備をして〈ださい II PAUSE II FORMAT %2 
|丨 DISKCOPY % 1 %2 ESC • I 

この例は、ディスクのフォーマットとディスクコビーを-•でけうものです，しかし 、 FORMAT 
コマンドは険なコマンドなので、 ECHO と PAUSI •:によって確 d のメッセージを衣ボするようにし 
ています。次:忻するときは、コピー尤のドライブ名とフォーマットするドライブ名を指定します〇た 
とえば、ドライブ B にあるディスクをフォーマットし、ドライブ A からドライブ B にコピーするとき 
は、次のように人力します。 

FMCP A : B : \ J \ 

この f 列のように、 IF や GOTO コマンドを使わないものは、バッチファイルを fl •:らなくてもエイリ 
アス機能で代川できます。また、使い"がわからなくなったれ^、バッチファイルならばいちいちそ 
のファイルを TYPE コマンドなどで厶 / j ; •して確かめなければなリませんが、エイリアスの堝合*はその 
内容を簡垠に_曲に表示できるという利点もあります。 

例2> 

BACK ALL ECHO ドライブ B の準備をしてください I I PAUSE I I BACKUP 
A ： V B ： /S ESC • I 」 

この例は、ハードディスク（ここではドライブ A ヒしている）のすベての内界をフロッピーディス 
ク（ここではドライブ B ヒしている）にバックアップするものです。ハードディスクを利川している 
ときはイ遽の1说に備えるために定期的に八ックアップをとる必要があるので、ときどきこのコマン 
ドで八ックアップしてく；^さい。火 if するときは、 

BACKA しし J 

とだけ入力します。 

例3> 

BACKNEW ECHO へ、 35 m ドライブ B の準備をしてください八 [[m | | PAUSE | | 

COPYA しし /T A : VDOC B : ESC • I 

この例は 、 A : ¥ IXX ： 以ドの斬しいファイルだ:ナをドライブ B のディスクにコピーするものです。 
ハードディスク如本のバックアップは例2でけうので、このコマンドでは?斤しく作ったファイル（こ 
こでは A : ¥ DOC 内に訢しいファイルを作成するものとしている）だけをバックアップするようにし 
ています。 

実行するときは、 
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第 6 章キー入力の 絹集と キーボードコントロール 


BACKNEW J) 

とだけ人乃します。 

また、この例では ECHO コマンドにエスケーフシーケンスを利川して、確以のメッセージを強,岡し 
ています 0 エスケープシーケンスというのは、コントロールコードの中のエスケーフコード （ へ：> 
に絞くっ史の文卞のこヒで、これによってさまざまな衣ポのコントロールができます。エスケープコ 
—ドは、 CTRL + :を押すヒ人ハできます〇なお、コントロールコードやエスケーフシーケン 

スについては、付紐を参照してください。 

例.1 ) 


し PFF ECHO / •'し > PRN ESC • I 

この例は、フリンクにフォームフイード（紙 Jil リ）のコントロールコード dj を送るものです。 

(i CTRL + を押したあと、 CTRL + L を押します。•火:けするときは、 

し PFF ； J), 

とだけ人ハします。これと M 様にしてフリンクのエスケーフシーケンスなどを送って、さまざまなフ 
リンクのコントロールができます（フリンクのコントロールコードやエスケープシーケンスはプリン 
クのマニュアルを参照してください)。 

例5 > 


SAVHIS HISTORY W+(« Y HIS Y HISTORY. HIS ESC - I 

この例は前にも/ j ; •したものですが、 HISTORY . X を使川中に定衣したエイリアスやヒストリなどを 
フアイルに ill / 川して ■*! •き込む. 6のです。次: U •するときは、 

SAVHIS ^ 

とだけ入力します。 


m 6 > 


RSINIT SPEED 1200 B 8 PN S 1 


XON ESC •"" I ] 


この例も问に/したものですが、このようにオプションの多いコマンドにはエイリアス機能はたい 
へんに浊利です。 

mi) 


APATH PATH %path% :%) ESC - I 

この例は、すでにぷ定してあるコマンドパスにさらにパスを追加するためのものです。たとえば、 
A : ¥ UTL を追加したいときは、 
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6. 4 ヒストリデハ'イスドライ/く 


APATH A : V UT し 

と入乃します。 

ここではエイリアス以外の例は/ j ; •しませんでしたが、ディレクトリ変的こは押段よく使うディ 
レクト リを、ヒス ト リにはよく使うコマンドをヒス ト リ 定義 ファイル ('' HISTORY . HIS ^) にく^^し 
ておくとよいでしょう。 


2 . ヘルプファイルについて 

HISTORY . X には他利な機能がたくさんあリますが、機能が多すぎて•ぼにはなかなか位えきれな 
いものです。だからといっていちいち本, 1 :••を叫くのもめんどうです。そこで、システムディスクには 
HISTORY . X の使い方を衣ボするためにヘルプファイルが川尨されてぃます。 

ヘルプファイルのファイル X(i '' HISTORY . HLK ヒして、 YHIS のデイレクトリの屮にあリま 
す。このヘルプファイルは組み込み時にスイッチ V で、そのデイレクトリをします0 

例） 


DEVICE = VSYSVHISTORY.X /DVHISV /VVHISV /AR 

この例では定義ファイルやへルブファイルが '' YHISY " にあるものとしてぶしていますが、こ 

のように必ず彳後に Y •どづ.をつけてください。スイッチ /V の衍定がな t 、叫仏スイッチ/1)で衍定 
したディレクトリにヘルフファイルがあるものとして、それを W み込みます0ただし、スイッチ/ I ) 
で衍ンとしたディレクトリにヘルプファイルがない場“は、 HISTORY.X のあるディレクトリからへル 
ブファイルを•说 A 込みます0 

ヘルプファイルを衣尔するときは、 HELP キーを押してください0 「ヒストリーへ^レフメニュー」 
がル i •く されますので、メニューの衍•にしたがってください。 
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第 6 章キー入力の編集とキーボードコントロール 


6. 5 キーボードコントロール機能 

キーボードコントロール機能は 2 つのキーを組み合わせて使⑴することにより、_而やドライブな 
どをコントロールする機能です。 jCTRL キーを押しなか ' らもう 1 つのキーを押すことによリ実行し 
ます。 

次にキーボードコントロール機能の • 览を示します。 


キーボードコントロール機能 

キー 

[CTRL] + [FT 
|ctrl| +[FT 

|ctrl| +[F^ 

| CTRLl-f [FT 
CTRLj + 叵 7 
CTRL| + rOPfT| + [5fE1 
CTRLl4-fC~ 

CTRL | + nr 
iCTRLl + fP - 


ICTRLI + I N 
[CTRLl-ffS - 


機能 

ドライブ A のイジェクトまたはハードディスクの OFF 
ドライブ B のイジェクトまたはハードディスクの OFF 
ドライブ C のイジエクトまたはハードディスクの OFF 
ドライブ D のイジェクトまたはハードディスクの OFF 
フアンクシヨンキーの衣 / パの変 Ui 
システムのリセット 
実行中のコマンドの中止 

コマンド行から W 後の文字を削除 ([ 1|] と _ 

画面表示をプリンタにも出力 ( 一度押すとプリンタ出力の設定、 
もう一度押すと出力の解除） 

プリンタへの出力を解除 

I 由衣示、スクロールの一 ^ 钟 ?• 止。任 , S : キーで解除 


注意 

CONFIG. SYS にヒストリデバイスドライバ HISTORY. X が組み込まれているか、コマンド 
けから HISTORY. X を使川できるようにした場介、 [cTRLl^-fPi 、使えません。 
|CTRL|+[P] % 「 CTRLj + 迟 ] を D 叫； >:i、HISTORY /K 0 を次:行して ください。 
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7 . 2 CONFIG . SYS ファイルのコマンド 


第7章システムの構築 


7.1 イントロダクション 

Human 68 k は、システム H 体が非??;に丈•饮で机•張件.に M んでいます。使川する状況に応じて、起勋 
時に必嬰なデノ くイスドライ八をシステムに付け加えたり、そのデノ くイスドライノ くの機能をあらかじめ 
,3： 定しておいたり、というような、さまざまな要求に答えられるように没 H •されています。なお、デ 
バイスドライバはシステムディスク上の '' SYS " というディレクトリの中にあリます。 

この饫では、こうした数々のシステム構成を作りあげる方法について解説します。 

7.2 CONFIG . SYS フアイルのコマンド 

IIuman 68 k では、システムが起灿するときに、ディスクファイルの中から CONFIG.SYS と名付 
けられたファイルをさがし、その内你により、システムが作孙する環境を没定するようになっていま 
す。 

この CONFIG.SYS ファイルは、「システム W 築⑴ファイル j と呼ばれ、以降で说明する fV 純の コマ 
ンドが文卞列で ik ! 述された、テキストファイルとなっています0 

したがって、 CON FIG • SYS ファイルを J !: きかえることによリ、 H 分の 1 1 的に fct じたシステムの说 
境を作リ出すことができます。 

CONFIG.SYS ファイルはテキストファイルですから、その内祥はスクリーンエディタ EI ) や、 
SX-WINDOW の II 本語マルチフォントエディタなどで作成•編诋することができます。 
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第 7 章 システムの 構築 


CONFIG.SYS ファイルの内界没定に使) tj できるコマンドは次のとおリです。 


コマンド 

機 能 

BE しし 

ビープ茂に使川する PCM ファイルの指定 

BREAK 

CTRL + C のチェック機能の•没定 

BUFFERS 

ディスク ハヘンファの数とハへ ：/ ファ界 : ii : の .Sa 

COMMON 

COMMON ファンクシヨンで №111する メモリ界: _1: の 指定 

DEVICE 

デバイスドライバをシステムリストに 

ENVSET 

说垃エリアの確 f ： ti と65%ファイルのセット 

FILES 

ファンクシヨンコールで Ml 昨にオーブンできるファイルの数を HT/ii 

KEY 

キー定義ファイルの衍定 

し ASTDRIVE 

ftclll ドライブを穴めた W 人のドライブ ft を衍定 

PROCESS 

m j •処理のための制 tfl 粘報の 

PROGRAM 

シェル ㈣ りの liij に次:彳/•するブログラムの 4 ST 七 

SHARE 

ファイルの凡心•と排他:！;•卿の傾 ii 

SHE しし 

したファイルをシヱル（コマンドブロセッサ）として次:忻 

TITLE 

クイトルファイルの衍定 

USKCG 

外卞川デ ー クファイルの衍定 

VERIFY 

ベリファイ機能の设定 


れ コマン ドの,;糊 II について は、以降の コマン ド別解説を参照してくださ 

CONFIG.SYS の例 
CONFIG.SYS の例を次にボします。 


FILES 

=15 

BUFFERS 

=201024 

LASTDRIVK 

= Z ： 

KEY 

= YKEY.SYS 

USKCG 

= YUSKCG.SYS 

BELL 

= YBEEP.SYS 

DEVICE 

=¥ SYS ¥ PRNDRV.SYS 

DEVICE 

二 YSYSYASK 68 K.SYS /DB : YX 68 K.DIC 

1)1 •: VICE 

=¥ SYS ¥ KSDKV.SYS 

DEVICE 

= YSYSYOPMDRV 3 .X 

DEVICE 

=¥ SYS ¥ FLOAT 2 .X 

DEVICE 

=¥ SYS ¥ HISTOKY.X / D ¥ HIS ¥ / SH 2. 

DEVICE 

=¥ SYS ¥ IOCS.X 

ENVSIiT 

= 512 ¥ STARTUP . P：NV 
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7 . 2 CONFIG.SYS ファイルのコマンド 


このような CONFIG . SYS で Hunian 68 k を紐时ると、次のように,;3：定されます。 

• FILES (115, BUFFERS は八ッファ数 2 a バッファ容 W : 1024^イトに設定 
•ム技冬のドライブをドライブ Z に定 

• KKY . SYS , USKCG . SYS 、 BEERSYS をルートディレクトリから説み込む 

•プリンタ ( PRNDRV.SYSMI 本^ FT ( ASK 68 K . SYS )、 RS 232 C ( RSDRV . SYS )、 FMAW、.ADPCM 
• MIDKOPMDRV 3. X ). WOT ( FLOAT 2. X ) のデ八イスドライ八を兑鉍 
•ヒストリデバィスドライバ HISTORY . X によるヒストリ機能などを使用可能に設定 

ヒストリ定在ファイル、キー定芯ファイルを H I S デイレクトリから説み込み、ヒストリ川バッフフ 
を2倘 (8 KB と 4 KB ) 雜 

_グラフィック描|叫、テキスト衣示を M 速化する IOCS . X を分鉍 

•说校エリアとして512バイトを ( i 餅 V ：し、51垃ファイル STARTURENV の内界を•没定 
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第 7 章システムの構築 


BE しし 




ビープに使⑴する FCM ファイルの定 
BELL=〔〈d : >〕〔くパス名〉〕〈ファイル名〉 

Human 68 k システムでは、エラーの発生時や、コンソールに対して ^ j'RLl + 
を送ったときなどに、ビープ&か叫 i ります。 BELL は、このビープ浮を発化する 
ためのデータファイルを j 铃定するものです。 

〈ファイル名〉には、呦らすべき JV •のデータを ADPCM 力•式で ik ! 録したファイルを 
指定し、く d : >くパス名〉にはそのファイルの所在を指定します。指定吋能なファイルの 
人きさは 64 K 八イト以内です。 64 K バイト以 I •.のファイルを衍定した垛分は、 64 K バ 
イト分のデータのみ力^ ff 効となり、残りのデータは無祝されます。 

BF 丄 L をしなかったときは、コンソールに対して IcTRLI + RH を送っても、 
また エラーの 把 I :時にも、 ビープ S •は吸リません。 


BREAK 



CTRL + C のチェック機能の沒定 


BREAK =( Ox \ I OFF I KILL ) 


ふつう、 | CTRL | + LC _ j をキーボードから人力することにより、斯 i •中のコマンド 
やプログラムを中止することができます。 

BREAK は、こ ^)[ CTRL ] + [cj による別リ込みをチヱックする機能を設定する 
ために使⑴します。 


BREAK=OFF に定すると、コンソール人出力時とプリンタ出力時にのみ 
[ CTRLI-ff C j が有効となります。プログラムがこれ以外の作業を行っている垛介 
は、 iCTR ^ + f ^ を押しても、プログラムの灾行を中止することはできません。 
BREAK=ON に設定すると、すべての場合に、 | CTRL | + | C | が朽効となリま 

す。したがって、プログラムの コン ハ。 イルを行っているときなどのように、ディスク 
をアクセスしているときにも、 1 ct ~ R 17 +を押すことによリプログラムの次:行 
を中止することができます《 


BKEAK = K 1 LL にぶ定すると、どのような垛☆も次:行を中 il •.することはできませ 
ん。どうしても中止したいときは、本体の INTERRUPT スイッチを押してください。 

なお、この CONFIG . SYS ファイルの BREAK コマンドは、 Human 68 k コマ 
ンドモード中で使 W できる BREAK コマンドと、その動きは M じです。第5なの 
BREAK コマンドを参.明してく，ごさい。 
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7 . 2 CONFIG.SYS ファイルのコマンド 


BUFFERS 




起 IJ 持に H uman 68 k が別り、レ丨てるディスクバッファ数ヒ八ッファ^|,{；を衍定 
BUFFERS : くディスクバッファ数〉〔くバッファ容 W :>〕 

ディスクとメモリ問などでやリとりされるデータは、一時にディスクバッファと 
呼ばれる部分に保介•されます。 BUFFERS は、このディスクバッファの数を衍定する 
もので、これを大きくするとディスクアクセスの速度か向上します。 

くデイスク八ツフア数〉で衍定できる範1相は2から99です。谢玲定時のデフすルト 
値は20です。 


II 本！ 1 S ワードプロセッサやデータベースなど、人のデータをディスクと頻繁にや 
リとリするようなアプリケーションブログラムを次:行するときなどは、ディスクバッ 
ファ数を増加させるとよいでしょう 0 サブディレクトリの数が非常に多い場れなども、 
このディスクバッファ数を增加させると効果的です。 

バッファ容とは、1つのディスクパッファに荆リ冯てるメモリの容^;で、バイト 
坎で衍；します。指定できる範^は1024〜32768で、衍定しな^、坳介は1024となります。 

ディスクバッファはデバイスドライバから1セクタずつ•ふみ込んで^む..しておくため 
のバッファなので、1セクタが1024バイト以 I .•のデバイスドライバを組み込むときは、 
その iri •人のバイト数を你ぶする必要があります。 

このネぽ七によつて fif : 保されるメモリは、次のような , n •兑式で兑出できます 


ディスクバッファ数 x (バッファ括 W + 16) バイト 


COMMON 


機能 


害式 


解説 


COMMON ファンクションで使 Ml するメモリ界 V (の 
COMMON = ぐ銳〉 

各アプリケーション: i 、 COMMON ファンクションを利⑴して内部のコモンエリ 
アをアクセスすることができます。コモンエリアとは、 Huinan 68 k のシステムエリア 
に‘5けられた颃域です。このコモンエリアを使うと、たとえは•权数のブロセスでこの 
コモンエリアを介してデータのリ|き i •度しができるようになリます。 COMMON は、こ 
のコモンエリアの誶 {_!: を K バイト単位で fit 定するものです。指定しないと、 COM ¬ 
MON フアンクシヨンは利⑴できず、エラーを返します。 
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第 7 章システムの構癸 


DEVICE 



ファイル名で定したデバイスドライ八の、システムへの分録 

DEVICE =« d ： >〕〔〈パス名〉〕くファイル名〉〔〈オプション〉〕 

DEVICE は、デバイスドライバを Human 68 k システムに登録する場合に使用します 0 
〈ファイルには、デバイスドライバの様 A で作成されたブログラムのファイル？ " i を 
圮攸し、<¢1： >〈パス名〉には、そのプログラムの所がを指定します。 

そのデバイスドライバがオプションをできるように作られたものであれば、〈才 
プション〉に、 jir 七したいオプションを,; i ! 躲します。 

デバイスドライバを CONFIG . SYS ファイル中に衍定しておくと、 Human 68 k 起 !! ijj 
時にそのデバイスドライ八がシステムに説み込まれてメモリ I •.に fR 5 l : します。 

以後、设定したデハ•イスを使川することがでさるようになリます0 


例 


DEVICE = VSYSYPRNDRV.SYS 


し il ! のように衍定すると、プリンタを使川できるようにシステムにぷ定されます。 
これが进かれていなければ、ブリンタは使えないことになります。 

くデバイスドライバ〉 

ASK 68 K.SYS 

II 本雄 FP を使川するためのデバイスドライバです0オプションに、使用する辞迸名 
と说境ファイル名を衍定します0 

詳しくは、 「II 本語人力 • 辞私 ー ティリティ ユーザーズマニュアル」 を参照してくだ 
さい。 

書式例 DEVICE = VSYSVASK 68 K.SYS / DB : ¥X 68 K.DIC / EVASKVENV 1 .ASK 


FDDEVICE.X 

2 HI ) 以外のフロッビーディスクを说み, 1 :••きするためのデバイスドライ八です。•详しく 
は、本:； 1 F 「7.3 FDDEVICE ドライバについて j を参照してください0 

窨式例 DEVICE =¥ SYS ¥ FDDEVICE.X 
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7.2 CONFIG . SYS ファイルのコマンド 


F し OAT 2 .X 

数値； iim を使⑴するためのデバイスドライバです。浮動小数点のデータフォー 
マットは IEEE フォーマットですフォーマットとは、の 「C Compiler 
PKO *68 k 」などで使川されているデータフォーマットです。 X 68030 シリーズで 
は、本体 MtW のバージョン以降のものをお使いください。 

害式例 DEVICE =¥ SYS¥F し 0 AT 2 .X 

F し 0 AT 3 .X 

敉狼油兑プロセッサボード CZ 6 BP 1 を使 IH するためのデバイスドライバです。 

小 ft 点の データフォーマッ トは IEIil •: フォーマッ トです。 X 68030 シリーズ 
では、本体 lii 湖の バージ ョ ン 以降のものをお使いください。 

窬式例 DEVICE=YSYSYF し OAT 3 .X 

F し 0 AT 4 .X 

数術奶?:プロセッサ CZ -5 MP 1 を使川するためのデバイスドライバです。 
i ?# 小数点のデータフォーマットは IEEE フォーマットです。 

書式例 DEVICE = VSYSVFL 0 AT 4 .X 

HISTORY.X 

ヒストリデバイスドライ八による、ヒストリ機能、エイリアス機能、簡 W バッ 
チ機能などを使川するためのデバイスドライ八です。详しくは、第6次「6 . 4 
ヒストリデバイスドライ八」を参照してください。 

害式例 DEVICE =¥ SYS ¥ HISTORY.X /DVHISV /SH 2,8,4 

0 PMDRV 3 .X 

FM , W ；^ ADPC\K MIDI を使⑴するためのデ八イスドライバです。 
詳しくは、本# 「7.40 PM ドライバについて j を参照してください。 

窨式例 DEVICE =¥ SYSV 0 PMDRV 3 .X 5120 /MOP / Y 0 
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第 7 章システムの携築 


PRNDRV.SYS 

プリンタを使川するためのデバイスドライバです。 

詳しくは、本许「7.5プリンタの設定について j を参照してください。 

窨式例 DEVICE =¥ SYS ¥ PRNDRV.SYS 

RAMDISK.SYS 

グラフィック RAM やメインメモリを、 RAM ディスクとして使川するためのデ 
八イスドライ/、•です。オプションにメモリの神頌とを指定します0 
詳しくは、本「7.61^\\1ディスクにっぃて」を参照してください。 


書式例 DEVICE =¥ SYS ¥ RAMDISK.SYS ? GM 128 

星 


RSDRV.SYS 

增•没川 KS -232 C ボードを使川するためのデバイスドライ八です。 

窨式例 DEVICE = VSYSVRSDRV.SYS 


SRAMDISK.SYS 

スタティック RAM (内/遂の八ッテリバックアップメモリ）を、 RAM ディスク 
として使川するためのデバイスドライ八です。詳しくは、本, 1 : •• 「7 . 6 RAM デ 
イスクについて」を参照してください。 


窬式例 DEVICE = 


VSYSVSRAMDISK.SYS 
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7 . 2 CONFIG . SYS ファイルのコマンド 


DIRSCH 


機能 ファイル検索効率の⑹上 

軎式] DIRSCH = [ONI OFF ] 

解説| DIRSCH は、ファイルの検索効率を…]上させます〇通常のファイル検索では、ファ 

イル検索ごとにはじめから検索を行いますが、 DIRSCH = ON と設定すると、ファイ 
ルを兄つけた极所から絞けて検索を行いますので、潘に收んでいるファイルを絞け 
て検索するときなどに、検索効率が人幅に⑹ h します。 


ENVSET 



65%エリアのと 5 J % フアイルのセット 

ENVSET = <63境エリア容 W > 〔〔く d :>〕〔くパス名〉〕くファイル名〉〕 

5；境エリアの確保と卿ファイルに設定された内容にしたがって m 変数のセット 
を U います。 CONFIG . SYS の '' SHELL " ⑽於)前に '' PROGRAM " でプログラ 
ムを起 W する場合やコマンドプロセッサとして COMMAND . X 以外（たとえば 
BASIC . X など）を紐かする場介に使用します。 

く卿エリア容 W ；> は、バイト中•位で指定します0 くファイル名〉には、卿ファイ 
ルを、く d : ><パス名〉には、そのファイルの所在を指定します〇標爷では'' STARTUP . 
ENV " が指定されています。 

くファイル名〉を咨略した場作は、 m エリアのみ確保され swi ファイルはセッ 
卜されません。5?垃ファイルとは、左辺に ''職変数名="、右辺にその内容を列,记し 
たものです。 


55%ファイルの 例 

path= A ： V ; A ： V BIN ； A ： V UTL 
WORK= A : VDOC 
HE し P=A •• ¥HE し P 
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第 7 章 システムの m 築 


EXCONFIG (CONFIGED) 


機能 


書式 


解説 


COX ’ FIGED ^ 灯鉍による CONFIG . SYS の選択や修 


EXCON FIG=CON FIGED 〔くオフシヨン〉〕 


a )*\ Fi (; Ki ) は、 a ) xFi(;.svs に I •: xa ).\ Fi (; てでけ鉍して肥 n するためのフロ 
ラムであり、 CONFIG . SYS の選択機能と修小:機能があリます。 


式例 EXCONFIG=CONFIGED -KSHIFT 


K ( KEY ) 逸択帅 fd に移けするときに押すキー名を«鉍します 


ここでできるキーは SHIFT 、 CTRL 、0 I ) T 1 、OF 

の 4 Wifi のみです 

Vt 略すると、 SHIFT が賴されます 


CONFIG . SYS に12のようにく f •鉍し、 SHIFT を押しながら起抑すると、 


• 00 


V C0NF 
VSXY C0NF 
YC0NFVC0NF 

V C0NF 
YUSRY C0NF 


101 

56 

33 

82 

64 


93-02-15 

93-02-20 

93-03-11 

93-02-23 

93-02-20 


00:00 
00:00 
00:00 
00:00 
00 


■HI 


:取消 


てテムを起#〗 j したドライブ(段数 Srt 域を確保しているときは起: pjj した锨域）の2 
I までのディレクトリにある、すべての CONFIG . SYS ならびに、 CONFIG . TM 1) 
よされます。々ーソルキーの」][!]でどの CONFIG ファイルを®鉍、または編 
〉 かを選択し;^押す！:、 CONFIG データの修 il ㈣ 而がルパされます. 


232 











1.2 CONFIG.SYS ファイルのコマンド 


CONFIG ファイルが、1つしかな t 、ときは、|的此0.\ド1(;データの修1ひ_|が炎尔 
されます。 


CONFIGEDIT Version 1.00 Edit Fi 1 e-CONFIG.SYS 


〇 

FILES 

〇 

BUFFERS 

〇 

LASTDRIVE 

〇 

EXCONFIG 

X 

KEY 

〇 

USKCG 

〇 

BELL 

X 

DEVICE 

X 

DEVICE 

〇 

DEVICE 

〇 

DEVICE 

0 

DEVICE 

0 

DEVICE 

0 

ENVSET 


15 

201024 
Z ： 

CONFIGED -KSHIFT 

VKEY.SYS 

YUSKCG.SYS 

YBEEP.SYS 

YSYSVPRNDRV.SYS 

VSYSVRSDRV.SYS 

VSYSY0PMDRV3.SYS 

YSYSYFL0AT2.X 

VSYSVASK68K.SYS /DB ： VX68K.DIC /EVASKVENV1.ASK 
VSYSVHISTORY.X /DVHISV /SH2.8.4 
¥512 YSTARTUP.ENV 


[tl]: 還択 [SPACE]:ff 効（〇 )/ 無効 （ x> 切衿饰 £ [ENTER]: 火 • 行 [ESC ]: 取消 


カーソルキーの山[3で修 iK する mi 丨を選択します。 

選択された状態でス i スを押すと、そのぬ1丨を灯幼にするか無効にするかを•没 a 
することができます。 

J を押すと、修 il : . した CONFIG ファイルを、 CONFIG . TM 1》 というファイル名でル 
ートディレクトリーに保作し、修 lK した内斿で起! fJj します。以後、修止した内界で起 
仙するときは、選^に移行するためのキーを押しながら起助し、 CONFIG . TMI ) 
を選択してください。 


ESC を押すと、選択されている CON FIG ファイルの修 il : 前の内斿で起!肋します0 


選択された状態でこを押すと、その项11の内衫を編 1 上することができます。 
0を押すと、次のように衣ボされます。 
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第 7 章システムの構築 


CONFIGEDIT Version 1.00 Edit Fi 1 e-CONFIG.SYS 


〇 

FILES 

D 



〇 



Ejfi% 


〇 


H 



0 

EXCONFIG 

□ 



X 







□ 



a 


□ 



EM 


■ 

關!前 




a 

i 好を m 初^ 




雪 





as 

州 ffflWPWWWWWillPi 



BSIES 

■ 





■ 

打關 _妍 h ま ■ 




■ 

KH»i«wrifniigtagiiaiiiii^w 



移動 [DEL/BS/CLR/CTR い 除 [INS]: 挿入モード [ENTER]: 決定 [ESC ]: 取消 


日、 

— カーソルを移! SJj します 1 

DKL 

カーソル位闪の1义卞を削除します 

BS ] 

ヵーソル位; W の⑹•の1义 •； •:を削除します 

ICLR 

人カエリア/体を; IU •します 

CTRL -f K カーソル位芯から後ろをすべて削除します 

INS ； 

神人モードの ON / OFF を設定します 

0 

修正内衫を決定して修正項 f J 进択1两而に戻ります 

^sd 

もとの内容に戻り、修正項11選択 _ifti に w ります 

- - -1 




この修 ll : •では、塊卞の修正および入力やローマ字入力、コード入力などを行うこ 
とができません。 


234 







1.1 CONFIG . SYS ファイルのコマンド 


FILES 



ファンクシヨンコールで M 時オープンできるファイル数の指"/ 

FILES = 〈ファイル数〉 

FILES は、ファンクシヨンコールで M 時オープンできるファイルハンドラの数を、 
くファイル数〉で指^された数に設定します0 

〈ファイル数〉で指定できる範 M は5から93です。無^定時のデフォルト値は15で 
す0 


FILES=20 

とすると、ファンクションコールで M 時に20のファイルをオープンすることが"]■能と 
なります。 

なお、くファイル数〉には、必ず5以卜.をするようにしてください。 

フアン クシ ヨン コールの詳細については、別炎の 「C Compiler PRO -68 K 」 で说 
明しています。 


KEY 



キー定芥ファイルの衍 a 

KEY = «d ：»〔〈パス名〉〕〈ファイル名〉 

KEY コマンドで作成されたキー定義ファイルとその所在を衍定します。この'' KEY " 
が朽略された垛作、紐办ドライブのルートディレクトリに '' KEY . SYS " があればそ 
の I 人 r # がぶぶされ、 '' KEY . SYS " がなければデフォルトのキー定莪が设定されます。 
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第 7 章システムの構築 


LASTDRIVE 



( tctil ドライブを欠めた公人のドライブ敉を 

LASTI ) RIVE = <d ：> 

SUBST コマン ドやネットワーク即 ft 中で使 Ml する fWLl ドライブのム i 人侦をぬ ii し 
ます 。 〈d :>で HT 七できるドライブ Z : iA 〜 Z です。ただし、次:際に接続されている 
ドライブ数より小さ t 、似汾ぐラ メータエラ ーの場合は、次:際に接•絞されている祕 
のドライブ名になリます。また、 v LASTDRIVr の衍定がない場 ft は、ドライブ Z 
となります。 


PROCESS 



收け处观のための制 iJWA 钳の "5: 次 

I > ROCESS = くフログラム数〉くレベル〉くタイムスライス W (> 

把醜(报数のフログラムを兄かけ時に動かすこと> を行うフログラム数な 
どをぶ ii します。くフログラム?父> には船/•知 M 能なブログラムの数を衍)とします。 
衍： dM 能な範 M は2〜32です。 

くレベル〉にはプログラムの次:け IKlte を你七します0指定できる fift は2〜255で 、 M 
が小さぃほど鉍 t 、問 W で次: i テされます(如/•速度が速くなる)。 

くタイムスライスには ft プログラムの次: U 時!! ij を批定します0批4£できる侦は 
ミリ杪中位で1〜100の飢です。 （ 1 ms -100 ms ) 

” PROCESS " の你七がなぃ垛作、、則/■处坪はできません。なぉ、並け処神•の状態 
は PROCESS コマンドで厶小することができます。 
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7 . 2 CONFIG . SYS ファイルのコマンド 


PROGRAM 




シェル⑹に次:彳 j •する フロ グラムの jlT/ii 

PROGRAM = «d ：»〔くバス Z >〕 くフログラム〔オフシヨン〕 

CONFIG . SYS の '' SHELL ，/ によって、シェル（コマンドフロセッサ> が起抑さ 
れますが、この'' PROGRAM " にはそのシェルの前に実行するブログラムを指定しま 
す。これはメモリに常％ i : するフログラムやシェルが COMMAND . X でない(た 
とえば VS . X など）に次:彳 j •するフログラムをるためのものです。ただし、衍定 
できるフログラムは SUBST コマンドなビの外部コマンドに限ら < し COPY コマンド 
などの内部コマンドは COMMAND . X の拽能のひとつなので衍定するこ！:： i できま 
せん。また、 " PROGRAM " を使…する場合は、あらかじめ '' ENVSEr て观ェ 
リアを確保しておいてください。 


SCSIDEV 


m m 1 scsin : 様のデバイスを使⑴づ”のぷ定 
咨式1 SCSII ) EV = (ON I OFF 〕 

解説 1 SCSIDKV は、 SCSI デバイスドライバをび鉍するのかどうかを•没定するために使 111 

します。 SCSI デバイスを使⑴されない"は SCSII ) EV =() FF にぷ定すると、起仙が速 
くなります。 

SCSIDKV 二 ON にぶ定すると、 SCSIKOM のデバイスドライバをび鉍します。 
SCSII ) EV = OFF にぶ定すると、 SCSI デバイスドライバはび鉍しません。 
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第 7 章システムの構築 


SHARE 


機能 



解説 


ファイルのと排他制御の衍定 
SHARE = くファイル数〉くロック 5 fi 域数〉 

ネットワークを利⑴しているときは、佟数の ユーザーが 1 つの ファイルを⑹にア 
クセスする" ffi & tl : •があります。このような叫•化ファイルのぽみ出しおよひ V !••き込み 
をすベての ユーザーに れ•すと、ファイルの忮合忭.がとれなくなるようなこ とが 発卞し 
てしまいます0このようなイく辂合を防ぐために、1人の ユーザーが あるファイルをア 
クセスしているときは、そのファイルを他の ユーザーが アクセスできなくする（これ 
を排他制卸機能あるいはロック機能と呼びます> ようにしなければなリません。これ 
をけうようにするのがこの ” SHAKFT です。 

くファイル数〉には同！^に谇押-するファイル数を、くロック紐域数〉(こはそれぞれの 
ロック恥域の数を IIT ぶします。 


SHE しし 



起抑^のシェル（コマンドプロセッサ）の 

SHELL 二 〔〈d : >〕〔くパス名〉〕くファイル名〉〔くオプション〉〕 

SHELL は、コマンドプロセッサを指定するときに使用します。この指定を行う 
と、システムを起動したときに指定したファイルが説み込まれ^コマンドプロセッサ 
として実行されます。 

〈ファイル名〉には、次:行吋能な'' • X ，または'' • R " の M 丫•をもつプログラム 
を、く d :> シぐス名〉にはそのファイルの所■在を指•定します。そのブログラムが才 *7° シ 
ヨンの指定ができるように作成されていれば、〈オプション〉に指定したいオプション 
を5命えます。 


SHELL を指定しないとき、デフォルトのコマンドプロセッサは、 COMMAND . X 
となります。 
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7 . 2 CONFIG . SYS ファイルのコマンド 


TITLE 




解説 


タイトルファイルの定 

TITLE = 〔く d :>〕〔くパス名〉〕くファイル名〉 

タイトルファイルのファイル名とその所在をします。 '' TITLIT が竹略された 
場合、ゼ勒ドライブのルートディレクトリに '' TITLE . SYS " があればその内綷を夕 
イトルとして表示し、なければ表示しません。 


USKCG 



外字がりデータフアイルの衍定 

USKCG = «d ：»〔くパス名〉〕くファイル名〉 

外 •>:« 鉍⑴データファイルのファイル名とその所在を衍定します 0 '' USKCG " が T \ 
略された坳仏 J ドライブのルートディレクトリに '' USKCG . SYS " があればその 
内界を外卞び鉍文7として定義し、なければ定戒しません。 
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第 7 章システムの構築 


VERIFY 



ベリファイ機能の設定 
VERIFY : (ON | OFF 〕 

VERIFY は、ディスクに卉き込みを行う際に、正常に? F き込めたかどうかのチェッ 
クを行う力喷かの設定をします。 

VERIFY = ON に没定すると、卉き込みの我後に、丹き込んだデータを泣み出して 
そのデータが止しく;* F けたかどうかの照合チェックを行います。したがって、イく良セ 
クタなどのために物押が J に,$き込めない部分があるときは、即冲:にエラーとして及示 
されるようになります。 

ただし、 VERIFY = ON に設定されている場合、照合チヱックを行いながら書き込 
むため、 ディ スクに？?き込みを行う速度は)なくなります。 

VERIFY を CONFIG . SYS ファイル中にとくにす} t 定しない場介 、 VERIFY = 
OFF となります。 

なお、この CONFIG . SYS ファイル⑴の VERIFY コマンドは、 Human 68 k コマ 
ンドモード中で使用できる VERIFY コマンドと、その動きは M じです。第5饫の 
VERIFY コマンドを参照してください。 
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7.3 FDDEVICE ドライバについて 


7 . 3 FDDEVICE ドライバについて 

このプログラムは、 X 68000/ X 68030シリーズの IOCS コールを、 2 HD 以外のディスクの読みあきを 
許すように変史します。 

この ブロ グラムは常駐することでこれらの サボー トをむい、常駐している間は、 OS コールで フロ ッ 
ビーディスクをアクセスする限り、以ドのメディアを加 ' J に渡別して、アクセスを町能にします。 
ただし、この機能を使うためには 2 DD /2 HDJ 1 洲のドライブが必要です。 

自動判別するメディア 

• 5インチフロッピーディスクドライブ 

2 HD 1024バイト X8 セクタ X 2 iftix 77 トラック X 68030/ FC 980 1 2 HD 
2 HC 512八イト X 15 セクタ X 2 ifdx 77 トラック IBM 2 HC 

籲 3. 5インチフロッピーディスクドライブ 

2 HD 1024バイト X8 セクタ X 2 ifiix 77 トラック X 68030/ PC 9801 2 HD 
2 HC 512八イト X 15 セクタ X 2 ifiix 77 トラック IBM 2 HC 
21)1) 512バイト x 8セクタ x 2 Iftix 80 トラック 1) C 9801 2 DI ) 

( CZ -300 C /310 C のみ） 

2 DI ) 512バイト x 9セクタ x 2 Iftix 80 トラック IBM 2 DD 

( CZ -300 C /310 C のみ） 

※ I •' ASTIO / FASTSEEK / FASTOPt:^i を災行する前に FDDEVICE をび鉍してください。 


241 



第 7 章システムの横築 


7.4 OPM ドライバについて 

本体内蔵の FMft 源や ADPCM 、 また MIDIIK 破の機器を使⑴するためには、 CONFIG . SYS ファイ 
ル中で、 DEVICE コマンドによって 0 PMDRV 3. X を分鉍する必要があリます。 

❹サポートデバイス名 

0 PMDKV 3. X は、以ドのデバイス名をサポートしています。 

PCM : PCM の鉍 ff / l 中 I •: 

MIDI、OPM : MML データの付1:、および各コマンドの次:行 

MIDIA :アスキーファイルを MIDI コードに变換して MIDI OUT へ出力 

MID 旧 :バイナリーファイルをそのまま MIDI データとして ， 1 IWJ 

MIDIAE :アスキーエクスクルーシブデータファイルを MIDI コードに変換して出乃 

(Musicstuciio PRO68K で作成される IiXC ファイルなど） 

MIDIBE :バイナリーェクスクルーシブデータファイルをそのまま MIDI データとして出乃 

( MU — 1で作成される EXB ファイルなど） 



• エ クスクルーシブデータ を出力す ると きのデ八イス名は、’ MIDIAE ’ または ’ MIDIBE ’ でむってく 
ださい。 

(’ F(V ’ F 7’ のチヱックを行い、受以侧が才ーバーフローをおこさないようにウェイトを忡人します。) 
※ 「 MU — 1 j は株式会社サンミユージカルサービスの商標です。 



ORMDRV 3. X ではび•に以ドのオブシヨンスイッチを•没定できます。 


裳 n . n にトラックハ•ッファのサイズを1 K 八イト中.位で指定します〇 

指定麵は 24 K バイト〜 4096 K バイトで、省略した場合は 64 K バイトを確 W します。 


i 1 ! •式例 DEVICE=¥SYS¥0PMDRV3.X :：120 
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7.4 OPM ドライバについて 


Pn . n に PCM データのバッファサイズを K バイト単位で衍定します。 

指定綱は 0 K バイト〜 4096 K バイトで、省略したときは 24 K バイトを確 W します。 
ADPCM を使⑴しないときは、 n に0を指定してください。 


式例 DEVICE = VSYSVOPMDRV 3 .X / P 200 

Yn . MML データの Y コマンドのモードを衍定します。デフォルトは/ Y 1 に設定されます。 


例 DEVICE =¥ SYSVOPMDRV 3 .X / Y 1 

OM p ……アルファベットで衍定された順に、各源で使川するチャンネル番号を削リ肖てます。 

0=0 PM (使川チャンネル数8 : ch = 1〜8> 

M=MIDI (使川チャンネル数16 : ch =9 〜 24) 

P=PCM (使川チャンネル数1: ch =25) 

/OMP とした垛介は、それぞれの作源に対するチャンネル私;.が、し;じの通リとなリ 
ます。 

W 略した場合は、 / OPM の設定になり、次の M リとなります。 

0=0 PM (使川チャンネル数8 : ch = 1〜 8) 

P=PCM (使川チャンネル数1: C h = 9 > 

M=MIDI (使川チャンネル数16 : ch =10 〜 25) 

MIDI を使川しない坳介は、 /OPM の衍定にしておけば、促米の IVIML データをその 
まま演务できます。 

MIDI に衍定された c h は、その紐 N を MIDIchl 〜16にシフトして MIDIOUT に出力さ 

れます。’ / OPM ， で chlO 〜25か低 ii されている叫合は、 chlO が MIDIchl に、 ch 25 が 
MIDIchl 6 になリます。 

••! •八例 DEVICE = VSYSVOPMDRV 3 .X /OMP 


※，洋しくは、扣 rtrOPM コマンド j または、 r X - BASIC ユーザーズリファレンスマニ 
ユアル j ” m — sysch 0コマンド”を参照してください。 
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第 7 章システムの構築 


/Fn . FM 音源全体の音程を觀格します 0 ( n =0 〜 63) デフォルトは0 


•*: : A 例 DEVICE=¥SYSV0PMDRV3.X /F12 

OPMDR V 3. X を解-除します。 


，重 ! ： A 例 DEVICE=¥SYSV0PMDRV3.X /R 


A . MUSIC PRO -68 K [ MIDI ] を使 Ml するときに設定します。 


[：•■!)■ DEVICE=VSYSV0PMDRV3.X /A 


「 I 1 !••式例 トラックバッファに 120 K バイトを、 PCM データのバッファに20 0 K バイトを衝: ♦!： し 、 MUSIC 
PKO -68 K [ MIDI ] の MUS ファイルを演务する垛作 

DEVICE=¥SYSVOPMDRV3.X ¢120 /P200 /YO /MOP 

※各スイッチを VT 略した垛介のデフォルトは、 S 64 / P 24 / Y 1/ OPM となります。 

※それぞれの1111データの光如に以下の OPM コマンドを迫加,; d 入しておくと、 I ••記の選択はイばになり 
ます（本外（「7.5.1 OPM コマンド」を参照>〇 

OPM ファイルを演备する垛介 (/ OPM ) (/ Y 1) 

MUS ファイルを演奂する場介 (/ MOP ) (/ Y 0) 

※〇 PMDRV 3. X と ft スイッチの设定は、起孙後、コマンドモードからも火行できます0 



• OPMDKV 3. X は OPMDRV . X の I . R //: 換になっていますが、 OPMDRV 2. X とは/7:換性がありませ 
んのでご注总ください。 
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7.4 OPM ドライバについて 


7.4.1 音源の制御 

榻は YM 2151 という FM 音源 LSI を内蔵しています。これは、一般に OPM と呼ばれている夕 
イブで、山阪のシンセサイザにも 搭敉 されているた t 、へん, ☆艘 能なものです。 OPM は 8オクターブの 
FM 汗源を8チャンネル内藏し、 ft チャンネルごとに JV •色を設定したり、左/右あるいはその阀方に 
出力を振リ分けることができます。つまり、これひとつで8オクターブ8 乐:和 皆のステレオ演备が吋 
能となるわけです。 

木機の内谜スビーカはモノラルですが、本体後血にはオーディオ出力«户が装備されていますので、 
これをオーディオアンプやラジカセなどに接絞することにより、ハイファイステレオサウンドを架し 
むことができます。 

FM 音源は発振器(これをオペレータといいます> で周波数変調 ( FrequencyModulation ) をか 
けることによって A •色を作リ出します。 0 PM はチャンネルごとに4つのオペレータを侍っています 
ので、その組み合わせ"（アルゴリズム}や各オペレータの状態を操作することで、無数ともいえる 
汗色を•，すことができます。 

演似こは、次:際の楽消に衬心した MML ヒいう•はを使います。この MML で述された/ V 色や rt 旧¬ 
な ど の楽洮 デ ータをすべてト ラックバッファに •《:: $こみます。ト ラックバッファ は rm ft 源の fV チャン 
ネルに W 定されているのではなく、必要に応じて領域を確保し、 H 山に各チャンネルに荆りあてるこ 
とができます。また、池•备 I 作にはチャンネルをすることができます。これによって、よリ効率的 
な楽# r データのや多彩な汉楽演谷が" f 能となリます。 

FM JY 源は、一般に次の手で使 W します。 

1 FM 阳哚を切 期 化する 

2 MML データ （文 •； •••列） を 格納するト ラックバッファを 確保する 
3 トラックバッファを FM ff ® の ft チャンネルに， 別リあてる 
4 演备のテンポを設定する 
5 トラックハへ y ファに MML データを 格 W する 
6演#する 

なお、総トラック八 ッファ サイズ（それぞれのトラックに別りあてられているトラック バッファの 

総を交史する坳介は、 CONFIG.SYS ファイル内の 0 P \ II ) KV 3 .X のけを次のように，きかえて 
から、外度システム起! T •力してください。 

DEVICE = ¥ SYS ¥0 PMDRV 3 .X S 100 

総ト ラックバッファの サイズ（中•位： KB ) 

この例では、システム1$起财後、約 100 KB の総トラックバッファが確保されます。何も指定しない 
极☆は、約 64 KB の総トラックバッファが確化されます。ただし、システム起$加$のメモリのフリーエ 
リアはこのトラックバッファサイズに⑽係してきますのて 1 主总してくた•さい。 

♦ MML データ 

FMff 源や MIDI ?? 源に対して楽漭データを出力するときに使⑴する,■:か: V 1 ML です。 

まず、 MM しと楽# f を対応させてみましょう。 
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P.0RGAN2 

J -100 




CEM8AL0 

>140 







fi 


狂 



MML 


準備 

1小節 B 

2 小節 |j 

3 小節目 

4 小關 

o4v9q7M6 | : 

v10T100@16>b2b2< >a2g2@6< 

T140v12>f2a2< 

c2.r4:| 

04v9q7l16 |： 

v10@16e2d2 

<e2>>b2@6< 

v!2c2c2 

<<e2.r4>>: 

o4v9q7M6 | : 

v10@16g2g2 

くく c2>e2@6> 

Vl2f2f2 

<<g2.R4>>: 

o4v9q7M6 | : 

v10@16R2R2 

R2<b2@6> 

vl 23232 

R2.R4:| 

この架讲では、 

3 和音の部分と 4 

和和 fV •の部分があります。 



M ML の义法につ v 、て说叫します。 


⑴ 1 斤式 

浆讲データは mml データ（コマンド、ハ•ラメータ）を文字列として絞けてします 。 ?mm 
のさいは、した l « i 裕に灾行されることになります。 ft データは、詰めて； 1 F いてもスペースが入つ 
ていてもかまいませんし、小文字で卉いても人丈夫です。 

MML データのを示します。以下、この衣をもとに说明をしていきます。 
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@ Mnl . n 2 


モジュレーションの設定 
n 2 を朽略した場合は198 
( speed：iFM 制 J ?: のみに“铷 


〜 127( lo\v byte ) 
〜 127 (hi byte ) 


nl =0~ 127 ( depth ) 
n 2 = 0—255 ( speed ) 
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MML データ 

■ - 

味 

パラメータ範剛初期値） 

• • 

}■ ■ ■ ■ _| 

和； V の指定 

ム i 初の？?程のみ Ji さを指定町 • 

輿なる M さの ft •は浞在不 "f 

故人8皆(> < # - +は設定可) 

(ドラム ハ。 一卜などの1トラック fbiaff © 

MI 1)1 以外のチャンネルでは和演#不•イ 

例 现(;<〇， 

• 

丨 ： n 

繰り返しの始め （n :繰リ返し间数) 

1〜256、 rMti .2 ； 

• 

• 

卜. ■ 

繰り返しの終わり 1 


In 

1— ■—— 

繰り返しの n |"|||て儲するデータの始め 

卜256 ] 

CD.CJ 

先頭に以る U M のみ） [ 

-1 

CD.SJ 

〔 SKGNO 〕 に;>：:る （ 1 1"1 のみ） 

- n 

〔 SEGNO 〕、 〇$〕 

〔 I ). S .〕 からの飛び•先 | 


〔 TOa ) I ) A 〕、〔*〕 

〔 COI ) A 〕 に飛ぶ < 1 M のみ> 1 


( CODA ) 

〔 TOCODA 〕 からの放び光 


[( FINE ) 、门 ! 

〔1). C .〕、〔 I ). S .〕， 〔*〕•欠:け後の iiii 谷終 f 

I 
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7 . 4 OPM ドライバについて 


⑵昏符 

楽沸データとしてもっとも基本になるのは符の述です。実際の楽沸を兄るとわかるように、ひ 
とつの符は&程と迕技からなっています。 MML の場合も M 様に、 A 〜 G で S •程を、1〜64の数？: 
で片技を表し、2つ合わせてひとつの择符になります。 A 〜 G の代わりに K を使って休符を衣すこと 
もできます。また、 JV 符の要素としてはタイや述符もあり、これらも簡中-に , k ! 述できるようになって 
います。 

•雜 

斤1¥:データ A 〜 G の5:味を KW に示します。ただし、ここに示した fV •の M さは次:際には&色によっ 
てオクターブが兴なることがあリます。 

•••CDEFGAB CDEFGABCDEFGAB … 

I_ I I_ I I_I 

オクターブ 3 オクターブ4 オクターブ5 


ここで、 A 〜 G の後ろに#または十を付けると半 I •.、一を付けると半迕ドを衣します。たとえば 、 C 
r、”C + ”D -”はすべて同じ音、&楽紀号の C# (Db) になります。 

斤技データは fY 程データ（休符を穴む）の後ろに数字を付けて衣し、この数卞を n とするとその；V 
符は n 分^■•符です。たとえば、これを fV •楽圮号で表すと次のようになります。 


CI . ク （4 分音符4つ分の長さ） C2 




泞技データは«略吋能で、その場合は後述の L コマンドで設定された音及になります0また、ピリ 
オド （.） を符点の总眛で使) H することができ、これを R けると杏技が 1.5^ になります。2つ付ける 
と 1.75 仿です。たとえば、” C どは符点4分 ft 符、 L 8にあ ii されているときの” C ” は符点8分迕 
符となります。 

•タイと連符 

2 つの S •符データの問に&を入れることにより、 2 つの音をつないで吸らす（タイ）ことができま 
す。 

迚符はデータを { } でく くり、その後ろに茂技データを付けることによりします。この場 
合\ { } 内の皆を合計すると指定した S •長になるように演奏されます。つまり、1つのひとつの皆 

は、衍定した皆長を斤程データの恨 I 数で等分した技さで吸らされるわけです。たとえば、これを使つ 
て3迚符を iki 述した場介の楽妃号との関係は次のようになります。 

r - スっ 广3, 


: CCC! 4 
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第 7 章システムの構築 


(3) 状態設定 

この MML は音符を，彳 i ! 述するだけでなく、オクターブやテンポ、音長、茂: IA などを細かくコントロ 
ールすることが"(能です。さらに、 OPM の持長を生かして、 ff 色の選択やステレオ出力の切り換えも 
行うことができます。 

♦オクターブ 

オクターブは 0コマンドで 狼を I 的射}^する方法と"く”、”〉” で オクターブを上げたりドげたり 
する方法があリます。 ri ! j 者は ft 楽の各パートの光頭部分、あるいはパートの途中で茂色を変えたとき 
など、後名は演务中に一時的にオクターブが没:わるときに使⑴するとよいでしょう。たとえば、次の 
楽游は XAB < CDOBA ( r のように化述できます。 

オク ターブの fifi . ヒ A •程の関係は汗汀の項で述べたとおりです。オクターブ〇では C、C #、 I )の rt ••は 
使えず、オクターブ8では C 、 CS 、 I )以外の rt: は使えません。オクターブの値は切期状態では4にな 
っています。 

籲テンポ 

テンポの，化上は T コマン ドで彳 j •います〇つまり、曲中て liii # のテンホを'交えることもできるわけで 
す。設定値は1分問に4分音符を何柏 m っかで衣 します。 

•音鼓 

fY 及は疗符データのほうで1 fY 1 fY について圮逆することができますが、これを打略した場合の ft 
仃の Pi •及を设定するのが L コマンド、@丄コマンドです。浆讲のなかでもっとも多く出てくる迕设を 
設定しておくことによって、効中的に楽讲データをすることができます。 

L コマンドの設定値は疗符の荇技データとまったく問じ总味です0これに対して、 @ L コマンドは 
令 ft •符 （4 分 A ••符4つ分の ii さ）を192として A ••の及さを衍定するので、 fVJi をよリ細かくコントロー 
ルすることができます。たとえば 、 L 8と® L 24 は同じ意味で、 @ L 25 はし8よりも少しだけ長い音に 
なリます。 @ L コマンドによる微妙な•技設^を曲令体に対して行うと、リズ厶の讶理が人変になる 
ので、曲のなかで部分的に特殊な効災を出したい場仏あるいは幼果疗などに使⑴するとよいでしょ 
ぅ0 

• f を出す時問 

刪:に、 M じ4分冷符でも、そのなかで実際に音を出している時間はまちまちです。音楽記号にテ 
ヌートとかスタッカートというのがありますが、これもそういった皆の出し方を指ボする記号で、皆 
符にポされた長さいっぱいまで音を出したり、逆に音を切ったりすることを示します。 

このように、1つひとつの皆符の皆始のうち実際に音を出す B 棚の别办を設定するのが Q コマンド 
です。 Q コマンドではその劄合を 1/8 〜 8/8 でも 1 1 定し、侦が小さくなるほどスタッカートぎみ 

に、大きくなるほどテヌートぎみになります。ただし、音色によってはそれほど効果はありません。 
なお、初期状態では Q 8になっています。 

• 

rt . W : は V コマンド、 あるいは ®V コマン ドで設定します〇 V コマン ドの設定値は 〇〜 15 、 @v コマ 
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7.4 OPM ドライバについて 


ン ドの設定侦は〇〜127で、いずれも値が人き いほ ど皆 W ： も人きくなります 0 V コマン ドと @V コマン 
ドの設定^(には L コマンドと @L コマンド のような相関関係はなく 、V コマン ドは聴感上 V 0から 
V 15 まで叮 匕 例的に fVW : が変化するのに対して、® V コマン ドは設定値が人•きくなるほど変化 W : が人 
きくなっていきます。初) UW 尺態では V 8に設定されています。 

♦ステレオ出力 

OPM がステレオ出力をサポートしているのは前述のとおりです。本機の内葳スピーカはモノラル 
で、な右両方の？ f •を一 IS に出していますが、後面のオーディオ出力端子からオーディオアンプなどに 
接続することによリステレオサウンドを楽しむことができます。 MML で左右に??•を振り分けるには 
P コマンドを使います 〇 P 1 とすれば左から、 P 2 とすれば右から、 P 3 とすれば左右両方から音が出ま 
す。初期状態では P 3 になっています、 P コマンドは、泞色と荇符データの問に入れて衍定します。 
•能 

•色の選択は®コマンドで fV •色舴‘づ•を衍定することで行います。初》1状態では1 S から 68 S までの 
皆色があらかじめされており(これをブリセット音といいます)、さらにユーザーが作成した音色 
データをすることによって作 mM 200 S までの fV •色を使うことができます。また、«分•済みの fV 色デ 
ータを淡み出し、データを; 1 F き換えて#することで、 fV 色を修正することも<能です。 

以ドに、プリセットでの•釔を掲敉します。このなかで打楽器はそれらしい fV •になる fV 程が限られ 
ています。佔弧内に准本となるオクターブを示しておきますので参ろ•にしてください。 


1 A . ピアノ 

2 H . ピアノ 

3 エレクトリックヒアノ 
4 クラビネット 

5 セレスタ 

6 チェンバロ 

7 アコースティックギター 

8 エレクトリックギター 

9 ゥッドベース 

10エレクトリックベース 
11八ンジョー 
12シタール 
13 ハーブ 
14琴 

15 パイプオルガン 1 
16 パイプオルガン 2 
17 エレクトリックオルガン 
18 アコ ー デオン 
19 バイオリン 
20チェロ 
21ストリングス1 
22ストリングス2 
23 ピチカート 


24 

ボイス 

I 

47 

バスドラム 

[〇] 

25 

コーラス 


48 

タムタム 

[2] 

26 

グラスハーブ 


49 

ティンパニ 

[2,3] 

27 

ホイッスル 


50 

ボンゴ 

[2.3] 

28 

ピッコロ 


51 

テインノ、。レス 

[3] 

29 

フルート 


52 

トライアングル 

[3,4] 

30 

オーボエ 


53 

カウべル 

[3.4] 

31 

クラリネット 


54 

チューブラーべル 


32 

バスーン 


55 

スチールドラム 


33 

サックス 


56 

グロッケン 


34 

トランベット 


57 

ビブラフォン 


35 

ホルン 


58 

マリンバ 


36 

トロンボーン 


59 

クローズハイハット 

‘ [3] 

37 

チューバ 


60 

オープンハイハッ [ 

‘ [4] 

38 

プラス1 


61 

シンバル 

[4] 

39 

プラス2 


62 

シンセサイザ1 


40 

ハーモニカ 

63 

シンセサイザ2 


41 

オカリナ 

64 

アンビューランス（効果泞) 

42 

リコーダー 

65 

泌(効采 ff ) 


43 

サ ンバホイ ッスル 

[3.4] 

66 

レーザーガン（効采泞> 

44 

パンフルート 


67 

ゲーム1(効!11斤> 


45 

スネアドラム 

[2] 

68 

ゲーム（効果泞） 


46 

リムショット 

[3] 
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第 7 章システムの構築 


• OPM 制御 

これまでに说明したコマンドだけでも非常にきめ細かな&楽制御が吋能ですが、さらに OPM にぬ: 
接データを海き込んでコントロールすることもできます 0 これを行うのが Y コマンドです 0 薄式は 
” Yr , d ” で、 r に OPM のレジスタ黹号、 d に芥き込むデータをす Stiii します。ただし、レジスタ柝号 
1、16、17、18、20は使えません。 

Y コマンドで設定した OPM の状態を一定時問そのまま維持するのが® W コマンドです。設定欣 
は汽符データの/ V •技と W じ, S 妹で、 VT 略も" f 能です。このコマンドは Y コマンドで OPM に KEY 
ON / OFF を指定したあとでのみ柯効です。 

ド衣にレジスタ S 号とデータの対応を示します。 ft データはビットごとの/2；味をもっています。内 
矜については、次项の 「 FMA : 源の ft •色データ（レジスタ）」を参照してください。 



;主 I :チャンネル谷号= 0 ~ 7 

,±2 :レジスタ番号=表中のレジスタ番号+チャンネル S 号 
i 3 :レジスタ*号=衷中のレジスタ*号+ (オペレータ* 
号一丨 ） X 4 +チャンネル*号 
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7.4 OPM ドライバについて 


(4) 繰リ返し 

この MML では繰リ返しがサポートさル楽沸データを効率的に,〗现することができます。また、 
これを活 II j することによってトラックバッファに筲き込まれるデータを大幅に節約することができま 
すので、長い曲を演#するときにも有利です。繰り返しを示す コマン ドは一般の? V •楽記号とよく似た 
ものになっていますから、各•楽纪号と対応させて説明していきます。 

• 中•純 ループ 

架に次のようなものがあります。 



これは|•••と ： il の|»1を繰リ返すものです 0 MML でも |* i 脱に繰リ返したい内界を| :と：|でく 
くることによって繰り返しをすることができます。ここで| :の後ろに1〜256の数字を f 、 J •けること 
で秘リ返し I "敗を指定することが" ffiii です。朽略した場合は2|"|になります。| :〜：丨ルーフ‘を含 
む楽讲データをさらに| :〜：丨でく くることはできません。 

また、•楽記号には厂厂とかにのようなものもあります。これは繰り返しの何问目かに演赛 
する内容をす ST 走します。これも MML でサポートされており、| n で nNS に演赛する内容を指定す 
ることができます。たとえば、 



のような楽讲は” | : CDEF | 1 GFED : | | 2 GABCC ” と , k ! 述します。 

籲始めに戻る 

ft 楽•记り•で D . C . というのは「始めに/乂る」という总味です。 MML でも Ml 様に [ D . C .] と中括弧でく 
くって述することで曲の始めに《ることができます。 

• Segno に纪る 

片楽どりの太はセーニ ョ （ SeKno >> 泣みます。そして、 D . S •というのはダルセーニ ョと 説み 「Segno 
にがる j という总味です。それぞれ [ SEGNO ]、[ D . S .] とだ述すれば MML でも⑹じことをします。 
[ SEGNO ] ( i [$] と咯紀することが吋能です。 

• Coda に飛ぶ 

ft 紙•に#というのがあります。これはコーダ （ Coda ) と説み、 D . C . や D . S . を実行したあと to 
#(to Coda ) に米たときにそこへ ( Coda ) 飛ぶためのものです。 MML ではそれぞれ [ CODA ]、 
[ TOCODA ] と•记述します。後者は [* ] と略圮すること力 M 能です。 

• Fine 

D . C . や D.S •で繰リ返しをしたあとで曲か私了する場〇に、それを示すのが Fine です。⑻様に、 MML 
では、 [ fine : あるいは r ] を実行すると演奏が終わります。 
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第 7 章システムの携築 


• OPM コマンド 


FM 削!?:や MIDI を敗接制御する場介に使川するのが、 OPM コマンドです。 

以卜の OPM コマンドは、 0 S 卜.からデバイス名，〇 PM ， または ’ MIDI ’ に 1 .:接出力して実行すること 
か # できます。 

U -沐的には、スクリーンエディタ ED などを使って、 MML と共にアスキーファイルとして作成し、 
コマン ド モー ドから 


COPY くファイル名 〉 OPM J 


COPY くファイル名 〉 MIDI J 


と人力すると次:行することができます。 


OI〉M コマンド 

r パラメータ/機 fig 

1 ( REM ) または/ 

p^REM)” または”/”で始まる行を m 釈行とみなします ] 

(令灼文字で始まる行も im とみなします> 

(/OPM) 

(/OMP) 

(/MOP) 

(/MPO) 

(/PMO) 

(/POM) 

k . ■ — ■ ■■ 

OPM =chl 〜 8 PCM =ch9 MII)l=chlO 〜 25 

OPM =ch 卜 8 MIDI=ch9 〜 24 PCM =ch25 

MII)I=chl 〜 16 OPM =chl7 〜 24 PCM =ch25 

MIDI=chl 〜 16 PCM =chl7 OPM =chl8 〜 25 

PCM =chl MIDI 二 ch2 〜 17 OPM =chl8 〜 25 

PCM =chl OPM =ch2 〜 9 MIDI=chl0^25 

(chi 〜 25 はチヤンネル 1 〜チャンネル25を示します） 

«■ 疗源に対するチャンネル SVj •の別リ当てを変史します 

ドライバ組み込み時のオブシヨンスイッチ (VOPM'VPOM” など）と、 
liil じ機能です 1 

(/Yn) 

MUSIC PR0^8K [MIDI] で作成された，〜 .MUS ， ファイルを演奏する垛 
☆は、 （/Y0) を指定してください。その他の垛作は、 （/Y1) を衍定してく 

ださぃ 

デフォルトは （/Yl> に設定されています 

filename) 

n= ノート Sv (0-127) 1 

filename で衍定された PCM データの ファ イルを说み込み ⑴ S のノー ト 3?V> 

に獅 します。ファイル名はフル ハ。 ス名で指定してください 

ファイル名はそのまま PCM の ff 色名として®録されます 

(/An, tonename) 

n ニノー ト番兮 (0-127) | 

n 番のノート？ Tf 号に PCM の；V色名を登録します 
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(/ S , filename ) 


(/ S , filename ) 

SOUND PR 0^68 K の’〜 . SND ’ ファイル（または （/ SV . filename . n ) で 

作成されたファイル）を読み込み、 FM 音源:に:®録します 

ファイル名はフルパス名で指定してください 

扯张 F . SND ’ はイぐ要です。 FMff 源の??色名も M 時に分鉍します 

(/ SV , filename , 

n = 音色番号 (1-200) 

nl , n 2. . n 3, n 4 m ) 

SOUND PR 068 K の•〜 . SND ’ ファイルのフォーマットで祝在/び録されてい 

る fY 色データの内、 n で指定された fV 色データをファイルに WiV : します 

ファイル名はフルパス名で指定してください 

ファイル名に 1£3&^ ’ .SND ， は不要です 

n を VT 略した場介は、 200{ Y 色すベてファイルに分鉍します 


例 > (/ SV . TEST 1 , 1-8.20-30. 180-) 


AfcJffvl 〜8,20〜 30. 180〜200の fY 色データを TliSTl . SND ^ O ファイル名で 

ファイルに保作します 

(/ Vn . tonename ) 

n = 卜200 


FM 音源の fV 色名をします 


[ (/ SPn ) n =0 〜 255 (デフォルトは 198) 


FMff 源の LFO (モジュレーション）の变化する速さを没定します 
( In ) でデフォルトに設定されます 
n =0 off n=lon (デフ オル トは 1> 

FMfV 源に•没定する斤色パラメータの内、 LFQ / PMD / AMD などの令体に 
衫背するパラメータを/ V •色切リ抒え時にセットするかどうかを選択します 
すべてのチャンネルに対してモジュレーションを正常に機能させるためには、 

n に0を衍定しておいてください_ 

n =0 〜127 (デフォルトは 127) 

マスターボリュームを 設定します。 （ In ) を実行するまで存効です 
PCMff •に対しては無効です 


(/ FI ) 

V — -- — _ 

PCM 八ッファをクリアします 

( In ) 

■ - 一 " ■ i 

n =0 or 1 

トラックデータを初期{匕します。 （ Mt , s > も初期イ匕されます 

各トラック八ッファは4バイトに設定されます 

n =0 または竹略した垛作は、昔色データを初期化しません 

n = 1で冷色データも初期化します 

(V nl . n 2. dl . d 2. 

•• dm " d 55* n 2) 

nl = 音色番号 (1 〜 200) 

n 2= i !! ••き換えを始めるパラメータ番号 （0 〜 54) 

dm =^ 色パラメータ （0 〜 255) 

FM & 源の音色を設定します 

n 2 は、パラメータの何挢から杏き換えるかを示しています 


(/ En ) 


(/ n ) 





(D nl . n 2) 

nl = コビー元の ft : 色 JT 皆 （1 〜200) 

n 2= コビー光の音-色*^* (1-200) 

FMff 源の nlS の疗色を n 2# にコピーします 

(M t . s ) 

t = トラック浪号 s = ハ •ッファ サイズ 

トラックバッファを確:保します 

t をすると、すべてのトラックに s を設定します 

( I )でデフォルト（全トラック4八イト > に設定されます 

確保したバッファ容 W : が不足していると、正常に演葵されない場合がありま 
丨 す 

( M , T . S > コマンドでエラーが起きた場介は、その時点での確 W 町能な iii 人侦 
を設定します | 

I (A c . t ) 

c = チャンネル报ゆ t ニトラック { f ^ y * 

チャンネル C で油务するトラック褓•，;•を衍定します 

C が取段した坳介は、後から衍定したチャンネルに設定されます 

t が取夜した叫•作は、 m 数のチャンネルで问じトラックが演务されます 

(0 n ) 

n ニテンポデータ （20 〜300) 

丨 テンポを没定します 

1 (Q nl . n 2) 

111 =分丫* n 2= 分# 

柏户を設定します 

(T n ) MMLdata . 

• n = トラック#号 (1-80) 

指定のトラックに MML データを,"/き込みます 

(E nl , n 2... n 25) 

1 — - ■ 

n = チャ彳ネル番号 (1-25) 

n で指定されたチャンネルの皆芦出力を許可します。 n で指定されたチャンネ 

ル以外のチャンネルは{ V 声出力力な止されています 

1 (内部的な演葵は継絞しています) 

11がすべて « 略された場作は、すべてのチャンネルの ? Y パ*•出力が jT •吋されます 

1 (P nl , n 2... ii 25) 

n = チャンネル浪り • 

n で指•定されたチャンネルの油•务を開始します 

n がすべてれ略された場合*、すべてのチャンネルの消券を開始します 

MIDI のチャンネルに対しては、スタートコード ( SFA ) を出力します 

(S nl . n 2... n 25) 

n = チャンネル番号 

n で衍定されたチャンネルの满#を f ? •止します 

n がすべて Vt 略された塲作、すべてのチャンネルの演务を怜止します 


MIDI のチャンネルに対しては、ストップコード ( SFC ) を出力します 







7 . 4 OPM ドライバについて 



mUHQSEI^EBHESHHHH 

(C nl , n 2,.. n 25) 

n = チャンネル番号 

n で衍定されたチャンネルの演奏を m \ します 

n がすべて朽略された垛介、すべてのチャンネルの演奏を洲則します 
•\1 II ) I チャンネルに対しては、コンティニューコード ( SFB ) を出力します 

常に MIDI クロック ( SF 8) を出力しているので、外部シーケンサーと同期演 

奂させることができます 

(W nl . n 2... n 25) 

n = チャンネル Jffv I 

n で衍定されたチャンネルか供 f するまで待ちます 

(ESC キーまたは BREAK キーで屮 ih します） 

n がすべて打略さメ L た場介、すべてのチャンネルの油•务力私 r するまで特ちます 

(PM n ) 

n = 小節番号 

演务を開始する小節浪 V を衍定します 

(S 11) または演务終广 CM 除されます 

(Q nl.n2) で曲の拍 f •が設定されていなければ正常な演赛ができません 
また、全トラックにおいて、 MML データ、’’ 1: ”、” ：丨 ，，、，， [D.S.]” 、 ”[D.C.]”、”[$]” 

などの数か 1 …じでなければなりません 

i (SM n ) 

n = 小節推 1 4 

演#を f ? •止する小®裉号を衍定します 

(S n ) または演#終了で解除されます 

(Q nl . n 2) で曲の拍子が設定されていなければ正常な演奏ができません 
また、令トラックにおいて、 MML データ、，，1:，，、，， ： l ，，、，，[ I ). S .]， V ，[ D . C .]，，、，，[$]，， 

などの数が N じでなければなリません 

(N c . n ) 

c = チャンネル形け (1-25) n = 出カチャンネル祗辁 (1-25) 

一也阶リに出カチャンネルを変史します 

n ) て i に戻咐 

(G c . n ) 

c = チャンネル潘け n = fV 色形 v (OFM :卜200 MIDI : 1-128) 

指定のチャンネルに荇色} Tf 号を設定します 

(L c . n ) 

卜囑 ■_ —^— J 

C = チャンネル35：ひ 11= ボリュームデータ（〇〜127) 

jlT/ii のチャンネルにボリュームデータを設定します 

(B c . n ) 

c = チャンネル浪号 n = パンポットデータ (0-127) 

衍定のチャンネルにパンポットデータを設定します 

(U c , n > 丨 

c = チャンネル柝け n = ベロシティデータ （0 〜 127) 

指定のチャンネルにベロシティデータを設定します 

(F c . n ) 

— 

c = チャンネル畨号 n = トランスポーズデータ (0-48) 

指定のチャンネルにトランスポーズデータを設定します 

±2 オクターブの範 M で半音ずつ泞程をシフトします（デフォルトは 24) 

(Y c . nl . n 2) ' 

c = チャンネル S 号 nl = コントロールコード n 2 = データ 

衍定のチャンネルにコントロールデータを出力します 
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OPM コマンド 

パラメータ/機能 | 

(J c ) 

c= チャンネル浪 v (1-25) 

指定のチャンネルへオールノートオフを出力します 

c をV?略した場介は、すべてのチャンネルにオールノー トオフを出力します 

(X nl,n 2.... 

... n512) 

nl 〜 nm までのデータを MIDI へ ift 接出力します 

指定できるデータの数は512個までです 

(Z n) 

l J 

n=0 内部同期 n=l 外部_ n=2 FSK 同期 


ノー ト番号：音程対応表 

ADPOVI で取リ込んだ fV のデータフアイルを rt 和に別り W ナ、曲の途中でその片柯を; Vi 务することで 
取リ込んだ杏を演备屮に阶I:することができます。 

取リ込んだデータのへの別り R けは、 /Pn コマンドで衍定します。 

/Pn コマンドで指定するノー ト 5T，；* と ft 程の沖芯衣は次の通リです。 


_ 

EB 


mm 

ma 

E | 

F 

F« 

G G# 

A 

AS 

B 

画 

■ 

〇 


回 

■a 

■a 

■ 

mrMmm 

El 

mm 

El 



m 


mm 

28 

29 



■ 


画 

回 

〇 


r l 

39 

■a 

ma 

■ 

mmma 

■a 

■a 

■ 

回 

■91 

〇 


Bl 

■ 


■ 


■ 



W 

■■■糊 


- r 

63] 

■ 


■•相 

mmwm 


ma 

El 

0| 

醒 1 


ma 

■ 

■a 

um 

■a 


ma 


Hi 

_ 

■91 


■a 

ma 

88 

89 

90 


93 

篇 

Bl 

07 

H- — ■ 

96 

97 

一 ——J 

98 1 

99 

100 

101 i 

102 

103 104 

105 

■ \ 

106 

107 | 

0 8 

108 

109 

no 

111 

112 

113 

114 

115 116 

117 

118 

119 


(il) 

(ml. 980) 

(al,l) 

(/PI) 

(/PI2,b: ¥sample¥sample.pcm) 

(tl) T100 VI5 @15 QOE8G8 く C8 @N9O0C8 @N105C8>G8E8C8 
(P) 

※丄〜彻しデータと 01)M コマンドのな使いん•については、 SX-WINDOW アプリケーションディ 
スクの SAMPLE という名のデイレクトリ内にある X68K.OPM の内祥を参照してください。 
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7.4.2 FM 音源の音色データ（レジスタ） 

本機のには、前述の通リ YM 2151 ( OPM ) を使用しています。これは、8オクターブステ 
レオ出力が" I ■能な FM Generator を8チャンネル侍っており、その各チャンネルに、オペレータとし 
てモジユレータ2倘 （ Ml , M 2)、キャリア2倘 ( Cl , C 2) が対応しています。しかも、このオペレー 
夕 の糸 II み介わせや、チャンネルごとの Phase Generator とオペレータごとの Envelope Generator の 
定侦を炎 ; 化させることにより、いろいろな昔作りが" r 能になっています。 

また、この FMJV 源では、 ( LF 0) をもっており、それを使 IH することでビブラート 
やト レモロ 効果がル:み出せます。 


• FM 音源の音色データ 


FM ft 源データは、次のような配列形式になっています。 


パラメータ 

内 # i 

設定職酬 1 

0 

フイード八ック/アルゴリズム 

(0-6) ! 

1 

スロットマスク 

(0-15) 

2 

ウェーブフォーム 

(0 〜 3> 

3 

シンクロ 

(〇, n 

4 

スピード 

(0 -255) 

5 

PMI ) 

(0^127) 

6 

AMI ) 

(0 〜 127) 

7 

PMS 

(0-7) 

8 

AMS 

(0^3) 

9 

L.KPAN 

(0 〜 3> 

1() 



11 

Ml /AR 

(0 〜 31> 

12 

M 1 / D 1 R 

(0-31) 

13 

M 1/ D 2 R 

(0-31) 

14 1 

Ml /HR 

(0 〜 15> 

15 

M 1 / D 1 L 

(0^15) 

16 

Ml /TL 

(0 〜 127) 

17 

Ml /KS 

(0-3) 

18 I 

Ml /MUL 

(0^15) 

19 

Ml /DTI 

(0-7) 

20 

Ml / DT 2 

(0-3) 

21 

Ml /AMS イネーブル 

(0-3) 
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Cl / AMS イネーブル 

M 2 /AR 

M 2 / D 1 R 

M 2/ D 2 R 

M 2 /HR 

M 2/ D 1 L 

M 2 /TL 

M 2 /KS 

M 2 /MUL 

M 2 /DTI 

M 2 /DT 2 

M 2/ AMS イネーブル 

C 2 /AK 

C 2/ D 1 K 

C 2/ D 2 R 

C 2 /RR 

C 2/ D 1 L 

C 2 /TL 

C 2 /KS 

C 2 /MUL 

C 2/ DT 1 

C 2 /DT 2 

C 2 /AMS イネーブル 












7.4 OPM ドライバについて 


(1) フイー ド 八 ック/アルゴリズム 

• アルゴリズム……各チャンネルごとの4つのオペレータの組み各せを設定します〇 8神:類の組み 

合わせがあり、それぞれで芡化に富んだ&色作りができますが、嘶に、キャ 
リアの数が少なく、モジュレータの数が多いほど複雑な昔色変化を作れます。 

bits 4 3 2 10 


フィードバック アルゴリズム 







第 7 章 システムの 構築 


♦フイードバック . 各チャンネルごとの敁初のオペレータの出力をそのオペレータ自身にフイー 

ドバックすることにより、ひとつのオペレータだけで変調が行われます。数 
侦が 人き くなるほど、 人き く変凋され、倍昔成分が柄え、片色が 人き く変わ 
リます 

0 0 0…… OFF 

0 01…… tt/16 
010 …… 7t/S 
011…… n/A 
10 0…… nil 
101…… n 

110 …… In 
111…… 4tt 


(2) スロットマスク……各チャンネルごとの各オペレータのキーオン （ M * •力されます)/オフ（出力さ 

れません）を没^します。 



bit 3 

2 

1 0 




1 

C 2( キ1 

，リ T 2)： 


M 2( モジュレ 

ータ 2) 丨 •； 


V • 

ci (キャリア 1 ) | 


M I (モジ ュレー タ I ) 


キーオン（動作) 
キーオフ 


262 


















7.4 OPM ドライバについて 


⑶ ウヱーブ フォーム • …… LFO から把 f •:される波形を設定します。波形の递ぃにより、泞缺や音色 

の変化のしかたが変わります。 

ウェーブフォーム 周波数変調（音程） 



(4) シンクロ*…… LFOCO スタートヒキーオン（/ V •が発ル:される瞬 II ⑴をシンクロさせます。シンク 

口状態にするとが発屯されるたびにビブラートやトレモロ効果などか彼形の光 
頭からかかリます。 

0……シンクロ解除 
1……シンクロ状態 

(5) スヒード • …… LFO ^% ft 淵波数（ビブラートやトレモロ効果の速さ）を設定します。数値が人 

きくなるほど、則皮数が ft ; くなり、スピードが速くなります。 

〇〜255 (約0.009〜 59 Hz に対ら） 

(6) FMD (Pitch Modulation Depth )* 

……版皮数変凋（斤程）に対してかける LFO の出カレベルを設定します。数値が大きくなるほ 
ど、深くかかります。 

0-127 (出カレベル小—出カレベル人> 

(7) AMD (Amplitude Modulation Depth )* 

……振幅変調(音傲)に対してかける LFO の出カレベルを設定します。数値が大きくなるほ 
ど、深くかかります。 

0^127 (出カレベル小—出カレベル人） 
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(8) PMS (Pitch Modulation Sensitivity ) • 

……みチャンネルごとのは做数变凋 （ A ••程）に M してかける LFO の感度を設定します。数侦が 
大きくなるほど、@度は大きくなります。 

〇〜7 (感度小—感度人） 

(9) AMS (Amplitude Modulation Sensitivity ) * 

……各チャンネルごとの振 fe •変調(韻)に対してかける LFOT ) 感度を設定します0数値が人 
きくなるほど、感度は大きくなります。 

〇〜3 (感度小—感度人> 

〇〇) L.R PAN …… ft チャンネルごとの出力力•式を®: 定 します〇 


1……左出力 
2……右出力 
3……ステレオ出力 

*. LFO (Low Frequency Oscillator ) に関するデータ 

なぉ、 PMD ^ O になっていると岡波数変调(斤程)に对しての LFO はかかりませんし 、 AMD 
が0になっていると振 *8 変調 ( grft ) に対しての LFO はかかりません。 

なぉ、 LFO を使 IH すると音色が変わります。 

〔オペレータ中.位〕••.以降の说明においてオペレータ1は mi 、 オペレータ2は Cl 、 オペレータ3は 

M 2、オペレータ4は C 2 に対応します。 


Key ON Key OFF 



( 11)AR (Attack Rate )". キーオンされたあと、出カレベルが最大になるまでの速度(齡敏 

が Odb になるまでのレート）を設定します。数侦が大きくなるほど音 
のヴ•ち上がりか'速くなります。 

〇〜31 
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(12) DIR (First Decay Rate )** ……出カレベルが最大になってから、 D 1 L で設定したレベルに下 

がるまでの速度（滅^ A が Odb から D 1 L になるまでのレート） 
を設定します。数値が人きくなるほど、苦の滅以速度が速く 
なリます。 

〇〜31 

(13) D 2 K (Second Decay Rate )^ …… D 1 L で設定したレベルになってから、キーオフされるまで 

の速度（滅“缺が D 1 L になってからキーオフされるまでの 
レート）を没定します。数飢が人きくなるほど、芘の滅 W 
速度が速くなります。 

〇〜31 

(14) RR (Release Rate )•* ……キーオフされてから&が消える(ム i •人減 《 V ((% db > になる）までの 

速度を没走します。数 W (が人きくなるほど、キーオフしてからの JV 
の滅公速度が速くなります。 

(卜15 

(15) D 1 L (First Decay Level )•* …… D 1 R から D 2 R に移るところの出カレベルを設定します。数 

かソ C きくなるほど出カレベルが低くなります。 


0- 

••滅鉍嫩 Odb 

8… 

•••滅び V «24 db 

1 •• 

••滅餓 3 db 

9 •• 

••嫌歎 27 db 

2 •• 

…滅 《 W :6 db 

10" 

…滅分 W :30 db 

3 •• 

…滅 “ W :9 db 

11- 

…滅 “ W :33 db 

4.. 

•.搬 fiU 2 db 

12“ 

…滅哀歎 36 db 

5 •• 

…滅む! iU 5 db 

13" 

…滅谢 ft 39 db 

6 •• 

…滅賴 18 db 

14- 

…齡 》：42 db 

7… 

••滅设狱 21 db 

15.. 

…滅 “ W :93 db 


(16) TL (Total Level )•• ……&色及び S •械を制御するための各オペレータにおける EG のトータ 

ル出カレベルを設定します〇キャリァの出カレベルは疗诚を変化さ 
せ、モジュレータの出カレべルは fV •色を変化させます。数攸が人き 
くなるほど、出カレベルは小さくなります。 

0-127 (出カレベル大—出カレべル小) 

(17) KS (Key Scaling )** ……迕の卨さ（キーコード）によって、エンベロープの長さを変化させ 

ます。数 fift が大きくなるほど、商 g •域でのエンべロープの長さが短 
くなります （ g •色が銳くなリます)。 

〇〜3 
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(18) MUL (Phase Multiply ) •••各オペレータの問波数を設定します。設定値は、鍵盤標準ピッチ 

に対する阓波数の比を表わします （ 0の場合は1/2の阁波数)。 



⑽ DTI ( Detune 1). ft オペレータのビッチを微妙にずらすことによリ、音の波の千渉作用を 

起こし、泞に広がりを V •えます。数侦が0か4のとき、ビッチ変化は0で 
す。数値が1、之3の場合、ヒッチ変化は+1、+2、+3となり、数値が5、 
6、7の場合、ピッチ変化は一1、一2、 一3 となります。 


(2〇) DT 2 (Detune 2) …… ft オペレータの卿皮数を設定しますが、帥皮粑匕を非辂数倍にしたいと 

きに設定します。数値が0のとき、 MUL で設定された周波数を1.00 fft 、 
1のとき1.41倍、2のとき1.57估、3のとき1.73估に変えます。 

(卜3 

(21) AMS イネーブル . ft オペレークごとに A MS のイネーブルを•没定します。 

0…… AMS デイセーブル 
1…… AMS イネーブル ( AMS $ W 1*：) 

**. EG (Envelope Generator ) に閲するデータ 

キャリアのオペレータのエンベロープ • ジェネレータは ft ••缺の時問的变化を、モジュレ 
ータのオペレータのエンべロープ•ジェネレータは fV •色の時 ||| j 的変化をコントロールし 
ます。 
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. 5 プリンタ設定について 


7.5 プリンタ設定について 


ブリンタを使用するためには、 CONFIG . SYS ファイル中で、 DEVICE 行にプリンタドライハ•を 
指定する必要があります。 

次に使用するプリンタと、そのためのブリンタドライハ•との対)表を示します。 


プリンタドライノ < 

使用するプリンタ 

PRNDRV. SYS 

CZ8PK3 〜 10 ， CZ8PN1, CZ8PC1 〜 5, CZ8PG1 〜2 

PRNDRV1. SYS 

ESC/P24-J81 レベル以上のプリンタ 


(VP-85K, VP-135K ( 以上エプソン）など） 

PRNDRV2. SYS 

PC-PR20KNEC) 

PRNDRV3. SYS 

NM-9300(NEC), AR-2400( スター） 


お買い上げいただいた時点では、プリンタドライバとして PRNDRV . SYS が設:定されていますの 
で、そのまま、表に示した16檐神のブリンタを使用することができます。これら16榷神以外で、表中 
に掲げられたブリンタをご使用の際は、次のようにして CONFIG . SYS ファイルを変更してくださ 

い0 

1) 本書 第1部「2.2 Human 68 k のの手顒にしたがって、 Human 68 k のコマンドモード 
にします。 

2) 次のように入力して、スクリーンエディタ ED を火: U します。 

ED CONFIG.SYS y! 

I 叫 Ifii に CONFIG . SYS ファイルの内界が衣ボされますので、第2部のスクリーンエディタ ED を参照 
して芡 Ui してください。 

たとえは Wlj するプリンタが PC - PIGOKNEO であ川1*、デバイスの屮のフ 。リン タを ¥ SYS ¥ PKNI ) KV . 
SYS から、次のように変史します。 

VSYSVPRNDRV2.SYS 

3) •没定し成したら、 ESC -1 を押し、絞けて!;を押す）でスクリーンエディタ ED を終 r 
してください。 

4) リセットスイッチを押して、システムを再起動します。これで、新しく設定したブリンタを使用 
すること力呵能となります。 

• PRNDRV . SYS デバイスドライバの楱能について 

PRNDRV . SYS デバイスドライバについては、 CONFIG . SYS ファイル中の DEVICE 行 
で、行末に次のようなパラメータを付加することにより、ブリンタ印字の方法を各種に設定すること 
ができます。 


DEVICE= V SYS V PRNDRV. SYS #/Mn 
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第 7 章システムの構築 


ここで、 n には次の侦のうちの t 、ずれかを指定します。 


n 

印字施 

0 

1 

7 

15 

31 

すべての文字がコード印字 

炎•数卞、カナ文字、 J 1 S 第1•第2水:年澳卞はコード印字、外字のみビットイメージ印字 
炎•数卞、カナ文字、 JIS 第1水逆•漢字はコード印字、第2轉澳字、外字はビットイメージ印 

,レ 

子 

笑•数ネ、カナ文字はコード印字、 JIS 第1•第2水取漢字、外字はビットイメージ印字 
すべての文字がビットイメージ印字 


なお、 #/ Mii パラメータを衍定しない場合は、 #/ M 7 を指定したのと ㈣ 様となります。 

たとぇば、 CZ -8 PK 6 は、 JIS 第1•第2水堆漢字が内；*されていますので、これらをコード印字に 
したい場合、次のようにします。 

DEVICE=¥ SYSV PRNDRV. SYS #/M 1 

7.6 RAM ディスクについて 

本なの DEVICE コマンドで说叫したとおり、木機では、グラフィック RAM 、 メインメモリ、スタ 
ティック KAM を、 KAM ディスクヒして使⑴することができます。をけうには、スクリーンエ 
ディタ ED ^ SX - WINDOW の II 本紐マルチフォントエディタを使って CONFIG . SYS ファイル中に次 
のような行を追加した後、リセットを行ってください 0 

1) グラフィック RAM を RAM ディスクとして使用する場合 
DEVICE=¥ SYS V RAMDISK. SYS #G 

この行をく m することにより、グラフィック RAM 512 K バイト分を RAM ディスクとして使す 
ることができます。 

なお、他のアプリケーションソフト（たとえば X - BASIC など）でグラフィック RAM を使する 
と、 RAM ディスクの内綷は壊されますので注盘してください。 

21 メインメモリを RAM ディスクとして使用する場合 
DEVICE= V SYSV RAMDISK. SYS #Mnnn 


ここで、 mm には、 RAM ディスクとして使 HI する祥をドバイト中•位です蛇します。（1めグラフ 
ィック RAM とともに M 時に指定することも可能です。たとえば、 

DEVICE=¥ SYS¥ RAMDISK. SYS #GM128 

とすると、グラフィック RAM 512 K バイトと、メインメモリ 128 K 八イトの噴:こ RAM ディスクが别 
リ付けられます。 
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7 . 6 RAM ディスクについて 


(3) スタティック RAM を RAM ディスクとして使用する場合 

DEVICE = V SYSVSRAMDISK.SYS 

この埸☆は、この H •を CONFIG.SYS にび録した後、 Human68k のコマンドモードから 

SWITCH S = R J 

と人乃します。この後にリセットを彳ナつてください。 

逆にスタティック KAM を KAM ディスクとして使川するのをやめる坳☆は、 

SWITCH S = N 'J 

と人乃します。 

なお、以 I •.の t 、ずれの叫•☆も KAM ディスクの内济を切朗化するときは、 SHIFT キーを押しなが 
らリセットスイッチを押してください。 

(4) RAM ディスクの利用法 

RAM ディスクは、 CONFIG.SYS の” DEVICES でした_こドライブ名が;則り，てら ll ま 
す。たとえば、ハードディスクが1台、フロッピーディスクが2台のシステムの坳合、これらのドラ 
イブには A 、 B、C といぅドライブ X が 別り、 1 ， |てられ、さらに CONFIG.SYS で次のように指定して 
いると、 

DEVICE = VSYSVRAMDISK.SYS 
DEVICE = V SYSVSRAMDISK.SYS 

グラフィック KA\1 の KA\1 ディスクか'ドライフ^:こ、スタティック RA.M の KAIV1 ディスクカヾドラ 
イブ E に 割り、 H てられます。こうして 刺り 、 1 4 てられたドライブに対しては、通常のドライブと同じよ 
うに扱うことができます。 


• RAMDISK.SYS ( こつ L 、 て 

RAMDISK . SYS では、グラフィック RAM を RAM ディスクに使) H することができます。しかし、 
XBASIC を穴め多くのアブリケージョンでグラフィック KAM が使われるので、グラフィック RAM 
を RAM ディスクとして使わない"が) R 猶です。逆にソフトウヱア開％に利⑴する場れ、グラフ ィッ 
ク RAM を使 m することがほとんどないので、 W 你的に利⑴するとよいでしょう。 

メインメモリを RAM ディスクに使⑴する坳れ、ユ定した分だけメインメモリとして利⑴できるメ 
モリ界! ii : が滅リます。ですから、あまり人きな侦を定すると、メモリイく足で! PWV : しないアプリケー 
ションもでてきます。その叫ひは、•ダ, ii 侦を$史するか、別必の増设メモリを增ぶするかのどちらか 
のが上•をとってください。 

KAM ディスクはハードディスクよリも A 速ですから、使いみによってはたいへんに便利なもので 
すが、本体の屯凇スイッチを切るとその内祥が消えてしまうという欠点もあります。そのため、 
RAM ディスクには ブロ グラム ファイル などの史訢することのない ファイルを 格納し、データ ファ イ 
ルなどはハードデイスクあるいは フロ ッビーディスクに{况内するようにしてください。 
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第 8 章デバイスエラーの処置方法 


第 8 章 デバイスエラーの 処置方法 


8 . 1 イントロダクション 

Human 68 k は、何らかのエラーが発主すると、これを検知し、エラーメッセージを_面に表示して 
そのことを知らせます。したがって、エラーメッセージがされた場☆は、メッセージに促って適 
切な処置を行ってください。 

8 . 2 デバイス エラー メ ツセージ 

ディスクドライブ、ディ スフ。 レイ、プリンタなどのデバイスに衬して泣み込みおよび i 1 ! ••き込みを災 
h •しているときにエラーが把 I :した塲合、次のような形でエラーメッセージが衣ポされます。 

く エラーの タイプ） 

中止 < A > 再実行 < R > 無視<1> ? 

Mil I の内界は次のとおりです。 

• く エラーの タイプ） 

把 I :したエラーの神韻を衣すメッセージです。どういう状 W が発卞したかをボすものです。 

♦中止く A > 再実行く R > 無視く 1>? 

エラー発卞後の iilZ .： をどうするかの丨芯答を求めるメッセージです。のキーを押すとエラーメッ 
セージは_面から au 、 Si 策が行われます。 JiSK •方法については、次の 8. 3節をご K ください0 

8.3 デバイスエラーの処置方法 

デバイス エラーが 衣ポされたときは、 '’ R "、 T のいずれかを押してください。それぞれの总 
I 味は、次のとおりです。 

、' A " く Abort ) 

説み出しまたは齊き込みを中止します。ただちに Human 68 k に戻ります。で再実行してもエ 
ラーか滅リ返されるときには、 '' A " を押してください0 

、'FT く Retry 〉 

处理を冉次:行します。ふつう、デバイスエラーメッセージが表示されたときは、まずこの、' R " を押 
してく さい。 

叩’ 〈 Ignore 〉 
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8.3 デバイスエラーの処置方法 


エラーを無して、そのまま処坪を絞彳 j •します。夜数のファイルの处理などをしていて、处理を先 
に進めたいときには、 T を選択します。ただし、ディスク上のデータか破坎されることもあリますの 
で注.意が必要です。 
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第 2 部 

スクリーンエディタ ED 




I . 3 ED の起動 


第 1 章 スクリーンエディタ ED の 概要 


このなではスクリーンエディタ '' ED " の使い力•について解汶します。 

1.1 ED とは 

KD は、ソースブログラムやテキストファイルを作成•褊迤するときに使⑴する、ツールブログラム 
です〇 EI ) は® W なコマンドを備えており、 CONFIG . SYS ファイルや AUTOEXEC . BAT ファイ 
ルを作成するときなどにも他利に使うことができます。 KI ) はシステムディスク上の '' BIN " という 
ディレクトリの屮にあります。 

1.2 ED の機能 

EI ) は次のような機能を備えています。 

• 权数にわたって編恥することができます。 

春1行の文字数は！*人128、256、512、1024文字のうちから道ぶことができます。 

• 編集_面の横スクロールを行うことができます。これにより、阔面の端で行が折り返されることな 
く、及い行を入力できます。 

籲一度に l ( MW までの ファ イ ルの 編 1 Ji が" J 能です0 

籲切り貼り用のカットバッファ(文字列の作業用僻松^エリア> が用想されており、テキストのブ 
ロック移觔やブロックコピーなどを行うことができます。 

•テキストの編 1 上中に、他のファイルを泣み込み、これを神人したリ ill 加したりすることができます0 
•迅速な処理を次:呪するため、確はのためのメッセージは你乃少なく抑えてあ 1 )ます。 

♦ II 本妍入力を行うことも岈能です。 h 本趙の入力方法についての詳細は、 ni 本浯入力 • 辞書 ューテ 
ィリティユーザ—ズマニュアル』 を参照してください。 

1.3 ED の起動 

ED を起!!^するには次のように人力します。 

ED 〔く d : >〕〔くパス名〉〕くファイル名〉〔• く拡張子〉〕^ 

ここで、 < d :> はドライブ名を、〈パス名〉は ハ。 ス名を、くファイル名〉は主ファイル名を、く拉張チ〉 
は扣:張 f •を、それぞれ示しています。 

このときドライブ名をす} t 定しないとカレントドライブが対粜となります。また、何もファイル名を 
指定しないと '' ED . SSS " というファイル名をもつファイルが約に作成されます0 

'' ED . SSS " ファイルが作成されたときは、 ED の終 H 炎、リネーム （ I 《 EN > をするか、または COPY 
コマンドでその内界を他のファイルにコビーするようにしてください 0 
なお、 ED の起!！) J 時には、さらにいろいろなスイッチを指定することもできます。これについての詳 
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第 I 章スクリーンエディタ EDC 7)« 要 


細は、「第3な ED のスイッチ付き起! S ) J 」 をご％ください。 
次のように人力して、 

ED EDIT. TXT 

ED を起動 ft ると画曲は下のようになります。 



ここで、阐面の下部にあるメッセージは、左から肋に、 

•編敗•する ファイル X 

籲々ーソルのある彳 TOJf ) の(ファイルの兄地から Mi 川か> 

♦ メモリの空き M 域（バイト数） 

•人カモード(入力された文字か神人される，神人，モードか、1:誉きされる，上 IT モードか） 
•人文字/小文卞変換 (fTKLl + n ~ i で、''だ文卞に'交換するか、''小"文卞に変換するか） 

を、それぞ/し沒しています。 

ここでは、 ファイルに EDIT . TXT を指定して起動したため、編墘する ファ イ ル 名は EDIT . TXT 
となっています。 

何かキーを押し絞けてみてください。 I 由1面の右端を超えても文字を入力することができます。 
たとえば、 '' A " のキーを絞けて人力すると、 '' A " か神|血の心•端に述したときに、さらに入力できる 
ように_而仓(本が左力屮1に抑きます。 

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA 〜 AAAAA 


このような機能を、横スクロールといいます0画面に表示できる1行の文字数は96文字(または64 
文字）ですが、横スクロールを利用することによリ、行の折り返しなしで、最大文字数 （128/256/ 
512/1024のいずれか）まで人力することができます。 

適当なところでリターンキーを柙すと、2行 U の光好 i に々ーソルが移+力します。 

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA 〜 AAAA g 

■ 
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1.4 ED の終了 


このとき、横 スクロールして V 、た I 同面はもとの位策に戻ります。 

M 様にして、いろいろなキーを押して衬応する文字か调曲•に表示されるのを確認してください。具 
体的な ED の使い方に つ v 、ては 第 2 章を参照してください0 

1.4 ED の終了 

(1) ファイルの 編浓内容をセーブして終了 

編 1 上内斿をディスクにセーブ （fft 納）して編! fc を終 r したいときは、次のようにしてください。 

ESCj .[_ E 」（；_ ESg を押し、けて二 E を押す） 

編災中のファイルは、指•定したファイル名でディスクにセーブされ> Human 68 k のコマンドモード 
に戾リます。 

(2) ファイル を編 yyij 状態で終 r 

編! tr ! ij の状態、すなわち ki ) の起!に指定したファイルの内界を変史することなく終 r したいと 
きは、次のように人力してください。 

； esc ] •[ Q :(:ESC を押し、 《1 けて こ Q を押す） 

すると、 

本当にエディタを終了してよろしいですか （ Y / N ) 

とル^:されますので、ここで Y を押せば編 1 上を終 r します。函を柙せは•編勤 1 _に w : リます。 
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第 2 章 ED のコマンドの解説 


第2章 ED のコマンドの解説 


本饫では、テキストの編墘を行うためのコマンドやキー操作について、説明します。 

コマンドには、 CTRL (コントロールキー）系と ESC (エスケープキー）系、それに中.独キー系の 
3神激があります。次にその拽作力*法と本泞での衣^!法について説明します。 

♦ CTRL 系のコマンド 

CTRL 系のコマンドは、を押しながら、アルファベット1文字のキーを押すことによって 
人力するものです。この操作ん•を、 

CTRL + X (X はアルファベット 1 文字のキー） 

のようにブラス,以;•でつないで衣ポします。 

♦ ESC 系のコマンド 

ESC 系のコマンドは、まず !「 K 义 T を押し、 ㈣ 间ノ I :ドにアスタリスク （*> が衣示されてから、絞け 
てアルフ ァベ ット1文字などのキーを押すことによって人力するものです。この操作方{去を、 

ESC ;. X :( X は1文字のキー） 

のように'' •" で区切って衣ボします。 

♦単独キー系のコマンド 

中.独キー系のコマンドは、ファンクションキーや 「 ins i 、 n ^ u といった、中•独の特殊キーで人 
乃するものです。これには、を押しながら>11いる場侔も穴みますが、このときは、 

SHIFT + X (X は単独の特殊キー） 

のように &> j •くします。 

以降では、 EI ) のコマンドの使⑴ U ； •を U 的別に述べますが、それぞれの项で、この3沌類のコマンド 
系に分けて解说します。 

2.1 カーソルの移動 

ED は、編集作業を_曲•上でけいますので、作業の中心は常にカーソル位 gg になります。文字の検索 • 
削除ゃ、けの削除•神人などのような編集 f 淺は、カーソルが表示されている位置を基準点として行 
われます。したがって、まず M かの作龙をけう的には、々ーソルを II 的のところに移觔しなくてはな 
リません。 

カーソルの移抑をひうコマンド:1、次のとおりです。 
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2. I カーソルの移動 


♦ CTRL 系のコマンド 

• 1文字単位の移 I 力 

[ CTRL ； + [ X ] カーソルを上に移動します。 

[ CTRLi - f-nn カーソルを下に移#力します。 

CTRL 卜 カーソルを左に移觔します。 

CTRL ； 十 ヵー、/ ルを右に移觔します0 

この 4 つのコマンドは次のように々ーソル移$カキーに対;芯しています0 

mm 

ICTRLl-ffSl [_DJ = [jJ [ j ^__ 

nn [ T ] 


々ーソルを行の: t 姐に tm します。 

カーソルが J f •の光⑽にあるときは行の終りに移!^します。 

それ以外は、行の光姐に移 w します。 

カーソルを'彳/•の左端に移! W します。 

力ーソルを i i •の右端に移! J 力します0 

水平タブで衍定した分力ーソルをム•に移#力します。 ㈣ tfii の右端にきたとき 
は次の行に改行されます。 

改行します。神入モードのときは、行を分別します。 
g と lli ] じ機能です。 


力ーソルを1ワード左に移します。 

カーソルを1 ワー ド右に移觔します0 
この2つのコマンドにより、 力ー ソルを ワー ド中•位で移勒することがで 
きます。ここで、ワードとは、空9、カンマ、水平タブなどで区切られた 
文字列の中•位のことを示します。 


籲ワード単位の移動 

[CTRLl-ffX" 
[CTR Ll-f rv~' 


籲行•中位の移孙 

で Tui+nr 


CTRLl-fl Q 

^ j ^ Ll 十 

CTKLj + Ql 
CT R L j + HvT 


♦ページ中.位の移 ! W 

向阳 十 nr 

CTRLi + rcTi 


カーソルを1 ページ 前に移動します。 
[ROLL DOWN] と M じ機能です0 
カーソルを1ページ後に移觔します0 
^) xni ^ と冏じ機能です。 


々ーソルを视在•編拖中のファイルの: t 頭に移 I 力します。 


♦ ESC 系のコマンド 

ESC! - —ir’ 
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第 2 章 ED のコマンドの解説 


ESC 

• 

• 

z 



カーソルを祝介•編恥中のファイルの終りに柊#力します。 

| ESC 

n 

• 

j 

々ーソルを n mA ) で衍定したけに移釣します。カラム位策（横方向の桁 


im ) は変わリません。 


♦単独キー系のコマンド 

HOMR 
KOLL UI^ 
； R _ aLiri)0\VN 
； FT ； 

: F [ 

J \ 


TAB 


カーソルをホーム位置(麵の fcl つに移#力します0 
々ーソルを1ページ後に移#力します。 

カーソルを1ページ 前に移動します。 

カーソル を•編 1 上中のファイルの: t 须に移补します。 

ヵーソルを^ W . 編 Jfe 中のフアイルの終リに移動します。 

改けします。揷人モードのときは、 U を分別します。 

カーソルを上に移觔します。 

カーソルをドに移#) J します。 

カーソルを A *: に移#力します 0 
力ーソルを心•に移#力します。 

水 f •タブで指定した分カーソルを心-に移觔します 0 _面の右端にきたとき 
は次の行に改行されます。 


2.2 挿入 

神人を行うコマンドは、次のとおりです。 


♦ CTR し系のコマンド 

; CTRLl ^ r>n カーソルのあるけ ( m ： u ) の⑹•のけに乍『以を Hi * 揷人します。 

说在彳のカラム位策にかかわらず义行されます。 

♦単独キー系コマンド 

' no ] 祝在行の次の行に祝在行を神人コビーします。 

1 NS 丨 キー I ••の,かのランプがついているときは神入モードです。 

文は、々ーソルのある位; K の成前のカラムに神人されます。 ED の I 山她•に 
は ''神人"と表さされます。 

ランフかへ; ft •えているときは l - J !: モードで、文字は、カーソルのある位阁か 
らし 1 ::きされます。 ED の I 由 Mi にはと表示されます。 

挿入と上薄は"トグル"になっており、押すごとに状態が反転するように 
なっています。 
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2. 4 検索 


2.3 削除 

削除を行うコマンドは、;欠のとおりです。 


♦ CTR し系のコマンド 

iCTRLI + rcT' 


iCTRL ] + [ H 

iCTRLl-fj T 
ICT R D -f 


CTRL -f 1 U 
CTKL>r K 


カーソル fWK の文卞を 1 文字削除します0 
万百：と M じ機能です。 

カーソル位説の前の文字を削除します(バックスペース>〇 
_と id じ枝^ re す。 

カーソル位®のワー K * を1ワード削除します。 

現在行を1行削除します。 

々ーソルのカラム位满にかかわらず次:行されます。 

このキーで削除された文卞列は、 [^ tRri + r ^ i で刪(神人）すること 
ができます。 

i i •の; t 姐からカーソル位; S の前までを削除します。 

カーソル f の文卞から彳 i •の終りまでを削除します。 


2.4 検索 

検本を ij ••うコマンドは、次のとおリです。 

♦ ESC 系のコマンド 

l ^ SC ] • [ X ] 文7列をカーソル位策から文未に向かって検索します。 

コマンドの 次:行力•法は、 ^7] と M じです。 

ESC I • [ X ] 文卞列をカーソル位; K から文頭に向かって検索します。 

コマンドの次:行ノ/法は、1 SHIFTl + [^] と問じです。 

♦単独キー系のコマンド 

F 4 j 文字列をカーソル位芯から文木に巾]かって検索します。 

衍定した文字列を々ーソル位: K からさがし、敁初に兄つかったところに力 
ーソルが移觔します 0 

検索は 1 M のみ行われます。同じ文字列について、統いて検索を行いたい 
ときには、を押してください。 

VT を押すと卿 fti 左ドに次のメッセージが表示されます。 

前方検索文字列 ： ■ 

■が点滅します。検索する文字列を入力し、 g を押してください。 

検索文卞列と m じ文字列の: t 頭にカーソルが移勋します。 
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第 2 章 ED のコマンドの解説 


該 A する文字列が兄つからなぃときは、''文？:列が兄つかリません"とぃう 
メッセージが衣ボされ、検索问の状態に W リます。 

1 SHIFT | + |F 4 ’ の逆方向の検索を彳 f ぃます。々ーソル位策から文姐に⑸かって検索 

します。 - 

コマンドの実行方法は [ FT ] と M じです。 

検索は 1 M のみ 行われます。同じ文字列につぃて、続ぃて検索を行ぃたぃ 
ときには 、 [~SH I Fin を押してくださぃ。 

；F 51 指定した文字列を述絞的に文末に向かってします。 

を⑴ぃる前に、 rr ^ T ] また ( j f^HlFT | + [ FT 1 で、検索文字列を指 
定しておく必要があリます。 

ふ : は泫，する文字列が兄つからなくなるまで行われます。 
iF 〇1を押すと衍定した文7:列の似 fi に カー、/ ルが移 # 力します。 

絞ぃて J ^ TJ を押すと次の文字列が I * 淞索されます。 

「SHIFT ]+ F :卜、丄の逆ん -|“ i の!*般由を h ••ぃます。々ーソル•:から文收に如かって 

検'本します。 

I SHIFT > を⑴ぃる前に、 fTil また (j j SHIFT 1 + ffTI で、検 

尜文卞列を衍定しておく必要があリます。 

コマンドの次:行か J ； •はと W じです。 

2.5 置換 

:?•:換をけうコマンドは、次のとおりです。 

♦ ESC 系コマンド 

J ! 々ーソル位; S から文未に⑹かって、衍定した文？:列を新い、文字列に迚続 

冼換します。 

コマンドを次:忻すると次のメッセージが衣/パされます。 

前方!* 換旧 文字列： ■ 

ここで、芯きかえたぃ (gg 換前)文字列を入力し、 g を押してくださぃ。 
奢たぃて、次のメッセージか'表示されます。 

前方 置換新 文字列： ■ 

祈しく其きかえる（芯換後）文字列を入力し、 g を押してください。する 
と、 
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確認しますか？ (V/N) 


とたずねてきます。ここで、ひとつひとつ確認しながら;?換するね^は 1 
を、確ぶせずにいっきに; K 換する埸作を押します。 

Iを押して••す 1 〗する芯換问义卞列が W •つかると、 

置換しますか？ (Y/N) 


とたずねてきます。ここで、芯換をむう坳化±乂を、芯換しなぃは:^ 
を押します。 

絞ぃて、次の S 換前文卞列がさがされます。满換は、;£換前文ネ列がなく 
なるまであざけられます。 

s 換を屮止し、編银幽面に戻りたぃ場合は、 [US を押してくださぃ。 

力ーソル位 s から文頭に向かって、衍定した文卞列を新しぃ文字列 t zmt 
\ m します。 

コマンドを次:行すると次のメッセージが及ボされます。 

後方置換旧文字列： ■ 

ここで、：いきかえたぃ（浓換茆> 文卞列を人乃し、: cJ] を押してくださぃ。 
絞ぃて、次のメッセージが衣ホされます。 

後方置換新文字列： ■ 

新しく策きかえる (\ mm 文字列を人力し、0を押してくださぃ。 

確認しますか？ （Y/N) 

とたず ia てきます。ここで、ひとつひとつ確捻しながら;;9換する叫は^ 
を、確,ぼ•せずにぃっきに芯換する坳かを押します。 

H を押しては+1する: K 換前文卞列が兄つかると、 

置換しますか？ （Y/N) 


とたずねてきます。ここで、芯換をけう坳合ばIを、；?;換しない叫か 
を利Iします。 

統いて、次の說換前文字列がさがされます。 IS 換は、$換前文字列がなく 
なるまで紀 c けられます。 

置換を中止し、編集画面に戻りたい場合は、を押してください。 



第 2 章 ED のコマンドの 解説 


ESC - R 


ESC • U 


♦単独キー 系 コマンド 


SHIFT 1+ F 3 


力ーソル位潢から文末に向かって、指定した文字列を新しい文字列に連絞 
遥換します。芯換の確しません。 

コマンドを•欠:行すると次のメッセージ が齡 されます。 

前方 置換 旧文字列： ■ 

ここで、策きかえたい(說換前}文卞列を人力し、 [3 を押してください。 
続いて、次のメッセージが友示されます。 

前方 置換新 文字列： ■ 

所しく;？ i きかえる（芯換後）义卞列を入乃し、；^を押してください。 
すると、 

検索中 ESC で 中止 

とさル^^する W 換刖文卞列はすべて ;S 換後义？次1に iK 換されます。 
芯換を屮 il ••し、社に w りたい坳合は、を押してください。 

々ーソル位;炭から文頭に向かって、衍定した文卞列を新しい文7•列に；! E 絞 
芯換します。芯換の確沿 W 作はしません。 

コマンドを次: u すると次のメッセー ジが ii ，]\ されます。 

後方 置換 旧文字列： ■ 

ここで、芯きかえたい(策換前)文字列を人力し、0を押してください。 
絞いて、次のメッセージが衣/ j; •されます。 

後方 置換新 文字列： ■ 

祈しく; K きかえる ( S 換後)文字列を人力し、0を押してください。 
すると、 

検索中 ESC で 中止 

とル J; •さ化孩4する芯換前文卞列はすべて芯換後文7列に芯換されます。 
換を屮 ih し、刷こ w リたい戌イ Wi 、 ：を押してください。 


カーソル位; K から文木に向かって、指定した文字列を靳しい文卞列 ( こ述絞 
K 換します。策換の確以勒作はしません。 

コマン ドの実行が去 は 「 ESC • R と同じです。 

カーソル位置から文頭に向かって、指定した文字列を新しい文字列に連続 
其換します0 K 換の確忍! wmi しません。 

コマン ドの次:彳 f 从去は ESC • •— [T と M じです。 
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2 . 6 ファイルの^!み込み•軎き出し 


2 . 6 ファイルの読み込み•書き出し 

ファイルの説み込み•宵き出しを行うコマンドは、次のとおりです。 

♦ ESC 系のコマンド 

[~ ESC ] • r Y 別のファイルを社^屮のファイルに読み込みます。 

すでに作成してある別のファイルを说み込むときに使⑴します。祝在.行(力 
ーソルのある行）の成前に、衍定したファイル令体が神人されます。コマ 
ンドを次:行すると I 由 Hfri 左ドに次のメッセージが表示されます。 

ファイル読込み： ■ 

ここで泣み込むファイルのファイル名を入力します。絞いて[^」を押してく 

ださい0 ファイルカなそみ込まれます 0 

中止して編集 ㈣ 曲に;乂る場合には、 KSC を押してください。 


ESC ] . [ W ； 編恥中のファイルから一•部分をとリ出し、靳しいファイルとして作成（并 

き出し）します。 

これには、2通りのノ/法があります。 

(1) 祝在行からファイルの W 後までをノ!•き出す場合 
ESC 1 • をそのまま次:彳 f すると、次のようなメッセージが犮ポ•され 

ます。 


ファイル窨出し： ■ 

ここで、•作成するファイルのファイル名を人力し、を押してください。 
中止して褊災 ㈣ 谢に戾る垛合には、| ESC : を押してください。 

(2) 特定卿納の内容を汽••き出す場合 

まず、指定したい範 M の最初の行にカーソルを移動してから、区幻を押 
し、紐定を開始します。 

絞いて、指定したい範 M の/ ft 終行の次の行にカーソルを移！|力します。次に、 
ESC ]- j W I を灾行すると、次のメッセージが衣示されます。 

ファイル害出し： ■ 

ここで、作成するファイルのファイル名を人力し、を押してください。 
中止して褊聪由 nfii に w る場作には、を押してください。 
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2 . 7 カットバッファ 

カットバッファはまとまつた#の文字列を削除.複写.貼付するときに使用します。 

''カット"八ッ ファは、 あるまとまりのある文字列を切リ取って（カット） _ 勺に格納しておき、 
次の处理（移勋•枚叮> に備えるようになっているものです。 

♦ ESC 系コマンド 

KSC 1 • | n ]■ i F Ml 乃—ソルのある彳/•から n 彳/•分カットバッファに格納します。 n 彳 f 分のテキ 

ストは削除されます。 n は任总の数値で、これを宵略すると、1となリま 
す。 

P：SC r, n H G J : 力，、， トバッファの内界を说在けのめ:荊に nM 神人します。 n は任总の数硫 

で、これを朽略すると、1となります。 


♦単独キー系コマンド 

FA ] か y 卜八ッファにテキストを格納する前に、譲する範1相を彳 f 中.位で衍定 

するために使います。 

指定したい碰 H のム i 初の行にカーソルを移觔してからを押すと、|叫 
iftiA : ドに次のように衣示されます。 
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範囲指定 

絞ぃて、指定したい_のの次の行にカーソルを移觔し、次に説明 
する E ] あるいは[〇]を押します。 

F 6 |で指定した U から叹在 h •の⑹•の U にレ、たるまでの範 N 内のテキスト 
を、カット八ッファに格納します。衍定範 M 内のテキストは削除されます。 
F 6」で衍定した彳 f から祝 fr •彳/■の前の ii •にい たるまでの範 N 内のテキスト 
を、カットバッファに格納します。指定範 M 内のテキストはそのまま削除 
されずに线ります。 

カット八ッファの内斿を祝在行の iftjpj •に神人します。 


カツトバッファを使⑴して実際にテキストの褊圯をするときは、次のようにします。 


鲁テキストの移動 

1. 移#脱となるテキストの frk 初の行にカーソルを移! W し、 「F 6 I を押して範跗 tit 定を開始します。 

2. 次に、移勒尤のテキストのム讲彳丨•の次の行にカーソルを移勛し、ここで |F 7 | を押して移勒元テ 
キスト令 f 本をカットバッファに格納します。このとき、 j 冷定したテキストは、編银 I 由)面上から 
削除されます。 

3. カーソルを移$力して、カツト八ッファ中のテキストを神人したい場所までもっていき、 [~ ESC"h 

実行するか、または [ EE を押します。 ( r ^ i . nn . r ^ nPi では、 
n に数値を指定すれば、 n 间分神人できます)。 
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2. 8 その他の編集コマンド 


4. テキストは、祝在行の直前に挿入さすし結果的にテキストが移$力されたことになります。 

なお、 1. 〜 2. の作業の代わりに、 rEsci - nn - を使って指定行分のテキストを力 
ットバッファに格^することもできます。 


籲テキストの複写 

1. 複写元となるテキストの敁初の行にカーソルを移肋し、 [ FT ] を押して範叫指定を開始します。 

2. 次に、报写元のテキストの Ak 終彳 f の次のけにカーソルを移 j 力し、ここで 8 I を押して夜写元テ 
キスト全体をカットバッファに格納します。このとき、指定したテキストは、編集_曲•上から 
は削除されずに残ります。 

3. カーソルを移! f 力して、カットバッファ中のテキストを神人したい場所までもっていき、 

n >tg i [ j を実行するか、または[〇]を押します。 ( r ^ i . rrTi . r ^ nPi で 
は、 n に数値を指定すれば、 nM 分神入できます。） 

4. テキストは、現在行の直前に揷入され^結果的にテキストが«(写されたことになります。 

なお、1•〜 2. の作文の代わりに、を使って指定行分のテキストを力 

ットバッファに格納することもできます。ただし、 _ tfdi •.からは削除されます。 


2.8 その他の編集 コマンド 


♦ CTRL 系コマンド 

[ CTRL ] + Qj "] ED のへルフ 。フ アイルを表示します。 

コマンドの使い方を参照するときに使用します。 
iHELP | と同じ機能です。 


[ CTRL | 十 「 ] 1 视在•のカーソルの位闲の文字を、人文字または小文字に変換します。 

大文字に変換するか小文字に変換するかは、 fEscim で切りかえられ 
ます。 


CTRL + V コントロールコードを人力します 0 

CTRL +1に絞けて、人力したいコントロールコードの人文卞を柙 
します。 


♦ ESC 系コマンド 

esc ]• 「〇 I 视 a 編 m 中のフアイルを編 m 前の状態に《します。それまでに行った編集 

作業は無効となり、敁初の状態となります。 

コマンドを実行すると、 

再 ( Y / N ) 

とたずねてきます。 ® を押せば編逛前の状態に W り、 ® を押せば以前の編 
集画面に戻ります。 
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第 2 章 ED のコマンドの解锐 


ESC • T 


ESC 」. lc 」 


ESC • M 


ESC • 


ESC • I 


ESC • @ 


祝在編集中の ファ イ ルのファ イ ル 名を変史します0 

コマンドを次:行すると_面左ドに次のメッセージが衣ホされます0 

ファイル 名変更： xxxx . xxx _ 

X X X X. X X X には、祝介.編集中のファイル名が衣示されます。 

ここで、を使ってカーソルを前に戻し、新しいファイル名を人力後、 
g を押してください。 

ED から抜け出すことなく Human 68 k のコマンドを灾行するときに使 
用します。 

実行すると I 由1面左ドに次のメッセージが表ポされます。 

Human 68 k : ■ 

■:こ Iluman 68 k の コマン ドを人ハします。 コマン ドが il : •しいときは指定 
したコマンドが火:けされた後、 ft •盘のキーの入力待ちとなります。 W かキ 
一を押すと、 EI ) の編 1 上に//：:ります。また、ここで屮•に p ； だけを押すと、 
lhmian 68 k の コマン ドけちになリます。 W び KI ) に/乂:るときは KXIT 1C J 
と人力します。 

改行記号 （ i > を衣示するときに使⑴します。 

ED では通常、改行文卞は衷^されません。このコマンドを次:行すると'' i " 
記号により改行の位策が表示されます。 

もう一度 n ^ n を灾行すると、改け紀号の衣ホは解除されます。 


人•文字 • 小文字変換モードの切りかえをします。 

|CTRLl + | ]~ i を使って、祝在カーソルのあるところの文字を大文字ま 
たは小文字に変換するときに、どちらに変換するのかを切りかえるのに使 
います。 

大文字安!換モードになっているときには、画面右下に”大〃と表示され^ 
小文字芡換モードになっているときには''小"と表さされます。 

タブ記号 （—•••> を&ボ•するときに使⑴します。 

ED では通常、水平タブは表示されません。このコマンドを次:彳 i ■すると 

纪号によリタブの位策が表ポされます。 

もう一度^^ • rn を実行すると、タブ記号の衣示は解除されます。 


マクロを定義します。 

ESC - I を押して、次に ！^ C • I を柙すまでに人力した内界 
がマクロとして定在されます定在したマクロは lUNDOl を押すと次:行さ 
れます。 
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2.9 ファイルのセーブ • 編集の終了 


♦単独キー系コマンド 

[HELPi 

LCLR 



ED のへルフ 。フ アイルを表示します。 

ファイルの終端記号 （ EOF ) を表示するときに使用します。 


ED では通常、ファイル終端記号は表示されません。このコマンドを実行 
すると '' EOF 記号によりファイルの終端位置が表示されます。 

もう一度 I CLR I を押すと、ファイル終端記号の表示は解除されます。 


定義されたマクロを，臭:行します 。 （ESC • @参照) 


2 . 9 ファイルのセーブ•編集の終了 

♦ ESC 系コマンド 

1 ESC 1 • 1 H | 视作•編逛屮のファイルだけをディスクにセーブします。 

稅在の組災狀態を一度,1脱するときに使用します0 

コマンドを実行しても、_面上では何も起こリませんが、祝在編集中のフ 

ァイルだけが、現在のファイル名でセーブされます0 

なお、ファイル名を変史してセーブしたい場合は、あらかじめ 

，丁1でファイル名の変史をしておいてから、このコマンドを実行してく 

ださい。 

esc 1 • [ K ] 祝在編 m 中のファイルだけを編 m 前の状態で終了します。 

权数ファイルの編集 （2. 10節参照）を行っている場合、祝在.編敗中のファ 
イルだけを終了し、残りのファイルの編集は継統します。 

ESC I . |X ] 祝在.編墘中のファイルだけをディスクにセーブした後、 ED を終了します。 

权数ファイルの編墘 （2.10® 参照）を行っている場合、祝在編集中のファ 
イルだけをセーブし、これ W 外のファイルはセーブしません。 

なお、ファイル名を変史してセーブしたい場合は、あらかじめ 

1 T ] でファイル名の変史をしておいてから、このコマンドを実行してく 

ださい。 

ESC I . 1 E : 編集中のすべてのファイルをディスクにセーブした後、 ED を終了します 0 

沒数ファイルの編迤 （2. 10節参照）を行っている場各、編集中のすべての 
ファイルをセーブします 0 

なお、ファイル名を変吏してセーブしたい場各は、&ファイルにつき、あ 
らかじ め ESClT | でファイル名の変更をしておいてから、この コマン 
ドを実行してください。 

[ ESCj - 「 q 1 編集中のすべてのファイルを編集前の状態で終了します。 

それまで編集した結果をすべて無効にするときに使用します。 
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第 2 章 ED のコマンドの解説 


コマンドを実行すると I 由 I 面左ドに次のメッセージが表示されます。 

本当にエディタを終了してもよろしいですか ( Y / N ) 

ここで b を押すと、ファイルの相！ fc •前の状態で Ei ) を終 r します。_を 
押すと、もとの編墘 ㈣ Ifti に戻ります。 


2.10複数ファイルの編集 

ED では、一度に 10 IW までのファイルを編集することができます。 

权数ファイルの編敗を行う場作には、コマンドモードから ED を起勒する際に、次のように指定し 
ます。各ファイルのファイル名は、スペースで K 切ってくださぃ。 

ED 〔く ファイル 1>〕〔く ファイル 2>〕 . 〔く ファイル 10>〕 

この形式で ED を起觔した後、次にポすようなコマンドを⑴ぃることにより、編叱の M 染となるフ 
ァイルを切リかえながら、それぞれのファイルにつし、て編叱を行うことができます。 

♦ ESC 系コマンド 

esc ] • 編 1 上の対椒となるファイルの切りかえを行ぃます0 

ファイルの切りかえは、 ED 起動時に指定した汉数ファイルの順、すなわ 
ち、 

ファイル1—ファイル 2 — 

• • •—ファイル 9— ファイル〗 0— ファイル1 

の順にいわれます。 

「ESC [• [DJ 編 1 上の対象となるファイルの切りかえを行ぃます。 

ファイルの切りかえは、 ED 起動時に指定した权数ファイルの逆順、すなわ 
ち、 

ファイル 1— ファイル1 0— ファイル 9 — 

•• •—ファイル2—ファイル1 

のこ行われます。 

ESC 1• [~ F ~| 新しぃファイルを作成します。 

コマンドを実行すると、 

編集ファイル： ■ 

と表示されます。作成したぃファイルのファイル名を入力し、 g を押して 
ください。新しいファイルが編逛の対象となります。 
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2.10 複数ファイルの編集 


! ESC ] . pVl タグジャンプを行います。 

編墘中、他のファイルを参照したい場合に使うもので、次のようにして実 
行します。 

まず、つぎの例のように、編！^由 I 曲•中の任, S : の1カラム tJ から、参照した 
い ファイルのファイル 名を人力し、絞けて | TAB | を押してから数 fift を入 
力します。 

CONFIG . SYS ^TAB 3 

数値は、のファイルか かれたときの、カーソルの位說（行数）を 
示します。 

絞し、て 、 I ESC r[~vn を次行してください。この例では、 ''CONFIG. SYS" 
ファイルか 1 W かれた後、3行 m こカーソルが；«かれます。 

なお、衍定のファイルが兄つからない 坳作 は 、 f 斤し いファイルとして l ! M き 
ます。 

また、 FIND コマンドで FIND text *.S /¥ > TEMP と次:ひし、 
その出力をリダイレクト機能を⑴いて、 TEMP というファイルに作成し、 
そのファイルでタグジャンプを使ってすばやく参照することができます。 

♦単独キー系コマンド 

r^HlFt ] + [^6 J 編災の対 Jk となるファイルの切リかえを行います。 

ファイルの切リかえは、 ED 起# W 利こ指定した视数ファイルの嚼に行われ 
ます。 

と⑻じ機能です。 

r ^ Hirri + [ ft ] 編災•の対象となるファイルの切りかえを行います。 

ファイルの切りかえは、 ED 起#加字に tit 定した孜数ファイルの逆順に行わ 
れます。 

~ esci - r ^ n と m じ機能です。 

なお、玫数ファイルの編114を終 r する垛作、すべてのファイルについて終了したければ、次のいず 
れかを使⑴しなく てはなり ません。 

1 ESC> | E 編 1 上中のすべてのファイルをディスクにセーブした後、 ED を終了します。 

ESC 卜 1 Q , 編银中のすべてのファイルを編 1 上前の状態で終了します。 

次のコマンドを使⑴した場☆は、祝在編墘中のファイルについてだけしか終了しませんので注总が 
必要です。 

ESC 1- |X , •編逛中のファイルだけをディスクにセーブした後、 ED を終 f します。 

ESC 1 • | K 祝在編集中のフアイルだけを編鬼前の状態で終了します 
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第 3 章 ED のスイッチ付き起動 


第3章 ED のスイッチ付き起動 


ED はスイッチを付けて起纪げることにより、その灾行55境の設定を行うことができます。 

EI ) をスイッチ付きで起るには、次の乾式を使います。 

ED 〔一 A 〕 〔一 E 〕 〔一 H 〕 C - L ) 〔一 M 〕 〔一 S 〕 〔一丁〕 

〔<フアイル1 >〕…〔<フアイル10>〕 

くファイル1> 〜くファイル1〇> については、 r 2.10 夜敉ファイルの編 1 I 4 j に说明してあリますの 
で、参照してください。 

2つ以 I •.のスイッチを付けるときには、スイッチとスイッチのあいだにスペースを入れてください。 

各スイッチの总味は、次に示すとおりです。 

一 A ヘルプファイルの/ 、。ス |粒。 

ヘルプファイルの存在しているディレクトりのフルパス名で指•定します。 

デフォルトでは、ヘルプファイルのパス名は、 ED . X の存在しているデイレクトリのパス 
名と同じとなります。 

一 E ファイル終端妃号 （ EOF ) の衣ボ指ボ。 

デフォルトでは、 EOF 記号は表>6されません。 

一 H 水平タブの Ai 人私 jifcj 指定。 

水平タブ< S 09) の狀&^ をカラム敉で指定します 0 
このスイッチの泊:後に、 

2、 4、 6、 8 

のうちのどれかを指定します。 

デフォルトでは、8カラムに指定されています。 

一 L 改行記号 U >の表示!ぼ定。 

デフォルトでは、改行纪号は私さされません。 

一 M 行長の彳玲定。 

1行の長さをバイト数で定します。 

このスイッチの遣:後に、 

128、256、512、1024 
のうちのどれかを指定します。 

デフ オル トでは、51シくイトに指定されています 0 
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I 由 I 曲モードの指定。 

このスイッチの商後に、モードを設定する数値をします。 
1…96 (カラム） X 30 (行） 

2…64 (カラム ） x 30 ( 行> 

デフォルトは、1です。 

タブ記号い • • • >の勸浙定。 

デフォルトでは、タブ^!号は衣示されません。 



第 4 章 ED の操作例 


第4章 ED の操作例 


ここでは、 ED の簡中•な^列として、小さなファイルの作成を彳 f うノ/{上を示します。 

例として作成するのは、簡屮•なバッチファイルですが、 M 様なか上-で、プログラムやメモ许きなども 
作成することができます。 

まず、 Human 68 k のコマンドモード（人力待ち状態> から次のように人力します。 

ED し PR.BAT JJ 

ここで、 '' LPR.BAT が、作成するファイル名になります 0 すでに LPR.BAT が作られていると 
きはその内容が、そうでないときは何も人力されていない、新たな幽曲が表示されます。 

ここでは、 LPR.BAT ファイルを斬たに作成するものとして mi します。 

では、次のような内界の LPR.BAT ファイルを作ってみます。 

ECHO OFF 

IF "XI” ==”” GOTO NONFILE 
IF NOT EXIST XI GOTO NONFILE 
PR /F /H”X1” /W80 /L60 XI PRN 
GOTO END 
: NONFILE 

ECHO !!!!!! 警告 ！！！！！！ 

ECHO ファイルがありません 
ECHO !!!!•!!!!!mI | I iiI m 
: END 


次:際に人力してみましょう。文字を人文字で人力するときは、 | CAPS | の赤ランプがついている状態 
にします。 

まず、 

ECHO OFF 

を人力してみます。 

'' ECHO " に絞いてスペース(乍 fi ) を人力します。スペースはスペースキーを押すと人力できます。 
もし、人力まちがいをしたら、または十□□を押すと、カーソルの截前の文字を m 
すことができます。また [~ DEL または ICf ^ Ll + i G : を押せば、カーソルのところにある文字を消 
せます。 

ここで改行をします。改行は、リターンキーを押すか [CTRL + [ W ] を押します。改行されたかど 
う力你:涊するために、1 esc 卜 r^rurEsc i を押してから、 r ^ n を押す)を実行してみてくださ 

い 0 

改行記号 （ i ) が行未に表示されていれば正しく改行されています。 
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次に、 


GOTO NONFILE 


IF ” ％ 1，，== 

を人力します。 

これは、前の行と同じ要領で行うことができます。 
同様にして、 

: NONFILE 

まで人力してください。絞いて、 


ECHO !!!!!! 警告 !!!!!! 

ECHO ファイルがありません 
ECHO >11111111111111111!! 


を人力します。 


ここで 、 "ECHO "を3行;！! i 絞して人力することになりますが、これを能率よくけうには、綱に 
'' ECHO 〃を入力してから、カーソルをその行に策いたまま iFlOl を 2 M 押します / ECHO ，.が 
次の2行にコビーされ、3 ii •述絞して M じ文字列が人力されます。 


次にスペース以降を入ハします 0 そして、 
>で カーソル をん:心•に觔かし/!! 
[ T ] または CTRL + 


および 


D 
次に、 




(または | CTRL | + 1 S | ぉよ L^ICTRL 
!!!!!!" を人ハします。 


X を押して々ーソルをドに! W かし、''ファイルがあリません' 
!!!!，，を順に入力します。 W 後に”： ENIT を人力します。 


なお、 II 本•沿の人力ん•法は、 r H 本雄入力•辞, 1 S ••ユーティリテイユーザーズマニュアル j を参照してく 


ださい。 

入力まちがいをして、 1 行令体を； fi したいときには、! CTR を押してく/ごさい。 

人)) を終えたら热リがないかどう力搬 • します。 it 確に入力できたならば、 LPR.BAT ファイルの 
内界をディスクにセーブします。これには • U を次:けします。すると、編！ t _ fii には何の 
変化も起こりませんが、セーブが行われます。 

ファイルをセーブした後、 ed を終了したければ、 r ^; を次:行します。セーブの終了 
後、 Human 68 k のコマンドモード(入力侍ち状態)に戻ります 0 
なお、 Wf/J の加おこ、パラメータヒして '' LPR.BAT を指定せず、 


ED J 


としてファイルの内界を人力した後、セーブする li:j にファイル？を LPR.BAT に变史することもで 
きます。 

これを行うためには 、 I esc r rr ^ を乂行します。祝在編班中のファイル名として'' ed . $$$" 
が衣尔されますから、!; BS を使ってこれを消し、訢しいファイル Z ( LPR . BAT ) を人力してから、 
リターンキーを押します。これで、祝在編集中のファイル名が TPR . BAT " に変わりますから、以 
後、セーブを彳 j ■えば、この祈しいファイル K でファイルが作成されます0 

これまでの説明に出てきたコマンドは ED か神っている中のごく一部です。このほかにも他利で強 
力なコマンドが数多くあります。これらのコマンドは、 「第5な ED のコマンド-% j にすベて示 
されていますので、参照しながら吏行してみてください。 
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これまでのが:で ED の操作をひととおり解説しました。この汔では、 ED で使うことのできる全コマ 
ンドをまとめてありますので、利 f || してください。 


(1 )CTRL 系 コマンド 

ICTRLkfAn 
[CTRLl-f-fF' 
CTRLl+fC - 
CTRLl-ffD" 
|CTRLl-ffE ~； 
[CTRL l-ffTI 

[crrKTKrGl 

cTRLi^nr 

CTRLj + m 
|CTRL| + m 
[CTRL] + □<_] 
iCTRLKfir 
CTHLKnvT 

i ctrl i-f nr 

ICTRLl^fon 

[CTRLl-ffP" 

「 CTRL—l + r^] 

[CTRL] + pT ； 
[CTRLj-ffs" 

lCTRL| + rn 

CTRL>rir 

CTRLl - ffy ^ 

ICTRLl - ff^n 

[CTRLI^nr, 

CTRLI + f^ 

CTRLhr^ 

[ ctrl >[ T ~" 


カーソルを 1 ワー ド左に移 I 力します 
カーソルを 行の右端.左端に移觔します 
ページアップします （ 1ページ後に移動） 

カーソルを1文字右に移觔します （[^ n と同じ) 

カーソルを1行上に移勅します （ [TH と同じ〉 

カーソルを 1 ワー ド右に移勋します 
1文字削除します （ riM ^ i と向じ) 

八ツ クスペース（[^と同じ） 

タブ ( 「TAB 丨 と同じ） 

ヘルプフアイルを示します （[ HELP ； と同じ） 

カーソル位 S から行末までを削除します 

[ CTRL ] + [ YD で削除した文卞列を祝 A 行に很帰 m \) します 
改行。神人モードでは、行を分別します（リターン キー; 3と同じ) 
1行神人します 

神入 • 上? F のモードを切りかえます 
カーソルを行の右端に移#力します 
カーソルを行の左端に移觔します 
ページダウンします （ 1ページ前に移幼） 

カーソルを1文字左に移#力します（[^]と同じ〉 

1ワード削除します 

i j •の光好 i からカーソル位策の我前までを削除します 
コント ロールコー ドを人力する前に入力します 
1 U 分 ロール ダウンします 
々ーソルを1行下に移が j しますと同じ） 

1行削除します 
1行分ロールアップします 

カーソル位策の文字を大文字または小文字に変換します 


(2) ESC 系 コマンド 

1 KS C 1 • 1 A , 沒数ファイ八相鬼時のファイルの切りかえ （ iBlft ) 

! esc ] - ! b カーソルをファイルの: t 頭に移勋します （[ fTI と同じ) 



I ESC ] •「で 


ESCl.rD 


I ESC •[ E 


ESCJ - F 


「 ESC > 
I ESC ] . 


n 


卜 R 


H 


ESC • 


I ESC N K 


ESCi - L 


1 ESC • M 


lESCh N 1 
" ESCJ - 0 


ESC 


n 

•[ 

Q | 



R 


ESC • S 


—T 


ESC • U 


ESC]-I V 


ESC 1-1 W 


ESC • X 


ESCi-l Y 


ESC • Z 


P 


Human 68 k のコマンドを実行します 
複数ファイル編のファイルの切りかえ（逆！ « i > 

編逛中のファイルすべてをセーブして ED を終 f します 
新しいファイルの編鬼を行います 
翻ヵット八ッファの内容を現在行の直前に nM 挿入します 
祝在編堪中のファイルをセーブします。編 1 上は8枝 fc します 
タブ妃号 • •> の表示/非表示を切リかえます 
文未に如かって文字列を連統策換します（策換確忠あり） 

編! IS 中のファイルだけを編墘前の状態で終了します • 

文姐に向かって文字列を述絞黃換します（满換確以あり） 

改け妃 V >( i >の表示/非表示を切リかえます 
文字列を検索します （ 文末方向> 

视在 Wife 中のファイルを編敗前の iri 初の状態に戾します 
…^祝在行から nrr 分カットバッファに格納します 

編 1 上中のファイルすベてを編班前の状態で終了します 
文木に叫かって文字列を) t 絞; K 換します（泯換{雈 d •なし） 
文字列を検索します(文頭方向） 

祝作.編恥中のファイルのファイル名を変史します 
文姐に⑸かって文字列を逆絞冼換します（策換確:以なし） 

タグジャンプを行います 

編 1 上中のファイルから一部をとリ出し、ファイルを作成します 
祝在編敗中のファイルだけをセーブし、 ED を終了します 
編 1 上•中のファイルに、別のファイルを说み込みます 


「 ESCl . r nlPI 

pEsci-m 


ESC •勿 


々ーソルをファイルの終りに移抑します （ |F 2 j と同じ) 
カーソルを第 n 行に移觔します 
人文卞変換 • 小文字変換モードを切リかえます 
マクロ定箱を行ないます 


3単独キー系コマンド 

FT ] mm ) 

fT | (腿行） 
fTI (讀 

fT ] (検索） 
fT ] (次検索） 

VT (範帅 

fTI mm 


f 8 mm 


カーソルをファイルの光頭に移觔します 
カーソルをファイルの終りに移#力します 
文木に向かって文字列を迚絞:}?換します（茶換確認なし） 

文字列を検索します（文未方向> 

文字列を再検索します(文末方向) 

什範[相の敁初行を指定します 

了 T ] の指定行から祝在彳 f の前の行までのテキストをカットバッファに格 
納します 

す} T 4 £_ 内のテキストは削除されます 

yT ': の指定行から％在行の前の行までのテキストをカットバッファに格 


納します 
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第 5 章 P : D (7) コマンドー览 


F 9一（貼 f 十） 
VW に iJUD 


「SHIFT| +「F3 
1 SHIFT l + fFT 

[ shiftJ +^ fT ] 
「shift i 十 rr^" 


HOME 
INS : 
祖： 
ROLL UP 


ROLL DOWN 


TAB 


• BS_, 

HELP 

0 

[]LK : 


UNIX) 


指定砸納のテキストは削除されません 
カットバッファの内容を現在行の a； 前に神入します 
祝在行を次の行に神入コピーします 
文九 i に K 】 i かって文字列を連絞策換します （;S 換確 d なし） 
文字列を検索します（文頭方向） 

文字列を fmm します ( 文姐方向) 

玫数フアイル編 U4 時のファイルの切丨）かえ (ii：HKi) 

权数ファイル編迤時のファイルの切りかえ（逆順> 

々ーソルを1文字右に移勋します 
カーソルを1文字左に移 I 力します 
カーソルを1行上に移動します 
カーソルを1行下に移動します 
カーソルをホーム位® (I由I曲•左上)に移動します 
神人 • 丄•.書モードを切りかえます 
1文字削除します 

カーソルを1ページ後に移肋します 
カーソルを1ページ前に移動します 
水平タブ 
八ックスベース 

ヘルプファイルを衣ボします 

改け。神人モードでは、彳 f を分削します 

ファイル終 r 記号 (EOF) の表示/非表示を切リかえます 

定義されたマクロを决•行します 


298 






付録 1 ASCI I 制御コード 

次に示す ASCII コードをコンソール(1_に対して出力することにより、画面を制御することが 
できます。制御コードは1文字です。 


記号 

コード 

(16 進） 

»■■ ■ { 

1 一 \ 

機 能 

卜 ■■ ■ ，— 
BEL 

07 

1 Sound bell 
ベルを喵らします。 

ベルの； V は、 CONFIG . SYS ファイルの中の '' BELL =< ファイル名〉"のだ述 

に従います0 、' BELL = 〈ファ彳ル名パの衍定がない埸合は無効。 

BS 

1 08 

Cursor backward 

カーソルを1文字左に移觔します0 

カー、， ルが行の1カラム U にあるときは1行上の iri 終カラムに移觔します0 

々ーソルがホームポジション （1 カラム LJ 、 lifU ) にあるときは無効0 

HT 

[ 

09 

■ 

[ | 

Skip to next tab stop 

カーソルを次のタブの位策に移勋します。 

タブの位; K は、キャラクタ喵標の irk •人カラム数を越えない8の倍敉で、次のよう 

に決められます。 

08、16……キャラクタ啤榡の敁人カラム数よリ小さい8の倍数の A 4 人*値(最大 

のタブ位: K > 

カーソルが Wc 人のタフのカラムよリ右側:こあるときは1行ドの1カラム U 

に移! W します。 

カーソルが j •にあるときは1行スクロールアップします。 1 

LF 

■ » mmi 

0 A 

1 Cursor down 

同じカラム位3¢でカーソルを1彳 f ドに移#力します。 

カーソルが At 終けにあるときは1けスクロールアッ：7。します。 

VT 

U ■ ™ 

OB 

—■ ■ ■ ■ J 

. 1 

Cursor up 

同じカラム位$で力ーソルを1行上に移動します。 

カーソルが t 由 1面の1 iHH こあるときは無効0 

FF 

oc 

— 

― ■ - ■ ■ ■ 1 1 

Cursor i or ward 1 

カーソルを 1 文字右に移勋します0 

カーソルが行の irk 終カラムにあるときは1行ドの1カラム U に移$力します。 
カーソルか伸 UfiiAi 終 U の Ai 終々ラムにあるときは1行スクロールアップします。1 

CR 

01) 

■— 1 

Cursor to left margin 

カーソルを行の 1 カラム u に移勋します。 
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im 


記号 

コード 

(16 進） 

機 能 

^ ■■ ■ - 

SUB 

1 A 

" 1 - ■ 一 I 

Clear screen 

㈣ 而の表>片をすベてクリアします。 

その後、カーソルはホームポジ シヨ ンに移觔します。 

ESC 

i^—H 

IB 

Introduce on ESC sequence 

ェスケーフ 。コー ドの始まリです。 

ESC コードに较く文字により、エスケープシーケンスによる_面制御を行いま 
す（エスケー フ。 シーケンスの詳細1については、 「 i 、 m 2 エスケー フ。 シーケンス」 

を参照 > 〇 

KS 

し ■ ■ ■ 1 

IE 

Cursor HOME 

々ーソルをホームポジシヨンに移#力します。 
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付録 2 エスケープシーケンス 


エスケーフ。シーケンスは、 ESC コードとそれに絞く文字列によリ_面の制御を行います。 
エスケープシーケンスの長さは、シーケンスごとに異なります。 ESC はエスケープコード （ S 1 B ) 


を衣します。パラメータ pn 、 pi 、 pc 、 ps は10進数の文字を意味します。 


シーケンス 

機 能 

ESC [pl;pcH 

Direct cursor addressing 

カーソルを指定の位 IS に移勋します0 

pl=m のとき、 m Mim f の値よリ大き v 、埸作は iiic 終行にカーソルを移$力しま 
す 。 

pl=0 または pi が省略されたとき、 1 行 H にカーソルを移觔します。 

pc = n のとき、 n が](讲カラムの侦より大きし、場☆はム讲カラムに、 pc = 0 また 

は pc が省略された場合は 1 カラム目に、それぞれカーソルを移勳します。 

ESC : pl;pcf 

ESC [pl;pcH と M 様の処理を行います 0 

ESC=Ic 

ESC [pl;pcH と |‘i 脱の地理を行います。 

パラメータ 1、 c は、行•カラム位: K を指定するもので、 ft パラメータは 16 進数 

で S 20 のオフセットを加穿•した文字によって表します。 

1、 c は省略不可。 

1 は i テの位置を指定します。 1 行目にカーソルを移觔するときは S 20 とします。 
c はカラム位策を指定します。 1 カラム U にカーソルを移觔するときは $20 と 

します。 

ESC : pnA 

cursor up 

In) じカラム位： S でカーソルを上に pn 行移觔します。 

カーソルが 1 行 m こあるときは無効。 

pn が朽略されたとき、 pn=0 のときは pn=l として実行します。 

ESC [pnB 

cursor down 

问じカラム位黃で力ーソルを下に pn 行移動します。 

カーソルが Ai 終むにあるときは無効。 

pn が«略されたとき、 pn=0 のときは pn= 1 として実行します。 

ESC ]pnC 

cursor iorward 

カーソルを右に pn 文字移 I 力します。 

カーソルが行の irk 終カラムにあるときは無効。 

pn が省略されたとき、 pn=0 のときは pn= 1 として実行します。 
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ンーケンス 機 能 

ESC _ pnl ) Cursor backward 

カーソルを左に pn 文字移觔します。 

カーソルが行の1カラム目にあるときは無効。 

pn が右略されたとき、 pn =0 のときは pn = 1として実行します。 

ESC 、0 J Clear from cursor to end of screen 

カーソルの位 iS から彳 j •の At 終カラムまでクリアします。 

々ーソルの位策は変史あリません。 

パラメータ0は肖略可能〇 

■ | 

ES し JJ Clear irom beginning of screen to cursor 

光頭行の 1 カラム B からカーソルの位策までをクリアします。 


ESC [2 J 


ESC * 


ESC [OK 


ESC [2 K 


ESC : pnM 


カーソルの位; K は変史あリません| 


Clear screen 
_面をすベてクリアします。 

その後、力ーソルはホームポジシヨンに移が】します。 


ESC [2 J と M 様0 



Clear from cursor to end of line 

カーソルの位策から行のか泌カラムまでをクリアします。 

カーソルの位策は変史あリません。 

ハ•ラメータ0は省略可能〇 


Clear rrom beginning of line to cursor 

けの 1 カラム H からカーソルの位； K までをクリアします: 

カーソルの位;!(?は変史ありません。 


Clear entire line containing cursor 

カーソルのある行の 1 カラム H から Ai 終カラムまでをクリアします。 
カーソルの位-策は変史ありません。 


Delete line 

カーソルのある行から下に pn 行削除します。 

削除した行の後の行か滅リ上がります。 

カーソルの位; S : は繰り上がった文の先頭行の1カラム目となります。 
pn が杏略されたとき 、 pn = 0のときは pn = 1として実行します。 




ESC 


ESC 


•下の行の左端に移動します。 

•行にあるときは1行スクロールアッブします。 


Reverse index 

同じカラム位; S で力ーソルを上に1行移觔します。 

カーソルが先 S 頁行にあるときは1行スクロ ー ルダウンします0 




.... :その表示文字の I 成性をセーブします。 


Set cursor position 

カーソルを ESC [ s でセーブした位 S • W 性に戻します。 

ESC [ s かされていないときは、カーソルはホームポジションに移觔し性 
は変化しません。 



►sition report 

ンソール入力の度にカーソルの位策を ESC [ 



の形で通知し 









觸 


シーケンス 

P — ■■ -一 

機 能 

ESC [>lh 

r^naole bottom line 

l 由滴の Ai 終行をブログラムで使用可能とします。 

実行後、 L 由)面のすべての行をプログラム上で使 W できます。 

_ _ ■ — 

ESC [>11 

Disable bottom line 


I 由)面のム k 終彳 f を Human 68 k システムで使能とします。 
次:行後、終行はブログラム上で使⑴できません。 


Character attribute 
表示文字の W 性を指定します。 

祕性は一度指定すると次に変史するまで行効となります。 
パラメータ ps は一度に複数指定可能 c 
す}^する ps を次•に示します。 


I - 

し ps 一. 

機 能 

0 

初期設定時の W 性 

1 

ハイライト 

/ 

リバース 

30 

•H 

31 

水色 

32 

贫色 

33 

臼 

34 

ハイライト ！ H 

35 

ハイライト水色 

36 

ハイライト拔色 

37 

ハイライト白 

40 

リバース黒 

41 

リバース水色 

42 

リバース黄色 

43 

リバース f 4 

44 

ハイライト • リバース JM 

I 45 

ハイライト • リバース水色 

46 

ハイライト.リバース黄色 

47 

ハイライト.リ八ース白 


もとの I 成性に戻すときは ESC [ m を使 W します。 

ただし、パラメータ ps は一度に複数指定4能ですが、パラメータ1または7 
は、パラメータ30〜37と40〜47を次のように変化させるトグルスイッチ（実行 
する度に2つの ハ。 ラメータを切りかえる）の役割を果たします。 


ESC L ps ;--- 
;ps m 
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30 - 40 
31- 41 
32 — 42 
33-43 

34 - 44 

35 - 45 

36 - 46 

37 - 47 


付録3 


ントロ ー ルコ ー ド ー 覧 


ぐラメータ 



ボリュームを上げる 

ボリュームを下げる 

ボリュームをふつうにする 

チャンネルコール 

テレビ阐面(初期{匕 • リセット） 

声ミュート 
屯源 ON 

テレビ/コンピュータ 
テレビ/外部、コンピュータノーマル 
コントラストノーマル 


才 一— 


チヤ 

ンネルアップ 

チヤ 

ンネルダウン 

綱 OFF 

職 ON/OFF 

スー 

八一1 

チヤ 

ンネル1 

チヤ 

ンネル2 

チヤ 

ンネル3 

チヤ 

ンネル4 

チヤ 

ンネル5 

チヤ 

ンネル6 

チヤ 

ンネル7 

チヤ 

ンネル8 

チヤ 

ンネル9 

チヤ 

ンネル10 

チヤ 

ンネル11 

チヤ 

ンネル12 

テレビ1由) ifti ( S 05> 


コンピュータ_面（$05 + $08> 
スーハ。一 1( S 05+ S 0 F > 

スーハ•一 2 ( $05 + S 0 F + SU A > 


糸$20〜 



〜 $1 F ($20 



〜 S 20 + S 1 F ) の処理を 










索引 


索 

記号類 

? ( ワイルドカード > . 24 

I ( 瞧） . （ 3) 

I ( バイフ 。 ) . 43 

II ( マルチ处理） . 44 

……( 侧己号 ) .(3) 

" ( ダブルクオーテーシヨン } . 36 

[] ( 灼形カツコ） .(3) 

{ } ( 波切カツコ） . ⑶ 

く〉（山形カツコ） .(3) 

< ( 人力のリダイレクト） . 43 

> ( 出力のリダイレクト） . 42 

>> ( アペンドのリダイレクト） . 42 

¥ ( パス名の区切り記号 ) . 30 

¥ ( ルートデイレクトリ） . 30 

% 0-%9 (f 反パラメータ〉 . 40 

* ( ワイルドカード） . 24 

—• • •( タプ • 记号 ) . 288 

1( 改行記号 ) . 288.292 

16 進舰.文卞によるファイル内容の表ポ 

(― I)UM1)). 90 

1画血ごとの衣示 (-MORE). 116 

A 〜 Z 

ASCII 制御コード . 301 

AUTOEXEC.BAT. 16.41 

AUX (補助入出力装 . 25 

BELL. 226 

BREAK. 226 

BUFFERS. 227 

Cl.190 

CA. 190 

CACHE. 56 

CLOCK. 25 

COMM AND コマンドのエラーコード . 62 

COMMON フアン クシ ヨンで 使) H する 
メモリ容锻の指定 （—COMMON) ……227 
CON (コンソール） . 25 


引 


CONFIG.SYS. 223,232 

CONFIG.SYS のコマンド . 223 

CONFIG.SYS ファイルの作成.修正 

(-CONFIGED) . 232 

CTRL+C. 37,55,186 

CTKL+S. 37 

CTRL+Z. 39 

CTKL+C のチェック機能の没定 

(-BREAK) . 55 

CTKL 系のコマンド . 199,279 

CU. 190 

d: (ドライブ名） . 36 

DEVICE. 228 

DIRSCH . 231 

ECHO モード . 181 

ED. 275 

EI).$$$. 275 

ED^O_. 275 

コマンドー览 . 296 

ED の終了 . 277 

ED のスイッチ付き㈣ . 292 

ENVSET. 231 

EOF. 190.289,292 

ESC 系のコマンド . 199,278 

EXCONFIG. 232 

FASTIO. 92 

FASTOPEN. 93 

FASTSEEK. 94 

FDDEVICE. 241 

FILES. 235 

FLOAT2.X. 229 

FLOAT3.X. 229 

FLOAT4.X. 229 

FM 音源 . 245 

HISTORY.X. 199 

Human68k. 3,9 

Human68k ver.3.0. 7 
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Human68k システムの fc 送 (—SYS) …161 
Human68k のコマンド . 45 

INS. 190 

IOCS.X.7 

KEY. 110,235 

KEY.SYS. 235 

LASTDRIVE.236 

LPT ( ブリンタ） .25 

MIDI.7 

M ML データ . 245.247 

N&CU. 190 

NUL ( ヌルフアイ，レ） . 25 

NWL. 190 

OPMDRV3.X. 229 

OPM コマンド . 254 

OPM 制御 . 252 

01)M ドライ八 . 242 

01)M ファイル . 244 

OS. 3 

PATH. 37.118 

PCM (I)CM デバイス） .25 

PCM ファイル . 226 

FRN (フ 。リン タ > .25 

PKNDKV.SYS . 267 

PKNDRV1.SYS. 267 

PRNDKV2.SYS. 267 

PKNDRV3.SYS. 267 

PROCESS. 122.236 

PROGRAM. 237 

RAMDISK.SYS. 269 

RAM ディスク . 268 

RS-232C. 140 

RS-232C インターフェイスに対する 
パラメークの•没定 • 起财 （ —SPEED) …140 

KS-232CM 線 . 74 

S1. 190 

SCSIDEV. 237 

SHARE. 238 

SHELL. 224,238 

SRAMDISK.SYS. 269 


SU. 190 

TITLE. 239 

TITLE.SYS. 239 

USKCG. 239 

USKCG.SYS. 239 

VERIFY. 240 

VOID. 190 

あ 

アスキー比較 . 95 

新しいデイレクトリの作成 (― MKDIR) 

. 115 

アドレス ISI 定実行ファイル . 24 

アペンドのリダイレクト . 42 

mi) ( デイレクトリの } . 32 

Iv, 1 ?. 280 

上 Vf モード . 280 

エイリアス(別名定義機能 ) . 198.207 

エスケープシーケンス . 303 

エラーコード （ COMMAMD コマンドの） 

. 62 

オーバレイ . 〇 2 

オーバレイ X ファイルの作成 • 変史 

(-BIND) . 52 

人文字変換 . 287 

人文字変換モード . 288 

オプション . 36 

オペレーテイングシステム . 3 

親デイレクトリ . 32 

親プロセス . 91 

音源の制御 . 245 

か 

カーソルの移動 . 200,278 

改行記号 . 288,292 

mm . 28 

階 W ディレクトリ構造 . 28 

灼形ヵッコ . ⑶ 

縦 f-. 23 

inm ドライブ . 88 
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索弓 


ffcty ドライブの剂リ，ての設定 • 解除 


(― SUBST ). 144 

ドライブを穴めた砧人のドライブ数を jita 

(-^ LASTDKIVE ) . 236 

カッコ .(3) 

カノ ト バッファ . 286 

奴パラメータ . 40,188 

カレントディレクトリ . 32 

カレントディレクトリの変 Ui • 

(- CHDIR ) . 57 

カレントドライブ . 10 

職エリァ . 137 

说垃エリアサイズ . 61 

说垃义卞列 . 137 

义卞列の飢の (- SET ). 137 

外卞订鉍川データファイルの衍定 

い USKCC ;) . 239 

外字の作成. 慨 • 削除 

(- USKCGM ). 170.174 

外卞ファイル . 170 

外卞ファイルの史•所 . 170 

外*？:ファイルのび鉍 . 170 

外7 ファイルの 内 W . 174 

外部 コマンド . 35,37 

外部 コマン ド検索のための PATH の設定 

H ) ATII > . 118 

_ fti の消去 (- CLS ) . 60 

麵•モードの衍定 ( E _ . 293 

_ i モードの設定 (- SCREEN ). 135 

簡秘バッチ機能 . 199.209 

キー設定ファィル . 110.113 

キー設定ファイルの史新 . 110 

キー設定ファイルの内容 . 113 

キー 定義ファイル . 211.235 

キー定義ファイルの指定 （— KEY ) ……235 

キーのび鉍 . 112 

キーボー ド コントロール 機能 . 222 

翊造 . 28 

起動 ( ED 、 スイッチ付き) . 292 

起動 ( ED の） . 275 


娜 J < Human 68 k の〉 . 9 

起勋（システムの） . 9 

起動（内葳ハードディスクの) . 20 

行長の指定 . 292 

区切り Ed 号 . 37 

検索 . 281 

コヒー（フロッヒーディスクの） . 14 

コビー（ファイルの） . 26 

Y •プロセス . 61,91 

イブロセスとして起勒された COMMAND.X 
からの親プロセスへのリターン （— EXIT ) ……91 

コマンド . 35 

コマンド （ Human 68 k の） . 45 

コマンドオプション . 36 

コマンドむ . 181 

コマンドの機能別分頌 . 45 

コマンドの . ⑶ 

コマンドの反很次:行 (- FOR ). 183 

コマンドの衣化法 .(3) 

コマンドプロセッサ . 231 

コマンドプロセッサ COMMAND . X の起勋 

(-- COMMAND ) . 61 

コマンドモード . 9.10 

小文卞変換 . 287 

小文字変換モード . 288 

さ 

l^ir < R > . 270 

iWUi . 287 

削除 . 281 

削除（ファイルの） . 27 

flij 除（ディレクトリの） . 33 

作成（ディレクトリの） . 32 

サフ•ディレクトリ . 28 

シェル . 238 

時刻の表示 • アラームのセット 

(- TIMER ). 165 

シヱル起觔の前に灾彳 j •するブログラムの衍定 

い PROGRAM ) . 237 

システム構築 IH ファイル . 223 
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けへ） (-COP^) 


288/293 


ゆ独キー系の 


終 r (e ⑽ . 

終了（システムの）… • 

終 r (編集の) . 

終端妃り • （ファイルの> 
出力のリダイレクト… • 
主ファイル名 . 


277 


289 


289,292 


m ^> 


使 JH " f 能なメモリサイズの衣 / J •く 


MKMFRKK ) 


114 


初期化 . 

初朗ィ匕（フロッピーディスクの> 


17.99 


コマンドの） 


時刻の衣ボ.•没定 (- TIMK ). 1 

次:パラメータ . 40.188 

1，1抑，九: U バッチファイル ( AUTOEXEC . BAT ) 


164 


16,41 


系によるハへ y チ处刊！ (- IF ) 
スイッチ（コマンドオプション） • 
スイッチ（メモリスイッチのぶぉ 


185 


146 


水、ド•タブ 


288.292 


スクリーンエディタ 


275 


スクロール 


セーブ（ファイルの) 


289 


m^iL 


3 K 57 J 15 


一卜 


139 


ソートキー 


139 


渺職 . 

WA . 

•} ifi 人モード . 

ソフトリロケータフ vi /欠•行ファイル 


31,57.115 


280 


280 


レフアイルの m 定 (- TITLE ) 


屮小.ぐ4> 

ilUHf …… 

ツリ-臟 


270 


196 


データ 


データのソート （— SORT ) 


139 


データの故べ殳え （— SORT ) 


139 


データフアイル 


ディスクゼ奶コビー • J し1义明合 


(― D 1 SKCOPY ). 

ディスクの状態の報告 

(- CHKDSK ). 

ディスクの初期化 （— FORMAT ). 

ディスクのフォーマット （— FORMAT ) 
ディスクのボリュームラべルの衣/】;••変史 


• VOL > 


177 


デイスクノぐ:/ファ数 . 

デイスブレイの ilU - (- CLS ) 


227 


ディレクトリ . 

デイレクト uw ^ u^*x •; 一形メ:での 


(― TRKD 


168 


ディレクトリの|祕力 . 

デイレクトリの!^除 . 

ディレクトリの！ 1 fij 除(- > KMI ) IR ) ••••• 

デイレクトリの . 

ディレクトリ（ファイル名一^の衣示 


134 


32,115 


1)1 R ) 


ディレクトリ殳 
テキストの移抑 . 


198,206 


286 


テキストの nr / 


287 


テキストファイル 
デノくイスエラ—— 


270 


223,228 

































































索引 


テンプレート . 189 

テンプレート機能 . 189,202 

l “ M : オープン（ファイルの） . 235 

ドライブの fRWi 、 4た態の及 / j •いドライブ名の交換 

(- DRIVE ) . 88 

な 

内促ハードディスクの初期化 . 17 

内部コマンド . 35 

舰カッコ .(3) 

人出乃デバイスの变史 （— CITY ) . 74 

人力のリダイレクト . 43 


は 

ハードディスクからフロッビーディスクへのファ 

イルのバックアップ作成 (- BACKUP ) …50 


ハードディスク問のコピー • 上議合 . 86 

ハードデイスクのフォーマット . 101 

バイナリ比較 . 95 

バイナリファイル . 90 

パイプ機能 . 43 

パス . 28 

パス X . 30.118 

ハ•ックアッフ。（フロッヒーディスクの）……14 

ノくックアッフ。（ハードディスクの） . 50 

BACKUI ) コマンドでハ，ックアップさそ1たファイ 

ルの (— RESTORE ). 132 

ノくツチ . 38 

バッチ妙 I !•コマンド . 180 

バッチ处邱中におけるコマンドけ衣ポの，旣•メ 

ッセージの衣^; • (— ECHO ). 181 

八ッチ处邱屮におけるコメントの衣示 

(- REM ). 187 

バッチ中におけるパラメータのシフト 

い SHIFD . 188 

八ッチ妙理の一時 f?，ih (- PAUSE ). 186 

八ッチ処邱の流れの変史(- < X ) T 0) ……184 

バッチファイル . 38 

ハ。ラメータ . 36 

バラメータ（八ッチファイルの} . 40 

312 


綱泣 . 286 

ビープ /V . 226 

ビジュアルモード . 10 

ヒストリエリアサイズ . 62 

ヒストリ雛 . 194,197,203 

ヒストリけ列 . 108.194 

ヒストリ行列の衣/ j ;- (— HIS ). 108 

ヒストリデバイスドライ八 . 197 

ヒストリ定義ファイル . 211 

IH 、 J •の 於】 卜^£ DATE ) . 75 

衣，ば土•（コマンドの） .(3) 

m ^ W )) . 42 

標•小人乃 . 42 

ファイル . 16,23 

ファイルおよびデイレクトリのコビー 

(- COPYALL ) . 72 

ファイル終端, k ! り* . 289.292 

ファイル内界の上け交 (- FC ) . 95 

ファイル内界の及/ TYPD . 169 

ファイル内容のページング HPR ). 120 

ファイルの柊 ! W (- MOVE ). 117 

ファイルの乃き出し . 285 

フアイルの検本 (- WHHKK ). 179 


ファイル中の衍定义公冽の検出 (- FIND ) …97 


ファイルのと切他!切脚の衍^ 

い SHARD . 238 

ファイルのコビー . 26 

ファイルのコビー (- COPY ) . 64 

ファイルの削除 . 27 

ファイルの削除 （-> I)KU . 77 

ファイル叫 ftii . 29 

ファイルのセーブ . 289 

ファイルの诚性の，跋 • 解餘（― ATTRIB ) 48 

ファイルの説み込み . 285 

ファイルハンドラ . 235 

ファイル名 . 23 

ファイル名の付け方 . 23 

ファイル名の変 Ui (- REN ). 130 

ファンクションキーなどの設定 （— KEY ) 110 
フィルタ . 43,98.116,120,139 




































































フォーマット . 11 

柯舰性 . 48 

複数 ファイルの 編也 . 290 

(フロッピーディスク I ••の迎驻ファイルをハ 

ードディスクへ） (- COPY 2) . 68 

小良セクタを穴むファイルまたはディスクの * 轵 U 

(— RECOVER ). 127 

フルパス名 . 31，115 

フ。ログラムファイノレ . 26 

プロセス . 122 

プロセスの价银の及/夕 (- PROCESS ) …122 

フロッピーディスクのフォーマット . 99 

プロンプト . 10 

ブロンブトの，脱 (- PROMPT ). 125 

m 〗 ••処 现のための 制' tfwm {のぶ ii 

(- PROCESS ) . 236 

ベリファイ機能の•蛇 （— VERIFY ) ……176 

ヘルプ I 叫 Ifii (- ATTRIB ) . 49 

ヘルプファイル . 221.292 

編 1 上の終丫 . 289 

編 1 上ファイルの切リかえ . 290 

ボーレート . 141 

誰人 :1 リ祕 . 74 

補助入出力機器 HAUX ) . 25 

ボリュームラベル . 177 

ま 

マルチ处押•機能 . 44 

無 f)i <1> . 270 

メモリスイッチのぬ ii (- SWITCH ) ……146 


b 


5 ベル . 184 

リターン .(31 

リダイレクト機能 . 42 

?_做 . 17,104 

觀娜 . 17 

リロケータブル次•行ファイル . 24 

ルートディレクトリ . 28,30 

ゎ 

ワイノレドカート' . 24 


や 

山形カツコ . （3, 

横 スクロール . 276 

説み 出し明川成 性 . 48 

f •約ファイル名 . 25 
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